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第 29 回 日 本 寄生 学 会 記事 特集 


日 本 寄生 躍 学 会 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 衛生 研究 所 内 


第 9 巻 昭和 35 年 8 月 第 4 i 
号 
編集 
小 義孝 ・ 松 林 久 吉 ・ 崎 一 = 


海 人 草 の 純 粋 有効 成分 と ミサ ント 
ニン を 最も 的 に 配合 し 、 
最高 度 の 駆虫 す る 


多年 の 研究 と 最新 の 技術 が うん だ 応 虫 薬 マ ク 
ニン S は 、 そ の 高い 応 虫 率 が 多数 の 臨床 実験 
で 実証 され 、 そ の 上 副作用 が な く 、 の みや す 
い 虫 下 し と し て 好評 を えて いま す 。 

マク ニン S は 、 夜 ね る まえ か 、 ま た は 朝 お き 
て すぐ の むだ け で 、 下 剤 を の まな く て も 、 確 
実に 回 虫 を と る と こと が で きま す 。 


団体 用 お よび 学童 用 マク ニン S は 、 
集 団 | 全 で 、 高い 駆虫 も ち 、 配布 に 
便利 な の で 集団 昧 虫 に 最適 で す 。 


価格 も 特 に 低 謙 な の で 、 学校 、 工場 
会 非常 な 好評 を えて いま す 。 


(包装 ) 3 大 人 一 人 分 ) 80 円 ・6 1]50 円 
団体 2 100 (大 人 100 人 分 
学童 用 300 
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第 29 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 概況 
総会 に お ける 決議 事項 

日 本 寄生 躍 学会 規約 
創立 以来 の 物故 評議 員 

昭和 35 年 度 名 准 会 員 及 び 役 員 

第 1 回 総会 以来 の 開催 他 及 び 会 員 
総会 演題 目録 

総会 演題 要旨 


: 
\ 
演 ( 示 ) 説 要 


第 29 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 


期 日 昭和 35 年 6 月 26, 27 日 
会 場 北海道 大 学 ク ラー ク 会 館 
会 長 山下 次 郎 (北大 獣 医学 部 教授 ) 


第 1 日 6 月 26 日 
演 説 1~15, 17~21, 50~52 (午前 ) 54 へ ~69, 71~77 (午後 ) 
示 説 16, 24 へ ~49 (午前 ) 70, 79~90, 92, 94 へ ~105 (午後 ) 
評議 員 会 
総 会 午後 1 時 
第 7 回 小泉 賞 授賞 式 (財団 法人 東京 寄生 虫 予防 協会 ) 
受賞 者 久米 清治 博士 大 石 勇 博士 (東京 農工 大 学 ) 
「 系 状 虫 の 発育 , 仔 虫 定期 出現 性 に 関す る 研究 \ 
第 11 回 桂 田 賞 授賞 式 
受賞 者 片 峰 大 助 博 士 ( 長 崎 大 学 風土 病 研究 所 ) 
「 糸 状 虫 症 に 関す る 研究 」 
第 2 日 6 月 27 日 
演 説 106~118, 120, 122 へ ~127 (午前 ) 156~163 (午後 ) 
示 説 119, 121, 128~144, 147 へ ~155 (午前 ) 
映 画 
シン ポジ ウム 「 寄 生 映 虫 類 の 生理 」 


総会 に お ける 決議 事項 


1. 次 期 寄生 虫 学会 総会 会 長 と し て 久留 米 大 学 岡 部 浩 洋 教授 を 決定 (開催 他 久留 米 市 ) 


. 昭和 34 年 度 会 計 報 告 を 承認 
3. 新 名 状 会 員 と し て 尾崎 佳 正博 士 を 推薦 
新 評 議員 と し て 次 の 七 氏 を 推薦 
片 峰 大 助 ( 長 崎 大 学 風 士 病 研 究 所 ) 藤 田 薄 吉 (家畜 衛生 試験 場 ) 
山 形 一 (東北 大 学 医学 部 ) - (鳥取 大 学 医学 部 ) 
森 和 雄 (昭和 医科 大 学 ) 


稲 臣 成一 (岡山 大 学 医学 部 ) 
山 日 富 雄 ( 徳 島 大 学 医 学部 ) 


日 本 寄生 虫 学 会 規約 


第 1 条 本 会 は 日 本 寄生 躍 学 会 と 称す る 。 
第 2 条 本 会 は 寄生 虫 及 び 寄 生 虫 病 に 関す る 学術 の 研究 進歩 を 図る 目的 と する 。 
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本 会 は 前 項 の 目的 を 達する 為 に 次 の 事業 を 行う 。 
学術 総会 及び 支部 大 会 を 開催 する 。 
機関 雑誌 を 発行 する 。 : 
会 員 た らん と する も の は 現 会 員 の 紹介 に より 幹事 会 の 承諾 を 経て 入会 する も の と する 。 
本 会 に 次 の 役員 を お く 。 
会 長 1 名 評議 員 若干 名 幹 事 6 名 総会 幹事 1 名 
会 長 は 本 会 の 事務 を 総理 する 。 幹事 は 会 長 を 補佐 し て 本 会 の 事務 を 処理 する 。 
評議 員 は 本 会 重要 の 件 を 審議 する 。 総 会 幹事 は 総会 の 事務 に あたる 。 
会 長 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
評議 員 は 評議 員 会 の 推薦 し た 者 に つき , 総会 の 議 を 経て 之 を 定め る 。 
幹事 は 評議 員 の 互選 に よ ょ つて 定め る 。 総 会 幹事 は 会 長 が 委嘱 する 。 
会 長 及 び 総 会 幹事 の 任期 は 1 ヵ年 と する 。 溢 事 の 任期 は 2 ヵ年 と する 。 但 し 重任 は 妨げ な 
い 
本 会 に は 名 状 会 員 を 置く こと が 出来 る 。 名 状 会 員 は 評議 員 会 の 議 を 経て 総会 に 於 て 推挙 す 
る 。 
本 会 は 総会 の 決議 を 経て 地方 支部 を 設け る 事 が 出来 る 。 
会 計 
本 会 の 会 費 は 1 ヵ年 金 1000 円 と する 。 
地方 部 会 は 部 会 費 を 別に 徴収 する こと が 出来 る 。 そ の 額 は 各部 会 に お いて 定め る 。 
会 員 若 し 引続き 会 費 を 納入 し な い 時 に は 会 員 の 資格 を 失う 。 
名 券 会 員 は 会 費 を 免除 せら れる 。 
会 計 年 度 は 1 月 1 日 より 12 月 31 日 迄 と する 。 
本 規約 は 総会 の 決議 を 経 ざ れ ば 変更 する こと を 得 な い 。 
1. 本 会 の 事務 所 は 東京 都 品 川 区 上 大 崎 予防 衛生 研究 所 内 に お く 。 
2. 本 会 は 衛生 動物 学会 と 緊密 な 連繋 を 保つ て 運営 する こと と する 。 


創立 以来 の 物故 評議 員 


松 神保 孝太郎 島 西 勝 田 富士 


昭和 35 年 度 名 状 会 員 及び 役員 (ABC 順 ) 


小林 晴 治 武 知 
佳 正 田 浩 田 


第 4 条 * 
第 6 条 
第 7 
第 8 条 
第 9 条 
第 10 条 
第 11 条 
第 12 条 
第 13 条 
第 14 条 
第 15 条 0 
第 16 条 
第 17 条 
附 
名 会 員 
: 


小宮 義孝 松 林 久 一 郎 下 
佐 学 山下 次 
評 赤 木 阿 部 康 男 田 順 一 阪 東 
石井 信太 人 郎 石 井 進 色 薬 四郎 石 崎 
加 納 郎 小 林 人 小 官 義 
久 米 清 治 夫 屋 富 一 松 林 久 
松 村 竜 義 周 森 和 
大 伸 岡 部 洋 一 大 森 南 三 
大 正 沢田 藤 一郎 沢 田 利 
杉 浦 三 学 清水 重 矢 田 中 英 
日 本 医学 会 評議 員 小宮 義孝 同 連絡 員 石崎 達 学術 用 語 審 議会 委員 小宮 義孝 


庶務 委員 本 部 : 安 幽 一 男 ( 会 計 ) 柳沢 十 四 男 
鈴 木 了 司 久 津 見 晴彦 (編集 )( 予 研 寄生 虫 ) 
北 支部 : 大 林 正 士 ( 北 大 了 獣医 ) 西 支部 : 伏 見 純一 ( 阪 大 微 研 ) 
東 支 部 : 本 部 兼任 南 支 部 : 川 島 健 治郎 ( 九 大 寄生 虫 ) 
第 1 回 総会 以来 の 開催 地 及 び 会 長 

開催 地 開催 年 度 会 長 開催 地 開催 年 度 
第 1 回 東京 市 昭和 4 年 五島 清太郎 第 16 回 高槻 市 昭和 18 年 
第 2 回 大 阪 市 昭和 5 年 桂 田 富士 郎 第 17 回 東京 都 昭和 23 年 
第 3 回 京都 市 昭和 6 年 藤 浪 鑑 第 18 回 京都 市 昭和 24 年 
第 4 回 名 古屋 市 昭和 7 年 林 直 助 第 19 回 東京 都 昭和 25 年 
第 5 回 福岡 市 昭和 8 年 大 平 得 三 第 20 回 東京 都 昭和 26 年 
第 6 回 東京 市 昭和 9 年 宮島 幹 之 助 第 21 回 京都 市 昭和 27 年 
第 7 回 大 阪 市 昭和 10 年 吉 田 貞雄 第 22 回 福岡 市 昭和 28 年 
第 8 回 東京 都 昭和 11 年 小 泉 有 丹 第 23 回 東京 市 昭和 29 年 
第 9 回 東京 市 昭和 12 年 宮川 米 次 第 24 回 京都 市 昭和 30 年 
第 10 回 京都 市 昭和 13 年 山口 左 仲 第 25 回 東京 都 昭和 31 年 
第 11 回 岡山 市 昭和 14 年 鈴 木 稔 第 26 回 箱根 湯本 町 昭和 32 年 
第 12 回 千葉 市 昭和 15 年 石橋 松 蔵 第 27 回 岐阜 市 昭和 33 年 
第 13 回 汰 阪 市 昭和 16 年 吉 田 貞雄 第 28 回 東京 都 昭和 34 年 
第 14 回 東京 市 昭和 17 年 緒方 知 三 郎 第 29 回 札幌 市 昭和 35 年 

第 5 回 東京 市 昭和 18 年 横 川 定 


会 長 
赤 木 勝 雄 
下 
義 孝 
小林 晴 治 郎 
崎 一 
松 林 久 
小林 晴 治郎 
米 次 
義 周 
赤 木 勝 
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第 29 回 日 本 寄生 虫 学会 総会 演題 目録 
講 演 


多 虫 症 の 臨床 病理 学 的 観察 と その 年 次 推移 に つい て 


中 村 逸 朗 荒 木 恒 ・ 山 中 直 ・ ・ 上 田 五 郎 ( 阪 医 大 岩田 内 科 )……・ 


十二指腸 胆汁 内 に 発見 され た 寄生 中 要素 に つい て (津軽 地方 に 於 ける 上 腹部 痛 患 者 


2,422 名 に つい て の ) 青山 一 ( 外 ) ……・ 
多 虫 お よび 東洋 毛 様 線 虫 寄生 者 の 選 便 内 失血 量 た 関す る 研究 ・…・ 荒 木 英 ・ 大 鈴 正 満 ( 新 大 医 動物 )… 
若菜 病 の 人 体 実験 (2) ee 三 上 義昭 ・ 長 谷川 柳 三 ( 鳥 大 石原 内 科 ) ……・ 


3 年間 に 於 ける 銘 虫 キャ リヤ ー の 実験 調査 並び た 集団 駆虫 た に つい て 


好 井 敏昭 . 葉 木 恒 上 田 山中 直 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) ee 


九州 北海道 の 炭鉱 従業 員 寄生 虫 相 の 比較 研究 


RA 白坂 竜 時 ・ 佐 々 学 ・ 林 滋 生 ・ 三 浦 昭子 ・ 福 井 正信 ・ 魚 谷 和 彦 ・ 片 平和 子 ( 伝 研 寄 生 虫 )…… 


原爆 14 年 , 広島 市 保育 園児 の 寄生 虫 の 実態 een 松田 針 雄 (広島 市 開業 )……・ 
系 状 虫 症 の 疫学 的 研究 (1) ーー 国東 考 ・ 与 那 錦 和男 ・ 外 山 寛 樹 ・ 尾 辻 寛 樹 ( 鹿 大 佐藤 内 科 ) …… 


フイ ラリ ア 症 に 関す る 研究 一 ー フ イラ リア 症 発 症 に 於 ける 初期 症候 群 の 研究 


大 野 家 俊 ・ 阿 部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ( 大 二 理 )…・ 


バン クロ フト 系 状 虫 症 と マレ ー 系 状 虫 症 の 発症 に 関す る 疫学 的 研究 


林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄 虫 


フイ ラリ ア 感 染 分 布 の 年 代 的 推移 と 関連 要因 (1) 静岡 県 吉原 市 附近 の 実態 


と 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 熊 田 三 由 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄生 虫 ) 野崎 繁 男 (吉原 保 健 所 ) 


東京 都 下 の 犬 に おけ る 70xascaris leonina の 自然 感染 例 に 関す る 知見 続報 


RN 大 越 伸 ・ 高 塩 満 男 ・ 北 野 訓 徴 ・ 友 田 勇 ・ 薄 井 万 平 ・ 鈴 木 直 義 ・ 小 西 富 二 (東大 農家 畜 内 科 )…… 


人 尿 か ら 見 出さ れ た 尾久 程 線 虫 (Rkabdtzs sp.) の 生物 学 的 性 状 に つい て 


包 症 の 一 例 ( 示 説 に 変更 ) 鈴木 ( 大 )・ PLESSNER・ 岡村 マリ 子 (聖母 病院 )……・ 
宮城 県 に お ける 肺 吸 虫 症 に つい て 横川 宗雄 ( 和 陸 大 寄生 虫 ) 湯田 和郎 (宮城 術 研 ) 


鈴木 了 司 ・ 小 宮 義 ( 予 研 寄生 虫 ) 関 大 正 満 ( 新 大 医 動物 )……・ 
北陸 地方 の 肺 大 満 ・ 関 剛 ( 新 大 医 動物 )…・ 


Oncomelania nosobhora と O. hupensis と の 交配 試験 , F-: の 形成 


小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ・ 小 山 力 ( 予 研 寄 虫 )…… 
大 平 肺 吸虫 第 一 中 間 宿 主 カ イ 類 の 比較 研究 (1) …… 川 島 健治 郎 ・ 加 茂 南 ・ 多 田 功 (丸大 寄生 虫 )…… 


北海 道 に お ける モノ アラ ガイ の 種類 と 分 布 


板垣 博 ( 麻 寄生 虫 ) 今井 源四郎 (北海 道 農業 改良 課 ) 


. 

13 

14 

8. 16 

16 

13. 

14. 

15. 19 

16. 20 

17. 

18. 21 

19. 

20. 22 


示 


22. 中 止 

23. 中 止 

24. 寄生 虫 卵 の 卵 暖 構造 に 関す る 研究 (3)…・ 作 本 台 五 郎 ・ 山 口 昇 ・ 板 野 一 男 ・ 稲 臣 成 一 ( 岡 大 寄生 虫 )……・23 
25. 肝 吸 虫 の 微細 構造 に 関す る 研究 ee 高木 一 孝 ( 徳 大 病 理 ) i 2 な 
26. 7richomonas muris の 微細 構造 ee 長田 信 ( 慶 大 内科)・……・24. 
27. 線 の 研究 , 各 期 の た 就 い て 菅沼 洋 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 24 
28. ニッ コウ ムササビ より 見 出さ れ た 糸状 虫 に つい て 


林 滋 生 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 佐藤 孝 (田辺 製薬 ) 松村 渡 辺 徳 介 (多摩 動物 園 ) 
29. 多頭 躍 の 研究 (VI) Centrorhynchus elongatus YAMAGUTI, 1935 の 宿主 に 依る 変動 

30. 中 国 地 方 の イタ チ と テン か ら を た 肺 吸虫 た つい て ーー 西田 弘 ・ 初 鹿 了 ( 鳥 大 公 衛 )………‥26 
31. Trichobilhaizla physellae (TALBOT, 1936) の cercaria の 形態 学 的 研究 ・……・ 御前 定 ( 阪 医大 病理 )……・26 
32. 琉球 宮古 島 で 見 出さ れ た 一 条 虫 に 就 いて … 山 本 久田 中 寛 ・ 熊 田 信 夫 ・ 福 敗 紀 二 ( 東 医 歯 大 医 動物 )……‥27 
33. Trybanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (14) Ethidium bromide に よ ょ る 

AK 型 誘発 効果 猪木 正三 ・ 坂 本 等 ・ 谷 内 芳 治 ( 徴 研 寄 生 虫 )・ 27 
34. Trybanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 (15) 薬剤 耐性 の Transformation 

猪木 正三 ・ 小 野 忠 相 ( 徴 研 寄 生 虫 )…・2& 
35. 培養 法 に ょ る ト リコ モナ ス の 検出 成績 中 林 夫 ・ 河 原 ・ 谷 内 芳 治 ( 寄生 虫 
36. ビタ ミン の 燃 小 条 忠 感染 及び 発育 に 及ぼ す 影 響 に つい て ーー 徳地 清 太 ( 横 大 寄 生 虫 )……・29 
37. 所 調 第 TTI 期 釣 虫 仔 虫 の 体外 に 於 ける 発育 に 就 い て (2) 和 肺 及 び 筋 肉 内 ょ り 採 集 し た 

第 TI 期 釣 虫 仔 虫 の 体外 飼育 , 趣向 性 及び 飼育 液 中 の 酸素 消長 に 就 い て 

0 野田 昇 ・ 楠 正和 ・ 沢 田 順 ・ 鳥 居 達 生 ・ 加 藤 宗 和男 ( 阪 医 大 小田 内 科 ) 29 
38. Capillaria hepatica の 研究 (2) 卵 発育 に つい て 島谷 ・ 佐 藤 淳 夫 ( 京 府 医大 医 動物 
39. Trichobilhazia physellae (TALBOT, 1936) MCMULLEN and BEAVER, 1945 の 生 

岩神 俊平 ( 阪 医 大 病理 ) …・30: 


40. 岬 虫 筋 に よる Pyruvic acid の 代謝 に 及ぼ す Catalase, Ethanol の 影響 
6 大 宗 裕 ・ 林 人 久子 ( 順 大 薬理 ) 上 野 芳 夫 (東大 薬理 )……・‥31 


41. 所 性 胆石 の 試験 管内 生成 実験 紀 二 ( 外 科 ) 
42. 虫 の 感 免疫 河野 恵 ( 群 大 衛生 )………3 
43. 各 年 犬 た に る の 血清 学 的 反応 に 関す る 研究 原 一 男 (上 医大 内 科 )……・32 
44. 多 仔 虫 剤 に よる 感 作 実験 (1) 肺 組織 像 た 及ぼ す プ レ ド ニ メソ ャ ェ ョ ン の 影響 長谷 川柳 三 ( 島 大 石原 内 科 ) ……‥33 
45. ウェ ステ ルマン , 大 平 及び 小型 大 平 肺 吸虫 の 第 1 中間 宿主 に 関す る 実験 的 研究 


幸 ( 京 府 医 大 医 動 物 

46. 高 体 温 域 た に お ける ガラ ス 管 の 挙動 に ご いて 玉 ( 研 寄 虫 ) 
47. の 燥 に 対す る 抵抗 試験 に つい て 奥村 和夫 (日 医大 内 科 
"48. 感染 が 乳幼児 の 発育 ・ 知 能 た 及ぼ す つい 赤松 高 (慶太 児 科 ) 


中 止 
講 演 


・ Fasciola 属 の 分 類 に 関す る 研究 . 特に 邦 産 肝 映 の 種類 と に つい て ・……… 渡 辺 昇 蔵 ・ 上 野 計 (家電 首 試 ) ……・ 


: 


. Schistosoma manson kk び S. japonicum の cercaria に 於 ける flame cell の 
微細 構造 に つい て ee 稲 臣 成一 ( 岡 大 寄生 虫 )…・ 
Toxoplasma の pseudocyst に 関す る 研究 (1) 形態 学 的 観察 ・……・ 松 林 久 吉 ・ 中 山 一 郎 ( 慶 大 寄生 虫 )… 


中 止 
Trichobilharzia ocellata (LAVALETTE, 1855) BRUMPT, 1931 に 関す る 研究 (1) 


田中 実 ・ 千 頭 石 田 秀 ( 阪 医 大 病理 )……・ 
Trichobilharzia corvi (YAMAGUTI, 1942) に 関す る 研究 (3 ) ・…・ 伊 藤 康 夫 ・ 野 村 一 高 ( 阪 医 大 病理 ) …・ 
家 肝 の 実験 的 研究 小野 木村 重 (兵庫 農大 ) 


状 線 虫 の 感染 動物 体内 た に 於 ける 発育 に 関す る 研究 


に 影 井 昇 ・ 田 川 稔 ・ 阿 部 康男 ・ 堀 栄 太 郎 ( 鹿 大 二 病 理 )…・ 
非 経口 的 に 投与 し た 端 虫 卵 の 運命 に つい て (5)……… 柳井 富夫 ・ 李 玉 葉 ・ 近 藤 力 王 至 ( 徴 研 寄 生 虫 )… 
.・ 経口 腔 粘膜 感染 後 の 犬 多 虫 の 固有 宿主 体内 に お ける 発育 ーー 北村 鋼 一 ( 横 市 大 寄生 虫 )… 
犬 の 胆 座 内 に 犬 多 成 虫 を 封入 し た 場合 に 於 ける 実験 ・……・ 海 野 泉 ・ 鎌 田 為 夫 (日医 大 内 科 酒 田 病院 )……・ 


多 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実 験 に つい て (5) 


渡辺 一 ・ 安 戸 一 水 野 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 )……・ 


釣 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実験 に つい て (6) 


荻野 彰 ・ 長 瀬 信 一 ・ 水 野 折 ・ 沢 利 ( 千 大 )……・ 
人 体感 染 実験 森下 哲夫 ・ 小 林 瑞 ・ 小 林 明 ・ 飯 田 正 ・ 田 恭平 ( 岐 医大 寄生 虫 )……・ 


実験 感染 家 兎 に お ける 肝 碧 の 中 枢 神経 内 迷 入 に つい て 


肺 吸虫 症 の 忠 褒 腫 形成 機 庁 に 関す る 実験 的 研究 


中 勝 美 ・ 田 中 健蔵 ( 九 大 胸 研 ) 実 照 一 ・ 村 田 早 苗 ( 電 病 院 )・…・ 


リュ モナ ス の マウ ス 接 織田 行 正 ・ 高 田 ( 阪 市 大 医 動物 )……・ 
Trybanosoma の AK 型 た に関する 遺伝 学 的 研究 (16) 

ス 体 内 の 生 原 に 於 ける の 種 移 行 正三 ・ 小 野 ( 研 )・… 
トリ コモ ナス に 分 解 能 に 関す る 研究 (3) 高田 季 ・ 幸 政 ( 阪 市 大 医 動物 


寄生 線 虫 類 感 染 幼 虫 の 性 質 , と くに 呼気 及び 炭酸 ガス に 対す る 反応 の 研究 


佐々 学 ・ 白 坂 田 中 寛 ・ 福 井 正信 ・ 三 昭子 ・ 佐 金 作 ( 伝 研 寄 生 )…… 


犬 多 虫 飼育 液 中 の 酸素 消長 に つい て (示説 に 変更 ) 


…… 野 田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 沢 田 順 ・ 加 藤 宗 男 ・ 鳥 居 達 生 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 後藤 英二 ( 阪 市 大 木村 生理 )…・ 
釣 虫 症 の 研究 固有 宿主 に 及ぼ す 第 4 期 仔 虫 及び その 飼育 液 の 影響 ・………… 岩出 太郎 ( 横 市 大 寄生 虫 )…・ 
多 虫 症 の 研究 固有 宿主 に と 及ぼす 成虫 並び と に そ の 分 泌 物 の 影響 ・…………… 鈴木 嘉明 ( 横 市 大 寄生 虫 )… 
Rhabditoides sp. の 酸素 消費 量 (2) ーー ……… 国井 喜 章 ・ 気 賀 沢 和 和男 ・ 石 橋 信 義 (関東 東山 農 試 ) …・ 
. 豚 体腔 液 の 蛋白 成分 に 関す る 研究 (3 ) Immunoelectrophoretic analysss (I.E.A.) 

に ょ る 体腔 液 並 びに 飼育 液 中 の 抗原 性 成分 た つい て ーー 板東 丈夫 ・ 下 康郎 ( 順 大 薬理 )……・ 
の 発育 初期 に お ける 2,。 3 の 物質 代謝 に た つい て 浅見 敬三 ・ 川 泰 時 寄生 虫 )…… 
体 の 無機 物質 に つい 岡村 一 荒木 外 石原 道子 ( 熊 大 寄生 ) 
. Larva migrans の 研究 (3 ) 犬 を 投与 し た ダイ コク ネズ ミ の 血液 
像 た つい て ee 東川 裕 ( 徳 大 病 理 )……・ 
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101. 


102. 


示 説 


中 枢 神経 系 疾 の トキ ソプラ スマ 検索 斉藤 昭三 ( 慶 大 寄生 虫 ) 
セロ ファ ン 厚 層 塗 抹 法 の 優秀 件 た つい て ee 加藤 勝也 (名 市 大 医 動 物 )……・ 
ョ ファン 層 法 に る 集団 検便 の 検討 西 三郎 ・ 木 畑 美 ( 院 寄生 虫 
新しい 検査 法 の 一 考案 井 文治 ( 研 会 ) 
中 目 

状 に ける 集 虫 法 の 検討 押 司 源 一 ( 鹿 大 熱帯 研 米沢 藤 士 ( 鹿 大 佐藤 内 科 )… 


寄生 虫 卵 陽性 者 の 潜血 反応 に つい て 


岩田 繁 荒 木 恒 ・ 秋 山喜 昭 ・ 陰 山 克 ・ 篠 永安 幸 ( 阪 医大 内 科 ) ・…・ 


肝 吸 虫 卵 数 (スト ー ル 氏 躍 卵 算定 法 変 法 に ょ る ) と 臨床 症状 と の 関係 


人 肺 吸虫 症 の 治療 た に関する 研究 , 特に と ェ メ チン ・ サ ルフ ァ 剤 連続 投与 法 の 効果 に つい て 


A 吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 郎 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医 大 医 動 物 ) 菊池 昭子 ・ 桜 井 光 枝 ( 編 野 保健 所 )……・ 
騰 Trichomonas 症 に 関す る 研究 (2)……… 高田 季 信 ( 阪 市 大 医 動 物 ) 岩井 長太郎 (大 阪 日 赤 病 院 )…… 


愛知 県 及び 隣接 県 に お ける の 疫学 的 観 戸谷 徹三 加藤 勝也 


武田 正義 (名 市 大 医 動物 ) 確 井 文 治 ・ 鈴 木 逸 夫 ・ 服 部 信 一 ( 暁 虫 予防 研究 会 )……・ 


に 於 ける の 感染 状況 た につい て 


中 
駆虫 前 後に ける 知能 指数 の 変化 た 就 い て 


( ) 大 塚 正人 郎 ・ 都 ・ 中 請 英 ・ 及 川 夫 ( 齋 教 育 大 )…… 


一 小学 校 に お ける 睦 中 感染 の 疫学 的 研究 (誌上 発表 に 変更 ) 


原 淳 ・ 岡 田 光 太郎 ・ 山 正 ・ 佐 修 ・ 花 田 稔 ( 順 大 )……・ 
遇 忠 の 感染 の 場 と し て の 都市 交通 機関 に 関す る 研究 清水 善男 ( 横 市 大 寄生 虫 )……・ 


の 内 濃度 と 排 数 その 大 き さ と の 関係 に つい て 


内 田 昭 夫 ・ 熊 谷 中 ・ 荒 木 武 ・ 柳 沢 利 豆 ( 千 大 農 医 研 ) 


長野 県 飯田 , 下伊那 地方 に お ける 寄生 虫 の 疫学 的 研究 (3 ) 寄 生 虫 の 分 布 に 影響 を お よ ょ ぼ す 諸 種 要因 


の 解析 博 ・ 大 前 隆男 (中 部 日 本 公 協 ) 林 滋 生 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 


釣 虫 の 感染 経路 一 一 特に 人 体感 染 実 験 に つい て (7) 


戸 一 水 野 夫 ・ 柳 沢 利 雄 ( 大 公 術 
実験 的 肝 吸 虫 症 に お ける 肝 機 能 検査 成績 eee 上 原 清史 ( 窓 大 一 病理 )…・ 


日 本 と に お ける 各種 肺 吸虫 の 分 布 
i 宮崎 一 郎 ・ 大 稚 正 満 ・ 横 川 宗雄 ・ 小 宮 義 考 ・ 長 花 操 ・ 吉 田 幸 雄 ・ 一 色 於 薬 四 郎 


西田 弘 ・ 細 川 修治 ・ 山 口 富 雄 ・ 上 中 田 勝 美 ・ 山 村 雄 一 ・ 西 海 枝 東 雄 ・ 片 峰 大 助 ( 肺 吸虫 研究 班 )… 


北陸 地方 の 肺 吸 虫 症 分 布 状 況 の 調査 (2) 横川 宗雄 ・ 吉 村 和 裕之 ・ 佐 野 基 人 ・ 


大 俊彦 ・ 辻 康 大 医 動 物 ) Vajrasthira SUVAJRA ( 国 ) 石田 宗治 ( 羽 保健 所 )…・ 


濾過 法 , 試験 管 培 , スコ ュ テー プ 法 に ょ る 本 邦 に お ける の 内 寄生 調査 
RA Tt 福井 正信 ・ 前 田 繁 ・ 池 庄司 敏明 ・ 矢 沢 庄 三 ・ 松 尾 豆 孝 ・ 


林 滋 生 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 佐藤 孝 (田辺 製薬 ) 


秋田 県 下 の 一 農村 に お ける 分 布 相 に つい て 


赤痢 アメ ー バ の モル モッ ト 接 種 試験 (誌上 発表 に 変更 ) ……… 磯 川 頁 和 ・ 山 田 節夫 ( 阪 市 大 医 動 物 )… 
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103. 
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106. 
107. 


108. 


109. 
110. 


112. 


113. 
114. 
115. 


116. 


117. 


118. 


119. 


120. 


121. 


白坂 ( 東 女 医大 寄生 虫 ) 佐々 学 ・ 三 浦 昭子 ・ 魚 谷 和 ( 伝 研 生 虫 )…… 


虫 Carrier 並び た 線 動物 の 臨床 所 見 と 線 の 臓器 内 分 布 


宮上 ・ 阿 部 康男 ・ 井 昇 ( 鹿 大 二 病 理 ) 


装 線 躍 症 並 びに 状 線 虫 感染 動物 の 肺 の 病変 と その X 線 像 


竹内 部 康男 ・ 堀 太郎 ( 大 病理 ) 縄田 千 郎 ( 大 放射 線 )…・ 


釣 虫 Carrier の 了 臨床 的 研究 (7) 多 虫 皮 内 反応 , 血清 Cholinesterase, 賃 血 等 の 相互 関係 


RR EE 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 窪 田 信 子 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄 生 虫 )…… 


講 


ミク ロフ ィ ラ リア の 定期 出現 性 た 関す る 研究 一 一 低 体温 の 影響 ・…・ 片 峰 大 助 ・ 深 町 弘光 (長大 風 研 )… 


フィ ラリ ア 症 に 関す る 研究 一 一 産婦 人 科 領 域 よ り 見 た る ミク ロフ ィ ラ リア の 変動 


阿部 康男 ・ 川 俣 国 義 ・ 堀 栄 太郎 ( 二 病 理 )…・ 


中 間 発育 場所 に お ける 素 状 虫 幼 虫 に 対す る 化学 療法 


小林 ・ 大 石 久米 清治 (農工 大 ) … 
長崎 県 離島 に 於 ける 糸状 虫 駆除 実験 ーー 北村 精 一 ・ 大 森 南 三郎 ・ 片 峰 大 助 (長大 風 研 )…・ 


奄美 大 島 に た 於 ける フィ ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 に 関す る 研究 ーー 阿部 康男 ・ 堀 栄 太 郎 


影 井 昇 ・ 大 野 家 俊 ・ 向 井 武 重 ( 鹿 大 二 病 理 ) 佐藤 信郎 ・ 米 沢 藤 士 ( 鹿 大 二 内 科 ) … 


グリ シン の 駆虫 作用 並び た に関する 研究 (2) 肺 吸虫 た に対する 駆虫 作用 と 
臓器 内 の 銅 の 分 布 に つい て 
a i 松崎 義 周 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 杉浦 三郎 ・ 長 野 寛治 ( 有 大 寄生 虫 ) 森 和雄 ( 昭 医 大 医 動物 ) 


田代 浩二 ( 昭 医 大 二 病 理 ) 谷口 守男 (日 大 農 獣 ) 山中 国 夫 (日本 化 薬 )… 


グリ シン 銅 の 駆虫 作用 並び た 考 性 た 関す る 研究 (3 ) 肝 蜂 症 の 治療 た 関す る 研究 
A RR Ee 谷口 守男 ・ 山 崎 英明 (日 大 農 獣 ) 松崎 義 周 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 


森 和 雄 ・ 杉 浦 三郎 ( 昭 医 大 医 動物 ) 田代 浩二 ( 昭 医 大 二 病 理 ) 山中 国 夫 (日 本 化 薬 )…… 


日 本 住 血 吸虫 感染 動物 の 治療 に関する 研究 ee 田中 隆文 ( 久 大 寄生 虫 ) ……・ 
TWSb に ょ よる 日 本 住 血 吸 虫 症 の 集団 治療 ・……………… 岡部 浩 洋 ・ 小 野 典 雄 ・ 田 中 隆文 ( 久 大 寄生 虫 ) ……・ 


肝 吸 虫 症 の 治療 た 関す る 研究 (1) 各 ro に お ける 各種 薬剤 の 効果 


山口 富雄 ・ 峰 田 春 ( 大 病 理 )……・ 


肝 吸 虫 症 の 治療 た 関す る 研究 (2) 競 vo に お ける 各種 薬剤 の 効果 


山口 富雄 ・ 峰 田 春 ( 大 病理 )……・ 


肝 吸 虫 寄生 者 の 臨床 的 観 宗 ; 
eR 勝田 和夫 ・ 笹 川 力 ・ 長 谷川 和夫 ・ 渡 部 義一 ・ 福 地 勝 郎 ・ 香 代 我 部 謙 司 


鈴木 省吾 ( 大 内 科 ) 大 満 ( 新 大 医 動物 )…・ 
汚 忠 症 の 効果 の 判定 森下 哲夫 ・ 飯 田 正雄 ・ 永 瀬 典子 ・ 国 井 洋 一 ( 岐 医 大 寄生 虫 )……・ 


ピ ペ ニ ン に ょ る 駆除 に 対す る ラッ ク Zacilkgs bifdus の 影響 (示説 に 変更 ) 


亀谷 野 々 部 春 ・ 木 原 緑 ・ 町 田 (目黒 虫 


殺 卵 剤 と し て の 硝酸 草 の 再 評価 (2 ) 過 酸 石 灰 一 硝酸 達 混 合 に ょ る 


峠 虫 駆虫 効果 に 於 ける Santonin と Cdoleretica と の 関係 に 関す る 研究 (4) 
Choleretica-Santonin addition compound と Choleretica の シマ ミミ ズ 神 経 筋 及 


び の 運動 に 及ぼ す 響 (2) (示説 に 変更 )・…… 林 平 三郎 ・ ・ 山 田 睦 (北大 薬学 ) 
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‘61 


‘61 
‘62 


‘63 


‘63 


| 


Bephenium hydroxynaphthoate に よ ょ る 多 忠 の 集団 駆虫 成績 


…… 横 川 宗雄 ・ 大 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ・ 稲 坂 信 好 ( 千 大 医 動物 ) 西 三郎 ・ 木 畑 美 智 江 ( 公 衛 院 寄 生 虫 )……・ 
. Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 駆虫 効力 (2) 
森下 伏 見 純一 ・ 西 村 李 玉 ( 研 寄 生 虫 )…… 
Bepenium 類縁 jon の 釣 虫 駆除 効力 森下 ・ 伏 見 純一 ・ 西 村 ・ 柳 井 富夫 ( 研 寄 生 虫 )…… 
・ 銘 虫 集団 駆除 効果 の 検討 佐藤 淳 夫 ・ 青 野 宏 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医大 医 動物 )……・ 
駆除 剤 の 研究 (2) 青野 宏 ・ 佐 藤 ・ 夫 ・ 島 谷 敏男 ( 京 府 医 大 医 動物 )……・ 
Dithiazanin の 葉 線 虫 症 化 学 療法 の 研究 田中 寛 ・ 城 間 祥 行 ・ 天 野 貞 治 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) …… 


コッ トン ラッ ト 系 状 虫 (Zztomosoides carinii) を 用 いた 糸状 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 (3) 
山本 久 ( 東 医 歯 大 医 動物 ) 佐藤 考 慈 ・ 佐 藤 金 作 ・ 


田中 英文 ・ 林 滋 生 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄 生 虫 )…… 


愛媛 県 下 に お ける 系 状 虫 症 の 地域 的 駆除 に 関す る 研究 
… 野 修 ( 県 衛生 部 ) 佐々 学 林 生 鈴 木 ( 伝 研 寄 生 ) 高橋 弘 信 富 鉄夫 
( 自 隊 ) 山岡 ( 研 ) 小糸 賢太 郎 (八幡 浜 保 所 ) 矢田 部 勤 ( 神 松 名 診療 所 

フィ ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 に 関す る 研究 一 一 塩屋 地区 に 於 ける 2 ヵ年 間 の 推移 
…… 佐 立入 郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 英雄 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 寛 樹 ・ 橋 野 源義 ・ 牛 飼 弘 道 ・ 小 田代 正 巡 
浜田 己 則 ・ 国 東 考 ( 鹿 大 二 内 科 ) 阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ( 鹿 大 二 病 理 )……・ 
. 各種 薬剤 に よる 東洋 毛 様 線 効果 伊藤 ・ 利 譲 ・ 三 条 英 一 ( 医 動物 )……・ 


・ 本 実 に 依る 条 忠 駆除 の 臨床 並び と た その 有効 成分 に つい て (4) 
三輪 清 三 ( 内 科 ) 長嶋 豊 晴 正木 (千葉 病院 内 科 ) 湊 小 木 健 人 ( 千 大 薬学 )…… 


・ 多 剤 Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) に つい て 


沢田 利 貞 ・ 佐 藤重 房 ・ 長 崎 俊 ・ 河 野 恵 ・ 永 田 助 ( 大 )…… 
釣 虫 駆除 剤 の 副作用 と その 対策 (2) 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 田 久子 ( 予 研 寄生 虫 )…… 
・ Alcopar に よる 多 忠 駆除 成績 …・ 森 下 哲 夫 ・ 小 林 瑞 穂 ・ 加 藤 真 平 ・ 国 井 洋一 ・ 飯 田 正 雄 ( 岐 医大 寄生 虫 )…… 


Bephenium 類縁 jon の ・ に 対す る zz vztro の 作用 比較 


伏見 純一 ・ 李 玉 葉 ・ 近 藤 力 王 ・ 森 下 ( 寄生 虫 )…… 


. Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 多 集団 成績 た つい て 熊谷 内 田 昭夫 


近藤 武男 ・ 大 橋 平 治 ・ 荒 木 武 雄 ・ 柳 沢 利 豆 雄 ( 陸 大 農 医 研 ) 斉藤 正己 (千葉 寄生 虫 研 )…… 
・ 釣 虫 の 集団 駆虫 成績 と 堆肥 と の 関連 性 に つい て 


水落 十 美穂 (那須 診療 所 ) 栗 屋 チェ ・ 水 谷 郁子 ・ 武 石 知 子 ・ 静 正子 


角田 溢 江 ・ 加 藤 佳 子 ・ 薬 袋 契 子 ・ 裕 登 茂 子 ( 東 女 医大 寄生 虫 )…… 


Pyrvinium pamoate (Poquil) に よ ょ る 睦 虫 の 集団 駆虫 成績 た つい て 


小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 川 初 枝 ・ 熊 田 三 由 ( 予 研 寄 生 虫 )……・ 
. 蛇 躍 症 に 関す る 研究 (3) ピ ペ マラ ジン 製剤 と に ょ よる 時 虫 症 の 短期 集団 駆虫 な ら び に 
虫 卵 陰 転 者 に 再 感 染 た に つい て 小川 初枝 ( 予 研 寄 生 虫 ) ……・ 


. Poquil, Piperazin 単独 及び Dithiazanine, Piperazin 併用 の 各 方 法 に ょ る 虫 駆除 


伊藤 享 ・ 木 村 益 一 ・ 本 田 信 義 (日医 大 )…… 


. Pyrvinium pamoate, Dithazanine 等 に よる 財 虫 短期 治療 成績 


森下 ・ 西 村 玉 ・ 南 風 原 助 ・ 近 藤 力 王 ( 研 生 )…… 
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163. 


164. 


卵 陽性 者 と その 治療 た 関す る 研究 ・… 岩 田 ・ 荒 木 恒 五 郎 ・ 篠 永安 幸 ( 阪 医大 岩田 内 科 ) 


Dithiazanine に よ ょ る 縮 虫 駆除 に つい て ・…・ 伊 藤 享 ・ 添 山 和 夫 ・ 岩 根 弘 明 ・ 和 田 行 一 (日医 大 内 科 ) ……・ 


Dithiazanine の 駆虫 効果 に つい て (3) (誌上 発表 に 変更 ) 


増田 正典 横田 小笠 原 馬場 道夫 ( 京 府 三 内 科 ) 


Entobex に よる 肝 吸 虫 症 の 治療 tree 生 山 哲 一 郎 ( 久 大 寄生 虫 ) …… 
日 本 住 血 吸 虫 症 の アン チ モ ン 剤 に よる 治療 の 再 検討 大 田 秀 浄 (山梨 医 研 ) ・……・ 


実験 的 日 本 住 血 吸 虫 症 に 対す る Vapam の 影響 に つい て 


ER 杉浦 健一 ・ 杉 浦 三郎 ・ 森 和夫 ( 昭 医 大 医 動物 ) 北 村 談 (日 本 化 薬 )…・ 


殺 卵 剤 と し て の 酸 達 の 再 評 価 (1) メ ヂ ウム 酸性 化 に 用 うる 過 石灰 に つい て 


PCP-Na の 卵 効果 に つい て 柳沢 十 四 ・ 津 見 晴彦 ・ 小 宮 義 ( 予 研 寄生 虫 )…… 
滅 に 関す る 研究 (4) 小津 茂 弘 ・ 会 田 次 郎 ・ 谷 ・ 分 島 整 (埼玉 衛 研 )……・ 
尿 の た 関す る 研究 山下 久幸 ( 横 市 大 寄生 虫 ) ……・ 


ミヤ イリ ガイ 殺 中 剤 の 実験 室内 効果 判定 法 の 検討 (3 ) 


保阪 幸男 ・ 岡 一 男 ・ 小 宮 義 考 ( 予 研 寄生 虫 


ミヤ イリ ガイ の 殺 中 に 関す る 研究 (5) フェ ノー ル 系 薬品 副産物 の 殺 上 中 効果 (予報 ) 


飯島 利彦 (山梨 研 佐々 木 (小笠 原 保健 所 ) 小宮 義 ( 予 研 寄 生 


講 演 
7richomonas の 化学 療法 に 関す る 実験 的 研究 中 林 夫 ・ 河 原 ( 研 寄生 )…… 
実験 的 トキ ソプラ スマ 症 に た いす る 剤 の 石井 洋一 ・ 山 本 ( 大 寄生 上 )…… 


吸虫 症 皮 内 反応 の 検討 (1) V.B.S. 成虫 抗原 の 濃度 ・ 注 射 量 と と の 
横川 宗雄 ・ 大 倉 俊彦 ・ | 守 ( 医 動 物 ) 田中 恒男 (東大 衛生 看護 ) 


鈴木 了 司 ( 予 研 寄 生 虫 ) 下野 修 ・ 波 多野 精 美 ・ 天 肖 敏 介 ・ 扇 田 和 年 ・ 山 岡 孝夫 ( 恋 媛 県 衛生 部 ) …… 


肺 吸 虫 症 皮 内 反応 の 検討 (2) V.B.S. 成 虫 抗原 と Peptide 抗原 と の 比較 
Ey 横川 宗雄 ・ 大 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ( 千 大 医 動 物 ) 田中 恒男 (東大 衛生 看護 ) 


鈴木 了 司 ( 予 研 寄生 虫 ) 下野 修 ・ 波 多野 精 美 ・ 天 沖 敏 介 ・ 扇 田 和 年 ・ 山 岡 孝夫 ( 恋 媛 県 衛生 部 ) ……・ 


多 虫 症 の 皮 内 反応 た につい て (3) 


沢田 利 貞 ・ 河 野 恵 ・ 佐 藤重 房 ・ 武 井 一 利 ・ 多 満 城 ( 群 大 衛生 ) ・…・ 


Filaria 症 の 免疫 学 的 研究 (3 ) 皮 内 反応 抗原 の 精製 並び と その 成績 た つい て 


佐藤 重 房 恵 ・ 武 井 一 利 ・ 沢田 利 ・ 追 川 実 ( ) ee ss 


BDB (Bis-Diazotized Benzidine) 法 に ょ る 血 中 上 皿 虫 抗体 の 証明 につい て 


松村 竜 雄 黒 梅 高橋 良 ・ 田 愛子 ・ 小林 一 ( 大 科 ) 


誌 上 発 表 


サル を 用 いて の 有 口 虫 症 に 関す る 実験 的 研究 (4)…………… 白川 ・ 平 野 ( 久 大 )…・ 
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山口 富雄 他 (徳島 大 病理 ) 
小田 俊郎 他 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 
同 


シン ポジ ウム : 寄生 映 虫 類 の 生理 


小 宮 義 孝 ( 研 寄生 ) 


横 川 大 等 生 ) 
城 保 仁 ( 旧 医 大 赤木 内 科 ) 

清 治 ( 大 内 科 


岩 
久 米 
一 郎 ( 熊 犬 寄生 


映 画 

(3) の 所 寄生 

(1) 肺 の 生 理 

(2) 犬 多 虫 の 生 理 

(3) の 呼吸 代謝 

(4) 犬 状 の 定期 出現 性 

(5) 類 の 組織 化学 


1. 症 の 臨床 病理 学 的 観察 と その 年 推移 に つい て 
中 村 逸 朗 ・ 荒 木 恒 治 ・ 山 中 直之 ・ 遠 藤 勉 ・ 上 田 五 郎 ( 阪 
医大 岩田 内 科 ) : I. NAKAMURA, T. ARAKI, G. UEDA, 
N. YAMANAKA & T. ENDO: Annualstastical analysis 
of clinicol-pathological findings of hookworm disease 


for the last 10 years 


我々 は 今 次 大 戦 直 後 の 昭 和 21 一 28 年 に は 釣 虫 症 が 多発 
し 上 有 上 L その 感染 量 , 病状 共に 重信 の も の が 多く , その 後 社 
会 秩序 の 収 復 と 共に 蘭 次 患者 発生 数 , 病状 等 に 変化 を 認 
め る . そ と で 21 一 23 年 の 入院 患者 , 26 一 34 年 間 の 外来 , 
入院 患者 (38 一 84 年 は 入院 患者 の み ) 計 7O6 名 を 2 年 毎 
に 年 次 的 に 検討 し , 特に 検査 所 見 より 検討 を 加え た . 患 
者 症例 は 外来 , 入院 共 蘭 次 減少 の 傾向 を 示し , 最近 で は 
1 以下 (外来 患者 は 83.72%% 0.2%, 入院 患者 7.022 
っ 1.72) と な つて いる . と れ 等 症例 の 自覚 症状 で は 頭 
痛 , , 不眠 , 下肢 , 食 思 不振 等 の 症状 は 減少 し レ 
て き て いる が , 腹痛 , 心 尾 元 進 等 の 症状 の 変動 は 少な い . 
他 覚 症状 の うち , 独楽 音 取 等 の 主要 症状 は 減少 
て いる . 血 沈 値 は 蘭 次 速 進 せる も の は 少な く な り , 88 一 
34 年 で は 10mm 迄 の も の が 大 半 を 占め て いる . 区 便 潜 出 
反 応 は 変動 な く , 50 -60 ベン チ ヂ 反応, グ ア ヤ 
ッ ク 反 応 共に 陽性 を 示す . 血液 検査 所 見 の うち , 血色 素 
量 の 推移 は 痢 次 好転 し , 91% 以 上 の Hb の も の は 326 一 80 
年 で は 1122 存 在 し 交 が , 81 一 82 年 で は 20% と 増加 し て 
いる 一 方 , 入院 患者 を 中 心 と し て 観察 し た 388 一 84 年 度 で 
は 高度 の 各 血 を 認め る も の も 多い . か か る 傾向 は 赤血球 
に お いて も を も, 血球 容積 に と お いて る も を も 同 様 に 認め られ た . 好 
酸 球 数 は 28 年 迄 は 金 白血球 中 20% 以 上 を 占め る も の が 16 
26 存在 し て いた に 対し 831 一 32 年 で は 7 となり, 88 一 834 
年 度 で は か か る 症例 は 認め られ な か つた . 肝 は 25 一 385 
触 知 す る が 一 定 の 年 次 傾向 を 示さ ず , 又 何 等 か の 肝 障 害 
を 予測 せしめ た 症例 に 対し て 行 つ た を 肝 機能 検査 (CCF, 
TTT, コバ ルト 反応 , グロ ス 反 応 , 高田 反応 ) の 結果 , 
可 成 り 高度 に 陽性 反応 を 呈し た が , 特に 年 次 推移 に 特有 
な 所 見 は 認め られ な か つた . 以上 の 事実 より 当地 方 の 多 
虫 症 は 潤 次 減少 し , 且 そ の 症状 , 検査 所 見 も 一 般 に 軽 減 
の 傾向 に ちあ る が , 尚 高度 の 病状 を 呈す る も の の 存在 する 
点 に 留意 すべ き で ある . 
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2. 十二指腸 胆汁 内 に 発見 され た 寄生 虫 要素 に つい て ( 津 
軽 地方 に 於 ける 上 腹部 痛 患 者 2,422 名 に つい て の 観 
) 青山 一 ( 大 外 科 ) : J. AOYAMA: Parasitic 
elements found in the duodenal fluid (Observation of 
2,422 patients complaining of the epigastrial colicky 


pain in Tsugaru district) 


著者 は 昭和 326 年 (1951) より 昭和 384 年 (1959) に 至る 
9 年 間 に , 青森 県 五所 川原 市 増田 病院 に お いて , 上 腹部 
痛 を 訴え て 来院 し た 患者 の う ち で , 延べ 2,422 名 に 十 二 
指 腸 ブン デ 法 を 施行 し た . 今回 は それ 等 の 十二指腸 胆 
汁 の 所 見 上 , 寄生 虫 要素 の 有無 に 主眼 を お いて 検討 し , 
次 の 如き 成績 を 得 た . 1) 十二指腸 ワン デ 法 を 施行 し た 
2,422 例 の うち で , 胆汁 か ら 寄 生 虫 要素 及び 胆 砂 な ど が 
全く 認め られ な いも の は 611 例 (235%) で , 残り の 1,811 
例 (75%) の すべ て に 寄生 虫 要素 及び 胆 砂 が 発見 され 
た . 又 胆 汁 内 に 寄生 虫 要素 の み が 見 出さ れ た も の は 実に 
1,705 例 《702) に 達し た . この 事実 は 青森 県 津軽 地方 に 
お ける 農村 で は , 如 伺 に 寄生 虫 の 淫 侵 が 甚だ し いか を 物 
語る も の で ある . 2) 寄生 虫 要素 と し て は , 上 虫 婦 328 
例 (16.5%), 東毛 虫 及び 虫 体 1,554 例 (78.0%), 
卵 8.5 で あつ た . その 他 肝 ジス トマ 卵 , 腸 タ =, 腸 ラ 
ンプ ブリ ア な ども 見 られ た が , これ ら は すべ て 1.5% み 以下 
で あつ た . し か も と れ 等 の 寄生 虫 要素 は 単独 で な く , 複 
雑感 染 し て み ら れ る も の が 多く , 特に 東毛 虫 の 濃厚 感染 
の ある と と が が 推 知 され た . 83) 十二指腸 ブン デ 療 法 を 頻 
回 に 行い , 長期 間 に 豆 り 観 察し た 例 で は , 同一 患者 に 10 
回 位 の ソン デ 療 法 を 返 す うち に , は 比較 的 短期 
間 に 消 内 する も の が 多い . と これ に 反し て , 東毛 政 九 は 長 
期間 に 下 て 執 排出 され る 傾向 が ある こと と を 
3 

( 加 ( 大 外 科 ) 菊池 寛 
最近 1 ヶ年 間 に 胆 道 症 患者 83 例 中 76 例 に 東毛 虫 卵 の 虫 
体 を 発見 し た . これ は 十二指腸 ブン デ 法 に よる もの で 畑 
便 検査 の 場合 に と 比 し て 可 成 り 高 率 に 発見 し 得 た . 臨床 上 
種々 な る 主訴 を 認め る が と これら 治療 上 殊 に 駆虫 の 問題 が 
今後 検討 され る べき で あら 5 う . 


(13 ) 


- 
| 
' 
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3. 虫 お よび 東洋 様 線 虫 寄生 の 内 失 に 関 
する 研究 荒川 英 ・ 大 鶴 正 満 ( 新 大 医 動物 ) : H. ARA- 
KAWA & M. OTSURU: A study on fecal blood loss 
associated with Ancylostoma duodenale, Necator ame- 
ricanus and Trichostrongylus orientalis infections 


浮 海 法 で 釣 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 (以下, 東毛 ) と も に 7 
~ 8 2% 程度 の 寄生 率 を も つ 新 潟 県 東蒲原 郡 に お いて , 主 
と し て 一 般 農 尾 と 県 立 津川 病院 に 入院 し た も の を 対象 と 
し て 健康 成人 ( 虫 卵 陰性 ) お よび 釣 虫 , 東毛 それ ぞ れ 単 
独 寄生 者 の 床 便 内 血液 量 を 測定 し た . 調査 期間 は 昭和 832 
年 11 月 より 33 年 6 月 各 . 何れ の 場合 も 消化 器 疾 患 , 歯 上 
出血 , 鼻 , - 持 出血 , 出血 性 素因 , 便秘 , 高血圧 , 妊産婦 
な ど を 出来 る だ け 除 いた . また 測定 値 の 均一 性 を は か る 
た め 魚 肉類 , 生 の 率 菜 類 , 薬物 な ど を 全く 除い た 制限 食 
を と ら せ , 原則 と し て 制限 食 5 日 目 の ?24 時 間 便 に つい て 
飽和 食 浮遊 法 , 瓦 培養 法 , お よび 乾燥 度 の 測定 , 
EPG 52, 1%, 0.52% 氷 酢酸 ベン チ ジ 
ン と ピ ラミ ドン アル ニコール の 併用 に ょ る 洪 反応 を 
行い , また Flink-Watson 法 に より 選 便 内 へ モグ ロビ 
ン を 測定 し尿 内 血液 量 を 算出 し た . 駆虫 と し て 
虫 例 に は 四 塩 化 エ チレ ン , 1 プロ モナ フト ー ル ー (2), 
アス カリ ドー ル を , 東毛 例 に は それ に 加え て チモール , 
へ ヘ キシ ー ル レゾ ル シ ン を 与え 下剤 と し て 硫 苦 15 & を 用 い 
た . 駆虫 後 , 集団 例 で は 3 日 目 和 , 入院 例 で は 1 週間 全 
便 を て 排 数 を しら べた . 効果 判定 の た め に 虫 後 
2 週 目 の 便 を 浮遊 , 培養 した が 虫 卵 陽性 の 場合 は 陰性 と 
な る まで 繰返し 駆虫 , 演 便 を 行 つ た . 駆虫 終了 後 は 駆虫 
前 と 同様 , 検便 お よび 測定 を 行い , 駆虫 前 後 の 比 較 に よ 
り 失 血 量 を 算出 し た . 以下 に 示し た 釣 虫 例 の 成績 は 何れ 
も 完全 駆虫 に 成功 し た も の の み で ある . 得 ら れ た 成績 を 
要約 する と 1) 虫 卵 全 く 陰 性 の 健康 成人 に お いて も 血 
液 量 に し て 男女 と も に 2.0ml 内 外 の へ ム ふ ム 色 素 が Flink- 
Watson 法 で 測定 され た . 2 う ズ ビ = 釣 虫 平均 19 令 程度 
で は 内 血液 量 の 平均 7.06, アメ リカ 平均 45 程 
度 で は 選 便 内 血液 量 の 平均 3.64ml で あつ た . 8) 1 隻 
あたり 1 日 の 内 失血 量 は ビ = 虫 0,2842。 アメ 
カカ 釣 虫 00329ml で , ズ ビ =, アメ リカ 釣 虫 の 障害 比 は 
7.1: 1 と な つた . 4) 東毛 寄生 者 に つい て 駆 虫 前 の 恒 
便 内 血液 量 と 虫 卵 陰性 者 の 血液 量 を , また 駆 虫 前 後 の 血 
液 量 を 比較 する と 同 寄生 者 に 僅か な が ら 消 化 管内 失血 が 
ある と 推定 され た . 

( ) ( 外 科 ) 


1) 濃厚 感染 者 の 場合 潜血 反応 は 強く 出現 する か ? 
2)_ 駆虫 法 は どの や うな 方 法 に よる か ? 3) 十 二 指 昌 
ゾン デ 法 に よる 東毛 寄生 者 を 検討 し た こと が ある か ? 

( ) 

1) 私 の 場合 , EPG 400 以 下 の も の の み で あり 残念 
な が ら そ れ 以 上 の 濃厚 例 を 検査 する 事 は 出来 ませ ん で し 
た . 2) 東毛 の 駆虫 に は 前述 の や うな 釣 虫 駆除 薬 を 用 
い , 下剤 と し て 硫 苦 15 g& を 与え まし た . 83) あり ませ ん . 

( 加 ) : (丸大 内 科 ) 材 屋 富 一 

Flink-Watson 法 で 定量 する 場合 , 第 1 表 の 様 に mm 
tro の 回 収 率 は 982% で ある の に , 血清 投与 実験 で は 第 
2 表 の 様 に 25% 程 度 に な る . 若 し と れ が 腸管 内 中 収 に 
よる も の な ら ば , 鉄 亡失 は その 生 の 値 か ら 算 出す れ ば ょ 
い . 併 し 血清 10cc 投 与 後 , 血清 鉄 の 上 昇 は 見 られ ぬ か ら 
吸収 で は な い . また , 第 3 表 の 様 に , m vztro に 血清 を 
温 じ , 放置 する と Flink-Watson 法 で 再現 出来 る 量 は 減 
少 す る が , 抗生 剤 を 加え て 細菌 を 阻止 する と こと の 低下 が 
見 られ な い . よ つ て wivo の 回 収 率 低下 は 腸 内 細菌 に 
ょ っ つて F-W 法 に か か ら 始 程度 に 分 解 さ れる 為 と 解せ られ 
る . 第 4 表 , 同一 例 で F-W 法 と , Cr 標識 赤血球 法 
を 同時 に 用 いて 測定 する と , 此 の 解釈 が 正しく , Cr 法 
で は 回 収 さ れる の に , F-W 法 で は し か 
来 た ない . 一 匹 当 り 出 血 量 は Series (実験 ) に と よ ょ つて 若干 
動揺 し た が Dubini 0.16~0.42cc, Necator 0.08~0.07cc 
の 成績 を 得 た . 


4. 若菜 病 の 人 体 実験 (2) 三 上 義昭 ・ 長 谷川 柳 三 ( 鳥 大 
石原 内 科 ) : Y. MIKAMI & R. HASEGAWA: The 
experimental studies on Wakana-disease 


先 に 大 量 釣 仔 虫 経口 感染 に よる 人 体 実験 を 行 な つた 
が , 自然 界 に 釣 虫 症 が は な は だ 多数 で ある に も か か わら 
ず , 若菜 病 の 発現 は 少数 で ある よう に 思わ れる . こと の 点 
を 明らか に する た め 少 量 釣 仔 虫 感染 と に と ょ る 人 体 実 験 を 行 
な い , 若菜 病 症 状 の 発現 の 有無 と , 感染 仔 虫 の 成熟 状態 
を 観察 し た . 28 才 か ら 25 才 の 健康 な 本 学 学生 8 人 を 使用 
し た . 投与 前 , 浮 法 , 濾紙 培養 法 各 3 回 施行 し 
虫 お よび 釣 虫 の 寄生 を 証明 し な か つた . 皮 内 反応 は 全 例 
陽性 で あぁ つた. 実験 は 釣 虫 自然 感染 の な いと 思わ れる 12 
月 の 中 項 な つた . 後 14~16 日 目 の 活 ビ = 
釣 仔 虫 Filaria 型 10~81 匹 を 水 と と も に 経口 的 に 投与 レ 
た . 全 例 に 若葉 病 を 発症 そし め え た .・1 例 を の ぞい て 仔 
虫 投与 "9 日 以後 検便 に で て 釣 虫 卵 陽性 と な り , 駆虫 に より 


; 


ン ツン ビ = 多 成 虫 を えた . この と と は ジマ ピ ビ = 多 仔 虫 が 経口 感 
染 に ょ り 咽 喉 , 肺 移行 内 を し て 成虫 に な る とこ と を 示し て 
いる も の と 思 われ る . 少数 感染 に て 咳 蹴 を きた すこ と と 
は , 若菜 病 症状 が 仔 虫 の 数 に よら な いも の と 考え られ 
る . また と の 症状 は 少数 の 仔 虫 の 咽喉 , 肺 通 過 に ょ る 機 
的 刺 する と と は で き な い が , それ より も 
虫 姓 の 作用 また アレ ルギー の 関与 を 強く 考え させ る . 全 
例 を 総括 する と , 激烈 な 咳 路 発作 , 呼吸 困難 , 咽頭 外耳 
の 著 明 , 生 ぐ きい 声 と 著 明 痛 は 特有 
で あり , 釣 仔 虫 の 経口 感染 の 共に 少数 仔 虫 で は 感冒 症状 
と ま ぎ ら わ し く , 天然 に 若菜 病 発 症 が すく な いと と が 考 
えら れる が , 本 人 体 実 験 で 明らか に 異な つて いる . 白 血 
球 数 は 1 例 を の ぞい て 増 多 し , 好 酸 球 は 全 例 増加 し た 
が , 少数 感染 で あり 30 日 以後 に 増 多 症 を 示す も の が 多く 
早期 診断 の 参考 と な りえ な い 欠 点 が ある と 思わ れる . ま 
た 少数 感染 で あり 5 ヵ月 以後 も 各 血 を 証明 し な か つた . 

( 間 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

実験 され た 学生 は すべ て 皮 内 反応 陽性 の 様 で す が , ど 
うし て 陽性 で ある と お 考え で すか . 

( ) 

以前 に の 寄生 が あつ た か ぁ も 知れ な い . 上 の 
み で も 類 属 反応 が 考え られ る . また の 排 物 等 
が , 食餌 と と も に 摂取 され て いる と も 考え られ る . 


5. 中 止 


6. 3 年 間 に お ける 釣 虫 キヤ リヤ ー の 実態 調査 な ら び に 
集団 に つい て 井 ・ 荒 木 恒 ・ 上 田 ・ 山 
中 直之 ( 阪 医大 岩田 内 科 ) : T. YosHll, T. ARAKI, G. 
UEDA&N. YAMANAKA : Investigation and masstreat- 


ment of hookworm-carrier during past three years 


我々 は 大 阪 府下 の 釣 虫 キヤ ャ ヤリ ヤー に つい て 3 年 間 に わ 
た りう り 実態 調査 並び に 集団 駆虫 を 行 つ た . その 成績 を 総括 
し て 検討 する と , 男女 共に 低 色素 性 の 委 血 を 認め , 駆虫 
に より や や 和 血 の 以 復 を 認め , 更に 鉄剤 投与 に より 著 明 
な 破 復 を 認め た . 好 酸 球 は 駆虫 3 週間 後に は 大 体 正 常 範 
囲 に 減少 し , 1 年 後に は 全く 正常 化し , 白血球 数 に は 著 
変 を 認め な か つた が 好 中 球 平均 核 数 が 駆虫 後 右 方 に 移動 
する 傾向 を 認め た . 血清 鉄 量 も 駆虫 前 は 減少 し て いた の 
が 駆虫 後 や ゝ 増加 し , 更に 鉄剤 投与 と に より 著しく 以 復 す 
る の を 認め た . 血清 側 白 で は 駆虫 前 に アル プ ミ ン の 軽度 
減少 及び y- グ ロブ リン の 軽度 増加 を 認め た が , 駆虫 後 
は アル プ ミ ン が 増加 し , Yy- グ ロブ リン が 減少 する 傾向 


を 認め た . 血液 水分 量 は 略 正 常 範囲 に あり, 駆虫 に よる 
影響 る 鉄剤 に よる 影響 も 余り み ら れ な か つた が 駆虫 1 年 
後に は か な り 好 転 し て いる 様 で ある . 皮 内 反応 は 駆虫 後 
減弱 し , 沈降 反応 も 沈降 価 の 低下 を 認め た が , 駆虫 1 
年 後 も 尚 高い 沈降 価 を 示す も の が あり , 抗体 が 相当 長く 
存続 する も の で ある と いう 事 を 認め た . 駆虫 成績 で は オ 
ー ミ ン 和 題 粒 又は オー ミン 末 が 最も 秀 れ て いる の を 認め 
た . 排 虫 数 は アメ リカ 釣 虫 が ツ ビ = 釣 虫 に と 比 し て 生 多 か 
つた . 尚 駆虫 1 年 後 と は 28.38% の 再 感 染 を 認め た . 

( 問 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

キャ ヤリ ヤー の 沈降 反応 の 抗原 価 の 消長 , 皮 内 反応 と の 
関連 は どう で すか . 

( 管 ) 

釣 虫 キャ ヤリ ヤー の 免疫 反応 に つい て は すでに 前 回 の 総 
会 に お いて 発表 し た の で 詳し い 事 は 略す る が , 抗原 価 に 
つい て 治療 前 で は 全 例 に お いて 800 倍 以上 を 示し て お り 
その 大 部 分 が 8,200 倍 の 所 に 分 布 し て いた . 治療 後 一 年 
で は その 分 布 状 態 が 3,200 倍 か ら 800~1,600 倍 の 所 へ 
と 幾 分 減少 の 傾向 が 見 られ る も 貝 卵 陰 転 群 と 非 陰 転 群 と 
の 問 に 有意 性 が 見 られ な か つた . 尚 皮 内 反応 に つい て も 
大 体 同 様 の 事 が 云え る . ; 


7. 九州 , 北海 道 の 炭 鉱 従業 員 寄 生 虫 相 の 比較 研究 (第 
9 報 ) 白坂 竜 央 ・ 佐 々 学 ・ 林 滋 生 ・ 三 浦 昭子 ・ 福 井 正 信 
魚谷 和彦 ・ 片 平和 子 ( 伝 研 寄生 虫 ) : R. SHIRASAKA, M. 
SASA, S. HAYASHI, A. MIURA, M. FUKUL, K. Uo- 
TANI& K. KATAHIRA: Epidemiological studies on 

the helminthic infections among the inhabitants at se- 

veral coalmine districts in Kyushu and Hokkaido (9) 


我々 は 1956 年 10 月 より , 三菱 鉄 業 炭 破 従業 員 と その 家 
族 凡 そ 15 万 人 を 対象 に 寄生 虫 検査 を 行 つ て 来 た が , この 
間 す で に 8 報 ま で 詳細 報告 し , 今回 は , 主として 北海 道 
の 8 支部 と , 九州 勝田 支部 の 約 25,000 人 に つき 昨年 10 
月 より 12 月 に か け 検 査 を 行い , 保 虫 者 に 対し て は 2 月 に 
駆虫 , 1 ヶ月 後に 検便 を 行い その 成績 を 得 た , 猫 , 従業 
員 に つい て は 3 年 前 に つく き 第 2 回 目 の 検 査 で あつ た . 
1) 今回 まで で 一 通り 全員 の 検便 を 終り その 結果 , 環 
虫 14,422%2, 虫 7.38%, 虫 11.1922, 東毛 0.88 あ で 
あつ た . 九州 と 北海 道 の 比 較 で は , 環 虫 が 23.54%2 で 北 
海道 が 九州 地区 の 約 2 倍 , 多 虫 は 逆 に 九州 15.97, 北海 
道 1.55% と 圧倒 的 に 九州 が 多 か つ た . 2) 主要 寄生 虫 の 
年 齢 分 布 相 の 九州 , 北海 道 の 比 較 で は , 凌 虫 が , 両者 と 
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も 同様 な 分 布 相 を 示 し た . 釣 虫 は 九州 は 年 齢 と 共に 成 
人 層 で 急激 に 上 昇 す る に 北海 道 は 除 々 に 年 齢 と 共に 上 昇 
する 分 布 相 で あぁ つた. 東毛 は 北海 道 で 成人 層 と 共に 上 昇 , 
九州 は 除 々 な る 上 昇 線 で あつ た . 8) 駆虫 成績 で は , 回 
虫 に 対し レ し ベ キ シン (成人 16 錠 う ) 釣 虫 , 東毛 に 対し レ し オー ミ 
ン (1 日 2 回 分 服 う の 服用 で ある が 85.82 
26, 釣 虫 75.112, 東毛 85.7126 の 陰 転 束 で あつ た . 一 部 
従業 員 の 3 年 前 と の 比較 で は 遇 虫 は 前 回 を 1 と する と 43 
26, は 27.822, 釣 虫 39.72, 東毛 41.62 と いづ れ も , 急 
激 な 陽性 率 の 減少 を 示し , 駆虫 の 効果 及び 現地 の 苗 境 の 
改善 , 衛生 思想 の 発達 の 効果 が 現われ て 来 た と に こと を 示し 
て いた . 4) と れ ら 駆虫 と 共に , 寄生 虫 の 感染 機会 や そ 
の 径 路 を 知る た め , 数 回 に 渡り 現地 で 実際 に 調査 を くり 
返し て いる が , 今回 北海 道 大 夕張 地区 と いう 特殊 環境 下 
の 寄生 虫 卵 と 越冬 の 状況 を し ら べ た と と ろ 遇 虫 は 47 日 目 
で な ほほ 90, 凌 虫 50, 東毛 95 巡 の 感染 可能 の 卵 が 存在 レ 
た . 釣 虫 だ け は , ツ ビ = 釣 虫 7 日 目 , アメ リカ 釣 虫 1 日 
目 で 死 減 し 越冬 不能 を 証明 し た . し か し レ し, 実験 室内 に 線 
返し た 成績 で な く 便 鼓 よ り 採 集 し た も の で は 108 日 目 で 
回 虫 15 弱 , 東毛 は 猫 108 日 目 で 70% の 生存 が 可能 で あ 
つた 如く , 考え る に 卵 , 虫 毛 線 虫 全部 で 
な く て も 一 部 は 越冬 可能 と 思わ れ た 次 第 で ある . 

( 問 ) ( 新 大 医 動物 ) 伊 藤 淳 一 

1) 東毛 の 年 齢 別 感染 率 が 若年 者 に 低く 高 年 者 に 高い 
理由 に つい て 如何 お 考え で すか . 2) オー ミン 98g1 回 
投与 に よる 陰 転 者 率 が 85 .72 と 非常 に 高い が , 如何 な る 
検査 法 に よる も の で すか . 

( ) 

1) に つき まし て は , その 感染 径 路 が 重要 因子 と 思わ 
れる が , まだ 結論 を 得る まで に 到 つ て 居り ませ ん . 2 
塗 漆 , 浮遊 , 培養 の 3 方 法 を 併用 し た 結果 で 東毛 た に つき 
85.71 2% と 高 陰 転 率 を 示し た が 今 迄 の 経験 で は 70~782% 
前 後 の 成績 で , 今回 の 成績 が た え ず 得 ら れる と は 考え て 
居り ませ ん . 


8. 原 年, 広島 市 保育 園児 の 寄生 虫 の 実態 
鎮雄 (広島 市 開業 ) : S. MATUDA: Parasitological 
survey on the nurse-children in Hiroshima City, ex- 
posed to the Atomic bomb explosion 14 years ago. 


昭和 3834 年 7 月 より 8 月 に 至る 間 , 全市 の 保育 園 44 ヵ 所 
の 収容 児童 2,635 名 に 就 て 検便 C( 塗 抹 法 ), 検 氏 (セロ テ 
ー プ 法 ), 知能 (桐原 式 テ スト ), 向 性 , 体型 , 発育 等 の 
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調査 を 行 つ て , 次 の 様 な 成績 を 得 た , 1) 被 検 児 2,635 名 
中 1,102 名 (41.8%) が 陽性 児 で , 地域 別 で は 東 及 び 南 部 
の 両 地 区 の 汚 染 度 が 生 々 高く , 更に 之 を 爆 心 地 か ら の 政 
離 の 遠近 別に みる と , 1 km 以内 86.62%%, 1~ 2 km 389.6 
%, 32~3km 43.6%, 3~4km42.1%, 4km 以上 
44 と いう 成績 を 示し , 感染 率 が 爆 心 地 を 遠ざかる に 従 
い , 階段 に 上 昇 し て いる . 検 陽性 児 は 39.22 
(2467 名 中 969 名 ) で , 其 の 内 訳 は 388.9, 
0.6 2%, 縮 虫 0.08 の 8 種 と な つて いる . 3) 検便 , 陽性 
児 は 11.6%(1,700 名 中 198 名 う で , 其 の 内 訳 は 10.4 
2%6, 連 1%, 時 ラム ブル 鞭毛 虫 0.2%, 
小 ア メー パ バ 0.062% の 5 種 と な つて いる . 4) 混合 感染 検 
便 と 検 氏 と を 同時 に 受け た 児童 1,526 名 の 感染 状況 は , 
単独 39.1%%, 2 重 8.6, 3 重 0.06 と な つて いる . 5) 
発育 , 身長 , 体重 , 胸囲 の 測定 値 よ り 技 ずる に , 感染 の 
有無 に よ ょ つて 異 同 は 認め られ な い . 6) 知能 , 知能 指数 
の 分 布 は , 陽性 児 に お いて は 優秀 級 が 少な く , 劣等 及び 
低 能 級 が 増加 の 傾向 に ある. の 向 性 と 体型 , 両者 と も 各 
種 寄生 虫 と の 間 に は 特殊 の 関係 は 認め られ な い . 


9. 虫 症 の 的 研究 (1) 国東 孝 ・ 那 和男 ・ 
外山 寛 樹 ・ 尾 止 義人 ( 鹿 大 佐藤 内 科 う T. KoKUTO, K. 
YONAMINE, H. ToyYAMA & Y. OTSUJI: Epidemiolo- 
gical studies on the Wuchereria bancrofti (1) 


私 共 は 鹿児島 県 下 坊 津 町 清原 地区 に お いて 5 年 間 の フ 
イラ リア 症 の 流行 の 推移 を 検討 し た の で 報告 する . 仔 虫 
保有 率 の 推移 で ば ある が 1954 年 度 の 調査 と 1959 年 度 の 調査 
を 比較 し て 部 落 の 構成 人 員 並 びに 調査 人 員 に 大 き な 変 動 
の な い 事 を 確認 し た 上 で 4 部 落 の 仔 虫 検出 率 を 比較 し レ 
た . 1) 1954 年 度 草野 部 落 で は 仔 虫 検出 率 22.12%, 1959 
年 度 , 18.8%, 茸 野 部 落 で は 1954 年 度 15.5%, 1959 年 度 
14.1%, 迫 部 落 1954 年 度 6.0%, 1959 年 度 6:026, 平 
原 部 落 で は 1954 年 度 7.9%, 1959 年 度 4.0 巡 で あつ た . 
但し 平原 部 落 で は 10 名 の 者 が Mapharsol に よる 治療 を 
受け て 陰 転 し て いる の で , 治療 其他 の factor の 入ら な 
い草 野 , 迫 部 落と に と つい て 比較 する と , 1954 年 度 
は 950 名 調査 し て 142 名 の 仔 虫 保有 者 を 得 た . 即ち 仔 虫 
検出 率 は 14.9% で あつ た . 1959 年 度 は 942 名 調査 し て 
128 名 , 仔 虫 検出 率 は 12.52% で あつ た . 1954 年 度 と 1959 
年 度 の 仔 虫 検出 率 の 間 に は 有意 の 差 は みとめ られ な い が 
1959 年 度 は 若年 齢 層 の 者 に 幾 分 仔 虫 検出 率 の 低下 が み と 
め ら れる . 2) 有 症 者 の 推移 ご ある が , 1954 年 度 は 111 


名 の 有 症 者 が あつ た が 1959 年 度 は 116 名 で 殆 ん ど 変 動 は 
な か つた . 但し 象 皮 病 , 陰 井 水腫 は 蘭 減 の 傾向 に ある が 
熱発 作 , 乳 び 尿 は 尚 新 し い 発 病 を みとめ て いる . 8) 仔 
虫 保有 者 の いる 家族 に つい て , 5 年間 に 生 れ た (1954~ 
1959 年 ) 子供 に つい て 仔 虫 を 検索 し た が 1 名 も 仔 虫 を 検 
出 で き な か つた . 


10. フイ ラリ ア 症 に 関す る 研究 一 フイ ラリ ア 症 発症 に 
関す る 研究 大 野 家 俊 ・ 阿 部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 二 病 
理 ):1. ONo, Y. ABE & A. HorI: Studies on initial 
symptoms of filariasis 


バン タク ロフ ント 糸 状 虫 症 の 検索 は 従来 臨床 検査 , 耳 票 
採血 疹 抹 , 皮 内 反応 等 , 種々 試み られ て いる が , 未だ に と フ 
イラ リア 感染 初期 の 実態 を 把握 する に その 検索 の きめ て 
と な る も の は な く , 唯 夜間 採血 と にょ る 保 虫 者 の 検索 に た 
ょ つて いる に 過ぎ な い . 我々 は 過去 に お いて 4 ~5 才 の 
保 虫 者 の いる と と を 経験 し て いる . そ と で フラ イラ リア 上 感 
染 に ょ る 初期 症候 を 究明 せん が た め に , 過去 に お いて 何 
等 対象 の 立て られ て いな い 有 鹿児島 県 大 鳥 郡 沖永良部 和泊 
町 で 10 才 前 後 の 低 年 層 722 名 (4 地区 ) 中 , 保 虫 率 14.1~ 
16.7%, 又 そ の 内 2 地区 , 国頭 702 名 ) 及び 玉城 (420 
名 ) 部 落 夫々 保 虫 率 15.822, 16.42 と 低 年 層 に ぁ も 高 率 の 
濃厚 浸 淫 地 を 対象 に , リン ペ 腺 触 知 , スペ ト = ン 昼 間 誘 
発 , 皮 内 反応 を 試み た . その 結果 10 才 前 後 ( 低 年 層 ) に 
お いて は , , そ け い 部 の 表 在 性 リン 腺 腫 
知 率 は 種々 リン 原因 は 含ま れ , リン 腺 
隆 有 と フイ ラリ ア 感 染 と 直ちに 関連 づけ は 出来 な い が 90 
6 以上 の 高 率 で あつ た . 更に 10 才 前 後 の 低 年 層 に お いて 
ト = ン ]50mg 投与 (午後 2 時 実施 ) に る 法 に 
ょ り , 5 % の 昼間 の み の 保 虫 率 を 示し 夜間 検出 力 に 比 レ 
は る か に 高 率 を 示す 所 も あつ た . 更に それ ら の 原因 を 寮 
知 す る た め に 和 群馬 大 学 よ り 分 与 の T.C:A.P. 及び T.C. 
A.S 抗原 (Dirofilara digitata の 抗原 ) に ょ る 皮 内 反応 
を 40 名 に つい て 期待 を か け て 行 つ た が , microfilaria 陰 
性 者 に お いて は PP 及び S 抗原 を 使用 し た も の で は 土 の 疑 
陽性 者 60, 陽性 者 80, 陰性 者 は 僅か に 1 名 で あつ た . 
叉 保 虫 者 5 名 は PP 及び 8S 抗原 を 使用 し た が 何れ も 疑 陽性 
で あり , それ ら の 原因 を 説明 する こと と は 出来 ず , 血清 学 
的 検索 も 再 検討 を 要する と と を 痛感 し た . 尚 10 才 前 後 の 
低 年 層 以 外 に お いて も 高 率 に リン ペ 腺 星 有 の 触 知 率 を 示 
し た . と れ ら の 問題 に 関し 今後 更に 研究 を 進め て 行か ね 
ば な ら ぬ . 
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11. バン クロ フト 糸 状 虫 症 と マレ ー 茶 状 虫 症 の 発症 に 
関す る 疲 学 的 研究 林 滋 生 ・ 田 中 寛 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄 生 
虫 ):S. HAYASHI, H. TANAKA & M. SaAsA: Epide- 
miology of clinical manifestations of bancroftian and 


malayan filariasis 


各 流 行 地 に お ける 糸状 虫 症 の 侵 淫 度 を 比較 する 場合 , 
それ ぞ れ の 地域 で , 1 年間 に 人 口 1,000 人 当り 感染 源 と 
有効 接触 する 人 数 (伝播 力 ) で く ら べ れ ば 明 上 有 で ある . 
と の 値 は , 糸状 虫 症 の 年 齢 分 布 を Catalytic model に ょ る 
curve に あて は め ,。 その パラ メー タ と し て 算出 する と と 
が 出来 る . こと に は two stage catalytic curve dy/dt= 
dx/dtーdz/dt を あて は め て みた . 左辺 は 単位 時 間 内 の 見 
か け の 患者 増加 を 示し レ , 右辺 第 1 項 は 単位 時 間 内 患者 増 
加 , 第 2 項 は 同 減少 を 示す . x=1ーe*, dz/dt=by と し 
て 前 記 微 分 方 程 式 を 解け ば , y を パラ メー タ a, b を 合 
むず t の 函数 で あら わせ る . と と に a は 前 記 の 伝播 力 に 
相当 する . 演者 等 は 奄美 大 島 の 諸 部 落 , 愛媛 , 青ヶ島 等 
の バン クロ フト 糸 状 虫 症 , 八丈 小島 の マレ ー 糸 状 虫 症 等 
に つき , モデ ル の あて は め に 成功 し , また と れ に ょ つて 
得 た 糸状 虫 症 の 年 齢 分 布 に 関す る 理論 曲線 を 解析 し て , 
バ ・ マ 両 糸 状 虫 の 場合 の 夫々 の 特色 を 比較 検討 し た 。 志 
患者 に 関す る a の 値 は , べ で は 奄美 の 綱 野 子 部 落 CMf 
陽性 率 87.32%%) で 最高 (1,000 人 当り 58), 愛媛 の 三崎 地 
区 (Mf 陽性 率 1.6% う で 最低 (1,000 人 当り 0.5) を 示 
し , その 問 に 著しい 開き が ある . 小島 の マ 糸 状 虫 (Mf 
陽性 率 84.12 う で は 1,000 人 当り 55 の 甚だ 高い 値 を 得 た . 
また 理論 曲線 の 解析 か ら , 糸状 虫 に 感染 し た も の の な か 
で , 何 年 位 し て , どの 位 の 比率 で 発症 者 が 出る か を 導き 出 
す と と に 成功 し た . 奄美 の バ 糸 状 虫 の 例 で は , 発症 し 初 
め る の が 比較 的 遅く , 10 才 台 で 出初 め , 80 才 台 で 902 近 
く が 発症 する と こと, マ 糸 状 虫 で は と これ と 異な り 感 染 す れ 
ば , 非常 に 早い 10 才 台 で 既に 70% 以 上 発症 し , 80 才 台 で 
が 発症 する と と が 分 つた . 種 症状 の 発現 年 
分 布 が 対数 正規 型 に 完全 に 一 致す る と と を 確 め , 一 次 座 
換 し て 直線 か ら 求 め た 各 症 状 の 平均 発現 年 齢 を 算出 , 平 
均 感 染 年 齢 と の 差 か ら , 感染 し て か ら 各 症状 の 出る まで 
の 時 間 を 数 量 的 に 推定 する と と が 出来 た . これ に よる と 
奄美 の バ パ 和 糸状 虫 症 で は 感染 し て か らち 平均 4.59 年 で 熱発 
作 , 7.24 年 で せん き , 8.18 年 で 乳 ビ 尿 , 7.44 年 で 陰 論 水 
腫 , 17.22 年 で 象 皮 腫 を 発現 し て いる し , 小島 の マ 素 状 
虫 症 で は , 感染 し て か らち 平均 0.34 年 の 極め て 早い 時 期 に 
発熱 きた は 皮膚 の 限局 性 発赤 星 服 を 起 し , 26.12 年 の な 
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が い 時 期 を 経て よう や く 象 皮 腫 が 発現 し て いる と と を 知 
つた . と これら は 従来 の 如く , 単に 症状 の 出る 年齢 で は 
な く ,。 感染 し て か ら 発症 する まで の 時 間 を 推定 し 得 た 
点 で , 発症 に 関す る 疫学 と し て 一 歩 を 進め た も の と 考え 
る . 


( 問 ) ( 岐 医大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 

マレ ー 糸 状 虫 と ペン クロ フン マト 糸状 虫 と の 間 に 中 間 型 の 
存在 が ある . 

( 


Mf の 形態 で 中 間 型 が ある と し て も , 多く の 形態 , 生 
態 , 臨床 , 疫学 的 な 差異 点 が 指摘 され る の で , は つき り 
和 両 種 は 異な る も の と 考え る . 


12. フイ ラリ ア 局 染 分 布 の 年 代 的 推移 と 関連 要因 (1) 

静岡 県 吉原 市 附近 の 実態 石崎 達 ・ 久 津 見 晴彦 ・ 熊 田 三 
由 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄 生 虫 ) 野崎 繁男 (吉原 保健 所 ) : 
T. IsHIZAKI, H. KUTSUMI, M. KUMADA, Y. KoMIYA 
&S. NozAKI: The ecological study on the endemic 

filariasis due to Wuchereria bancrofti (1) The back- 

ward investigation in Kawajiri village, Yoskihara city, 

Shizuoka Prefecture 


マイ ラリ ア 症 流行 の 年 代 的 消長 と その 原因 を 追求 する 
目的 で 静岡 県 下 既 知 の 一 流行 地 を 調査 し た . 方法 は 文 
献 ・ 現 地 医 療 機 関 の 診 療 数 ・ モ デル 地区 の 全員 検診 ご あ 
る . 結果 は 次 の 通り . 1) 吉原 市 唯一 の 線 合 病院 で 戦前 
15 年 間 の マイ ラリ ア 患 者 総数 70~80 人 (年 間 7~8 人) 
で あつ た が , 戦後 15 年 は 他 の 医療 機関 の 増加 が ある と は 
云え 新 患 2 名 (いづ れる も 高齢 者 ) を 数 える に すぎ な い . 


"戦後 急激 に 減少 し た らし い . 2) 吉原 市 及び 隣接 の 富士 


市 医師 会 に 依頼 し 現在 確認 患者 12 名 を 得 た . 吉原 市 は 乳 
尿 1 (?70 オ ) 既往 1 C61 で 他 は 主として 富士 
宮 市 出身 で ある (吉原 西北 10 料 ). いづ れる ゃ も 60 才 以上 が 大 
部 分 で ある . 8) 40 年 前 慶応 大 学 川上 氏 の 調査 し た 吉原 
市 川尻 町 の 成績 は Mf. 陽性 率 男 5 2・ 女 1.32%, 患者 
5 名 で あつ た . 今回 同 地 区 526 名 ( 全 住 民 の 87%%) う の 集 


「 団 検診 で 乳 摩 尿 既 住 者 1 て 61 オ )〉 の 外 現 症 者 な く , 


Dirofilaria 抗原 (生鮮 体重 11,000, D P 液 抽出 , 0.05ml) 
皮 内 反応 紅 時 直 経 25mm 以上 の 者 44 名 に つき 肘 静 脈 採血 
2 cc の 集 虫 検査 法 で 全く 陰性 で あつ た . 4) Dirofilaria 
皮 内 反応 15 分 後 の 成績 445 名 の 集計 で は 膨 疹 。 紅 晶 直 経 
共に 1 峰 性 句 度 分 布 で , これ は 生理 的 食塩 水 ・Histamin 
107 液 に と よる 反応 分 布 と 同一 で ある か ら 非 特異 性 の 反応 
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で ある . こと の 型 か らち みて 川尻 地区 た に た フイ ラリ ア 感 染 が 
殆ど な いと 思わ れる . 5) 有 Dirofilaria 反応 紅 電 直利 
25mm 以上 の 者 は 大 部 分 40 才 以上 で , これ を Filaria に 
よる 感 作 を 受け た も の と 仮定 し て , か か る 者 の いる 世帯 
に 印 を つけ 分 布地 図 を 作る と , 現在 な ほ 湧 水池 を 使用 し 
て いる 地域 に 集中 傾向 が あり , 旧 川 上 地図 に 比較 し て 尋 
味 が ある . 6) 川尻 地区 は 40 年 間 に 湿 地帯 が 自然 及び 人 
為 的 に 耕地 整理 され て 殆 ん ど 消 減 , 戦後 工場 建築 ・ 農 薬 
の 使用 等 で 陣 境 条件 が 全く 一 新 し た と ころ で ある か ら , 
と れ ら が 上 訴 族 に 影響 を 及ぼ し た も の と 考え る . 

13. 東京 都 下 の 大 に お ける Toxascaris Zeonina の 自 
然 港 染 例 に 関す る 知見 続報 大 越 伸 ・ 高 塩 満男 ・ 北 野 旗 
敏 ・ 友 田 勇 ・ 薄 井 万 平 ・ 銘 木 直 義 ・ 小 西 富 二 (東大 農家 
畜 内 科 ) : S. OKosHI, M. TAKASHIO, N. KITANO, 1. 
TomoDA, M. Usul, N. SUZUKI & T. KOoNISHI: 
Further observations on the occurrence of Toxasaris 


leonina in dogs in Tokyo 


我国 の ライ オン 上 筒 虫 Toxascaris leonina (von Lins- 
tow, 1902) の 寄生 例 は 輸入 犬 . ライ オン , 虎 以 外 に は 
従来 稀 で あつ て , 本 邦 産 の 犬 叉 は 猫 に お ける 報告 は 殆 ん 
ど な い . 我々 は 昭和 83 年 11 月 東京 都 文京 区 の 某 大 学 医学 
部 に 集団 飼育 し て いる 医学 用 実験 犬 の 寄生 虫 検 査 を し た 
誠 し た 犬 の 腸管 より 得 た 虫 を leomina と 
同定 し , 体 の 長く は 一 115 mm (71 ), 4 32 一 68 
mm (56 また 大 き さ は 長径 101 一 v7, 短 
81 一 68zg で あつ た . 更に 昭和 384 年 1 一 3 月 及び 昭和 35 年 
2 月 の 2 回 と に と わたり, 同 実験 犬 に 対し て 集団 的 検便 を 実 
施し た 結果 本 虫 が 高 率 に 自然 感染 し て いる 事実 を 認め 
た . 該 検診 犬 は 推定 年 齢 1 一 6 才 , 体重 10 一 25kg, 全て 
東京 都 荒 川 犬 抑留 所 に 抑留 され た 皇 獲 野犬 で あぁ つて, 
大 学 医学 部 へ 搬入 され て か らち 検診 当日 まで の 飼育 期間 は 
長い も の で は 4 一 5 年, 短い も の で は 1 週間 以内 , 概ね 
1 年 未満 の も の が 主 で あつ た . 本 虫 の 感染 状況 に つい て 
は , 昭和 83 年 11 月 誠 検 頭数 6 頭 中 3 頭 (50%) が 感染 , 
昭和 34 年 1 一 3 月 直接 塗 抹 法 検便 で は 検査 頭数 106 頭 中 
16 頭 (15.1%) が 陽性 , また 昭和 35 年 2 月 MG 法 
検便 で は 検査 頭数 64 頭 は 殆 ん ど 全 て 昭和 34 年 検査 時 の 犬 
が 交替 し て 別 の 犬 で あつ た が , 6 頭 (9.4 %) が 虫 卵 陽 
性 で あつ た . 外部 より 搬入 後 の 飼 育 期間 2 ヶ月 未満 の 犬 
に は 貝 卵 陽性 は 少く , 僅か に 1 例 が 認め られ た の みみ で あ 
る . 然るに 我国 に 常 在 し て いる 犬 負 虫 (Toxocara canis) 


の 寄生 は 1 才 未 満 の 幼 犬 2 頭 に 認め らち られ, 中 1 頭 は 
Jeonina と の 混合 感染 で びあ つた. と これ と は 別に 昭和 385 年 
1 月 東京 都 涼 谷 区 内 飼育 の 東京 都内 産 ス ュ ョ ッ チ テリ ヤ 種 
の 牡 犬 , 4 ヶ月 齢 の 1 頭 に ライ オン 遇 虫 の 自然 感染 を 認 
め た . と の 例 も 区 camis と の 混合 感染 で あつ た . 今回 
の 自然 感染 例 に お いて , 成 石 も 若 齢 犬 も leonina に 
感染 する こと と が 訴 め ら れ た . 一 般 に cams の 自然 感 
染 は 1 以下 の 若 齢 犬 が 主 で , 1 才 以 上 の 成 犬 に は 稀 で 
ある 点 に お いて , 両者 着 し く 異 な つて いる . 


14. 人 尿 か ら 見 出さ れ た 尾久 桁 線 虫 (Rhabditis sp.) 
の 生物 学 的 性 状 に つい て 魚谷 和彦 ・ 佐 藤 金 作 ・ 林 滋 生 
( 伝 研 寄 生 ) : K. UOoTANI K. SATO & S. HAYASHI: 
Biology of Rhkabditis sp. isolated by Hayashi et al, 
1958, from 2 human urinary rhabditiasis 


1957 年 東京 都 荒川 区 尾久 に 発生 し た ラプ ヂ チ ス 類 に よ 
る 尿 線 虫 症 の 患者 尿 か ら 見 出さ れ た 尾久 桁 線 虫 の 培養 
法 , 生物 学 的 性 状 , 感染 経路 の 究明 , 諸 種 薬剤 の 影響 に 
つい て 報告 する . 培養 法 は 数 種 の 方 法 , 数 種 の 培地 で 検 
討 し た が 水 と 薬用 酵母 と よ ょ る 水 培 養 法 が 最も 簡便 で 発育 
が ょ か つた . 発育 温度 は 20.0~25.0C が 至 適 で その 温度 
条件 で は 4~5 日 で 成虫 に 発育 し 産 九 す る . 1 世代 の 寿命 
は 約 2 週間 で , 成虫 1 隻 あ た り の 総 産卵 数 は 平均 94.8 個 
で あつ た . 20.0C に お いて 成虫 に 達する 迄 に 4 回 の 脱皮 
が 行わ れる 事 が 分 つた . pH の 影響 と に つい て 炊 酸 緩衝 液 
N/100 HCL, N/100 NaOH, マッ キル ベン 緩衝 液 を 用 いて 
調べ た 所 , pH 4.0~pH 8.0 で は 生存 可能 で と くに pH 
5.8 ~pH 7.0 が 至 適 pH で あつ た . 人 工 胃 液 (pH 1.4 わ 
人 工 肛 夜 (pH 8.2) 中 で の 生存 試験 で は 虫 体 は 胃液 中 
で は すぐ 死滅 し レ 腸 液 中 で は 増殖 は し な い が 数 日 間 生 存 レ 
得 た . た し ヒ に つい て は 24 時 間 に し て も 
取り 出し て 水洗 し 水 と 薬用 酵母 で 培養 する と 発育 増殖 す 
る 事 を 見 た. 健康 人 尿 中 で は 死滅 する が ネフ ロー ゼ , 堅 
炎 , フィ ラリ ア 症 患者 の 蛋白 , 乳 ビ 尿 中 で は 増殖 し た . 
と れ に ょ り 尿 路 系 疾患 の ある 場合 に は 何等 か の 経路 で 虫 
体 が 尿 路 系 に 達 す れ ば 感染 成立 の 可能 性 が あぁ る と 思わ れ 
る . 実験 動物 に 対す る 感染 実験 と し て , マウ ス を 用 い 貝 
体 を 経口 投与 し , 時 間 毎 に た マウス を 殺し て 各 臓 器 の 虫 体 
を 調べ た . 消化 管 及び 排 洪 便 に 多数 見 出さ れ た 事 は 当然 
で ある が , 有 , 堅 か ら も 少数 年 ら 見 出さ れ た 事 は 興味 あ 
る 事 で , 同様 に 腹腔 内 注入 試験 で も 腹腔 以外 の 肝 , 肝 , 
管 に 見 出さ れ 本 虫 の 組織 貫通 性 の ある 事 を 確 め た . 経 
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口 的 に 本 虫 が と られ る 機会 , 即ち 食品 に つい て 交 油 , 食 
酷 で の 生存 試験 で は 27 倍 以下 の 濃度 で は 大 部 分 生存 可能 
で ある が 熱 た 対し て は 非常 に 細 い の で , 生 で どく 落 味 の 
食品 の 場合 に は 感染 成立 の 機会 が ある と 思わ れる . 各種 
殺 線 虫 剤 , 殺虫 剤 , 除草 剤 に つい て 本 虫 に 対す る 作用 を 
調べ た が , これら の 中 で は 一 般 に 殺 線 虫 剤 の 効力 が 大 き 
か つた . 又 抗 生物 質 の 効力 で は 概して テト ラサ イク リン . 
系 薬剤 が 他 に 比 し て 強 か つ た が 実用 的 な 濃度 で 有効 な も 
の は な い 様 に 思わ れ た . 各種 駆虫 剤 の 作用 を 検討 し , 四 
塩化 エチ レン , ヘ へ ノ ポ ジ 油 チモール, 4 ヨー ド チ モー 
等 , ヂ アザ ニン , ベ フ ェ ニ = ウム ふ 等 釣 虫 駆虫 
と し て 有効 な も の が 作用 強く , 従 つ て 本 虫 を 釣 虫 剤 の ス 
クタ クリー= ン グ テ ス ト に 利用 する 事 は 簡便 で 有用 な 方 法 と 


思わ れる . 

( ) ( 医大 寄生 虫 ) 下 夫 
尿 中 で の 培養 法 は 如何 

( ) 


ホー ル グ ラ ス に 尿 1.0cc を と り 本 桂 線 虫 成虫 1 隻 投入 
し て 25.0°*C 卵 器 に て 培養 し た . 


15. 虫 症 の 臨床 的 研究 福島 英雄 ・ 政 真哉 ( 大 
佐藤 内 科 ) : H. FUKUSHIMA & S. TSUKASA : Clinical 
studies on human strongyloidiasis 


基線 虫 の 病害 作用 に つい て は 種々 論 ぜ られ て いる が , 
区 線 虫 単独 寄生 51 例 た に つい て , 臨床 的 観察 を 行 つ た . 1 
臨床 症状 , 消化 器 障 害 を 呈す る 者 が 最も 多く , 1 日 2 回 
以上 の 便通 27.822, 便秘 5.8%,。 交代 性 の 便秘 ・ 下 痢 
11.726, 水 様 便 , 粘 血 便 25.22%, 腹 鳴 56.822。 上 
痛 47.0 みみ られ , その 他 , 咳 を 訴え る 者 が 9.8 
認め られ た . 2) 便通 と 区 便 内 糞 線 虫 仔 虫 と の 関係 , 交 
代 性 の 便秘 ・ 下 痢 時 に 11 匹 以上 が , 下痢 時 に は 2 ~10 匹 
が 最も 多く , 便 秘 時 に は 仔 虫 数 が 一 番 少 な い . 次 硝酸 蒼 鈴 
1.5g を 投与 し , 人 為 的 便秘 を 起 さ せる と , 腸 内 容 の 腸管 
内 滞留 時 間 が 永 び くに つれ , Filaria 型 仔 虫 が 交 便 内 に 
増加 し , 開 便 培養 時 に も こと これ より や ゃ 早期 と 同様 な 傾向 
が み ら れ た . 3) 下痢 便 の 性 状 : 食物 残 湾 に は 筋 繊 維 , 
脂肪 , 粘液 , 病原 性 大 腸 菌 , 赤痢 , 赤痢 ー 
等 は 認め られ ず , 油 粉 が 50.0%, 血液 が 16.622 に 認め ら 
れ た . 4) 末 生 血 液 所 見 : 赤血球 数 で 常 値 以下 が 男子 
50.026, 女子 33.8%, 血球 素 量 減 少 が 男子 44.42, 
100.0%, 白血球 増 多 14.2%, 白血球 分 類 に お いて は , 
好 酸 球 増 多 71.422, 好 中 球 の ぅ ち 核 増 多 88.02, 単 
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球 減少 76.1%, リン パパ 球 減 少 52.8 2 で あつ た . 5) 胃 分 
泌 機 能 , 減 酸 症 , 低 平 曲 線 を 呈し た が , 血液 , 襲 線 虫 は 
認 め あられ な か つた . 6) 肝 機 能 , 
陽性 6.8%, 血清 高田 反応 お よび Gros 反応 15.7%, 
Bromsulfalein test 11.8 2%2 に 陽性 を 呈し , 軽度 の 肝 機 能 
障害 が 認め られ た . ") 胆道 機能 , 十二指腸 液 中 の B 抽 - 
rubin 含有 量 は 正常 値 以下 の 者 多く , 緑色 の 色調 , 注 
独 , ウロ ビリ ノー ゲン , 蛋白 質 , 上 皮 細 胞 が 認め られ た 
が , 赤血球 , 白血球 , 細菌 等 は 認め られ ず , Rhabditis 
型 仔 虫 81.7226。 そ の うち A 胆汁 中 45.42, 胆汁 中 68.6 
26, C 胆 汁 中 9.02%, A・B 胆 汁 中 18.1%, A・B・C 
胆汁 の 何れ に も 認め られ た 者 は 9.0 で あつ た . 8) 膝 
分 泥 機 能 , 尿 ヂ デア スタ ー ギ ゼ 値 は 正 値 以 上 10.0%, リ パ 
ー ゼ は 正常 で あつ た . 9) Smiray (Dithiazanine iodide 
の 本 製 品 ) 投与 に により, 内 の 虫 は 91.6, 胆 
汗 中 は 100% の 駆虫 率 を え , 自覚 的 に は 消化 器 症 状 の 著 
明 な 改善 , 末 醒 血液 所 見 は 好 酸 球 減 少し , 正常 値 に 復 レ 
分 葉 核 増加 し , 骨 分 泌 機能 も 酸度 は や や 増加 し た が , 肝 
機能 , 胆汁 所 見 に は ほとん ど 変 化 は 認め られ な か つた . 

( 加 ) ) 信 
の みな ら ず , 中 に も 虫 の 排 され る 患者 に 
Dithiazanine を 使用 し た 結果 , 一 旦 は 有効 で , 区 便 , 路 
疲 中 に は 仔 虫 が 死ん で 排 溢 され , 一 般 症 状 の 改善 を 見 た 
が , 遂に は 死亡 し た 症例 を 経験 し た , 誠 検 に と より , 小腸 
の 壊死 と Dithiazanine の 沈着 が 腔 面 の みな 
ら ず , 条 腔 面 に も 認め られ た . 

( 問 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
奄美 大 島 に は 感染 者 が 多い よう で す が . 前 に 追加 し た 
よう な 自家 感染 に より 路 療 か ら も 幼虫 が 多数 に 見 出さ れ 
終 に 死亡 する と 云う よう な 患者 が 訂 々 見 られ る も の で し 
よろ う か. 

( ) 

死亡 例 は 認め られ ます が , 全 例 , 自家 感染 に よる と は 
考え られ ませ ん . 鹿児島 市 で 自家 感染 に より 死後 , 肺 に 
化 臓 巣 の 認め られ た 例 が あぁ あります (と れ は 鹿 大 病理 川路 
教授 等 に より 報告 ずみ . 

(広大 科 ) 菊池 寛 
1) 臨床 検査 と に より 緑色 胆汁 を 認め た と 云う が 相当 多 
数 で ある の か ? 2) と れ ら 患者 の 主訴 は 如何 ? 

( 答 ) 

1) A 胆汁 で は 8362, B 胆 汁 で は 182, C 胆 汁 で は 9 
26 に 認め られ まし た . 2) 全 例 で は あり ませ ん が , 上 腹 
部 疲 痛 を 訴え る も の が 多い で した. 


ビザ ノー ゲン 


16. 包 症 の 一 例 鈴木 ( 大 衛生 ) H. PLEs- 
SNER 岡村 マリ 子 (聖母 病院 ): 1. SUzZUKI, H. PLEs- 
SNER & M. OKAMURA: A case report of Echinococ- 
cosis (示説 に 変更 ) 


患者 : 48 仏 人 , 北 仏 生 れ , 22 才 仏 28 の 
時 渡 日 , 数 年 前 より 上 腹部 緊 満 感 胃 圧 迫 症 状 あ ぁ あり, 肝 腫 
瘍 に 気 附 く . 体格 , 栄 養 中 等 度 , 体重 55kg 前 後 . 家族 : 
母 , 患者 在 仏 中 , 約 40 年 前 Leber cyst の 手術 を 受 く . 
(Echinococcosis ?) 1955 年 6 月 22 日 , 検査 の た め 入 院 , 
体温 , 常 , 血 液 ,RB C2,840,000, WB C, 8,200, 
Hb 57.52%6, C I1.02, St 10, Seg 47, Eo5, Ba 0, 
Ly 30, Mo8, 血 沈 1 時 間 88, 尿 Urobilinogen ( 掛 ) 
他 異 常 な し . 血清 , Alkaline phosphatase 15,85u, Cho- 
lesterol 112mg/dl, Cholesterol ester 84mg/dl (75%%) 
Bilirubin Direct (—) IndirectC 土 ), Icterus index 6.2u, 
Protein Total, 7.2g/dl, Alb. 5.2g/dl, Glob. 2.0g/dl A/ 
G 2.6/1, Thymol turbidity 0.9u. Lugol flocculation 

( う , BS P20mg/kg IV. 30 分 後 2 WaR (一 ) 北 
研 (一 ) 村田 (一 ), 選 , 異常 を 認め ず . 1955 年 7 月 21 日 
第 一 回 手術 , 腹水 腹膜 炎 な く 肝 右 葉 に 径 約 10cm の 星 閣 
あり, 左 葉 に は 同様 の も の 4 ヶ あ り , 夫々 切 義 し 騰 様 = 
ロイ ド 状 内 容 200~400 cc 排除 , 石灰 沈着 あり , 
7 月 23 日 , 補 体 結合 反応 , 沈降 反応 共に 陽性 . 7 月 27 日 
組織 検査 に て Echinococcosis 確定 . 1956 年 6 月 12 日 術 部 
fistel を 生じ 手術 . 血液 Eosinophily あり (20%). 1959 
年 8 月 術 創 より Cyst 排出 あり , 創 は 数 日 で 治癒 , この 
間 患 者 は 元気 で あつ た . 尚 患 者 が 数 年 来 飼育 し た 犬 の 検 
便 を 数 回 行 つ た が 釣 虫 卵 の み 陽 性 で あつ た . 1960 年 1 月 
20 日 上 腹部 緊 満 感 , 不定 発熱 (37.0~87.9°C) の た 
入院 . Eosinophily 19% Leucocytose14.400 あ り , Urobi- 
linogen ( う , BS P45 分 7.52%. 同 25 日 手術 , 右 葉 前 
方 に 小 な る 石灰 化 Cyst あり , その 後方 に 径 約 15cm の 
Cyst あり , 1 ホル マリ ン 注 入 後 内 容 排除 , Cyst 及び 
コロ イド 状 液 排除 , 左 は 径 約 10cm の Cyst あり , 
同様 と し て 内 容 排除 後 両者 内 壁 を 可 及 的 に 撮 破 , ドレ イ 
ン を お き 創 . 2 月 15 日 横隔膜 下 に 無 形成 し 
開創 ドレ イン を お く , 以後 次 第 に 治癒 , 血液 性 状 も 次 第 
に 正常 と な り 現 在 患 者 は マル フ 等 を し て 元気 に 生活 し て 
いる . 本 症 は 単 房 性 包 虫 症 と 認め られ , 患者 が 在 仏 時 既 
に 母親 が 手術 を 受け て お り , 飼 犬 の 検査 , Cyst 壁 の 石 
灰 沈着 の 状態 等 か ら , 20 年 前 在 仏 中 に 感染 し た と 思わ れ 
る . 在 仏 中 犬 を 愛育 し , 羊肉 も 加熱 不 充分 な 状態 で 食し レ 
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17. 富 城 県 に お ける 肺 吸虫 症 に つい て 横川 宗雄 ( 千 
大 寄生 虫 湯田 和郎 (宮城 ) 鈴木 了 司 ・ 小宮 義孝 
( 予 研 生 虫 関 ・ 大 満 ( 新 大 医 動物 ) : M. Yo- 
KOGAWA, K. YUDA, N. SUZUKI, Y. KoMIYA, T. 
SEKI & M. OTSURU : Paragonimiasis in Miyagi Pre- 


fecture 


肺 吸虫 の 分 布 や 疫学 調査 は 全国 各地 で 行わ れ , 次 第 に 
明らか に され つつ ある が , 宮城 県 内 で は 木村 (1921) に 
よる 脳 肺 吸虫 症 1 例 の 報告 が あり , その 頃 か ら , 入院 患 
者 の 記録 が あつ て 肺 吸虫 の 存在 に つい て は 古く か ら 予 想 
され て いた 。 と と こと ろ が , 1959 年 2 月, 宮城 県 の ほ ゞ 中 央 
部 と あたる 泉町 か ら 脳 肺 吸虫 症 1 例 (11 才 , 男 , 小学 
生 う , さら に 同年 4 月 , 同町 隣 部 落 か ら 肺 吸虫 症 患 者 1 例 
(37 才 , 女 , 農業 ) の 発生 を 知 つ た . そ と で 東北 大 学 附 
属 病院 の カル テ を 調べ た と ころ , 肺 吸虫 症 と し て 診断 さ 
れ た 患者 の 数 は , 1922 年 以降 20 名 に の つ た . と れ ら 患 
者 の 出身 地 を みる と , 福島 県 の 6 例 , 岩手 県 の 1 例 を 除 
き , 南 か ら 阿 武 隈 川 , 名 取 川 , 鳴瀬 川 の 流域 に み ら れ る 
よう に 考え られ る . そこ で , と の 患者 多発 発 地 と 推定 さ 
れる 古川 市 飯 川 , 泉町 実 沢 , 角田 市 枝野 の 3 ヶ所 を 選 
び , VBS 抗原 を 用 いて 肺 吸 虫 症 皮 内 反応 を 実施 する と 
と も に , 貝 卵 排出 患者 発生 地 の 泉 町 か ら モ クズ ガニ = の 採 
取 を 行い , 欠 の メタ セル カリ ア 寄 生 状 況 を 観察 し た . 皮 
内 反応 の 結果 , 泉町 は 陽性 4.0%, 疑 陽性 4.72%, 角田 
市 で 陽性 疑 陽性 0.9%, 古川 市 で 陽性 1.2%, 
疑 陽性 0.62%% の 成績 と な つた . また , 泉町 を 流れ る 七 北 
田川 か ら 2 度 に わた り 採 取 し た 合計 90 匹 の モク ズ ガ = か 
ら 6 匹 6.72 の 肺 吸虫 メタ セル カリ ア の 寄生 を 認め た . 
寄生 え メタ セル カリ ア 数 は 最高 が 18 ヶ ケ , 最少 1 ケ で あつ た 
が , 55 匹 の サワ ガニ = か ら は 検出 され な か つた . 次 に , 泉 
町 に お いて モク ズ ガ = の 食 習 慣 の 調査 を 行 つ た と ころ , 
調査 数 266 名 中 82 2 が 食べ る と 答え , 同じ く 60 が 調 
理 , 捕獲 な ど で 接 触 の 機会 が ぶ が ある と と を 知 つ た . な お , 
と の 二 北 田川 に は モク ズ ガ = が 多数 棲息 し て お り , 附近 
の 住民 は 秋 の 降雨 時 に 川上 か ら 下降 し て く る の を 釣 つ 
て , 甲 毅 を は が し て 砕き ザル で 演 過 し て , その 汁 を ダ 
ン ゴ な ど に し て 食べ て いる . 以上 の 如く 2 名 の 貝 卵 排出 
者 が み ら れ , 第 二 中 間 宿 主 で て ある モク ズ ガ = か ら 肺 吸虫 
を 見 出し て いる と と か ちら, 泉町 と お いて は 明らか に 肺 吸 
虫 の 生活 陣 が 存 し て いる . 即ち , 流行 地 で ある と 考え ら 
れる . 又 現 在 で は 肺 上 区 虫 の 流行 地 と し て は 北端 に ある と 


思わ れる . 


18. , 北陸 地方 の 肺 吸 虫 症 大 正 満 ・ 関 
大 医 動物 ) : M. OTSURU & T. SEKI: Distribution of 
Paragonimiasis in Oou and Hokuriku Districts of Japan 


昭和 383 年 以来 , 未知 の 点 の 多い 奥羽 , 北陸 地方 の 肺 明 
虫 症 流 行 の 現状 を 明か に すべ く , 文部 省 総合 研究 肺 吸虫 
班 の 一 員 と し て 新潟 ・ 福 島 ・ 宮 城 ・ 秋 田 ・ 山 形 各 県 の 調 
査 を 順次 行 つ て きた . 即ち 流行 の 考え られ る 地区 の 各種 
の 集団 に つい て VB S 皮 内 反応 お よび 同 陽 性 , 疑 陽性 者 
に 対す る 連続 5 日 間 の 検便 (MG し 法 )〕・ 検 療 , また 河川 
の 主 ヒ モク ズ ガ = を 対象 と する え タ セル カリ ア の 調査 を 
実施 し た の で , それ ら の 成績 を 報告 する . 1) 新潟 県 の 
現在 の 流行 地 は 直江 津 ・ 高 田地 区 (昭和 29 年 知ら れる ), 
南蒲原 郡 下 田 ・ 栃 尾 地 区 (昭和 32 年 知ら れる ) の 2 地区 
で あり , 既に 過去 の も の と な つた 流行 地 は 中 蒲原 郡 七 
谷 ・ 大 蒲原 , 中 魚沼 お よび 西 天 城 郡 今井 の 3 地区 で あ 
る . 人 以外 の 肺 吸虫 症 と し て は 佐渡 の イタ チ に 高 率 (80.0 
26, 昭和 30~34 年 ) に 発見 され た 大 平 肺 吸虫 が 知ら れ て 
いる . 2) 直江 津 地 区 に お ぉ おい て は 5 ヶ年 間 皮 内 反応 を 実 
施し レ て きた の で ある が , 前 回 陽性 で 1 年 以上 の 間 孔 を お 
いて 再度 調べ る こと と が 出来 た 者 117 名 あり , その 中 で 反 
応 の 陰 転 化す る も の が 84 名 (81.6%) 認め られ た . か か 
る 例 を 推計 学 的 に 分 析 し て みる と , 前 回 虫 卵 陽性 の 群 は 
陰性 の 群 に 比べ て 陰 転 化 傾向 が 小さ い が , 貝 卵 を 証明 し 
た 者 で 治療 を 受け た 者 と 受け な い 者 を 比べ る と 両者 の 間 
に か か る 傾向 の 差異 が 認め られ な か つた . 今後 皮 内 反応 
を スク リー= ニ = ング に 用 いる 共に 一 応 考慮 し て お くべ き 現 
人 象 と 考え る . 8) 福島 県 で は 相馬 郡 一 円 , 特に 鹿島 町 を 
中 心 と し て 流行 (中 学生 で 皮 内 反応 陽性 率 2.1~5.1 ) 
が みみ られ た . 4) 員 形 県 で は 天童 市 成 生 ・ 蔵 増 中 学 で 皮 
内 反応 陽性 者 4 名 ( 虫 卵 検出 せ ず ) を 得 , その 中 で 2 名 
の CFT30.8X 以 上 陽性 を 示し 同 地 区 は 一 応 疑 流行 地 と 
考え られ た . 5) 秋田 県 で は 平鹿 郡 大 雄 地 区 で , 海 輪 
( 昭 10, 14 年 ) が 78 人 の 症例 を 報告 し て いる が , 今回 の 
調査 で は 31 才 以上 の 者 の み に 皮 内 反応 陽性 者 ( 虫 卵 検出 
せ ず ) を 認め , 既に 過去 の 流行 地 と 判断 され た . 6) 宮 
城 県 の 成績 は 協同 研究 者 が 別に 発表 する . 7 て) モク タク ズ ガ 
= の 調査 で は 新潟 県 の 荒川 , 福島 県 の 真野 川 , 宮城 県 の 
七北田 川 (湯田 , 昭 84) の も の に ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 
被 虫 が 証明 され た . 
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19. Oncomelania nosophora & O. hupensis と の 
交配 試験 , F., の 形成 小宮 義孝 ・ 小 島 邦 子 ・ 小 山 力 
( 予 研 寄 生 虫 ) Y. KoMiyA, K. KojiMA & T. KoYA- 
MA: The production of F» offspring from Fi; (hibrids) 
of Oncomelania nosophora and O. hupensis 


日 本 と お ける 日 本 住 血 吸虫 の 媒介 者 た る ミヤ イリ ガイ 
(Oncomelania nosobhora) と 中 国 大 陸 に お ける 同 虫 媒 
介 者 た る O. xgpensis と は 従来 別種 で ある る と され て い 
た . し か し 人 後者 の 標本 を 多数 しらべ て みる と 上 貝殻 の 形態 
的 特徴 は むし ろ 前 者 に 近似 する も の も し ば し ば 見 うけ ら 
れる . 著者 ちら は 右 両 種 の 巻 貞 を その 稚 中 時代 より 一 個 づ 
つ 飼 育成 長 せ し め , 右 の 両 種 の 交配 試験 を 行 つ た . その 
結果 1958 年 5 月 に は 右 両 者 か ら の FF-: の 産卵 解 化 を 見 , 
と れ ら は 同年 jo 月 に 成員 と な つた . 右 の 交配 試験 は 前 者 
9 後者 の 場合 も ,。 前 者 8 後者 @ の 場合 も いづ れ も 可 
能 で あつ た . 1959 年 3 月 叙 上 の F-: より 更に F-: の 産 
卵 解 化 を 見 た が , と これ ら の F-: は 同年 9 月 に は 成員 と な 
a 及び F.2 の 貝殻 の 特徴 は いづ れ か か と いえ ば 
OO. nosophora の 方 に 近似 し て いる . が , 両 種 の ほ さ 中 
間 系 と 思 は れる も の も な いわ け で は な い . F-:, F-> の 成 
長 度 は その 両親 の それ と 大 差 は な いよ う で ある . 右 両 種 
の 巻 具 の 交配 試験 に と より F.: の 成員 が 形成 され た と と は 
右 両 種 が を それぞれ 生物 学 的 に distinct species で ある と 
云う と と に 対し て 疑問 を な げ か ける も の で ある . 


20. 大 平 肺 第 一 中 間 宿 カ イ 類 の 比較 研究 C1) 
島 健 治郎 ・ 加 茂 買 ・ 多 田 功 ( 九 大 寄生 虫 ) K. KAWaA- 
SHIMA, H. KAMO & I. TADA: Comparative studies 
on the snail hosts of Paragonimus ohirai MIYAZAKI, 
1939 (C1) 


肺 吸虫 に お ける 宿主 特異 性 は 何 に よ ょ つて 規定 され る か 
を 明確 に する 目的 で 大 平 肺 吸虫 Paragonimus ohrai 第 
一 中間 宿主 カイ 類 の 比較 研究 を 行 つ た . 実験 に 用 いた カ 
イ は 主として 同 肺 吸虫 模式 産地 の も の で , 従来 , 僅か な 
例 で 実験 的 に 第 一 中 間 宿 主 と さ れ て いた カワ ザン ショ ウツ 
ガイ Assiminea japonica (以下 4. 4 と 略 ) と 自然 感 
染 , 実験 感染 と も に 第 一 中 間 宿 主として 確認 され た ムシ 
ヤ ド リ カワ ザン ショ リウ A. paraszrtologica (以下 A. . 
と 略 ) の 2 種 を 特に と と りあ げた . 研究 は 1) 肺 上 吸虫 ミラ 
シ ジ ウ ム (以下 M と 略 ) が カイ 体内 に 侵入 する まで の 宿 
主 選択 と 云う 観点 と 2) カイ 体内 に 入 つ て か ら の 宿主 体 


内 で の 発育 と 云う 問題 に 分 け て 進め られ た . これ ら の うぅ 
ち 現 在 ま で に 判明 し た 結果 を 要約 する と 次 の 通り で あ 
る . 1) 宿主 選択 C1 う Y 字 管 を 用 いて カイ の 誘引 物質 
と そ 泌 に 対す る M の 反応 と を 調べ た が , M に は Aj4, 4. ヵ . 
の 何れ に 対し て も 陽性 の 反応 を 示し た . 然し A 4 と 
4. ヵ と の 間 に は 今 の 所 , 有意 な 差 は みち られ な か つた . 
更に 4. ヵ ゃ . の ホモ ジ ネ ー ト を セロ マフ マ アン に 包ん で 誘引 源 
と し た 実験 で も M は 陽性 の 反応 を 示し , 誘引 物質 に は セ 
ロフ マ ア ン を 遊 析 し 得る 低 分 子 の も の も 含ま れ て いる と と 
が 推測 され た . (2 う カイ の 生態 的 要素 を 調べ る た め に 
水中 に お ける 2 種 カ イ 類 個体 群 の 動態 を 観察 し た が , 垂 
直方 向 の み に つ いて みる と 4. 4 より 4. ぁゃ の 運動 量 
が 大 で あつ た . 又 , 各種 NaCl 濃度 に お ける . 外気 中 に 
出 た カイ 個体 数 必 の 変動 を 比較 し た が , 相対 的 に 4.4 
ょ り 4. の それ が 大 で , 上 且つ, 2 種 カ イ 類 の 行動 に 
は NaCl 濃度 に ょ る 差 が 明らか に 認め られ た . と これ に よ ょ よ 
る と , 至 適 濃度 は 4. ヵ で は 0% に 近く , 4 4 で は 0.50 
へ ~0.75 附 近 で ある と 思わ れ た . 以上 の 事柄 は 野外 で も 
確認 され , 干潮 線 か ら 上 に 向 つ て 44, 4 ヵ , 4 
yoshdayukioi の 順に 棲み 分 け て 分 布 す る と こと が わか つ 
た . (3) M の 各種 NaCl 濃度 に お ける 生存 時 間 , 活力 
の 指標 と し て の 運動 速度 を 測定 し た が , 0 に 近い 程 , 
何れ も 大 で あつ た . 以上 の 結果 を 線 合 する と 生態 学 的 側 
面 か ら は 4. ヵ . が 大 平 肺 吸虫 M の 感染 に 適し て いる 様 に 
考え られ る . 2 う 宿主 体内 で の 発育 に 関し て は , 宿主 の 
諸 種 生理 的 条件 の 分 析 が 必要 で ある が , 肺 吸虫 成虫 の 肺 
に 対す る 特異 的 な 選択 性 か ら , 好 気 性 と の 関連 に お いて 
2 種 カ イ 組織 の 酸素 吸収 量 を 比較 測定 し た . 4. 4 の 呼 
吸 量 が 4. の それ より も 大 で あつ た . 現在 の 段階 で 
は , 宿主 特異 性 を 呼吸 面 と 結び つけ て 系 統 的 に 説明 し 得 
な い が , 更に 追究 中 で ある . 

( 問 ) ( 予 研 寄 生 虫 ) 安 岡 一 男 

由 の ホモ ジェ ネー ト , ある い は その 衣 析 物質 中 に お け 
る ミラ シ ジ ウ ム の behavior に , 変っ た と と ろ は 認め ま 
せん か . また , 私 の 経験 に と より ます と ,。 ミラ シン ジウ ム は 
具 の ホモ ジェ ネー ト 内 で , ぐる ぐる と 回 転 運動 ) そし て 
器 壁 に 向 つ て の 窒 入 運動 を し て , 間もなく 膨満 し て 球状 
に な り 死 減 し ます が , その よう な こと と は 観察 され な か つ _ 
た で し しょう うみ . 

( 

私 達 の 観察 で て は, その 様 な 現象 は み ら れ ませ ん で し 
た , 唯 , 同じ 材料 を 長 時 間 誘引 源 と し て 用 いて いる と , 
ミラ シン ジウ ム の 反応 が 次 第 に 低下 する 様 で あり ます . そ 


( 22 ) 


れ は セロ フラ アン 内 外 の 液 の 平衡 状態 と 関係 が ある こと と が 
推測 され る 様 で す . 


2. 北海 道 に だ お だけ る モノ アラ ガイ の 種類 と 分 布 板垣 
博 ( 麻 大 ) 今井 源四郎 (北海 道庁 農業 改良 課 
H. ITAGAKI & G. IMAI: The species and distribution 
of the fresh-water snails of the genus Lymnaea in 
Hokkaido 


近年 北海 道 に お いて 肝 上 里 症 が 報告 され (山下 , 1955 
外 う , そ の 中 間 宿 主 の 重要 性 が 認め られ る よう に な つた . 
肝 映 の 中 間 宿 主 は ヒメ モノ アラ ガイ で ある が 従来 北海 道 
に は こと の 上 由 の 分 布 が 認め られ て いな か つた .。 そ と で 肝 蜂 
その 他 の 吸虫 類 の 中 間 宿 主 と な る モノ アラ ガイ 類 の 北海 
道 に お ける 種類 と その 分 布 に つい て 調査 した. 1954 年 
より 1958 年 に わた り 140 地点 より 次 の 4 種 (Lymnaea 
japonica モノ アラ ガイ , L. auricularia ヒロ クチ モノ ア 
ラガ イ , L. ollula ヒメ モノ アラ ガイ , L. truncatula コシ 
ダ カ ヒ メモ ノア ラガ イ ) と 不明 種 を 採集 し た . 同定 の た 
め に は 殻 の 特徴 だ け を 用 いた . L. japonica と L. auricu- 
如 ria と は 明確 に 区 別 す る と と は 困難 で ある . (Huben- 
dick, 1951 は 両者 を Superspecies L. axuricularig と し て 
いる ) L. ollula は 細長 型 (らち 塔 が 高く , 縫合 は 浅く , ら 
層 は 余り 膨れ な い ) の も の が 多い が と れ は 夏期 の 短期 間 
に 急激 に 生長 する た めで あろ う . 不明 種 は 厚沢部 峨 虫 に 
お いて 1 個体 採集 され た が 殻 の 特徴 より L. palustris に 
類似 し , 本 種 は カム ヘチ ヤッ カ , 沿海 州 に も 分 布 し その 移 
入 も 考え られ る. . japonica と L. auncularia は 全土 
に 広く 分 布 し , と . ollula は 南部 の 比較 的 曖 い 地方 に , 
truncatula は と に 反し て 主 に 宗谷 , 留 網走 等 
の 寒冷 地 の 海 岸 に 近い 所 に 分 布 す る . モノ アァ ラガ イ の 分 
布 を 支配 する 原因 と し て 次 の も の が 考え られ る . 1) 水 
流 , 2) 上 躍 自身 の 移動 , 3) 人 工 的 移 殖 , 4) 渡り 鳥 に 
よる 移動 . 1 うと 2) は 同一 水系 内 の 移動 に 対し て は 
有力 で あぁ る が 他 水 系 へ の 場合 に は 3 うと 4) が 考え ら 
れる . 殊 に 非 連 続 的 な 分 布 に 対し て は 渡り 鳥 が 有力 と 思 
われ る . 更 計上 内 が ある 地点 に 定着 する た め に は 移動 と 同 
時 に その 場所 が その 上 貝 に と つて 生活 , 繁殖 の 可能 な 条件 
を 具備 し な けれ ば ぱ ば ならない. 北海 道 南 部 と に お ける 上 貝 の 活 
動 時 期 は 5 月 上 旬 よ り 10 月 上 旬 ま で で あり , 7 月 上 旬 よ 
り 産 卵 が 行わ れ も そ の 後 成 具 は 死 減 し , 2~ 3cm 位 の 幼 
内 が 越冬 する . 上 人 述 の モノ アァ ラガ イ の 分 類 は 帝 の 特徴 の 
み で 行う こと は 困難 で あり , 更に 軟体 部 の 解剖 学 的 研究 
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も 行わ れ ね ば な ら な い . 


示 説 


22. 中 止 

23. 中 止 / 

24. 虫 構造 に 関す る 研究 (3) 作 本 台 郎 ・ 
山口 昇 ・ 板 野 一 男 ・ 稲 臣 成一 ( 岡 大 寄生 虫 ) : D. SAKU- 
MOTO, N. YAMAGUTI, K. ITANO & S. INATOMI: 
Studies on the structure of egg shell of the helminth 


with electron microscope 


虫 の 電子 鏡 に ょ る 構造 に 関し て は 既 
に 暁 虫 , 凌 虫 , 肝 凌 虫 に つい て 報告 し た の で ある が , 今回 
は Schistosoma mansont, Schistosoma japonicum, Ta- 
enia saginata の embryonic shell の 卵 曖 の 構造 に つい て 
報告 する . Schistosoma mansoni の egg shell の 厚 さ は 
0.5g 以下 で , その 表面 に は 長き さ 0.4m 程 の microvilli が 
密生 し て いる . これ は 中 の embryo の 呼吸 , 栄養 に 関係 
が ある ょ で ある . 又 は 0.2g 以下 の 大 不 同 の 小 
孔 が 散在 し て 貫通 され て いる . Schstosoma japonicum 
の egg shell も Schkstosoma mansoni と 同じ 様 に その 
表面 と に は 0.8~0.4 g 程 の microvilli が 密生 し て いる . 
小 孔 が 見 当 ら な い Taenia saginata egg 
shell は 厚 さ 0.04z 程度 の 薄い 膜 状 の も の で egg shell と 
embryophore と の 間 に は 直 経 0.7g 程 の 題 粒 が 散在 し て 
いる 外 直 径 0.02g 程 の 微細 和 題 粒 及び 大 小 不同 の 空 胞 が 散 
在 し て いる . enbryophore は 2g 程 の 厚 さ で その 表層 は 
0.01z 程 の 薄い 膜 に ょ つて 被 わ れ て お り , そ と は 魚 甲 状 
の 紋 理 に と ょ つて 組立 て られ て お り , その 各所 に 0.5 程 
の 大 小 不同 の 空 室 が あり , 之 等 は 夫々 0.1g 以下 の 微細 
な 管 に よ つ て 連絡 され て いる . 


25. 肝 吸 虫 の 微細 構造 に 関す る 研究 高木 一 孝 ( 徳 大 病 
理 ): K. TAKAGI: Morphological studies on the adult 
form of Clonorchis sinensis 


目的 , 1 う 肝 吸 虫 成虫 の 構造 を , 組織 学 的 , 組織 化学 
的 に 精査 し , 宿主 体内 と に お ける 生活 機構 を 解明 する . 
現在 , 殺虫 剤 と し て 有効 と され て いる 3 価 ア ンチ モン 剤 
を , mp tro お ょ よび rn vivo に お いて 接触 させ , その 作 
用 機 序 を 明らか に する . 材料 お よび 方 法 : 1) 実験 動 
物 , ウサ ギ お よび イヌ を 用 い , 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア を 
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保有 する モツ ッ ゴ を 経口 的 に 投与 し , 感染 7 週 後 に 実験 に 
供し た . 2) う mvvo : スチ プ ナ ー ル (万 有 ) を , 体重 1 
kg に つき Sodium antimonyltartarate と し て 0.005g の 
割合 に 連日 注射 . 3 う m tro : 感染 7 週 後 の 動物 か ら 
得 た 成虫 を , Sodium antimonyltartarate を 60y/cc 入れ た 
Tyrode 液 0.5cc に 1 匹 の 割合 に 入れ , 8 で 7C に 保つ て 24, 
48 ぉ よび 72 時 間 後に それ ぞ れ 検査 を 行 つ た . 4) 標本 の 
作 , 固定 は , 7 お ょ よび 10%Formalin, 100%Alcohol, 
冷 Acetone, Carnoy 液 , Bouin 液 を 用 い , Paraffin 包 
埋 を 行 つ て , 全 虫 体 の 連続 切片 を 作製 . 一 部 は , 圧 平 標 
本 を 作製 . 染色 は , 明 枯 Carmine, Haematoxylin-Eosin, 
PAS 反 応 (Lillie), Pyronin-Methylgreen, Thionin お よ 
び Toluidine blue に よる Metachromasia 反応 , Feulgen 
反応 , alkaline Phosphatase 反応 , 酸性 Phosphatase 反応 
な ど を 実施 . 成績 , 1 う 正常 虫 体 : Mucin 様 物 質 は , 
卵 黄 腺 , 卵巣 . 虫 卵 お よび 回 丸 以外 の 臓器 に 分 布 し て お 
り , と くに 腸 上 皮 に は 多量 認め られ る . 多糖 類 は , 卵 梨 
以外 の 器官 に 多量 , 分 布 し て いる . RNA は , 精 虫 細 
胞 以 外 の 器官 に 多量 に 存在 する . DNA は , 各回 官 の 
細胞 核 に 多量 存在 する . アル カリ 性 Phosphatase は , 
卵 細胞 , 卵黄 細胞 お ょ よび 腸 に 多量 認め られ る が , 他 の 器 
官 に は , 認め られ な いか , ある い は 極 く 微量 分 布 す る に 
すぎ な い . 酸性 Phosphatase は , アル カリ 性 Phosphat- 
ase と 殆 ん ど 同 様 で ある が , 腸 に は 認め られ な い . 2) 
Stibnal 接触 時 の 所 見 : Mucin 様 物 質 に は 著 変 が な い . 
多糖 類 の 明 な 減少 は , 口 , 腹 , 子宮 内 虫 , 
丸 な ど に み ら れ る . RNA お よび DNA は , 口 明 盤 , 腹 吸 
盤 , 巨 細 胞 , 腸 上 皮 . 卵黄 腺 , 卵黄 実質 な ど で 著 明 な 減 
少 が ある . アル カリ 性 Phosphatase は 腸 上 皮 細 胞 お ょ よび 
卵黄 細胞 で 減少 し て いる . 酸性 Phosphatase は 卵黄 細胞 
で 減少 が 著 明 で ある . 以上 の と こと か ら , Stibnal の 作用 
は , 生 区 腺 を 侵害 する と と も に , 消化 器 系 の 機能 を 低下 
させ る こと こと に ある と 考え られ る . 


26. Trichomonas muris の 微細 構造 長田 信 (慶太 
内 科 ): M, OsaADA: Ultrastructure of Trichomonas 
Muris 


を 電子 鏡 で 観察 し , 光学 微 鏡 に ょ り 
示さ れ た その 構造 , 小 器官 , 即ち 核 , 細胞 質 , 軸 索 , 凌 
毛 , 波動 膜 , Blepharoplast, 基 条 , 伴 基 小 体 等 と 比較 し そ 
の 微細 構造 , 相互 の 立体 的 な 関係 を 明らか に する 事 が 出 
来 た . 軸 索 と は 中 容 な 細管 を 「 す だ れ 」 状 に 並べ , と これ 


を 管状 に 巻い た も の で , 内 容 と し て ダリ コー ゲン を 容れ 
て いる . 貝 体 の 尾 端 で は 完全 な 億 状 で ある が , 貝 体 の 中 
部 で は 合せ 目 が 離れ , 核 附 近 で は スプ ー ン 状 と な つて 開 
き な が ら と こと れ を 包み , 貝 体 の 前 端 で は 凌 毛 の 基底 小 体 , 
基 条 等 を 取り 囲み 連絡 し て いる . Blepharoplast に 相 等 
する 独立 の 構造 は な い . 基 条 は 節 状 構造 を 持つ 棒状 体 で 
波動 膜 と 連絡 が あり , 軸 索 と 共に 骨 稀 の 役割 を 演ずる . 
虫 体 前 部 の golgi 体 様 の 構造 は 伴 基 体 に 相当 する . 細胞 
質 の 各 処 に 玉 閣 様 の 層状 を な す 小 体 が あり , 又 電 子 和 密度 
の 高い , かなり 大 型 の 類 内 形 の 球状 体 が 略 々 列 を な し て 
存在 する . 


27. 区 線 虫 の 研究 , 各 期 の 虫 価 に つい て 菅沼 洋 達 ( 横 
大 寄生 虫 ) : H. SUGANUMA : Morphological and biolo- 
gical studies on Strongyloides stercoralis 


ラブ ディ ティ ス 型 仔 : 犬 中 の も の と 人 中 の 
仔 虫 に 関し て 比較 検討 し , 格別 差異 は 認め られ ず , 排便 
直後 の 仔 虫 50 隻 に 就 い て , その 口腔 長 , 生殖 器 原 基 長 に 
関し , 数 的 に 明らか に し た . つま り 口 腔 長 は 常に その 頭 
巾 よ り 小 さく , 生殖 器 原 基 長 は 側 位 に お いて 常に その 体 
巾 よ り 大 で ご ある と と を 明らか に する と 共に , その 位置 が 
腸管 起 始 部 と 肛門 の 間 で 常に 食道 守り に ある を 認め , 人 
葵 便 中 , 宿主 体内 (十二指腸 部 ), 自由 世代 母 虫 より 直接 
に 産生 され た 仔 虫 に 就 い て 各部 の 計測 , 体長 に 対す る 百 
分 率 に より , その 位置 関係 を 示し , 他 種 と の 鑑別 を 有利 
に し た . フィ ラリ ア 型 仔 : 人 中 , 犬 中 より 夫 
々 培養 に より 得 た 仔 虫 各 830 隻 に 就 い て 各部 の 計測 , 体長 
に 対す る 百分率 に より 位置 関係 を 比較 検討 し た . 自由 世 
代 成 虫 : 従来 その 描写 図 及 び 写 真 説明 に 不 充分 な も の あ 
り ,。 その 点 是 正す る 為 に 特殊 ス え スラ イド グラ ス の 考案 に よ 
り ,。 その 生態 , つま り 運 動 , 産卵 , 産 仔 虫 の 状態 及び 形 
態 を すべ て 生体 に つい て 観察 を 行い , 陰 門 部 の 形態 , 尾 
部 等 従来 と 違 つ た 点 を 認め , 各部 の 計測 , 体長 に 対す る 
百分率 を 求め , その 位置 関係 を 明らか に し た . 虫 に 関 
し て は , その 交接 刺 が 生体 と て 常に 体内 に あぁ あり, 時 に 上 
間 的 に 体外 に その 約 8 分 の 1 を 突出 する が 極め て 瞬間 的 
で あり , 死後 に お いて 突出 し た まま の 状態 を 雑 持 す る の 
が 多い . 又 尾 部 は 常に 必 曲 する も の で な く , 尾 端 が 失 鋭 
で な く 鈍 に 終り , 尾部 を 直線 状 に 伸ばし た 場合 , 低 倍率 
で の 鏡 検 で 雌 虫 と 間違い 易い と こと あり , 交尾 に 関し て 
は , 較 字 又は Y 字 状 を 量 し , 雄 虫 は その 尾部 に て 雌 虫 の 
陰 門 部 を だ き 抱 えて いる . 寄生 世代 : 雄 虫 は 発見 出来 
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ず , 母 虫 の & み に て 自由 世代 と 同様 , 側 位 か 正常 と 思わ 
れ , 子宮 内 に 卵 は 一 列 に 並び , 二 列 に 並ぶ 個所 は 見 られ 
ず , 陰 門 部 に て 自由 世代 と 異な り , 明らか に 隆起 を 認 
め , 卵 明 は 非常 に と 柔 か く 又 時 に 卵 は 前 後 の 子宮 内 を 移動 
する と と あり , 卵 は 自由 世代 , 寄生 世代 共に 正 椿 円 形 で 
な く 鶏 卵 型 を 呈し , 特に 自由 世代 に その 感 が 強い . 以上 
形態 , 生態 共に 灰 微 鏡 写 真 に て 示し た . 


28. ニ ツ コウ ムササビ より 見 出さ れ た 糸状 虫 に つい て 
林 滋 生 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 佐藤 孝 慈 (田辺 製薬 ) 松村 咳 ・ 渡 
辺 徳 介 (多摩 動物 園 ) : S. HAYASHI, K. SATO, A. MA- 
TSUMURA & T. WATANABE : Filariid worms newly 
collected from a wild rodent (Petaurista leucogenys 
nikkonis Thomas) 


東京 都 下 八 王 寺 市 恩 方 村 に て 捕獲 えさ れ た 1 匹 の 雌 = ツ 
ニウム ササ ビ Petaurista leucogenys nikkonis Thomas 
は , 直ちに 1959 年 2 月 2 日 多摩 動物園 に うつ きれ た が , 
同月 7 日 に 死亡 し た の で 削 検 し た と と ろ , 下記 4 種 の 糸 
状 虫 を 見 出し た . と これ は 1 また は 2 新種 の 他 新 分 布地 を 
示す も の , 本 邦 未 記録 の も の 等 を 含み 興味 深い が , 北 , 
中 , 南米 に お いて リス , ご トン ラッ ト そ の 他 の ヶ ケッ シ 類 
か ら 見 出さ れ , コト ン ラ ッ ト 糸 状 虫 と し て 各 方 面 で 糸状 
虫 の 実験 的 研究 に 重宝 され て いる Lstomosoides carinii 
が 本 邦 で も 見 出さ れ た と と は 注目 され る . こと に は これ 
ら の 種類 と に つい て 形態 を 精 し く 報 告 す る が , その 4 種 は 
以下 の 如く で ある . 1) Zztomosa sp. 腹腔 か ら 1, 
1 各 成 熟 虫 体 が 得 ら れ た . 新種 で ある . 2) Dirofila- 
iaeformia sp. 腹腔 か ら る の 断片 3 個 , 成 体 3 匹 
を 得 た . この 属 は 1985 年 シンヤ の ウス リー 地方 で リス か 
ら 採 集 さ れ た も の に つき Lubimov が 新 属 新種 を 記載 し レ 
た も の で (D sciurorum Lubimov, 1935) 現在 まで 1 属 
1 種 で ある . 演者 あら の が とれ と 一 致す る か どう か まだ 原 
著 を みる と と が 出来 な い の で , 新 記 録 に な る か 新種 に な 
る か 保留 の 状態 で ある . 3) Pseudolitomosa musasabi 
Yamaguti, 1941 この 種 は 山口 と に より, 木曽 産 の = ツッコ 
ウム ササ ビ か ら 報 告 さ れ た . 今回 の 秩父 地方 は 新 分 布地 
を 示す . 皮下 より 4 の 他 多 数 の 断片 を 得 た . る は 見 出 
さなか つた . 4) Litomosoides carinii (Travassos, 1919) 
皮下 ょ りき 6 匹 を 得 た . 前 記 の 如く 本 邦 未 記録 の 種類 で 
ある . 
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29. 頭 の 研究 (VD) Centrorhynchus elongatus 
YAMAGUTI, 1945 の に 依る 変動 木原 緑 
寄生 虫 館 ) : M. KIHARA: Studies on the acanthocephala. 
(VI The variation of Centrorhynchus elongatus: 
YAMAGUTI, 1935 


1935 年 山口 は 静岡 県 の オオ コノ ハズ ク ,。 トラ フラ ズ ク タク の 
小腸 か ら Centrorhynchus elongatus YAMAGUTI,1935 
(以下 Cent. elong. と 略す う を 発見 記載 し , 更に 1939 
年 , 岐阜 , 岡崎 , 木曽 , 伊勢 等 , 関東 以西 の オオ コノ へ 
ズ ク , フク ロウ の Cent. elong_ に つい て 記載 し て いる . 
著者 は 岩手 , 福島 , 埼玉 等 , 関東 及び 東北 の マタ ロウ 
Strix uralensis hondoensis (CLARK) 3 羽 , オオ ニノ 
ハズ タク Otus asio semitorques TEMM. & SCHL. 2 羽 
を 解剖 し , フク ロウ か ら 468, 88, オオ コノ ハズ ク か か 
ら 815, 25 の Cent. elong. を 得 た . これ ら の 貝 体 を 
分 類 学 上 重要 視 さ れる 釣 数 と 体長 と に つい て 比較 し た と 
と ろ 次 の よう な 数 値 を 得 た . 1) 虫 の 釣 数 : フク ロウ ツウ 
で は 最大 576, 最小 864, 平均 472, オ オ コ ノ ハズ ク で は 
最大 338, 最小 240, 平均 3819, 虫 の 数 : 
ロウ で は 最大 570, 最小 364, 平 均 478, オ オ コ ノ ハズ タク 
で は 最大 390, 最小 286, 平均 328. 3) 雄 虫 の 体長 
(単位 は mm) : フク ロウ で は 最大 31.5, 最小 9.5, 平 頑 
22.8, オ オ コ ノ ハズ ク で は 最大 833.0, 最小 24.8, 平均 27.7, 
4) 雌 虫 の 体長 : フク ロウ で は 最大 47.4, 最小 15.5, 平 
均 832.8, オオ コノ ハズ ク で は 最大 52.8, 最小 28.8. 平均 
89.8. の 場合 の 釣 数 は び 部 の 釣 を 通算 し た も 
の で あり , 体長 は 生 区 器 に 依り 判断 し た 成虫 の & み につい 
て 測定 し た も の で ある . 以上 の と と か ら 同 一 種 の Cent. 
elong. で も フク ロウ に 寄生 し て いた も の より , オオ コノ 
ハズ ク に 寄生 し て いた も の の 方 が 雌雄 共に 虫 体 が 大 きく 
釣 数 は か な り 少 な いと と が 判 つ た . 著者 が 得 た フタ クロ ウツ 
の Cent. elong. の は 原 記載 範囲 (388 ~594) に 
まれ る が , オオ コノ ハズ ク の Cent. elong. は それ より 
も や や ゃ 下 尋 り , 両者 間 に 釣 数 , 体長 の 差 が 認め られ た わ 
け で ある が , と この ほか 釣 の 排列 , セメント 腺 の 数 及び 形 
態 , 生殖 器 等 に つい て は 特記 すべ き 点 は な か つた . まだ 
実験 例 が 少な い の で 決定 的 な と こと は いえ な い が , 同一 種 
の Cent. elong. に お いて も を も 寄生 の 種類 にょ り , 相当 の 変 
動 が ある も の と 推定 され る の で 分 類 の 共に は 考慮 する 必 
要 が ある と 思う . 


30. 中 国 地 方 の イタ チ と テン か ら え た 肺 吸虫 に つい て 
西田 弘 ・ 初 鹿 了 ( 鳥 大 公 衛 ) : H. NIsHIDA, R. HATSU- 
SHIKA: On the lung fluke obtained from weasels and 
martens in Chtgoku region, Japan 


1956 年 1 月 か ら 1960 年 3 月 まで の 間 に 中 国 地 方 各地 の 
イタ チ 501 頭 , テン 8 頭 を 集め , 肺 臓 を 検 査 し た と こと こ 
ろ , 山口 県 産 イ タチ 6 頭 , テン 2 頭 に 肺 吸虫 成虫 の 寄生 
を 認め た . 寄生 状況 は 肺 臓 の 主として 下 葉 に 貝 結 節 を つ 
くり ,。 その 中 に 32 匹 ず つ 寄 生 し て いた が , 貝 結 節 は イタ 
チ の も の と テン の も の と で は 著しく 異な り , 前 者 で は 非 
常に 硬く 不 整 な 椿 円 体 で 長 さ 0.8cm, 幅 0.5cm 位 の も 
の が 多く , 後者 で は 軟らか く ほ ゞ 球形 を し て いて 直径 
1.0~1.5 cm 位 の も の が 多 か つ た . えら れ た 貝 体 に つ 
いて デラ フ マ フィー ルド 染 色 ま た は ハイ デン ハイ ン 染 色 を 行 
い , 肺 吸虫 の 種 の 特徴 と され て いる 諸点 一 一 卵巣 の 形態 
及び の は え 方 等 一 を 観察 し た 結果 , いずれ ぁ も 
は 相当 複雑 に 分 岐 し て お り , 皮 球 は 殆 ん どす べ て の も の 
が し て は えて いた . また , は 卵 と くに 
厚 し て いる 部 分 は 認め られ な か つた . と これ ら の 諸点 は 宮 
崎 が 九州 の イタ チ か ら 見 出し て Paragonimus kellicotti 
と し て いる も の , それ に よく 一 致す る 。 イタ チ か ら え た 
虫 体 と テン か ら え た 貝 体 と の 間 に は , 上 記 の 種 の 特徴 と 
な る 諸点 に つい て は 差異 は 認め られ な か つた ( 虫 体 の 大 
き さ は テン か ら え た も の の 方 が 造 か に 大 きい ). 上 記 の 貝 
体 を 見 出し た 6 頭 の イタ チ の 他 に , 山口 県 産 イ タチ 5 頭 
の 肺 臓 に 本 虫 が 寄生 し て いた と 思わ れる 貝 結節 を 認め , 
と の うち 2 頭 の 虫 結 節 か ら は 肺 吸虫 卵 (形状 は 上 記 の も 
の と 同様 ) を 見 出し た . 従 つ て , と これ ら の イタ チ に も 本 
虫 が 寄生 し て いた も の と 考え る . こと の 結果 , 山口 県 下 で 
イタ チ 及 び テ ン か ら 本 種 を 見 出し た 地域 は 4 市 (下関 , 
宇部 , 美 称 , 岩国 ) 3 郡 ( 厚 狂 , 佐波 , 阿武 ) に わた り 
本 種 は 山口 県 で は 相当 広範 囲 と 分 布 し て いる も の と 思わ 
れる . 鳥取 , 島根 , 岡山 , 広島 の 諸 県 で 捕獲 えれ た イタ 
チ 及 び テ ン か ら は 一 一 各 県 共 相 当 数 の イタ チ を 検査 し た 


に も か か わら ず ー 一 本 虫 の 寄生 は 全く 見 出 され な か つ 


た . 本 種 と アメ リカ 産 の P ke 放 cottt と の 異同 に 関し て 
は 今後 更に 発育 史 を 追究 し て 検討 し た い . 


31. Trichobilharzia physellae の Cercaria (Talbot 
1936) の 的 研究 御前 定 、( 阪 医大 病理 ): S. 

MISAKI : -Morphological studies on Cercaria bhysellae 

(Talbot, 1936) 


隠岐 水田 皮膚 炎 の 病原 住 血 吸 虫 Trichobilharzia phy- 
sellae の 遊 出 cercaria 中 間 和 宿主 Lymnaea japonica 
内 の 成 聞 cercaria, 皮膚 侵入 後 の cercaria を Cornoy 
固定 後 の 切片 標本 で 観察 し た . 体 表面 は , 厚 さ 0.8 
の クチ クラ で 被 わ れ , その 直下 に 外輪 内 縦 の 筋 層 が あ 
り , 更に 内 側 に 体 肉 細胞 が 存在 する . paremchym cell 
の 核 は , (5.4aX4.5 gp) 核 色 質 は 逐 し い . 感覚 器 は , 体 
両側 に 8 対 あ り タ チク ラ ょ より 円 鑑 形 に 隆起 せる 突起 と し _ 
て 認め る . 体 部 前 リ 』 に ある 頭 部 器 宮 は , 境界 筋 に より 区 
分 され , 腹 側 に 近く 左右 両側 を 粛 腺 導管 が 境界 筋 を 貫き , 
腹面 中 央 より 発する 食道 は , 境界 筋 中 央 部 を 貫い て 眼 点 
の 生 後 方 に お いて 分 岐 し , 短い 盲 管 の 腸 原 基 に 移行 する . 
頭 寒 は , 頭 部 器官 の 過半 を 占め , 中 に Eosin 好 染 性 の 
微細 征 粒 を 充満 し て いる . 腹 吸盤 は , 正面 円 形 で 直径 16 
々 。 側面 馬 跡 形 で 背 腹 径 24m, 吸盤 溝 は 横 裂 を 示す . 腹 吸 
盤 よ り 4 対 の 筋 線 維 束 が 放射 状 に 背 走 し て 皮下 に 終っ て 
いる . 神経 節 は , 左右 対称 的 に 存在 し , 内 部 は 神経 線維 
の 集合 か ら な る . その 外層 に 神経 細胞 が 密集 レー 断層 に 
20~26 ヶ を 算 す る . 神経 細胞 の 核 は 構 円 形 で , (大 きき 
8.4mX2.7 色 質 に 富ん で いる . 眼 点 は , メラ = ン 征 
粒 の 集団 が ほ く 球状 を 量 し, 直径 Tw, 内 に 長 円 形 の レ 
ンズ が 認め られ る . 終末 細胞 の 核 は 3mX 1.8z で 線 毛 
は 長 さ 6 々 で ある . 毒 腺 細 胞 は , 腹 吸盤 の 直前 1 対 及 び 
直後 4 対 あ り , 核 小 体 明 瞭 な る 大 き な 核 を それ ぞ れ 1 ヶ ケ 
認め た . 毒 腺 導管 は それ ぞ れ の 細胞 より 未 曲 前 走 し , 一 
束 と な つて 頭 部 器官 前 端 両 側 に 対称 的 に 開口 し て いる . 
Escape gland は , 貝 内 に お いて の みみ 認め られ , 体 両側 に 
連 珠 状 に 連なる 好 酸 性 の 単細胞 8 対 と し て 存在 し , この 
導管 は 境界 筋 ま で 明瞭 に 認め られ た . 腹 吸盤 生後 方 に は 
生殖 原 基 と し て 好 塩 基 性 の 細胞 群 が 認 め ら れ た . 中 間 宿 
主 ymnaea japomica 内 の 成 熟 し た cercaria は , 5 対 
の 細胞 を 有 し 前 2 対 の 細 胞 は 好 塩 基 性 の 粗大 
粒 を 入れ る . 後 3 対 の 粛 腺 細 胞 は 好 酸 性 の 粗大 題 粒 を 入 
れる . 左右 8 対 存 在 す る Escape gland は 好 酸 性 の 微細 
題 粒 入れ る . 遊 の cercaria で は , 前 後 細胞 の 
内 容 は 尚 認め られ た が , Escape gland は 全く 見 られ な く 
な つた . 鴨 血 中 に 侵入 中 の cercaria に は , 前 書 腺 細胞 に 
針 状 の 好 塩 基 性 物質 , 後 姓 腺 細 胞 に は 綱 状 の 好 酸 性 の 物 
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質 を 認め る の み で あつ た . 皮膚 侵入 830 分 後 の cercaria の 
者 腺 細 胞 の 内 容 は 認め られ な か つた . 


32. 琉球 宮古 島 に だ お いて 見 出し た 一 条 虫 に つい て 山 
本 久 ・ 田 中 寛 ・ 熊 田 信夫 ・ 福 般 紀 仁 ( 東 医 歯 大 医 動物 ) : 
H. YAMAMOTO, H. TANAKA, N. KUMADA & K. 
FUKUMINE: A human case of Raillietinasis due to 
Raillietina (R.) celebensis Janicki, 1902 (Cestoda) in 
Miyako Island, Ryukyus 


1958 年 7 月 宮古 島 に お いて 小 虫 一 得 た . 該 
条 虫 は 1951 年 8 月 同島 城辺 町 保 良 に 在住 する 1 年 9 ヶ月 
の 男子 か ら 得 た も の で ある . 患者 は 右 購 径 水 巴 腺 炎 の 手 
術 を 目的 と し て 来院 し た が , 一 週間 位 前 か ら 軽 い 腹 痛 と 
下痢 が 続い て 居り サン ト = ン を 服用 させ た 処 , 環 虫 の 排 
出 を 見 た . その 際 条 虫 の 片 節 と 思わ れる も の を 発見 し た 
の で 更に 石 樹 根 皮 を 服用 させ た . 翌日 胃 便 中 に 本 条 虫 を 

て 10% ホ ル マ リ ン 液 中 に 保存 し た . 淡 黄 白色 の 条 虫 で 
長径 約 254mm 最大 幅 径 約 1.8mm 最も 厚い 部 分 で 厚 さ 
約 0.4mm で ある . 頭 節 は 梶 棒状 で 争 部 は 閉 明 で な い . 
末端 近い 受胎 節 は 長径 が 横 径 より 大 きく ビ ヤ 樽 状 乃 至 胡 
麻実 状 で ある . は 軽く 退 縮 浅い 作り , 2 列 
に 並ぶ 約 90 箇 の 釣 を 有する . 釣 長 は 約 28.86~25.07 gp 
で 四 個 の 吸盤 は 杯 状 を 量 し レ 外 径 約 100.8~105 X84~ 
100.8 gg で 小 認め な い . の 小 認め られ 
た . 体 節 は 頭 端 か ら 450m 位 の 部 分 か ら 認 め ら ちら れ , そ 
の 数 は 約 650 で ある . 生 区 門 は 規則 的 と 一 側 の 側 縁 に , 
語る も その 前 リョ ー リ : に 開口 する . 生殖 器 は 体 節 を 認め 得 
る 辺り か ら 既 に その 原 基 が 認め られ 頭 端 か ら 200 節 内 外 
で 充分 に 発育 し て いる . 騰 陰 直後 を 走り の 中 
線 近 く で 後方 に 向 つ て 状 曲 す る . 卵 巣 は 節 の 中 央 前 半 を 
占め 蝶 で 卵黄 は その 両翼 の 後方 に ある . 
115.6 X87.8g 位 で 西洋 梨 状 で 比較 的 厚い 井 よ りな る . 
輪 精 管 は 井内 を 不 規則 に 拾 転 し 陰茎 に 達する . 亭 丸 は ほ 
ゞ 球形 で 25~35 個 内 外 で 多く は 中 線 よ り 陰 茎 井 に 対し て 
反対 側 に 散在 する . 末端 近い 受胎 節 で は 僅か に 陰茎 概 と 
認め られ , 卵 満た され て いる . 多数 が 密接 し , そ 
の た め 不 規則 な 多角 形 を 示す . 数 は 100 個 以上 で 1 個 の 
卵 電 中 に 1 へ ~ 3 個 の 卵 を 有する . 以上 の 形態 学 的 所 見 か 
ら 本 症例 の 条 虫 は 明石 (1916) 及び 横川 (1982 う にょ っ つて 
報告 され た も の と 同一 種 と 思わ れる . 明石 は Davainea 
formosana Akashi, 1916, 横川 は Rasilketina madagas- 
cariensis Janicki, 1902 と し て 報告 し た が ,。 と れ ら は 
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Baer の と な える 如く Razlketina (R) celebensis Janicki, 
1902 と 同一 の も の と 考 へ られ る . 従 つ て , 本 症例 を Rai- 
lietina (R) celebensis の 稀有 な る 人 体 寄 生 例 と し て 追 
加 報告 する . 


33. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 
(14) Ethidium bromide に よる AK 型 誘発 効果 猪 
木 正 三 ・ 坂 本 等 ・ 谷 内 芳 治 ( 徴 研 寄生 虫 ) :  S. INOKI, 
H. SAKAMOTO & Y. TANIUCHI: 
the akinetoplastic form (AK form) of Trypanosoma (14) 
Effect of Ethidium bromide on the appearance of aki- 


Genetic studies on 


netoplastic form (AK form) 


昨年 の 総会 及び 西日本 支部 会 に お いて , 我々 は pararo- 
saniline 及び 抗 腫瘍 性 物質 にょ よる TT gambiense 並 に 
T. evansi の AK 型 誘発 機 広 に つい て 報告 し た . 即ち 
pararosaniline で は gambiense 及び evansz 共に 
色素 の 直接 作用 に より AK 型 が 誘発 され る が 抗 腫 瘍 性 物 
質 で は 也 evansi に お いて の み AK 型 が み ら れ , し か も 
その 発現 機 序 が pararosaniline の それ と 異 り , 抗 腫瘍 性 
物質 に ょ る 海 汰 の 結果 と し て 触 説 し た . その 後 我 々 は 更 
に AK 型 誘発 物質 を 探求 し た 結果 , 抗 腫 瘍 性 色素 Ethi- 
dium bromide に お いて 著 明 な AK 型 の 増加 を 認め た の 
で 報告 致し ます . 実験 に は それ ぞ れ TT gambiense Kk 
び 7. evansi の 単 個 原虫 か ら 出発 し た 純系 株 を 用 い 何 
れ ぁ も 純系 DD マウ ス に 感染 させ 観察 し た . TT. gambiense 
に つい て は Ethidium bromide 0.01mg/kg, 0.img/kg 
1 mg/kg, 10mg/kg, 100mg/kg, 150mg/kg 量 を 感染 マ 
ッ ス の 族 腔 内 に 注射 後 80 分 間隔 で 血液 塗 抹 ;, ギ ム ザ 染色 
標本 を 作製 , 240 分 まで 観 祭 し た . 原虫 数 300 ヶ 中 の A 
K 型 百分率 を 求め た 結果 0.1mg/kg, 1 mg/kg, 10mg/kg, 
100 mg/kg 量 に お いて 約 302% の 増加 を みた . 次 と と この A 
型 増加 が pararosaniline 同様 Ethidium bromide の 
接 作用 に ょ る 誘発 か 双 抗 腫瘍 性 物質 の 如く に と よる 
も の か 否 か を 確 め る た め , その 人 分裂 型 50 ケ に つい て の 
Kinetoplast 間 の 距離 を 測定 し た . その 結果 Ethidium 
bromide 注射 後 閣 次 2 ケ の Kinetoplast 間 の 距離 が 短小 
する 傾向 が み ら れ 240 分 後に は その 間 が 殆ど 接近 し 
Kinetoplast の 分 裂 阻 害 の 様相 が 明確 に うか が われ た . 
次 に 同様 に 刀 evansit を 用 い Ethidium bromide 
1 mg/kg, 10mg/kg, 50mg/kg, 100mg/kg, 150mg/kg 量 
を 投与 し て 観察 し た 所 , *10mg/kg, 50mg/kg, 100mgl/kg 
量 に お いて 240 分 後 20 の AK 型 の 増加 を 認め た . し か 
し gambiense で 行 つ た 結果 と や ゃ や ゃ や 異 り AK 型 増加 


(27). 
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の 速 さ が 時 間 的 に 遅延 し て いた . と これ は 両 原 虫 の 発育 連 
陣 の 相違 に ょ る も の と 思わ れる . 次 に この AK 型 増加 が 
同様 に Ethidium bromide の 直接 作用 に ょ る も の か 又 光 
汰 に よる か を 確 め る た め 人 分裂 型 の Kinetoplast 間 の 距離 
を 測定 し た 所 . gambiense 同様 Kinetoplast の 分 裂 阻 
害 に ょ つて Pararosaniline と 同じ 機 序 で A た K 型 が 誘発 さ 
れる こと と を 認め た . 


34. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 
(15) 薬剤 耐性 の Transformation に 及ぼ す 発 韻 性 物 
効果 猪木 正三 ・ 小 野 ( 研 寄 生 虫 ) : S. INoKI 
&T.ONOo: Genetic studies on the AK form of Trypa- 
nosoma. (15) Effect of carcinogenic substance on the 


drug resistant transformation 


先 に 猪木 ちら は Pararosaniline 耐性 に 関す る Trypano- 
ma の transformation (形質 転換 ) が 各種 の 抗 腫瘍 性 物 
質 に ょ つて 阻害 され る と と を 発表 し た . その 時 用 いた 抗 
腫瘍 性 物質 の 中, Nitromin, Actinomycin 等 は 発癌 性 を 
も 叉 , 有 し て お り , これ ら の 物質 で は 抗 冶 性 と 発癌 性 と 
いう 全く 逆 の 性 質 が 表裏 一 体 を な し て いる . そ と で 発癌 
性 物質 で も transformation を 阻害 する の で は な いか と 
いう 想定 の 下 に 今回 は ァ ソ 化合物 の D AB 及び MAB と 
その 誘導 体 ( 京 大 , 工学 部 , 福井 助教 授 に より 恵 与 され 
た ) を 用 いて 実験 を 行 つ た . 実験 方 法 : Pararosaniline 
85mg/kg マウ ス 量 耐性 株 (以下 85P と 略 , この 原虫 に 感 
染 し た マウ ス に Pararosaniline 10mg/kg マウ ス 量 を 注 
射 し て も AK 型 原虫 の 出現 は 6 以下 )〉 に 感染 し た ラッ 
テ か 血 し て それ を citrate-glucose-saline に 取り , 
遠心 沈 濃 に と ょ つて 原虫 を 集め 濃厚 な 原虫 の suspension を 
作 つ た . そし て sonic oscillator を 用 いて 原虫 を 破壊 レ , 
更に アセ トン ニ ド ラ イア イス に よる 凍結 融解 を 3 回 繰 返 
すこ と と に ょ っ つて 原虫 を 完全 に 融解 し た . 実験 は この lysa- 
te (以下 85P-L と 略 ) 1ml, 色素 感受 性 株 の 原虫 (以下 
8 株 原虫 と 略 , と の 原虫 に 感染 し た マウス に p-rosaniline 
10mg/kg マウ ス 量 を 注射 する と AK 出 現 率 は 約 382) 1 
ml, 及び ァ ゾ 化合物 0.5ml の 3 者 を tro で 混合 
: 密 温 で 15 分 間 放 置 し た 後 , 健常 マウ ス に 接種 し , 原虫 出 
現 後 は p-rosaailine を 注射 し て AK 型 原虫 の 出現 率 を 調 
べた . と の の 場合 8 株 原虫 が transformation を 行 つ た な ら 
ば ARK 出 現 率 は 低い 値 を 示す が , も し DAB あ る い は M 
AB と その 誘導 体 に と よ ょ つて transformation が 阻害 され れ 
縮 そ の ょ うな 低い 値 は 出 な いわ け で ある . 実験 結果 : D 


AB あ る い は MA B と その 誘導 体 を 用 いな い 場 合 , 及び 
用 いて も その 化合 物 が 発癌 性 を 欠く (3 "Bromo-DAB, 4' 
Nitro-DAB) 場 合 に は AK 出 現 率 は 低い 値 を 示し , trans- 
formation が みみ ら れ た が 発癌 性 が 化合 物 C4"- 
methoxy-MAB, 4’-methyl-DAB, 4’-chloro-MAB,DAB, 
MAB, 3’-Nitro-DAB, 3’-chloro-DAB, 4’-Fluoro-DAB) 
を 用 いた 場合 に は transformation の 阻害 が み ら れ た . 
, と の 場合 , 85P-L に よ ょ つて transformation させ 
た 後 , 色素 で induce し な けれ ば ば DAB 及び MAB と そ 
の 誘導 体 を 用 いて も 用 いな く て る も 常に AK 型 は 1 以下 
で ある と と , 2 85P-L の 代り に S§ 株 原虫 の lysate を 用 
いて も , S§ 株 原虫 の AK 出 現 素 に 何ら 影響 が な いと と , 
等 か ら 前 記 化合 物 は 本 来 の 8 株 原虫 の AK 出 現に は 関与 
せ ず 唯 , transformation の 阻害 に の み 働 いた も の と 思 は 
る 。 


35, 法 に よる リコ モナ ス の 検出 成績 中 林 
夫 ・ 河 原 勉 ・ 谷 内 芳 治 ( 徴 研 寄生 虫 ) : T. NAKABAYASHI, 
T. KAWAHARA & Y. TANIUCHI: Survey of Tr- 
chomonas vaginalis with culture methode 


検査 対象 は 阪 大 病院 産婦 人 科 外 来 患 者 中 の 既婚 婦人 , 
お ょ よび 尼崎 中 央 保健 所 へ 検診 の 為 に 訪れ た 婚 婦 で ある . 
検査 方 法 : 減 菌 ピ ペッ ト で 腔 内 分 泌 液 を 取り , 生理 食 光 
水 を 加え て 混合 し , 遠心 た 沈 を 培養 し た . 
養 基 は V-Bouillon ( 牛 肝 , ペ プ ト ン , 塩酸 シス テイ ン , 
ブ ド ー 糖 , 食塩 , 血清 ) で , 培養 に 際 し て は , ペペ = シリ 
ン 2000ulml, スト レプ トマ イシ ン 2 mg/ml を 加え , 雑菌 
の 増殖 を 抑制 し た . 判定 は 87C, 2 日間 の 後に 検 鏡 に ょ 
つて 行 つ た . 成績 : 外来 受診 の 既婚 婦人 は 検査 数 408 名 
中 陽性 者 99 名 , 25.62% で あつ た . と これ を 細 別 する と , 妊 
婦 165 名 中 陽性 者 47 名 , 28.422, 非 妊 婦 238 名 中 52 名 。, 
また , 分 数 別 で は , 未 産婦 名 中 81 名 
22.822, 経 産婦 267 名 中 68 名 , 25.42% で あつ た が , 妊 , 
非 寿 婦 間 , 未 , 経 産 婦 間 に は いづ れ も 有 意 差 を 認め な 
か つた . また , 年 齢 , 分 妊 回 数 に と よ ょ つて も 有意 差 を 認め 
な か つた . 子宮 部 を 認め る も の , また , を 
訴え る も の は , 明らか に 陽性 者 に 多く , 陽性 者 99 名 中 47 
名 45.5%% に 認め , 18 名 18.2% が を 訴え た . 
陽性 者 を 診断 名 別に 見 る と , 特に 注目 すべ き 点 を 認め 得 
な か つた が , 卵巣 機能 低下 に 関係 し 得る 様 な 病 例 に 比較 
的 多い 様 に 思わ れ た ., 婚 婦 の 検診 成績 は , 検査 数 52 名 中 
陽性 者 10 名 , 19.22% の 陽性 率 で あつ た . 
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36. ミン の 小 条 お よび 発育 に 及ぼ す 影 
に つい て 徳地 清 六 ( 横 市 大 等 生 虫 ) : S. TokKUcHI: 
Influence of V. Bi, Bz, & A upon the development and 
establishment of H. nana 


条 虫 類 と 線 虫 類 に お いて は , 其 の 栄養 摂取 方 法 を 異 に 
する . 此 の 点 よ り , 矯 小 条 虫 の 固有 宿主 た る 白 肖 を , ビ 
タ ミ ン 欠 逐 食 (A, B:, B。) に て 飼育 し た 場合 の 本 条 虫 の 
感染 及び 発育 , A お よび 過 与 の 場合 の 影響 
に つき 検討 し た . 飼料 は , 精製 庶 糖 精製 カゼ イン , ク 
リス コ ご, セン イ , 塩類 等 を 混 じ た 基本 飼料 に , 全 ビ タ 
ミン を 合 む 1 g を 基本 飼料 に と 加え, 標準 飼料 と し , 必要 
に 応じ ビタ ミン を 除い た 飼料 を 以 て 欠 逐 食 と し て 与え 
た . 等 基本 飼料 , ビタ ミン 混合 は , 国立 栄養 研究 所 の 
厳重 な る 指導 の 下 に 錠 を 調製 し た . 飼育 に 当 つ て は , 
等 飼料 を 体重 の リ :。 量 を 一 日 分 と し て 与え , 水 の み 給水 
びん より 自由 に 摂取 せしめ た . BB: 欠 芝 実験 に 当 つ て は , 
殊 に 飼育 に 厳重 な る 注意 を 行 つ て , 喰 藤 等 を 防止 し た . 
実験 動物 は , 予め 予備 実験 を 行い 矯 小 条 虫 の 感染 し 易い 
体重 50 gr より 70 gr まで の 発育 期 の ウイ スタ ー 系 ラッ テ 
を 用 いた . 之 等 の 動物 は 勿論 予め 矯 小 条 虫 自然 感染 の 有 
無 は 検便 に より 之 を 確 め た . 1 う , ビタ ミン B: 欠 芝 飼育 
群 . 宿主 動物 が 欠 芝 症状 を 量 し 始め る 頃 虫 卵 投与 を 行 つ 
た 場合 は , 対照 に 比 し 感染 発育 と も に 不良 で あつ た . 然 
し 御 ら 症状 発現 前 , 即ち 体重 増加 の 時 期 に 投与 せる 場合 
感染 率 は 良好 な る も 発育 は 不良 で あつ た . 又 , 径 口 投与 
と 同時 に 欠 逐 食 で 飼育 し 始め た 群 は , 対照 と 殆 ん ど 大 差 
の な い 成 績 を 示し た . 2 う , ビタ ミン A 欠 芝 飼育 群 . 宿主 
に お ける 次 芝 症 状 著 明 群 ほ ど , 対照 に 比 し 感染 率 及 び 発 
育 が 良好 で あつ た . 叉 症状 著 明 な ら ず と も 対 駒 に 比 す れ 
ば ゃ や ゃ 感染 率 良 好 で あつ た . 3), ビタ ミン 
群 . 本 群 の 実験 た に 就 て は 欠 逐 症状 発現 し 上 難く, 数 回 に 吾 


り 実 験 を 重ね , 僅か 一 群 の み 可 成り の 欠 芝 症状 を 量 し 


た . その 成績 は 対照 群 に 比 し 感染 率 良好 な る も 虫 体 発 育 
は 十分 で な か つた . 4), ビタ ミン B: 過剰 飼育 群 . 本 実 
験 は Bi 欠 芝 食 で 飼育 する と 同時 に , 1 日 500y 宛 , B: を 
径 口 投与 し た . 其 の 成績 は 対照 群 と 殆 ん ど 大 差 を 認め な 
か つた . 5 う , ビタ ミン A 過 利 飼育 群 . 本 実験 は A 欠 芝 食 
に て 飼育 し , 別に A, 10 万 I.U. 1 日 量 を 投与 し た . 本 
実験 も 僅か 一 群 で ある が 対照 と 同様 に 全く 感染 を 認め な 
か つた が , 同時 実験 の A 欠 群 に は 感染 を 認め た . 
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37. 所 調 TI 期 釣 虫 仔 虫 の 体外 に お ける 発育 に つい て 
(2) 及び 筋肉 より 採集 し た 期 虫 仔 の 体外 
, 直 性 及び 液 中 の 酸素 消長 に いて 野田 昇 ・ 
楠 正 知 ・ 沢 田 順 ・ 鳥 居 達 生 ・ 加 藤 宗 男 ( 阪 市 大 小田 内 科 う 
N. NopA, M. KUSUNOKI, J. SAWADA & T. ToRIl, 
M. KATO: The studies on the culture of 3 rd stage 
larval hookworm and its further growth tx vitro (2) 
The culture, tropismus and variation of O; quantity 
in the culture fluid of 3 rd stage larvae gathered from 


various organs 


先 に 仔犬 の 肺 より 採集 し た 所 調 仔 虫 を 犬 
内 で 飼育 し , 脱皮 を 完了 し て 了 MV 期 仔 虫 に まで 発育 する 事 
を 認め た が , 今回 は 仔犬 の 筋肉 より 採集 し た 言 期 仔 虫 , 
更に 非 固 有 宿 主 で ある 白 経 皮 感染 させ て 得 た 
虫 に 就 い て 犬 落 血清 内 の 飼育 を 試み る と 共に 仔 
の 超 向 性 並び に 血清 内 が 酸素 消長 に | 就 いて 観察 測定 レ 
た . 内 で 期 に まで 発育 し た 犬 虫 を 採集 し 
( 肺 及び 筋肉 より 別 さ くに), 夫々 犬 落 血 血清 内 飼育 を 試み 
た が 仔 虫 の 採集 し た 部 位 (筋肉 及び 肺 ) の 如何 に 拘ら 
ず , 又 白 般 体 内 の 生存 期間 に 関係 な く 24 時 間 後 は も と ょ 
り 48 時 間 後に お いて も 期 以 上 の 脱皮 発育 は 認め られ 
ず , 更に 犬 血清 を 投与 し た 採集 し た に お い 
て を も 了 MV 期 え の 脱皮 を 認め る 事 が 出来 な か つた . 又 固 有 宿 
主 で ある 犬 の 筋肉 より 採集 し た 厨 期 仔 虫 は 犬 湾 血 血清 を 
用 いて 上 且 48 時 間 飼 育 し た に も 拘ら ず 了 M 期 え の 脱 皮 を 認め 
る 事 が 出来 な か つた . 約 1 % の 寒天 を 用 い 87°C 色 看 内 に 
お いて 先 づ 水道 水 , 5 2 糖 液 , 腸 内 容 物 濃 過 液 及び 犬 克 
対す る 性 を 観察 し , 釣 虫 仔 は 血清 に 対し レ 
て 圧倒 的 な 性 を も つ 事 を 認め た . 次 いで 家 
兎 , 人 及び 犬 血清 に 対す る 超 向 性 を 観察 し , 犬 血 清 に 対 
し て 同様 に 圧倒 的 な 超 向 性 を 示す と 共に 非 固 有 和 宿主 で あ 
る 人 血清 に 対し て も 優る と も 劣ら 超 向 性 を 示す 事 が 知 
られ た . 年 期 釣 虫 仔 虫 飼育 液 中 の 酸素 量 は 筋肉 より 採集 
し た も の で は 3 時間 後 も 余り 減少 せ ず 肺 よ り 採 集 し た も 
の で は 僅か に 減少 を 認め た . 


} 
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38. Capillaria hepatica の 研究 (2) 卵 の 生態 に つ 
いて 島谷 敏男 ・ 佐 藤 淳 夫 ( 京 府 医大 医 動物 ) : TT. 
SHIMATANI & A. SATO: Studies on Capillarna he- 
patica (2) Ecology of the eggs 


1) 温度 と 湿度 が 卵 に 及ぼす 影響 : 実験 は 次 の 4 季 即 
ち i) 7 月 上 旬 ~ 9 月 上 旬 , 11 月 下旬 月 下 包 
近 ) 1 月 下旬 へ ~ 3 月 下旬 , iv) 3 月 下旬 ~5 月 下旬 に 行 
つた . 実験 に 当 つ て は 各 季 の 初め に 濾紙 に 附 着 させ た 貝 
を 夫々 100%, 80%, 60%, 40%, 20%6, 5 % の 湿度 
を 有する 硫酸 デシ ケータ に 入れ 以後 10 日 目 毎 に と り 出 し 
て 虫 卵 を 培養 し た . と の 培養 に 当 つ て は 水 を 入れ た 小型 
シャ ヤー レ に 2.5Xx2.5 Xx1.0 cm の 瓦 を 入れ その 上 に 
卵 を の せ の 恒温 80 日 間 保 護 し た . その , 
200 ケ に つい て 発育 状況 を 検 し その 生死 を 判定 し た . 湿 
度 100 に 保護 し た と き に は 4 季 の 実験 共 略 々 80%% の も 
の が 仔 虫 包 蔵 卵 と な る が 湿度 80 で は i) の 時 期 の 実験 
で は (10 日間 の 保護 で 仔 虫 包 蔵 卵 は 6.52% に 減じ , 20 日 以 
上 の 保護 で 完全 に 死 減 し 60% 以 下 の 湿 度 で は 10 日 間 の 保 
護 で 完全 に 死 た . 然るに i の 各 時 期 の 実 
験 で は 湿度 80 に 60 日 間 お か れ た も の も 半数 以上 が 仔 虫 
包 蔵 な つた . 湿度 60 で は iD の も の は 60 日 
の も の は 40 日 で 死滅 する が 折 ) の も の で は 2 が 仔 虫 包 
蔵 卵 と な り , 40%% で は 和 の も の は 40 日 , 近 ) の も の は 
50 日 。 jv) の も の は 40 日 。 20%% で は i の も の は 10 昌 , 
迫 ) の も の は 40 日 。 jv) の も の は 20 日 , 5 で は Div 
の も の は 共に 10 日 , 近 ) の も の は 40 日 で 完全 に 死滅 し 
た . 即ち 気温 の 高い 時 より 低い 時 の 方 が 虫 卵 の 乾燥 に 対 
する 抵抗 力 が 強い 結果 が えら れ た . 2 経口 感染 させ た 
マウ ス 肝 内 に 卵 の 出現 する 時 期 及 びそ の 卵 の 発育 能力 , 
自然 感染 し た より 得 た 虫 を 培養 し て 得 た 虫 包 
を ウス 10 頭 に 経口 感染 させ 投与 後 18 日 より 23 日 
の 間 に 順 次 層 殺 し 肝 を 圧 平 鏡 検 し 虫 卵 の 有無 を 検 す る と 
共に 虫 を 認め た 場合 と に は , これ を 50 日 間 養 し 虫 
発育 能 を 検 し た . その 結果 仔 虫 包 蔵 卵 を 投与 し て 23 日 以 
後 の も の に 虫 卵 を 認め , 且つ それ ら の 貝 卵 の 中 で 仔 虫 を 
形成 する 能力 の ある も の の 百分率 は 卵 投与 後 28, 24, 25 


'26,。 27, 28, 29 の 各 日 の も の 夫々 8.52%%, 7.5%, 15.5 


2%, 283.0%, 83.0%, 47.5%%, 57.0% で 次 増加 する の 
を 認 ぬ た . 


39. Trichobilharzia physellae CTalbot, 1936) Me- 
Mullen and Beaver, 1945 の 生活 史 に 関す る 研究 岩 
神 俊 平 ( 阪 医大 病理 ) : S. IWAGAMI: Studies on the 
life cycle of Trichobilharzia physellae (Talbot, 1936) 

McMullen and Beaver, 1945 


水田 の 病原 体 の 一 種 Trichobilharzia bhy- 
sellae (Talbot 1936) McMullen and Beaver, 1945 に つ 
いて は , 既に 小田 (1958), 田中 (1959) に より 報告 され 
Cercaria physellae Talbot, 19386 の 形態 及び その 帯 腺 の 
推移 に つい て る ぁ も 御前 (1959 う の 報告 が ある . この 住 血 吸 虫 
の 生活 史 の うち , 中 間 宿 主 で ある Lymnaea japonica 中 
の 発育 課程 は Ameel & Cort (1955) が 記載 し て いる が 
特に その うち 私 は miracidium 及び 成熟 形態 学 的 
な 観察 を 行い , 娘 電 の 腺 芽 に 見 られ る PAS 陽性 物質 の 
在り 方 を 同時 に 観察 し た . miracidium : 生態 , 隠岐 産 カ 
ル ガ モ Anas poecilorhyncha z0norhyncha, Swinhoe, 
マ ァ マガ モ Anas platyrhyncha platyrhncha Linnaeus の 腸 
粘膜 か ら Trichobilharzia physellae の 成就 卵子 を 採取 
し , その 没 化 状態 を 観察 し た . 水 温 28°C,pH. 6.6~7.0 
の 際 に 最も 上 解 化 し 易い . 解 化 し た miracidium は pH. 
5.8~7.8, 4 °C~87°C の 水中 で 生存 し 運動 を な し 得る . 
japonica に 容易 に 侵入 する . 形態 ; 西洋 型 を 
示し , 体 表 に は , 前 部 か ら 5, 7, 6, 4 の 線 毛 上 皮 細 
胞 列 が 4 列 認 め ち られ る . て ( 線 毛 の 長 さ ; 2.88~11.67 
体 中 心 に は 一 層 の 神経 細胞 (大 き さ ; 1.78~2.67g, 数 ; 
85~112 う が 二 連 球 様 の 神経 節 ( 横 経 32.7u) と し て 認め 
られ る . 体 前 半 部 に と は, 噂 中 心から 神経 節 の 前 まで 細い 
前 後に 示 曲 する 管 を もつ 消化 雪が あり , その 左右 に 好 酸 
性 を 示す 題 粒 を 充満 し , 大 き な 核 (3.56z 径 ) を 各 , 一 
個 も つ 王 腺 を 認め る . 体 後半 部 に は 25~28 個 の 用 細 胞 
(大 き さ ; 6.28 Xx4.45~8.90X6.28u) が ほ く 左 右 2 群 
に 分 れ て 存在 する . 排 洪 系 は 毒 腺 及 び 肛 細 胞 群 の 左右 に 
お いて 各 1 対 ず つっ 計 4 個 の 終 未 細胞 が 見 られ ,。 と れ か ら 
出 た 排 滋 管 は 神経 節 の 両側 後方 で 前 後 が 合流 レー 条 の 排 
洪 な り 後 し て , 線 毛 上 皮 細 胞 列 の 第 三 , 第 四 
の 間 に 排 港口 が 開い て いる . その ほか , 体 支持 細胞 と し 
て 皮下 筋肉 細胞 , 皮下 細胞 , 体 肉 細胞 が 散在 性 に 認め ら 
れ た . sporocyst: 遊 出し た miracidium を 飼育 L. japo- 
ca に 感染 させ た 後 20 日 , 25 日 , 380 日 , 85 日 の 夫々 の 時 
期 に お いて sporocyst を 観察 し た . (大 き さ ; 0.52Xx0.04 
~0.78 Xx0.058 mm). 20 日 目 に は PAS 陽性 の 類 粒 が 
僅か に 現われ , Embryo は cercaria の 形態 を 示し 始め 
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る . 25 日 目 に は 殆 ん ど 完 全 な 形態 を 示し PAS 陽性 物質 
が 王 腺 内 に 明 瞭 に 存在 する cercaria を 含有 する daugh- 
ter sporocyst を 認め る . 30 日 目 に は PAS 陽性 物質 は 吾 
腺 及 び その 導管 内 に も 充満 し た cercaria が sporocyst 
内 に み ら れ , 85 日 目 に は cercaria の 脱出 し た sporocyst 
を みた . 


40. 筋 内 よる Pyruvic acid の 代謝 に 及ぼ す 
Catalase, Ethanol の 影響 大家 裕 ・ 林 久子 ( 順 大 薬 
理 ) 上 野 芳夫 (東大 薬理 ) : H. Oya, H. HavAsHI & 
UENO: The effects of catalase and ethanol on the 
metabolism of pyruvic acid by the muscle of Ascaris 
lumblicoides var. suis 


筋肉 (充分 洗 し た も の ) の homogenate (252%) 
を malic acid, fumaric acid, e-ketoglutaric acid, gly- 
colic acid 等 と incubate する と 反応 液 中 に 多量 の pyru- 
vic acid (以下 py.) が 六 積 する が , と の py. の 代謝 に 
関連 し て 以下 の 如き 若干 の 知見 を 得 た . 1) catalase ( 反 
応 混 液 3.2ml 当り 5 unit.), ethanoi (同左 200gM) 
加 の 影響 一 基質 無 添加 反応 混 液 に 対す る catalase, etha- 
nol (以下 Cat., EtoH) の 添加 は 著 明 な Oz 消費 の 上 昇 
を 来 す . この 際 EtoH 単独 添加 で も O。 消費 は 増し , Cat 
の は EtoH の 如何 に 拘ら ず 相当 量 の 気体 の 
放出 が 見 られ る . 2) succinic acid (反応 混 液 3.5ml 
当り Cat., EtOH 添加 の 影響 一 Cat., EtoH 無 
加 の 場合 に は , 基質 添加 に ょ る O。 消費 の 増大 に 伴い 検 
出さ れる py. の 量 も 増す が , Cat., EtoH を 深 加 する と 
py. は 必ず し も ゃ 増加 し な い . この と と は , Cat., EtoH の 
洲 加 に よ ょ り py. の 生成 量 が 減少 し た か , 又は py. の 利 
用 が 促進 され た か の 何れ か と 考え られ る . 8) py. 利用 
に 及ば す Cat., EtoH 添加 の 影響 一 種々 の 濃度 の py. ( 反 
応 混 液 83.5ml 当り 7.5, 30, 280xM) を 用 いて 検 し た 
結果 , 伺 れ の 場合 に とも, .Cat., EtoH の 添加 に より bpy. 
の 利用 は 閉 明 に 増加 し て いる が , この 際 , O: 消費 の 上 

は py. の 利用 の 増加 に 伴わ な い . 4) py. の 代謝 に 関 
連 す る 諸 物 質 の 消長 一 py. の 添加 に より lactic acid ( 以 
下 Lac.)〉 の 生成 は 増加 する が , Cat., EtoH の 深 加 に よ 
り そ の 代謝 は さら に 促進 され る . citric acid (以下 Cit.〕 
は , Cat., EtoH 無 深 加 の 場合 は endogenous と 定常 状 
態 に ある た め , と の 限り で は py.~Cit. の 径 路 に 関し 即 
断 は 避 くべ き で ある が (上 野 は oxaloacetic acid, CoA 
の 存在 下 に py. が Cit. に な る と と を 見 て いる ), Cat., 
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EtoH- の 深 加 に より Cit. の 代謝 が 促 され て いる こと と が 
理解 され る . 最も 注目 すべ き は acetaldehyde, acetoine 
(以下 Acetald., AMC) の 消長 で あり , Cat., EtoH の 
添加 に ょ つて Acetald は 著 明 に 増加 する が , 更に py. の 
添加 に より , Acetald は 減少 し , 逆 に AMC の 著 明 な 増 
加 が 見 られ る . 以上 の 事実 か ら , 反応 液 中 に 生成 し た 
py. は Cat., EtoH の 漆 加 に より 生成 し た Acetald と 縮 
合 し て AMC に な る と と は 明らか で あり , 且つ Cat., 

EtoH の 漆 加 が 他 の 酸素 系 に も 促進 的 に 働く と こと を , 

Cat., EtoH の 電子 伝達 系 と 関連 する 性 質 と 考え 併せ る 
と , の 筋肉 と におい て は , や はり, を 生成 する 
電子 伝達 系 の 存在 を 相当 程度 比重 を お いて 考え ざる を 得 
ず , 又 こ れ ら の 事実 か ら AMC 生 成 系 の 生理 的 意義 の 一 
端 を 説 うこ と る を る 出来 よう . 


. 所 調 虫 性 胆石 の 試 管内 生成 窪田 紀 二 ( 
大 科 ) : M. KUBOTA: 
of gallstones by means of Ascaris (in vitro) 


Experimental formation 


先 に 佐藤 ( 権 ) は 生 理 的 食塩 内 に 貯蔵 
すれ ば , 10 日 位 で 腐敗 , 崩壊 する の に 反し , これ を 犬 胆 枝 
内 に 封入 し た 癌 vo の 実験 で は , 虫 体 は 急速 に 扇 平 縮 
小 化 し て 残存 し , 10~12 ヵ 月 で 臨 呆 的 に み ら れ る よう な 
回 虫 性 胆石 の 生成 され る と と を 証明 し た . そし て と の 現 
人 は , 丸山 の 実験 結果 か ら , 胆汁 の 圧 が 体腔 
液 の それ より 高く , 先ず 虫 体 に 脱水 作用 が 加わ る た めで 
あら うと 考え た . し か し 当 vvo に お いて は , その 他 種 
々 の 生物 学 的 要因 が 加わ る こと も 考え られ る . 例え ば 胆 
に お いて は 担 の 分 い は 中 作 用 , さら に 諸 
種 の 炎症 の 影響 も 加わ り 胆 汁 内 の コレ ステ リン , ビリ ル 
ビン , 胆汁 酸 , 焼 脂質 , Ca その 他 の 化学 的 成分 の みな 
ら ず , Ph や 粘 懲 度 に も 変化 を きた す . それ で は と れ ら 
の 生物 学 的 反応 が 関与 し な い 交 vitro の 胆汁 中 で は 。, 
回 虫 必 が どの ょ うな 変化 を 蒙 る も の で あら うか . 著者 は 
と の 点 を 究明 する た め な に, 特製 の ガラ ス 容 器 ( 共 口 高 足 
シャ ヤー レ ) に 人 肝胆 汁 (T 字 管 よ り 採 取 ) を 入れ , その 
中 に 回 虫 選 て 恒 温 器 内 に 静 置 し, 24 時 間 毎 に 
胆汁 を 交換 する と いう 純 物理 的 操作 を くり か えす 実験 を 
行 つ た . その 結果 , 胆汁 内 で は 如 tro で も , 腐敗 , 
崩壊 が 起り 難く , 実験 例 の すべ て に , 貯蔵 翌日 か ら 5 日 
目 位 まで の 間 に , 虫 体 に 著しい 縮小 , 訪 平 化 と 重 さ の 減 
少 を みた . と これ は 両者 の 腔 質 透 圧 の 差 に よる も の で あ 
り , 腐敗 現象 の 起り 難い の も また こと の 理由 に ょ る も の で 
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ある . し か し 時 日 の 径 過 と と も に 鳴 敗 現象 が すす み , 内 
生殖 系 を 除き 1 ヵ月 で 殆 ん ど 崩 壊す る . これ に 反し 
角 皮 は 長期 間 腐 敗 を 免れ て 残存 し , 層 分 離 が 起 つ て も , ま 
た は 寸断 され て も 構造 上 の 特徴 を 保つ て いる . 一 方 ビリ 
ルビ ン 征 粒 の 沈着 は 3 カ月 で 初め て 角 皮 表面 に も 認め ら 
れ , 6 ヵ月 を すぎ る と , それ が 層状 , 或 は 島 論 状 に 増大 
レ し て くる . そし て 8 >~10 ヵ 月 で , 臨床 的 に みる よう に 員 
虫 性 胆石 が 生成 され た も の が 実験 例 835 例 中 8 例 で あつ 
た . 双 こ の 実験 に お いて , 胆汁 中 に 大 腸 菌 を 主 と す る 細 
菌 の 人 繁殖 を みた が , これ は むし ろ 腐 敗 を 促進 させ る べき 
要素 を 考え られ る . それ に も か か わら ず 貝 体 の 選 平 , 縮 
小 化 を きた し , 長く 残存 し た も の の ある と と は , vivo 
に お いて 働い た 各種 の 生物 学 的 影響 より も , 単に 人 胆汁 
と 体腔 液 と の 圧 の 差 が 強く 作用 し た と と を 
領 か せる . し か し 胆石 生成 に つい て は 一 定期 間 放 置 し た 
胆汁 に 核 と な る 至 適 な 物質 が あれ ば , 容易 に ビリ ルビ ン 
石灰 の 沈着 を きた す も の で ある こと と が 考え られ る . そし 
て と の 場合 角 皮 の 強 閣 さ が 重 大 な 役割 を 演じ て いる こと と 
は 論 を また な い . 何れ に せよ 光 tro に お いて , と の よ 
うな 胆石 の 生成 を みた こと と は , 環 虫 性 胆石 の 成因 や その 
生成 に 関し 大 き な 示 唆 を 与え る も の で ある . 


42. 虫 の と 河野 恵 ( 衛生 ):M. Ko- 


NO: Infection and Immunity of hookworm 


ddN 系 マウ ス を 使用 し , 多 を 経口 感染 させ 
た 場合 の マウ ス の 体重 変化 , 死亡 状況 等 に つい て 観 大 
し , 一 方 感染 後 の 功 虫 の 体内 移行 に つい て 分 離 幼 虫 数 を 
調べ , 今後 の 免疫 実験 の 基礎 的 成績 を 得 た . 感染 マウ ス 
の 飼育 は オリ ェ ン タル 固 型 飼料 と 水 と より 行い , 体重 は 
毎日 朝 9 時 に 測定 , 生死 の 観察 期間 は 80 日 と し , 幼虫 の 
分 離 計数 は , 感染 マッ ウス の 臓器 を 鉄 で 細 切 し , 水 を 満 し 
た 円 和 側 に 懸垂 し た ガー ゼ に 入れ 87*C 8 時 間 incubate し レ 
て 幼虫 を 分 離 遊 出 させ , 之 を 一 双 宛 数 えた. 8 日 培養 の 
幼虫 を 生後 3 週 の マッ ウッ ス に 感染 させ た 場合 Ld 50 は 約 
1,200 双 で あり 5 週 マ ウス で は Ld50 約 1,600 双 双 8 週 
マウ ス の で は Ld50 は 約 3,200 双 で あつ た . と の 場合 体 
重 の 低下 は 感染 後 1 日 乃至 2 日 と し て 著 明 に 認め られ , 
感染 死 を 免れ た マウ ス の 体重 回 復 は 概ね 感染 幼虫 数 の 少 
な い 程 叉 , 幼 若 マ ウス 程 速 か に 認め られ た . 培養 後 4 週 
乃至 5 週 の 陳 旧 培養 の 幼虫 は 8 日 培養 の 幼虫 に と 比 し , わ 
ず か に 感染 能 の 低下 を 見 る 様 で ある が 殆 ん ど 大 差 な いも 
の と 考え られ た . 幼虫 を 各 2,000 双 マ ウス に 経口 感染 し レ 


て 体内 か ら て 肝臓, 腸 臓 , 腎臓 , 肺 臓 , 胃 , 小腸 及び 大 
腸 ) 幼虫 を 分 離 計数 し た 所 , その 総 分 離 回 収 幼虫 数 は , 
感染 数 の 第 1 日 目 57.602%6, 2 日 目 17.95%, 3 日 目 
8.40% 以 下 4 日 目 3.10%, 5 日 目 5.602%, 6 日 目 6.90% 
7 日 月 4.45 と な り 幼 虫 回 収束 は 急激 に 第 3 日 目 乃 至 第 
4 日 に 減少 し た . こと の 場合 上 記 諸 臓器 以外 の 筋肉 等 え の 
移行 並び に 腸管 か ら 体外 え の 逸 脱が 想定 され , この 点 を 
次 に 追究 し た 所 , え の 逸 否定 され , 筋肉 等 上 記 
( 肝 肛 …・ 大 以外 の 部位 に お ける 検出 率 の 著 
明 な 増加 と な つて 現われ た . 即ち , その 検出 率 は 感染 後 
第 1 日 目 5.80%, 2 日 目 12.40% 3 日 目 40.20% 以 下 4 
日 目 80.60%, 5 日 目 80.30%, 6 日 目 77.90%, 7 日 


・ 目 78.50 み で あつ た . 主要 臓器 別 の 幼虫 検出 率 の 傾向 を 


見 る と , 肝臓 , 胃 , 小腸 こ におい て は 1 日 目 に 10~80%% 
ある が 2 日 目 に は 激減 し , 3 日 目 に は 何れ も 1~222 程 
度 と な り , 肺 臓 は 日 と 共に 徐々 に 減少 の 傾向 が 認め られ 
た . 之 等 の 事 か ら 経 口 的 に 感染 し た 幼虫 は 胃 , 小腸 等 の 
消化 管 ネ ( 肝 ) っ (て 肺 ) っ 筋肉 と 移行 し 筋肉 え の 移 行 は 
4~5 日 で 完了 する と 考え られ る . 


43. 各 年 令 大 に お ける 犬 虫 の 血清 学 的 友 応 に 関す る 
研究 原 一 男 ( 日 医大 内 科 ): K. HARA: Studies on 
the serological test of Toxocara canis in dogs at 


different ages 


私 は 第 19 回 日 本 寄生 虫 学会 東日本 支部 大 会 に お いて 犬 
体 の 音波 振 理 に と よる 粗 抗原 に 就 い て は 皮質 次 い 
で 筋肉 が 抗原 価 高く , 硫 宏 及び アル コー ル 使 用 と ょ る 精 
製 抗原 に て は 皮質 及 筋 肉 共 その 硫 安 リョ ~*/』 飽和 で 得 ら 
れる 分 害 の 抗原 性 が 高く , と の 抗原 を 用 いて 各 年 齢 犬 血 
清 の 沈降 反応 を 重層 法 を 用 いて 行い , 生後 日 数 の 経過 と 
共に その 抗体 価 は 上 昇 し 1 才 で 最高 値 を 示す も の 多く 以 
後 殆 ん ど 一 定 値 を 示す 傾向 に ある 事 を 発表 し た . 今回 は 
各 年 齢 犬 血 清 に つい て 沈降 反応 混合 法 を 行い 更に 抗 グ v 
プリン 試験 を 行 つ て 不 完全 抗体 に つい て も 検討 し た . 実 
験 方 法 と し て は 倍数 稀釈 血清 に 同 量 の 抗原 液 を 加え 37*C 
2 時 間 後 室温 一 昼夜 放置 後 混合 法 の 結果 を 判定 し , それ 
を 3 回 pH 7.2 酸 緩衝 生理 的 食塩 水 で 洗 に 抗 
ン 血 清 ( 犬 血清 ョ ブリン に て 免疫 せる 家 
を 遇 虫 抗原 に て 吸収 し 20 倍 稀釈 せる も の ) を 同 量 加え 37 
“C 2 時 間 後 密 温 一 昼夜 放置 し て 抗 グ ロブ プリ ン 試 験 の 結果 
を 判定 し た . 混合 法 に よる 結果 は 生後 4 週 以 前 は 8 ~16 
倍 と 低 値 を 示す も の 多い が 4 週 以 後 は 全て 82 倍 以 上 を 示 
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し 成 犬 に 達する と 64 倍 を 示す も の も あり 以後 殆 ん ど 一 定 
値 を 示し て いる . 抗 グ ロブ リン 試験 の 結果 は 沈降 反応 混 
合法 に 比例 し た 消長 を 示す が , 4 週 以前 に お いて は 16~ 
128 倍 と その 値 は や ゝ 区 々 で ある が 比較 的 低 値 を 示す も 
の 多く , 4 週 以 後 で は 64~128 倍 が 大 多数 で ある が 成 犬 
の 中 に は 256~512 倍 を 示す も の も ある 。. 犬 に お いて は 
胎 感染 が あり , た え ず 感染 に さ れ て いる 事 , 抗体 
の 肌 此 通 過 性 の 問題 も か らん で 免疫 抗体 の 成立 に は 複雑 
な 要因 が か ら み 合う と 考え られ る が , 私 の 実験 成績 か ら 
し て 完全 及 不 完 金 抗体 何れ も 幼 犬 に 低い 御 ら 生後 1 週 で 
も 或 程度 を の 存在 が 認め らち られ, 時 日 の 経過 と 共に 上 昇 を 
示し 成 犬 と な り 略 一 定 値 を 示し て いる 事 が 明らか と な つ 
た . 之 は 本 教室 諸氏 の 各 年 齢 犬 の 犬 環 虫 感染 実験 に お け 
る 病理 組織 学 的 検索 成 積 を 血清 学 的 に 裏付け 得 た と 思 


仔 虫 剤 に よる 実験 (1) 組織 像 に 及ぼ す プ 
レ ド ニ ソロ ン の 影響 長谷 川柳 三 ( 鳥 大 石原 内 科 ): R. 
HASEGAWA : Experimental studies on hookworm lar- 
vae infection (1) The influence of Prednisolone on his- 


tologic changes of the lung 


多 仔 虫 感染 と に と ょ つて 発症 する 若菜 病 の 治療 に は , 従 
来 各 種 の 薬剤 が 用 いら れ た が いずれ も 妖 訴 を 除去 する 
に 充分 な も の は な か つた . わが 教室 では プレ ドニ = ソ セ セン 
を 臨床 的 に 使用 し て 非常 に 有効 で ある と と を 知 つ た . 私 
は 釣 仔 虫 を 感染 させ た 動物 に プレ ド = ソ セロ ン を 使用 し , 
その 肺 の 組織 学 的 所 見 を 検索 し , その 効果 を 立証 する と 
と が で きた . すなわち , 1) 初 感 作 と し て 感染 犬 釣 仔 虫 
を 均一 系 マウ ス の 皮下 又は 腹腔 内 に 感染 せしめ る と 肺 に 
は 第 4 日 目 を 頂点 と する 組織 学 的 諸 変 化 を 認め る が , 後 
述 の 再 感 作 に 比較 すれ ば は る か に その 変化 は 軽 懲 で , し レ 
か も を も 第 21 日 目 に いた れ ば 全く 肺 の 組織 像 は 旧 に 復 す る . 
2) 再 感 作 と し て 初 感 作 後 21 日 目 に 釣 仔 虫 を 感染 せしめ 
る と , その 組織 像 は 初 感 作 時 の 像 に 比較 し , は る か に 32 
種 多 様 で , 特に 出血 , 壊死 , 浮竹, 細胞 浸潤 等 を 主 徴 と 
する 変化 が 閉 し く , 更に 遊走 細 脆 像 より みて , アレ ル ギ 
ー 反 応 の 関 犬 な くし て は 充分 納得 し 得 な い 像 を 示す . 3) 
以上 の ょ うに 基礎 的 組織 反応 像 が 知ら れ た の で と れ を = 
ント ロー ル と し , 再 感 作 操作 前 より , あら か じ め 1) 初 
感 作 直 後 よ り 再 感 作 まで の 全 経 過 , 2) 再 感 作 前 3 日 8) 
再 感 作 前 2 日, 4〕 再 感 作 前 1 日, の 各 群 に 分 け て それ 
ぞ れ 動物 実験 用 プレ ド = ソ ロン を マウ ス に 注射 投与 し て 
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お き , その 後に お いて , それ ら 各 群 に 再 感 作 を 加え る と 
前 述 の 如き 強 き 組織 学 的 反応 像 は , いか な る 時 期 記 お い 
て も 見 な か つた . し か も , 全 経 過 中 プレ ド = ソ セン を 注 
射 し た マウ ス に あつ て は も ちろ ん の と と 前 83 日, 2 日 , 
1 日 の 各 群 に あつ て も よく 和 肺 組 織 に 起 る べき 再 感 作 時 反 
応 を 抑制 し た も の と 思わ れる . 以上 の 実験 成績 は 臨床 上 
若 藤 病 の 肺 の 病態 を 察知 せしめ , プレ ド = ソ セロ ョ ロン の 臨床 
的 効果 と も 一 致し , 若菜 病 の 病 像 の 一 面 を と ら え , 病 
因 論 的 に も 一 つの 示 標 と な る も の と 考え る . 


45. ウェ ステ ルマン , 大 平 お よび 小型 大 平 肺 吸虫 の 
第 一 中 間 宿 主 に 関す る 実験 的 研究 吉田 幸雄 ( 京 府 医大 
医 動物 ) : Y. YOSHIDA : Experimental studies on the 
first intermediate hosts of Paragonimus westermanii, 
P. ohirai and P. iloktsuenensis. 


大 平 肺 吸虫 の 第 1 中 間 宿 主 は 最近 横川 等 (1958) 及び 
吉田 等 (1959) に よ ょ つて 先ず ふ シ ヤ ド リ カワ ザン ショ ヨウ 
Assiminea parasitologica が が 決定 され , 次 いで 吉田 等 
(1960) に よ ょ つて ヨシ ダ カ ワ ザン ショ ッ リウ Assiminea yo- 
skidayukioi が 決定 され た . 一 方 小型 大 平 肺 吸虫 の 第 1 
中 間 宿 主 は 陳 (1940) に ょ つて Assiminea betea が 判 
明 し て いた が 日 本 と に お ける 第 1 中 間 宿 主 が 未 決 定 で あつ 
た . し と れ も も 最近 吉田 (1959) 及び ら (1960) に 
よ つ て ムシ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ で ある 事 が 明らか と な 
つた . 以上 の 決定 は 肺 吸虫 妨 虫 が 実験 的 に 中 中 で 感染 発 
育 す る 事 及び 自然 感染 具 も 検出 され る 事 に よ ょ つて 為 さ れ 
た も の で ある . 大 平 及び 小型 大 平 肺 吸虫 の 分 布 す る 河口 
汽水 域 に は 尚 数 種 の カワ ザ ン シ ョ ウ ガイ 科 の 上 貝 が 棲息 し 
て いる の で こと れ ら の 中 で 更に 第 1 中 間 宿 主 と な りう る 上 内 
が ある か ぁ も 知れ な い . 之 を 探索 する 目的 で 感染 実験 を 行 
つた . セル カリ ア に 衝 発 育 す る 率 は 大 平 に お いて は (1) 
スム シ ヤ ド リ カワ ザン ショ ウ 62.32%6,。 (2 う ヨシ ンダ カワ ザ 
ン シ ョ ウ 57.626。 (3 う ヘソ カド ガイ 30.02%%, (4 う カ 
ワザ ン シ ョ ヨウ ガイ 2.0%, (5 う クロ クリ イロ カワ ザン 
ショ ウ 026,。 (6 う カワ = ナ 0 で あり , 小型 大 平 に お 
いて は 上 の 順 で (1) 56.6%, (2) 65.3%. (3) 2.6 
%(4) 8.32%6, (5) (6) う 02% 両 肺 は 
第 1 中 間 宿 主 撰 択 性 に お いて 殆 必 ど 同 じ 性 質 を 示し て い 
る . ウェ ステ ルマン 肺 吸 虫 は カワ ウニ = ナ か ら セ ルカ リア の 
自然 感染 が みつ か つて は いる が 実験 的 感染 は 成功 し て い 
な い . 私 は 大 平 ・ 小 型 大 平 が 容易 に (1), (2) 等 の 上 只 
の 中 で セル カリ ア を 生ずる 事 か ら ウ ェ ス テル マン の ミラ 
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シ ジ ウ ム を (1 う の 上 同じ 方 法 で 感染 せしめ 
て みた が すべ て の 上 貝 に お いて セル カリ ア に 迄 発育 し な か 


46. 高 体 温 域 に だ ける ガラ 管内 の に つい て 
( 徴 研 寄 生 虫 ): L. OKk’yob: Behaviours of 
Ascaris lumbricoides in a glass tube at the high zone 
of human body temperature 


演者 は , 寄生 環境 構成 諸 要 因 の 上 銅 虫 に 及ぼ す 影 響 を , 
ガラ ス 管 内 の 動 に つい て 知 ろ う と 思い , さき に , 88'C 
に お ける pH の 影響 を 観察 し , pH の 38 紀 カ 至 8 まで の 間 
に お いて は , 貴 虫 の 拳 動 に は , 差異 が みとめ られ な いこ 
と を 報告 し た . その 後 , 演者 は , 40C 以 上 の 高 体 温 域 の 
温度 の 運動 に 及ぼ す 影 響 を 40°C, .42C, 4#C の 3 温 
度 段 階 に お いて 観察 する と と も に , これら の 温度 に お け 
る pH2 及び 8 の 影響 を も 併せ て 知 ろ うと し て きた . とこ 
の 際 , 対 辿 として, pH 6.5, 88C に お ける 挙動 を と つ 
た と と は , いう まで も な い が , 同時 に , 80°C, 25°C と い 
う 低 温 条 件 の 影響 を も , あら た め て 観察 し て , 高温 の 影 
を 的 確 に 知る た め の 一 助 と し た . 方 法 と し て は , 前 報 
同様 , 1 日 1 条件 に つい て は , "5 ~6 令 と し , 20~30 
cm の 雌 の みみ を 用 い , か な ら ず , 対象 を 同数 と つた . そ 
し て , 1 条件 に つい て は , 90 例 ほど づつ 観察 し た . pH 
を 2 に する に は , 閣 酸 を , pH を 8 に する に は , 炭酸 水 
素 ナ トリ ウム を 用 いた と と も , 前 報 同様 で ある . 温度 が 
98°C よ り 上 昇 す る に 伴い , 前 進 波 の 出現 率 と も つれ の 出 
現 率 及 び 出 現 度数 , その 程度 と が た か まり , 時 間 が 長 び 
くに つれ て , 不安 定 な 動揺 を へ て , 静止 の 傾向 が 高く な 
る . し か し , 40C で は , 殆 ん ど , 88'?C と 差異 が みとめ ら 
れず , 42C で は , 前 進 波 , 静止 と も に , 顕著 と は いえ な 
い が , 多く 出現 する . し か し , 42C で は , 80 分 以内 に は , 
未だ , 静止 の 傾向 は , い ち ぢ る し くく ない. と と ろだ が 44"C 
に な る と , 5 ~10 分 間 の 間 に , 静止 が 多く な り , 段々 そ 
の 素 と 程度 と が 大 きく な る . 88C で は ,pH 6.5 よ り る 8 
が , 8 より も 2 が , 前 進 波 が 多く , 前 進 虫 も 多く , も つ 
れ も 多 い が , 4 ポポ C に お いて も , と の 傾向 は , 同様 に 見 ら 
れる . し た が つて , 4 が C に お いて は , pH 2 で は , 非常 
に 顕著 に , 前 進 波 及び 前 進 が 見 られ る が , 6.5 の 場合 と 
同様 に 。 温度 の 影 響 に より , すぐ , 静止 する よう に な 
る . 要する に , 40C で は , 88°C と 差異 が ほとん ど な く ;」 
42°C に お いて , 前 進 波 , 前 進 政 が ふえ , も つれ も , は げ 
し く な る . し か し , 10~20 分 どろ より , 静止 の 傾向 が 見 
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ええ はじめ る が , 44C で は , どく 初期 の 間 を 除い て , 静止 
傾向 が 著しく , pH が 8, さら に 2 に お いて も , 運動 期 
の 運動 こそ 販 著 に な る が , 静止 傾向 や 静止 の 発現 まで の 
時 間 は , 変ら ちな い . な お , 本 研究 の 総括 , 結論 は , 次 報 
に お いて 行う 予定 で ある . 


47. の 乾燥 に 対す る 抵抗 試験 に つい て 奥村 
夫 (日 医大 内 科 ) : K. OKUMURA: The drying effect 


on the resistance of pinworm ova 


暁 虫 卵 の 寿命 は 外界 の 温度 ・ 湿 度 に ょ つて 異な る が , 
生死 第 別 の 方 法 に 依り まち まち で ある. 赤木 は 運動 試 
験 ・ 脱 殻 試験 な どの 生物 学 的 生死 鑑別 法 を 主として 行い 
小 机 等 は 表 光 法 に ょ り 生 死 鑑別 を 行 つ た が , その 成績 に 
は 非常 と て 大き な 差 が 表 わ れ た . 私 も と の 両者 の 実験 と 司 
時 に 界面 活性 剤 ネ キ コー ル S W を 併用 し た 染色 法 に ょ る 
生死 鑑別 を 行 つ て 般 光 法 と 一 致し た 結果 を みた が , や ゃ は 
り 運 動 試験 ・ 脱 殻 試験 と は 大 き な 差 を 見 出し た . 即ち 運 
動 試験 ・ 脱 験 で は 10 日 程 で 全 が 運動 ・ 脱 止め 
て 死 卵 と 判定 せら れ た の に 反し て , 表 光 法 ・ 染 色 法 で は 
その 値 が 大 体 一 致し 3 ヶ月 を 過ぎ た 今日 で も 尚 生 卵 と 判 
定 せ られ る 卵 が 残 つ て いる . こと の 事 は , 顕微 鏡 下 で 運 
動 ・ 脱 毅 す る 卵 は 確か に 生き て いる と 判定 出来 る の で あ 
る が , 表 光 を 発せ ず , 或いは 染色 せら れ な い 卵 (即ち 生 
卵 と 判定 せら れ た 卵 ) を 生 九 と 判定 する 事 に は 疑問 が 有 
る と 言う 事 で ある . 実際 に 和光 光 法 ・ 染 色 法 で 生 卵 と 判定 
し た 卵 で も 運動 脱 殻 を 止め た も の は 総 て 死滅 ・ 変 性 し て 
いる 事実 を 知り , 更に と マウ ス へ の 感染 試験 で も 死 卵 と 将 
定 し 得 た の で , と これ を 生 卵 と 判定 する の は 誤り で , 真 の 
生死 鑑別 は 運動 試験 ・ 脱 毅 試 験 な どの 生物 学 的 試験 に よ 
ら な けれ ば な ら な いと 考え る . 又 , 需 光 法 ・ 染 色 法 で 非 
常に 長期 生存 する と 言わ れる 暁 虫 卵 は , 実は 赤木 の 報告 
の 如く 自然 界 で は 寿命 の 短い も の で ある . 


48. が 乳幼児 の 発育 . 知能 に 及ぼ す 影響 に つ 
いて 赤松 高 之 ( 慶 大 児 科 ) : T. AKAMATSU : The 
effects produced by the ascaris infection on the physi- 
cal and mental development of babies and infants 


言 の 寄生 が 乳幼児 の 発育 , 知能 に 及ぼ ば す 影 
を 知 ろ うと し て 次 の 実験 を 試み た . 実験 対象 , 既報 の 実 
験 対象 児 の 感染 成功 例 に つい て 調査 し た . 実験 結果 並 に 


“ 
= 
3 
| 
| 


rm, 


結論 . 1 う 初 感染 15 例 中 9 例 に 感染 後 1 ユ ー 3 ヶ月 頃 よ り 
2~6 ヶ 月 間 に 恒 り 体 重 増加 率 の 減少 を た . これ は 環 
虫 の 人 体内 で 虫 卵 を 排出 し て いる 期間 に 一 致し て いた . 
2) 再 感 染 , 重 感 染 の 8 名 中 5 名 に お いて 上 遇 虫 の 人 体内 
ょ り 自 然 に 排 溢 され る 時 期 と 相 前 後 し て 体重 増加 率 の 減 
少 が 回 復 し 始め た . 38) 身長 に 及ぼ す 影響 は 初 感染 
名 , 再 感 染 , 重 感 染 2 名 に 認め られ た が , 著 明 な も の は 
な か つた . 4) 知能 に 及ぼ ば す 影 響 は 殆 ん ど 認 め ら れ な か 


49. 中 
50. Fasciola の 分 類 に 関す る 研究 特に 邦 の 
種類 に つい て 渡辺 昇 蔵 ・ 上 野 計 ( 家 ) : S. WA.- 


TANABE & H. UENO: A revision of the genus Fas- 
ciola, with particular reference to Japanese species 


多数 の 実験 動物 を 使用 し て Fasciola 属 の 形態 生態 学 的 
調査 を 行 つ た 結果 , 邦 産 肝 蜂 を 3 種 に 分 類 し 得 た . 1) 
F hepatica : 党 州 な どの 輸入 和牛 こ 由来 し て 検出 され て 
いる が ヒメ モノ アラ ガイ は 好適 な 中 間 宿 主 で な いた めそ 
れ ほ ど を 見 て いな い . は 小形 で 平均 135 X75g 
体長 は 8cm を 越え な い . 体長 と 体 幅 比 は 2.8 : 1, 貝 
卵 や ミラ キジ ウム は 耐 寒 性 が 強く , 虫 卵 は 80C で は 7 日 
25C で は 9 日 , 16.8C で は 20 日 で 角 化 する . ミラ キジ ウ 
ム は phototaxis は 陽性 で 水面 を 汽 る . prepatent 
period は 中 小 実験 動物 で は 60~63 日 で 消化 管 , 卵巣 , 誤 
丸 の 分 岐 は 比較 的 ある . 2) gigantica : 神奈 川 
山 型 の 一 部 に 濃 染 地 の 存 在 が 明らか と な つた . 貝 体 は 細 
長 で 5 cm に 達し , 体長 体 幅 比 は 5 : 1 で ある . 貝 卵 は 
大 形 で 平均 166x90xm あり , 耐寒 性 は 弱く 解 化 に は 30'C 
で 11~12 日 , 25C で は 17 日 。20C で は 81 日 を 必要 と す 
る . ミラ キジ ウム も 耐寒 性 弱く , phototaxis は 除 性 で 浅 
水 の 水 , ヒメ モノ アラ ガイ は 好適 な 中 間 宿 主 
と な る . 実験 感染 に お いて 幼虫 期 が 長く prepatent pe- 
riod は 72~110 日 で ある . 病変 , 迷 入 性 が きわ め て 強く 
し ば し ば 中 枢 神 経 系 や 腹腔 に 再 移行 し て 動物 を 比 す . 壊 
性 胆管 炎 , 胆管 周囲 どの 病変 も 基 だ で ある . 
成虫 の 消化 管 , 卵 の 分 岐 は 複雑 で ある . 3) 
中 間 種 , お そら く Varma の 下 sndica と 考え られ , わ 
が 国 の 大 多数 を 占め る 優勢 種 で ある . 体形 は 前 2 者 の 中 
間 形 で 体長 は 5cm に 近く , 体長 体 幅 比 は 8.4: 1 で あ 
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る . 卵 は 大 形 で 平均 164X84m あり g. と の 区 
別 は 困難 で ある . ミラ キジ ウム の taxis は F.h. と 同様 
で , 虫 卵 は 80 で で 10 日 , 25°C で 14 日 , 20C で 25 日 , 16.8 
°C で は 87 日 で する . prepatent perijod は h と 同 
じ で ある が , 成虫 の 消化 器 , 卵巣 , 亭 丸 の 分 岐 な ど は 
F. g に 類似 する . 前 2 者 に くら さて ラッ テ に 対す る 発 
育 が 悪い . 

( 問 ) ( 阪 大 

Fasciola 属 に つい て , 混乱 が ある 様 で ある の で , 従来 
人 体 か ら 見 られ た も の が , 左 hepatraa と な つて いる が , 
その 種別 に つい て 再 検 を 要する と 考え る . 演者 が 日 本 種 
の 中 間 型 を , Fasctola sp. と し , F indica を その syn. 
と し て 居 ら れる が , 両者 は 同一 物 と 云う 意味 な りゃ . 

( ) 

便宜 上 , 中 間 種 と 仮名 し て を り ま す . syn. indica と 書 
きま し た が , ? が 抜け て お り ま し た , 最初 の 問題 に つき 
まし て は 先生 と お 話し の 通り と 存じ ます . 


51. Schistosoma mansoni ポ よび japonicum 

の cercaria に お ける flame cell の 微細 構造 に つい て 
臣 成一 ( 岡 大 寄生 虫 ) : S. INaToMI : Observation on 
the ultrastructure of the flame cell in cercaria of Schz- 

stosoma mansoni and Schistosoma japonicum 


光学 顕微 鏡 で ご flame cell の 構造 を 論 究 する 事 は 従 
来 基 だ し く 到 難 と され , 殊 に 固定 後 の 虫 体 に お いて 観察 
する 事 は 全く 困難 で あつ た , 従 つ て flame cell の 構造 に 
関 し て の 研究 も 余り 沢山 と は 云え な い . 私 は 先 年 来 
Schistosoma mansoni の cercaria に つい て 電子 顕微 鏡 
を 使い 形態 学 的 観 祭 を 行 つ て 来 た が 昨年 山梨 県 医学 研究 
所 の 飯島 利彦 氏 及 び 久 留 米 医 大 の 岡部 浩 洋 先 生 の 御 好 意 
に より Schistosoma japonicum の cercaria を 入手 し た 
の で 等 両者 の flame cell の 構造 を 比較 観 祭 する 事 が 出 
来 た . その 結果 flame cell の 長 さ は 14 一 15g, 巾 は 3 一 
5g 程度 で 細胞 ・ 核 ・mitochondria 等 は 他 の 細胞 と 殆 ん ど 
変り は 認め らち られ な い . 交 等 の flame cell は 既に 多く の 人 
に より 知ら れ て いる 如く その 内 に 多数 の cilia が あり 完 
全 な 縦断 面 像 で は cilia の 数 は 10 本 程 認 の られ 横断 面 像 
で は cilia の 起 始 部 近く で は 100 本 近く , 中 間 で は 80 本 。, 
失 端 部 で は 10 本 程度 が 認め られ る . 之 は cilia に 長い も 
の と 短 か い も の が ある た めで 該 し て 中 心 部 の も の は 長い 
よう で ある , S. japonmicum で は S. mansong に 比 
cilia の 数 が 少 い よう で ある . 次 に 錠 等 ciltia の 構造 法 
Afzelius, Manton, Randall, 徳 安 , 内 海 等 多く の 人 に よ 
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つて 云 は れ て いる 如く 他 の 原生 動物 或 は 高等 動物 に 見 ら 
れる も の と 同一 の 像 を 示し て いる . cilia の 東 を 包ん で 
いる 漏斗 部 の 壁 は 0.2m 前 後 の 厚 さ で 比較 的 density が 
高い , と の 部 分 は 排 の 延長 と も 云う べき で 
集合 管 と 同 じ 構 造 を 呈し て いる . cilia の 起 始 部 と この 


部 と の 連結 部 は 長 さ 程 に さ 0.01g 以下 の 膜 


よ ょ つて 連 ら な り cilia の 起 始 部 か ら の cilia と 漏斗 部 壁 
か ら の cilia と が 交互 に この 膜 を 境 い と し て 配列 も 1 種 
の filter を 構成 し て いる . 之 に つい て は Kitimmel が 肝 上 
の miracidia で 観察 し た の と 全く 同 構造 を 示し て いる . 
以上 の 事 よ り 吸 虫 類 の flame cell の 構造 は 殆ど 同一 で 
あり 更に 本 報 で は 述べ な か つた が Taenia saginata の 
それ る ゃ も 又 同 様 で あつ た . 


52. Toxoplasma の pseudocyst に 関す る 研究 (1) 
形態 学 的 観察 松林 久吉 ・ 中山 一 郎 (慶太 寄生 虫 ): 
H. MATSUBAYASHI & I. NAKAYAMA: Studies on 
the pseudocyst of Toxoplasma gondii(1) Morphological 


observations 


7oxoplasma は 一 般 に 初 感染 の 動物 に お いて は 全身 感 
染 和 おとし, 多く の 臓器 か ら 虫 体 が 証明 され , 感受 性 の 
高い 動物 で は この 時 期 に 死亡 する . 宿主 が この 急性 感染 
に 堪え た 場合 に は , 虫 体 は 多く の 臓器 か ら 蘭 次 消失 し , 
主として 中 枢 神 経 に 見 られ る よう に な り , や が て そこ と に 
pseudocyst を 形成 する も の と 信じ られ て いる .・ 併 し 実際 
に は た と え 慢 性 感染 を お とこ し た と し て も , 動物 実験 に 関 
する 限り , 多く の 株 で は pseudocyst の 形成 は お こり 難 
いも の の よ ょ よう で ある . 我々 は マウ ス に 接種 し て 容易 に 
pseudocyst を 形成 する 株 を 得 た の で , その pseudocyst 内 
の 虫 体 の 構造 を 追求 し , それ と RH 株 虫 体 の 構造 の 比較 
を 試み た . pseudocyst は 接種 2 週間 後 よ り 脳 内 に 見 られ 
る よう に な り , その 直径 は 20x 々 に 達し な いも の か ら 50k 
を 超え る 範囲 と あつ て 変異 は 大 きい が , 感染 後日 を 経る 
に 従 つ て , その 平均 値 は 増大 する 傾向 に ある . pseudocyst 
内 の 虫 体 に は 卵 円 形 に 見 える も の と , 細長 く 見 える も の 
と ある が , 前 者 は 幼 若 な も の , 後者 は 成 聞 し た も の で あ 
る よう に 想像 され る . と この 成熟 し た と 思わ れる pseudo- 


cyst を Heidenhain 鉄 ヘ マト キシ リン で 染色 し て 見 る と 


個々 の 貝 体 の 一 端 に 濃 染 する 物質 を も つて いる こと と が 特 
徴 で ご ある. この こと こと は pseudocyst を ホモ ジ ナ イザ ー に か 
け て 破 壌 し て 得 た 虫 体 を 同様 に 染色 し て 確 め 得 た 所 で あ 
る . 一 方 pseudocyst を マウ ス の 腹腔 に 注射 し て 4 乃 至 
11 日 に 至る 間 に は 殆 ん ど 毎 常 , 増殖 型 の 虫 体 が 腹水 中 に 


見 られ る . と の 貝 体 を 同様 に 染色 し て 見 る と , pesudo- 
cyst 内 の 貝 体 と 同様 に , 前 端 に 濃 染 の 題 粒 が 見 られ る . 
pseudocyst 内 の 体 に も , 腹水 中 の 増殖 型 に も 明 
に は 認め られ な い . 然るに RH 株 に ょ つて 代表 され る 一 
般 の 虫 体 で は Heidenhain 鉄 ヘ マト キシ リン 染色 に よ ょ っ つ 
て , 明る い 核 と , その 中 に ある 1 個 の ヵ カリオ ゾー ム と が が 
明瞭 に 認め られ る . と の 点 は 著しい ちがい の よう で あ 
る . pseudocyst 内 の 貝 体 , それ を 接種 し て 得 た 腹腔 内 増 
殖 型 及び RH 株 虫 体 の 長径 , 幅員 及び その 比 を 求め て 
夫々 比較 し て 見 る と , 前 二 者 の 間 に は , 幅員 に お いて の 
み 有 意 の 差 が ある が , 長径 及び 比 に と は 有意 の 差 が 見 られ 
な い . RR 了 HI 株 は 総 て の 計測 値 に お いて , 前 二 者 と 有意 の 
差 を 示し た . 以上 の 形態 学 上 の 差 は , 株 の ちがい に ょ る 
本 質 的 な も の か , 或 は pseudocyst を 形成 する 過程 に あ 
ら わ れる 時 期 的 な 変化 で ある か は 判ら な い . 演者 等 は 章 
し ろ 後 者 の 考え 方 を 妥当 な も の と 考え た い . 


53. 中止 
54. Trichobilharzia ocellata (LaValette, 1855): 


Brumpt, 1931 に 関す る 研究 (1) 田中 実 ・ 千 頭 箋 ・ 存 
田 秀 雅 ( 阪 医大 病理 ): M. TANAKA, A. CHIKAMI & 


‘H. IsHIDA: Studies on Trichobilharzia ocellata (La- 


Valette, 1855) Brumpt, 1931 (1) 


水田 皮膚 炎 の 病原 体 の 一 種 が Trichobilharzia 
physellae (Talbot 1986) McMullen and Beaver 1945 で 
ある こと と は , 小田 (1958), 田中 (1959) に より 明らか に さき さ 
れ , 更に 小田 (1958) は 他 に TT ocellata (LaValette, 
1855) Brumpt 1931 類似 住 血 吸虫 の ある こと と を 指摘 し て 
いた . 私 達 は , と この TT. ocellata 類似 住 血 吸 虫 の 種 の 司 
定 を な すべ く 隠 岐 産 カ ル ガ モ の 腸 壁 より 採取 せる 雌雄 成 
虫 並び に 卵子 及び 中 間 宿 主 に お ける 自然 並び に 実験 的 育 
成 cercaria の 体制 に つい て 検討 し た . 雑 成虫 は , 体形 
細長 , 体長 4.938mm (以下 mm を 略す ), 体 幅 0.068, 
口 吸盤 0.047x 0.065, 腹 吸盤 径 0.051, 両 吸盤 間 距 離 

0.766, 食道 は 口 吸 盤 に 続き 腹 吸盤 直前 に て 分 岐 二 条 と 
な り , 受精 端 直前 0.014 に て 一条 な り 曲 折 
後 走 体 後 端 に て 盲 管 に 終る . 卵巣 0.280x 0.035 は , 腹 
吸盤 後方 0.816 こ あり , 受精 0.119x 0.030 に る . 

こと ょ りう り 卵巣 右側 を 前 走 す る 輪 卵 管 が ある . 卵黄 管 は 体 
後半 に 多数 見 られ る 卵黄 巣 を 連ね 前 走 し , 卵巣 左側 を 運 
つて 対 側 の 輪 卵 管 と 卵巣 の 前 0.035 に て 合流 し , 卵 形成 
腔 と 連なる . 子宮 口 は , 腹 吸盤 直後 に あり 卵 形成 腔 と 運 


( 36 ) 


“ 
; 
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る . 尾 端 は , 鈍 円 を 示す . 雄 成 虫 は , 体長 2.57, 体 幅 
0.062, 口 吸 0.054x 0.041, 腹 吸盤 0.065X 0.052 
両 吸盤 間 距 離 0.412, 口 吸 盤 に 続く 細い 食道 は 雌 虫 と 同 
様 , 腹 吸盤 直前 に て 分 岐 し , 二条 の 腸管 と な り 精 井 直 前 
に て 結合 一 条 と な つて 尾 端 近く に 終る . 全体 の ほ さ 中 央 
に は 内 面 に 多数 の 小 持つ 抱 溝 0.285 0.075 が あ 
り , その 前 部 に 精子 を 入れ た 漏斗 状 の 精 喪 0.306 x 
0.075 が 見 られ る . 抱 雌 溝 生々 後方 より , "7 の 長 円 形 の 
回 丸 が 並び 尾 端 近く まで 存在 する . 尾 端 は , 生々 膨大 し 
て いる . 卵子 は , 長 軸 が 弧 を 画 く 半月 状 , 大 き さ 0212X 
0.060 で , と これ ょ より 遊 出せ る miracidium は 容易 に Lym- 


naea japonica に 侵入 , 25~28 日 目 に cercaria の 遊 出 を 


認め た . この cercaria の 体制 は , 隠岐 産 肛 japomica に 
検出 訪 る 自然 育成 の cercaria の 体制 と 全く 一 致す る と 共 
に , Talbot(1986) 記 載 の C. ocellata 並び に 小田 (1958) 
の 類似 型 と 一 致す る . と の cercaria の 計測 値 , 体 長 0.295 
x 0.067 (0.817 Xx 0.06C 括 弧 内 は 自然 育成 cercaria) 
幹 尾 0.368x 0.046 (0.388 x 0.050 う , 岐 尾 0.212X 
0.080 (0.288 XxX 0.0383), 頭 部 器 0.095 x 0.024 
(0.100 x0.0883 う で ある . 又 , 人 体感 染 実 験 に と た より 皮膚 
炎 起 生 性 を 証明 し た . 上 記 成 虫 と 卵子 の 形態 及び mira- 
cidium より 実験 的 に 育成 せしめ た る cercaria と 自然 の 
cercaria と の 比較 検討 より , 本 住 血 吸 虫 を T. ocellata 
(Lavalette, 1855) Brumpt 1931 と 同定 する と 共に , 小 
田 の 記載 せる 住 血 吸 虫 の 一 種 も 同種 で ある こと を と こ に 
確認 する . 尚 本 種 は 三重 県 長島 , 青森 県 津軽 , 及び 福井 
県 三国 地方 に も 分 布 す る とこ と を 確 め た . 


55. Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1942) に 関 
する 研究 (3) 伊藤 康夫 ・ 野 村 一 高 ( 阪 医大 病理 ): Y. 

Iro&K. NOMURA: Studies on Trichobilharzia corvi 
(Yamaguti, 1942) (3) 


Trichobilharzia corvi (Yamaguti, 1942) McMullen 
et Beaver, 1945 の 成虫 及び 卵子 に つい て は , 1958 年 西 日 
本 支部 14 回 大 会 , 1959 年 28 回 本 学会 と て 発表 し た が , 本 
報 は miracidium (以下 M. と 略 ) の 形態 と 生態 に つい て 
述べ る . M. の 形態 観察 は 生鮮 材料 の 他 被 華 硝 子 下 に て 
Carnoy 固定 し た 全 形 標本 と Paraffin 切片 標本 を 使用 し 
た . 形態 , M. は 西洋 状 を , 大 0.149Xx0.056 
mm で , 体 表 に は 繊毛 上 皮 細 胞 が 規則 正しく 4 列 に 並び 
総数 22 箇 で , 配列 は 第 1 列 よ り 夫 々 6,。 『, 5, 4 で 
Trichobilharzia physellae, Trichobilharzia ocellata と 
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は 第 1 , 3 列 に お いて 数 が 異な り 9; び 日 本 
住 血 喚 虫 の M. に お いて は 6, 9, 4, 3 で 総数 は 一 致す る 
も 各 列 の 数 が 異な る . 繊毛 の 長 さ は 第 3 列 に て 最長 16.8 
z 基 他 は 4.6~14 ヶ mw で ある . 繊毛 上 皮 細 胞 間 に は 上 皮 
間 細 胞 が 存 し , 体 表 に 薄い クチ クラ 層 が ある . 皮下 細胞 
は 一 列 の 細胞 層 で 表皮 に 沿 つ た 紡 氏 形 細胞 に は 1.3~ 
8.5 X 7.8m の 長 椅 円 形 の 核 を 有 す . 皮下 筋肉 細胞 は 
2.8~4.2 Xx1.9 へ ~8.8 zm の 短 椿 円 形 の 核 を 有 す . 体 中 
央 部 や や 前 方 に 消化 器 厩 を 認め , 腸 細胞 の 長 さ は 全長 の 
約 リ 』 で, その 側 方 に 微細 征 粒 を 満 し た 一 対 の 大 な る 頭 
腺 が ある . 83.5~4.5 gz の 円 形 の 核 は 核 色 質 に 芝 し く , 
輸送 管 は 急激 に 細く 前 方 に 延び , 直径 2.8w の 管 と な り 
先端 に 開口 する . 細 4 箇 あ り , その 位置 , 排 
の 開口 部 は 血 虫 及び 日 本 住 吸虫 の M. と 等 し 
い . 消化 器 松 後方 略 々 体 の 中 央 部 に 神経 細胞 集団 を 認め 
1.3~3.5 g の 小 円 形 細胞 が 一 重 の 環 を な し て 配列 , 細胞 
数 は 約 81 で , 日 本 住 血 吸 虫 の 二 重 の 環 を な す 所 見 と 異な 
る . 用 細 胞 は 多角 形 大 形 で , 大 さ は 平均 3.8 ゞ 6.0 総 
数 12~20, 体 後半 部 に 分 布 す る . 核 は 大 形 透 明 , 1 人 箇 の 
核 小 体 を 有 す . 用 細 胞 の 配列 は 前 方 に 左右 2 群 , 後方 に 
1 群 の 3 群 に 分 れ て 存する . この 細胞 群 の 分 布 状 態 は 本 
種 に お ける 最も 特異 な 所 見 で , 本 邦 産 G. sturniae, T. 
physellae, T. ocellata D M., Ameel et al. 記載 の Trt- 
chobilharzia 属 諸 種 並び に Neuhaus の 述べ た T szidati 
の M. と 相違 し , 分 類 上 に も 意義 深き 特徴 と 思わ れる . 生 
態 , M. の 卵 り の 条件 は , pH 6.2~7.2 水温 15 
へ 83°C 特に pH 6.8~7.2 283~27C に お いて 最適 で あ 
る . 又 M. の 生存 域 は pH 5.6~8.0 4 ~40°C で , 最適 生 
存 域 は pH 6.8~7.6 16~34C で あり , 水温 27~385°C で 
最 も 活 沈 に 運動 する . な お , 十 数 種 の 淡水 産 具 に つい て 
本 吸虫 の 中 間 宿 主 性 を 検索 せる 結果 , 姫路 市 孝 外 に て 採 
取 し た チリ メン カワ ニナ Semzsulcospira kbertina rei- 
ana (Brot) の 一 亜 種 に 撰 択 的 に 侵入 する 事実 を 証明 し レ 


Cm) ( 阪 医大 病理 ) 野 村 一 高 
Trichobilharzia carvi (Yamaguti 1942) の miraci- 
dium を Semisulcospira libertina reiniana(Brot) に 感 
染 , その 中 間 宿 主 性 を 実験 的 に 追求 し , 感染 25 日 目 に と 
の チリ メン カワ ニナ の 肝 内 より sporocyst 及び redia 
を 見 出 し た . その 大 き さ は 0.440~0.966 Xx0.072 ~ 
0.141 mm で , その 中 に 見 られ る embryo は 0.125~ 
0.128 Xx0.135 ~0.141 mm で あつ た . 未だ cercaria の 

形態 は 見 られ な い . . 


(37 ) 


) 
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56. 家 時 の 実験 的 研究 
農大 獣医 ) : Y. ONo & S. KIMURA: Experimental 
studies on the fascioliasis in rabbits 


自然 感染 肝 の 胆 の う り 採 集 し た 肝 を 用 いて 
作 つ た メタ ケル カリ ア 10, 15, 20, 30, 60 個 を も つて , 
それ ぞ れ 家 兎 11, 6, 6, 10, 4 ,。 計 87 匹 に 経口 的 に 感 
を お こない, 50 一 404 日 を 経過 し , きた は し 
た も の に つい て , 感染 率 , 肝臓 胆管 こと お ける 肝 星 の 棲息 
部 位 。 寄生 肝 団 数 と 宿主 家 加 の 生存 日 数 と の 関係 , メタ 
ケル カリ ア の 作製 年 度 に よ ょ る 感染 素 の 比較 検討 を お こと な 
つた . 1) メタ ケル カリ ア の 感染 率 : メタ ケル カリ ア 10 
個 感染 群 は 10 一 100 平均 57.8%, 15 個 感染 群 7 一 672% 
平均 40%, 20 個 感染 群 0 一 55%, 平均 28.8 2, 30 個 感染 
10 一 872%2, 平均 4926, 60 個 感染 群 830 一 552 平 均 45.4% 
で あつ た . また 全 実 験 例 の 平均 感染 率 は 45.22% で あつ 
た た. 2) 肝臓 胆管 と に お ける 肝 蜂 虫 体 の 寄生 分 布 , 肝臓 に 
お ける 肝 四 の 棲息 部 は 主として 胆管 で あつ て , わずか に 
肝 表 面 , 肝 実 質 に みとめ た . 総 胆管 ( 肝 管 を 含む う の 387 
2 が も つと も 多く みとめ , つい で 内 左 葉 20.1%, 外 左 葉 
14.126, 内 右 葉 18.9%, 外 右 葉 8.72, 肝 表 面 8.1%。, 
胆のう 2.82%, 尾 状 葉 0.8 必 で あつ た また 全 頭 数 86 匹 の 
家 の うち , 総 管 に 寄生 し て いた 30 が 最高 で 
た , つい で 内 左 葉 26 匹 内 右 葉 28 匹 外 右 葉 16 匹 胆のう 7 
匹 , 肝 表 面 2 匹 尾 状 葉 1 匹 で あつ た . 8) 寄生 肝 里 数 と 
宿主 家 兎 の 生存 日 数 と の 関係 : 肝 目 1 一 5 令 の 感染 を み 
と め た 宿主 家 麹 の 生存 期間 は 69 一 404 日 平均 135 日 で あ 
つた . また 6 一 10 隻 で は 50 一 221 日 平均 108 日 , 1 ュー18 
隻 で は 54 一 830 日 平均 112 日 , 28 一 82 令 で は 52 一 175 日 
平均 100 日 の 生存 日 数 で あつ た . 4) メタ ケル カリ ア の 
作製 年 度 別に よる 感染 率 : 昭和 383 年 6 月 に 作 つ た ぇ タケ 
ルカ リア の 感染 率 は 54.1 を みとめ , 同年 12 月 の も の で 
は 25.226, 昭和 34 年 6 月 で は 602, 同年 10 月 の メタ ケル 
カリ ア は 452% の 感染 率 で あつ た . 6 月 に 作 つ た ぇ メタ ケル 
カリ ア は 最も 高い 感染 率 を 示し , 10 月 。 12 月 に 至る に し 
た が い 感 染 率 は 低下 する こと と を 知 つ た . 


57. 虫 の 染 動物 体内 に お ける 発育 に 関す る 研究 
影 井 昇 ・ 田 川 稔 ・ 阿 部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ( 鹿 大 二 病 理 ): 
N. KAGEI, S. TAGAWA, Y. ABE & E. HOoRI: Stu- 
dies on the development of Strongyloides stercolaris 
and S$. rati in the infected animals 


我国 の 南端 埋 美 大 島 と に み られ る 区 線 虫 症 の 研究 の 一 端 


小野 豊 ・ 木 村 重 (兵庫 


に お いて その 発育 並び に 寄生 部 位 の 問題 は , その 駆虫 の 
上 か ら も 重要 な 事 で ある に も か か わら ず , 幾多 の 疑問 を 
残し て いる . 我々 は 犬 並 びに ratte に ひと 並び と こね ずみ 
葵 線 虫 を 実験 的 に 感染 させ 夫々 の 糞 線 虫 が , 感染 後 短 時 
日 に と (ね ずみ で は 5 日 目 ) 成虫 に な り , 排卵 作用 を いと 
な む 事 実 を 見 出し た . 又 開 線 虫 は 宿主 の 腸管 に 寄生 し て 
始め て その 成長 を 完成 する も の の 如く , 感染 後 肺 臓 並び 
に 胃 の 中 より 見 出せ る も の は 未だ filaria 型 仔 虫 の 形態 
と 殆 ん ど 変 ら ず , わずか に 排 洪 橋 部 が 膨大 し て いる . 
感染 が ら 日 数 を 追 つ て と 殺せ る ratte の 工 線 虫 の 全長 
と 会 道長 の 関連 性 は 明らか に 寄生 後 は 同一 の 成長 速度 で 
成長 する と と は 自由 世代 の 成長 型 と 同様 で ある . し か し , 
自由 世代 の . rhabditis 型 仔 か ら fillaria 型 え 移行 
する 時 は 急激 に 食道 が 伸長 する . 腸管 に て 発育 完了 せる 
区 線 虫 母 虫 は , 腸管 の 上 部 に 最も 多く , 小腸 下部 で は 殆 
ん ど み られ ず 小 腸 の 前 20 に その 殆ど (75~8522) が 
その 寄生 数 の 多少 と か か わら ず 寄 生 し て いる . か くし た 
場所 の 切片 像 に お いて , その 母 虫 の 寄生 状態 を みる と 母 
虫 は 筋肉 下層 包 突入 し て いる . こと の 様 な 寄生 状態 は 釣 虫 
の 腸管 内 寄生 状態 と 全く 異な り , 区 線 虫 と 釣 虫 の 駅 虫 法 
は お の ず か ら 異 な ら ね ば な ら な いで あろ う . 


( 間 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 松 林 久 吉 
寄生 世代 の 雄 虫 は 見 られ ませ ん か . 

( ) 

見 られ ませ ん で し た . 

( カ 加 ) ( 岐 医 大 寄生 虫 ) 森 下 哲 夫 
寄生 世代 の 雄 は ね ずみ 区 線 虫 で は な い 様 で す . 


58. 的 に 投与 し た の 運命 に つい て (5) 柳 
井 富夫 ・ 李 玉 葉 ・ 近 藤 力 王 至 ( 徴 研 寄 生 虫 ) : T. YANAL 
L. OK’'yogp, K. KONDO: Studies on the bi haviour 
and fate of helminth eggs injected non-orally (5) 


異 所 組織 内 に お ける 各種 映 虫 卵 の 発育 , 宿主 の 反応 等 
に 関す る 研究 の 一 環 と し て , 著者 等 は 更に 家 兎 府 丸 を 用 
いて 実験 を 行 つた . 享 丸 は 恒温 動物 体外 に あつ て , 他 の 諸 
臓器 と 生 々 異な る 条件 に ある と 考え られ る か ら で あ る . 
豚 単細胞 期 約 5,.000~10,000 個 宛 成就 家 
内 に 注入 し , 3 日 ~56 日 に わた り 7 日 目 毎 に 塵 丸 を 一 便 
づつ 摘出 し , 連続 切片 標本 を 作り 観察 し た . 1) 虫 卵 の 
発育 について. 豚 単細胞 期 発育 は , マウ ス 体 内 
で は 2 へ ~8 細胞 , せい ぜ い 初 期 又 実 期 に と 止 る の が 普通 で 
ある が , 家 内 に お いて は , 約 10 後期 期 発 
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育 し 得 た . その 発育 を 主として 貝 卵 結節 内 の 虫 卵 集団 に 
つい て , や や 詳細 に 観察 し た 結果 , 結節 周縁 部 と 中 心 部 
と の 発育 速度 に 多少 の 差異 が ある 事 を 認め た . と これ ら の 
発育 状態 を , 時 間 を 追 つ て 観察 し , それ ら を 発育 指数 に 
ょ つて 表現 し た . 生 理 食塩 水 培養 虫 の 発育 
と 比較 する と , 結節 中 の 夫々 の 貝 卵 と の 対照 例 と は , 28 
日 目 所 見 に お いて , ほ ゞ 一 致す る と こと を 知 つ た 。. 2) 組 
織 病 変 に つい て . 虫 卵 は 主として 間 質 組織 中 に 集団 を な 
し , 又は 索 状 に 連 な つ て 存在 する . これ ら は , いずれ 
は , な 卵 結節 を 形成 し , は 遂 と は 変性 , 
壊 , 消失 (42 日 目 に は 消失 ) と 云う 運命 を た どる と れ ら 
に お ける な 病巣 の 時 間 的 推移 に と ともない, 
周囲 精細 管 上 皮 の 著 明 な 病 的 変化 ( 葵 縮 , 精細 胞 系 の 消 
失 等 ), 更に 虫 卵 の 消失 に 伴う , 精細 胞 系 の 見 事 な 復 元 は 
甚だ 興味 深い . 丸 間 質 組織 と に ぉ ける の 被 包 化 傾向 
は や や ゃ 遅く , 虫 卵 結節 は 14 日 目 以 後 の も の に 著 明 に 見 ら 
れる ( 他 の 臓器 で は 5 ~7 日 目 位 ). 浸潤 細胞 , 大 単 
細胞 , 沙 巴 球 , 小 円 形 細胞 , 線維 芽 細 胞 等 が 主 と し た も 
の で , エ オ ジン 細胞 は , 21 日 目 の も の に 著 明 で あつ た . 
間 質 小 血管 の 増殖 , 充血 , 血管 周囲 細胞 浸潤 は 著 明 で , 
虫 卵 消失 後に も 商 か な り 著 明 に 認め られ た . 精細 管 上 皮 
は 21 日 目 ~28 日 目 の も の に 高度 の 壮 縮 を 示し た . 中 に は 
精細 胞 系 が 全く 消失 し レ , 生 々 変性 し た セル トリ 様 の 細胞 
の みよ ょ より な る も の も 少な く な い . か か る 時 期 の 間 細 胞 の 
態度 は 種々 で , 中 に は 増 数 を 示し , 小 集 団 を みる こと と も 
ある . 24~56 日 目 の 精 上 皮 に は , 復元 閉 し い 精 細胞 系 の 
増殖 が 認め られ た . 


59. 経口 腔 染 後 の 大 の 園 有 宿 体内 に お ける 
発育 北村 ( 横 市 大 ): K. KITAMURA : 
Studies on the morphological development and migra- 
tory behaviour of A. caninum larvae infected through 
the oral mucous membrane of the normal host 


従来 釣 虫 の 経口 感染 な る 言葉 は 感染 仔 虫 が 胃 に 直 達 す 
る 場合 に の み 使 用 され て いた が , 明 時 に 口腔 粘膜 より 
感染 する 場合 と も 使わ れる べき で ある . 口腔 粘膜 より 感 
染 し た 仔 虫 の 移行 路 並 に その 形態 学 的 , 発育 に 関す る 研 
究 は 極め て 少な い . 余 は 犬 多 虫 感染 仔 虫 を 幼 犬 の 口腔 粘 
り 感 染 さ 20~72 時 間 後 に お ける 各 臓 器 内 の 仔 
の 数 及び 発育 期 を 精細 に 観察 し た . 即ち 釣 虫 の 感染 し て 
いな い 生 後 1 へ ~3 月 の 幼 犬 を ラボ ナー ル で 麻酔 し , そ の 下 
歯 銀 の 外側 根元 附近 に 培養 5 ~10 日 の 犬 釣 虫 感染 仔 虫 を 
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含 を 仔 虫 水 を 滴下 し て 感染 させ , 所 定時 間 後 に 必殺 し て 
各 臓 器 を ペプシ ンー アン チ フ マオ ルミ ン 又 は ペプシ ンー オキ オ 
ー ヤ ラッ クス 法 に ょ り 落 解 し て 鏡 検 し た . 発育 期 は 松崎 
の 発育 階 簡 に 従 つ た . 仔 虫 の 移行 経路 は 肺 , 気 管 , 喉頭 , 
食道 を 経て 胃 , 小腸 に 達する 事 が 明らか に 認め られ た . 
即ち 感染 後 20~24 時 間 で は 仔 虫 は 主 に 肺 , 気管 , 咽喉 頭 
の 領域 に 見 られ , 胃 , 小腸 に も 極 く 小数 は 認め られ た が , 
之 は 麻酔 覚醒 後に の み 込 ん だ 仔 虫 と 思わ れる . 30 時 間 前 
後 で は 和 肺 , 気管 , 咽喉 頭 , 食道 , 胃 に 多く 見 られ , 48 時 
間 後 で は 上 記 の 他 に 小腸 に も 相当 数 の 仔 虫 が 認め らち れる 
よう に な つた . 72 時 間 後 で は 肺 は 生々 減少 し , 気管 か ら 
小腸 に 下 つ て 多く 見 られ , 特に 小腸 と は 最も 多く の 仔 虫 
が 認め られ た . 感染 部 位 の 粘膜 に は 72 時 間 ま で 常に 仔 虫 
が 存在 し , 何れ も 発育 の 進ま な い 感 染 仔 虫 の 形態 を 示し レ 
て いた . 口腔 粘膜 より 感染 し た 仔 虫 の 発育 速度 (A)〕 と 
松崎 が 骨 に 直 達 させ た 場合 で CB) の それ と を 比較 する と 
(A) は 明か に 発育 が 遅く れ 有 且つ 不揃い で あつ た . 即ち 
感染 後 20~24 時 間 で は CA)〉 は 全部 証 期 前 期 で ある の に 
対し , (B) は 僅か で は ある が 中 期 の も の が 現われ る . 
80~32 時 間 で は CB〉) に は 有期 後期 が 8 も 現われ る の 
に 対し , (A) う に は 中 期 さ え , 8 %2 で 大 部 分 が 詩 期 前 期 
で ある . 72 時 間 で は (B) に は 『MV 期 後期 が 12 も 現われ 
る が , (A) に は 後期 の も の が な く , 了 W 期 前 期 で も 442 
に 過ぎ な い . 次 に 移行 部 位 と 発育 と の 関係 を 見 る と , 肺 
気管 , 咽喉 頭 , 食道 で び は 何れ の も の で , 期 以後 
の 仔 虫 は 胃 , 小腸 に と のみ 認 め ら れ た . 結論 , 口腔 粘膜 感 
染 時 の 移行 経路 は 主 道 と し て 肺 , 気管 , 咽喉 頭 , 食道 , 
胃 , 小腸 の 所 調 肺 条 匠 を 営み , その 発育 速度 は 胃 直 達 感 
染 の 場合 より 造 か に 遅れ 且つ 区 々 で あつ た . 


60. 内 に 犬 多 を 封入 し た 場合 に お ける 実験 
海野 泉 ・ 鎌 田 為 夫 (日 医大 内 科 酒 田 病 院 ): 1. KAINO 
& T. KAMATA: Study on the canine-hookworm 
enclosed in the gall-bladder of dog 


目的 , 臨床 的 に 稀 で は ある が , 胆汁 中 特に B 胆 汁 に 釣 
虫 を 認め , 且 細 菌 感染 を 証明 し 胆 乃至 胆道 炎症 状 
を 併発 し 釣 虫 が 或 る 程度 基 の 誘因 と な つて 居る が 如く 想 
像 され る 症例 が ある . すでに 参 木 氏 も 胆 虫 症 の 報告 中 手 
術 例 で 釣 虫 の 虫 体 を 胆 概 内 ょ り 証 明 さ れ て 居る . 以上 の 
事実 より 釣 虫 が 胆 に 棲息 可能 か か . を 
起す る か どう か を 確 め る 目的 で 本 実験 を 試み た . 実験 方 
法 。1) 実験 犬 は 成 犬 で 健康 犬 と 思わ れる も の を 使用 
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し , 封入 する 釣 成 虫 は 検便 に より 多数 釣 虫 を 保有 し て 居 
る と 認め た 犬 の 腸管 より 採取 し , 速 か に ペ = シ リン , ス 
トレ プ ト マ イシ ン を 各々 200»/cc 含有 する リン ゲ 久 氏 
液 で 充分 に 洗 潤 し た も の を 使用 し , 活 湊 に 運動 する 事 
を 確 め た . 2) 実験 犬 は 正中 縦 切 開 で 開腹 し , 胆 概 底 に 
タバ = ニ 縫合 を 行 つ た 後 其 の 中 央 より 注射 針 を 刺 入 し て 
胆汁 を 約 10cc 排除 し た 後 , 其 の 部 の 北 膜 に 約 0.5m の 
小 切 開 を 加え , 虫 体 を 6 ~10 令 封入 し , タバ コ = 縫合 を 結 
栓 し て 切開 創 を 閉鎖 し た . 腹壁 切開 創 は 2 創 に 縫合 閉鎖 
し , 当日 及び 翌日 は スト マイ 宛 筋 注 し た . 誠 
成績 , 1) 短 き は 術 後 3 日 より 長き は , 2 週間 和 飼 育 レ 
試 殺し た . に と より 胆 に 後 3 日 後 の No. 4, 

No. 10 の 2 頭 に 夫々 2 隻 7 令 の 虫 体 を 認め , 6 日 後 の 
No. 11 と 1 隻 , 8 日後 の No. 8 に 4 隻 の 虫 体 を 認め た . 

此 の 中 の 約 半 数 は 胆 埋 粘膜 に 吹 着 中 で , 何れ も 37°C の リ 
ン ゲ 久 氏 液 中 で は 活 沈 に 運動 し た . 2) 細菌 学 的 検査 , 

No. 7 より No. 12 迄 の 6 頭 に 対し て 虫 体 封 入 前 吸引 せ 
る 胆汁 を ャ マッ コン キー 氏 培 地 に 培養 し た が , 対照 の 虫 体 
を 封入 せ ず 胆汁 を 吸引 胆 井 底 に タバ = 縫合 の み し た No. 
12 に お いて は , 衝 前 術 後 共に 菌 陰性 な る に , 他 の 5 例 は 
虫 体 封 入 前 は 菌 陰 性 で あつ た が 誠 検 時 は 稚 後 2 週間 経過 
し 虫 体 を 認め ざる No. 7, No. 8 の 2 例 に 及ぶ 衝 総 て 
無数 の 大 腸 菌 の = ロニ =ー を 証明 し た . 8) 胆汁 軸 の 釣 虫 
, 胆 内 に 釣 虫 体 を 認め た 4 例 と 体 を 認め ず 
の み を 認め た 稚 後 9 日 目 の No. 6 の 胆汁 沈 湾 に は 多数 の 
虫 認め た . 4) 時 胆 の 肉眼 的 所 見 , 虫 体 を 
封入 し た 全 例 を 通じ て 正常 胆 枯 及 び 対 照 の No. 12 に 比 
較 す る と 程度 の 差 は あぁ る が 肥厚 し て 居り , 特に 虫 体 の 存 
在 し た 例 で は 充血 浮腫 状 で 和 夜 の 多く 附 着 する の を 認め 
まし た . 5) 腸 要 中 に 棲息 し た 釣 虫 の 生活 力 , 同一 実験 
犬 に お いて 胆 放 内 に 棲息 し た 釣 虫 と 腸管 に 寄生 し た 釣 虫 
の 生活 力 を 比較 する 為 に 生体 外 飼育 実験 を 行 つ た が 共に 
約 24~72 時 間 生 存 し 特に 差異 は 認め られ な か つた . 6) 

誠 時 胆 組織 所 見 , 部 粘膜 は 一 部 崩壊 剥離 し て 
小 浅 潰 瘍 を 形成 し , 潰瘍 底 に 繊 準 素 様 壊死 の 小 巣 を 認め 
た . 又 強 い 好 酸 球 浸潤 及び 中 乃至 高度 の リン パパ 球 プ ラス 
マ 球 単 球 浸潤 が あぁ つた . 又 非 吹 着 部 に お いて も 高度 の 好 
酸 球 の 浸潤 が 認め られ る も の が あつ た . 結論 . 1D 釣 成虫 
は 少く も 8 日 間 は 胆 概 内 に 生存 し 上 且 産 九 す る 事 を 証明 し 
た . それ 故 釣 虫 が 腸 上 部 に 寄生 し て いる 時 胆 松 機能 の 不 
全 の 際 極 端 な 場合 に は 胆 電 内 に 各 迷 入 し 生存 寄生 し 得る 
ー つ の 誰 と な る も の と 考え る . 2) 洗 虫 を 胆 
内 封入 実験 し た 事 に より 胆 井内 胆汁 に 細菌 を 証明 し た 事 


は , 臨 閑 的 に B 胆 汁 より 細菌 を 証明 し た 事 と も 附 合 し 腸 
容 炎 を 起 し 得る 証明 と も 考え られ まし た . 


61. 虫 の 径 一 特に 人 体 実験 に つい て (⑮) 渡 
辺 一 ・ 安 戸 一 水 野 ・ 柳 沢 利 ( 千 大 公 和 
H. WATANABE, K. YASUDO, T. MIZUNO & T. YA- 
NAGISAWA : Studies on the infection mode of hook- 
worm(5) Experimental infection on human host with 
the larvae bred with the blood 


我々 は 前 報 迄 に お いて A. d. 釣 虫 は ヒト に 対し て 経 
口 的 に 容易 に 感染 する が N. a. 釣 虫 は 経口 的 に は 感染 
が 困難 な こと を 報じ た . 著者 等 は N. a. 釣 虫 が 経口 的 
に 感染 が 困難 な こと の 理由 の 解明 の た め に 繊維 素 を 除 
去 し た ヒト の 血液 中 で 飼育 し た N. a. 釣 虫 の 仔 虫 を ヒト 
に 経口 的 に 投与 し た . 双対 凡 と し て 何等 操作 を 加え な か 
つた N. a. 釣 虫 仔 虫 (感染 期 任 虫 ) 及び 繊維 素 除 去 人 
血液 中 で 飼育 せる A. d. 釣 虫 仔 虫 を 夫々 ヒト に 経口 的 
に 投与 し た . 繊維 素 除 去 人 血液 中 で 飼育 し た N. a 及 
び A. d. の 仔 虫 は 次 の 如き 方 法 で 得 た . 即ち N. a. 及 
び A. d. の 感染 期 仔 虫 を 可 及 的 無菌 的 な らし め , 予め 
繊維 素 を 除去 し レ し て お いた 人 の 血液 中 で 96 時 間 に 豆 つて 飼 
育 し た . 実験 結果 : 1. 繊維 素 除 去 人 血液 中 で 飼育 し た 
N. a. 仔 虫 を ヒト に 経口 投与 . 被 検 者 は いづ れる も 健康 な 
釣 虫 を 含め て その 他 の 寄生 虫 の 感染 が 全く な い 4 人 に つ 
いて 行 つ た . 投与 仔 虫 数 は 第 1 例 395, 第 2 例 312, 第 3 
例 834, 第 4 例 401 で あぁ つた. 感染 実験 に お ける 自覚 症 
状 は 各種 項目 に 豆 り 追 完 し た が 全 例 に 殆 ん ど 異 常 を 認め 
な か つた . 血液 所 見 は 第 1 例 第 2 例 は 殆 ん ど 変 化 は 認め 
られ ず 第 3 例 第 4 例 が 初期 に 一 時 的 に 好 酸 球 が 軽度 に 増 
多 し た が , 約 2 ヶ月 半 で 正常 に 復 し 文 線 所 見 は 全 例 に 全 
く を 認め なかつ た. 虫 投与 後 の 虫 及び 仔 虫 の 検 
索 は 硫 苦 加 飽 和食 塩水 浮 海 法 (3 本 値 ) 及び 瓦 培養 法 
(2 枚 値 ) で 約 1 ヶ月 目 よ り 行 つた が 第 1 例 は 76 日 目 と 
84 日 目 に 不 受精 凡 ら し きも の を 発見 91 日 目 に 不 受精 卵 2 
箇 を 確認 し た , その 後 時 に 1 ~ 4 箇 の 不 受精 卵 を 得 た が 
瓦 培 養 法 で は 全 卵 陰性 で あつ た , 他 の 3 例 は な 全 期 間 に 下 
り 陰 性 を 続け た . 駆虫 は 四 塩 化 テ チレ ン を 用 い 第 1 例 は 
152 日 目 に 施行 し N. a. 成虫 の 2 隻 を 採 虫 し た . 第 
2, 第 3 例 は 218 日 目 に 第 4 例 は 164 日 目 に 施行 し た が 
数 は 0 で つた. 虫 後 第 1 例 は 2 ヶ月 間 他 の 3 
例 は 約 3 週間 虫 卵 及び 仔 虫 を 検索 し た が 何れ も 陰性 ご で あ 
つた . 2.N. a 感染 期 仔 虫 経口 投与 例 : 健康 な 男女 5 
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名 を 選び 何等 操作 を 加え め め 14 日 目 の N. 虫 の 
大 量 を 容 腹 時 に ゾン デ を 用 い 胃 中 に 投与 し 直後 大 量 の 水 
600 ~1,850 cc を 飲用 せしめ た . 仔 虫 投与 数 は , 第 1 例 
8i4, 第 2 例 560, 第 3 例 538, 第 4 例 888, 第 5 例 
1,169 で あつ た . 自 他 覚 症状 の 変化 は 殆 ん ど 皆 無 で あつ 
た . 駆虫 の 結果 , 第 5 例 か ら N.a 成虫 の %1 を 得 た 
が 他 の 例 で は すべ て 排 虫 数 は 0 で あつ た . 8. 繊維 素 除 
去 人 血液 中 で 飼育 し た - A.d. 仔 貝 を セト に 経口 投与 し 
た 例 A. d. 仔 虫 を 素 除 去 中 に 96 時 間 し 16 
球状 の 人 封入 し 水 600ce と 共に させ た 例 で は 
咳 刺 , 咽頭 異常 感 , 腹痛 その 他 を 訴え , 好 酸 球 増 多 が 認 
め ら れ た . 貝 卵 及び 仔 虫 の 検索 に お いて は 8" 日 目 に 受精 
卵 の 排出 を 見 , 同時 に 瓦 培 養 法 で も A. d. 仔 虫 を 得 た . 
に よ つ て A. d. 成虫 8 計 8 を 得 た . 


62. 虫 の 径 特に 人 体 実 験 に つい て (⑯) 
野 朝 ・ 長 瀬 信 一 ・ 水 野 哲夫 ・ 柳 沢 利 喜雄 ( 千 大 公 衛 ) : 
A. OGINO, S. NAGASE, T. MIZUNO & R. YANAGI- 
SAWA: Studies on the infection mode of hookworm (6) 
On experimental infection on the human host with the 
isolated larvae from the lung of the infected rat 


アメ リカ 釣 虫 は 経口 的 に は 人 に 感染 し 難い 事 を 今 ま で 
の 報告 に より 人 述べ て 来 ま し た が , と の 理由 解明 の た め , 
私 は アメ リカ 釣 虫 の 感染 期 仔 虫 を ラッ テ に 経 皮 感 染 さ 
せ , 48 時 間 後 ヒ に ラッ テ の 肺 臓 に 移行 せる 仔 虫 を 取出 し , 
こと これ を 人 に 経口 投与 し , 5 名 中 4 名 に 軽度 の 好 酸 球 の 増 
加 を 見 , この 4 名 中 2 名 に アメ リカ 釣 虫 の 感染 の 成立 を 
た の で 報告 致し ます . (実験 方 法 ): 実験 に と 用 いた 仔 虫 
は 瓦 培養 法 で 得 た 培養 後 10 日 目 の 仔 虫 で , この 仔 虫 を ラ 
ッ テ の 背中 に 経 皮 感 楽 させ , 48 時 間 後に 肺 臓 に 移行 せる 
仔 虫 を 取出 し , これ を 人 に 経口 投与 し た . 被 検 者 は 健康 
な 成人 5 名 で , いづ れ も と こと 数 年 来 釣 虫 の 感染 な き を 確 
め , 5 名 中 4 名 に は ゼラ チン カプ セル の 中 へ 仔 虫 を 入 
れ ,。 他 の 1 名 た に は マー ゲン ゾン デ で 胃 中 へ 投与 し た . 投 
与 虫 数 は 夫々 58, 56, 124, 51, 48 隻 で あぁ あり, 投与 前 後に 
与え た 水量 は 500~1,000 ml で あつ た . (実験 成績 ): 
実験 後 自覚 症状 に つい て 特に 全身 所 見 , 消化 器 系 , 呼吸 
器 系 。 神経 系 所 見 等 に つい て 観察 を 行 つ た が 遂に 5 名 共 
何等 の 自覚 症状 を も 訴え な か つた . 他 覚 的 所 見 に つい て 
は 血液 所 見 及び 胸部 文 線 , 血 沈 , 胸部 理学 的 所 見 等 に つ 
いて 検査 を 行 つ た が , 血液 所 見 中 の 好 酸 球 に 変化 を 認め 
た 以外 に は 有意 の 変化 は な か つた . 即ち 第 1 例 で は 好 酸 


球 は 実験 前 5 2 で あつ た も の が 実験 後 1822 に まで 達し 駆 
虫 前 に は 5 2 となり 周 虫 後 も 5 % で あつ た . 第 2 例 で は 


好 酸 球 に も 有意 の 差 を 認め な か つた . 第 3 例 で は 実験 前 


3 最高 102%, 駆虫 前 4 駆虫 後 も 4 で あつ た . 
第 4 例 で は 実験 前 , 2 2, 最高 8 %, 駆虫 前 3, 
後 3 2 で あつ た . 第 5 例 で は 実験 前 2 , 最高 9 2, 駆虫 
前 622, 駆虫 に より 226 と な つた . 実験 開始 後 約 1 ヶ月 
日 より 毎週 1 回 検便 と 培養 に より 貝 卵 と 仔 虫 の 検索 を 行 
い 第 1 例 で は 実験 後 10 週 目 に , 第 5 例 で は 8 週 目 と いづ 
れ ぁ を 不 受精 卵 の 排出 を 見 た . 其 の 後 も この 2 例 に の み 不 
受精 卵 の 排出 を みた が 培養 に よる 仔 虫 の 発見 は 出来 な か 
つた . 実 給 開 始 後 6~7 ヶ月 目 に 全員 に 四 塩 化 エ チレ ン 
(17~20 球 ) に より 駆虫 を 行い , "72 時 間 後 ま で の 排出 金 
便 の 検索 こよ ょ り 不 受精 卵 の 排出 の あぁ つた 第 1 例 及び 第 5 
例 に 各々 一 の 成虫 を 得 た 。 排出 虫 体 を 下 に 
検 す る に 体内 に 多数 の 不 受精 卵 を 認め た . アメ リカ 多 虫 
を ラッ テ に 経 皮 感染 後 48 時 間 目 に 肺 臓 より 取出 せる 仔 虫 
の 経口 感染 は 5 名 中 2 名 に 感染 が 成立 し , その 感染 率 は 
夫々 1.7226 と 2.0922 で あつ た . 


63. 虫 の 人 体 実験 森下 哲夫 ・ 小 林 端 穂 ・ 小 林 
飯田 正雄 ・ 堀 田 恭平 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : T. MORISITA, 
M. KOBAYASHI, A. KOoBAYASHI, M. & K. Hor- 


TA: Experimental human infection with pinworm. 


eggs 


虫 各 200 個 を 一 に 7 人 が し , 連日 T. M. 
swab に よ ょ つて 検 氏 した. 1 人 に 26 日 目 に 最初 の 虫 卵 を 
見 出し , この 日 に 他 の 1 人 の 大 便 中 に 雄 成 虫 を 見 出 レ 
た , 81 日 目 に 2 人 に 虫 卵 を 見 出し た が 本 格 的 に 虫 卵 が 見 
出さ れ た の は 51 日 目 か ら で 54~"?2 日 目 位 は 最も 虫 卵 検出 
率 が 高 か つ た . し か し 各 人 共 断 続 的 に 虫 卵 が 証明 され る 
も の で 最後 に 虫 卵 を 証明 し た の は 84 日 目 で あつ た . 以後 
101 日 目 包 連日 検 所 し た が 虫 卵 は 陰性 を 続け た . 101 日 
間 虫 卵 を 肛 囲 か ら 証 明 出 来 な か つた 者 が 1 名 あつ た . 

( ) ( 研 寄 生 ) 森 下 

時 虫 卵 の 検出 は 感染 の 結果 を 示す も の で ある と と は 理 
論 上 正しい . 然 ら ば と れ を 治療 する 場合 , 既に 腸 内 に 虫 
体 の いな いと と が あり 得る 訳 で あり , 治療 効果 を 正しく 
判定 する と こと が 出来 な い . 然 れ ば 治療 対象 を 如何 に し て 
選ぶ べき か に つい て 高見 を 承り た し . 私 共 の 方 で 3 回 検 
査 で 卵 陽性 で あつ た も の に つい て 約 15 日 後 再 検査 し た 結 
果 , 大 部 分 と お いて 卵 陽性 で あつ た と と か ら ; 少な く と も 
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現在 の 如き 感染 状態 か ら 云 つて , 1 回 検査 で 陽性 で あつ 
た 者 は , 尚 感染 が 継続 し て いる と 常識 的 に 考え て も 良い 
か と 思わ れる が , と これ に 対す る 高見 を 承り た し . 

( 和 

1) ある 時 期 に 感染 し た 虫 卵 群 か ら の 雌 虫 の 寿命 は 26 
ーー84 日 と 区 々 で ある の で , 複雑 な 問題 が あり , 一 般 的 に は 
ある 時 期 に 肛 囲 と 虫 卵 を 証明 し た 者 は 現在 も 腸 内 に 雌 虫 
を 有する で あろ う . し か し 肛 囲 の 虫 卵 検出 は 断続 的 な と 
が 多い . 2) 従 つ て 御 説 の 様 に 8 日間 に 1 度 又 は 2, 3 
陽性 の も の は 恐らく 15 日 後に も 虫 陽性 の 公 
算 は 大 で あー う . 


64. 実験 家 に だ ける 肝 中 枢 神 経 内 迷 入 に つい 
て 上野 計 ・ 渡 辺 昇 蔵 ・ 田 中 正三 ・ 藤 田 消 吉 (家畜 衛 
試 ) : H. UENO, S. WATANABE, S. TANAKA & J. 
FUJITA: On the migration of Fasciola hepatica into 


‘the central nervous system of the rabbits 


人 益 に お ける 肝 蜂 の 迷 入 例 は し ば し ば 報告 さき され て い 
る , その 主 な る 部 位 は 皮下 , 筋肉 , 肺 , 騰 , 腸 間 膜 , 洲 巴 
腺 , 子宮 な ど で あ る . 吾 々 は 全く 異な つた 目的 の た め 肝 
映 メ タ セ ルカ リア (以下 メタ ) の 非 経 口 感染 並び に 経口 感 
染 試 験 に お いて 肝 里 幼 若 虫 の 硝 髄 内 迷 入 例 を 経験 し た の 
で その 概要 を 報告 する . 1. 非 経口 感染 と ょ る 迷 入 例 は 
被 除き = シリ ン スト マイ 100 >/cc 液 に 
1.5 時 間 浸 潰し 雑菌 の 混入 を 防止 し た . 実験 家 兎 は 12 頭 
で "7 頭 は 背部 筋肉 内 , 5 頭 は 皮下 に 夫々 50 個 の メタ を 接 
種 し た , 沿え タ の 感染 力 を 確認 する 対照 と し て 5 頭 の 家 
兎 に 経口 感染 させ た . 実験 成績 : メタ の 傘 部 筋肉 内 接種 
例 7 頭 の うち 1 頭 は 注射 後 17 日 目 に 鑑定 殺し た と ころ 接 
種 局所 に 細長 な 出血 を 見 た ほか 著 変 な く , 貝 体 は 検出 出 
来 な か つた . 他 の 6 頭 は いずれ も 感染 後 88 日 目 か ら , 60 
日 目 の に 後 麻痺 に 陥り 2 一 5 日 の 経過 で きた わ 
類 死 期 殺 処分 し た . メタ の 皮下 接種 例 の 5 頭 の うち 2 
例 は 麻痺 に 陥 つ た が 8 例 は 100 日 以上 無 症状 に 経過 し レ 
た . と これ ら の 麻 益 陥 つ た 家 兎 を 詳細 に 検索 し た 結果 注 
所 の 筋肉 内 出血 , 虫 道 , 死 , 筋肉 の 様 変性 及び 
椎 , 下 出血 , 灰 白 質 部 出血 , 虫 道 等 が 認め ら 
れ 5 頭 の り 1~32 の 肝 蜂 幼 体 を 検出 し た , 
より 肝 の 証明 出来 な か つた 例 に お いて も 接種 部 
位 筋 肉 の 変 状 は 同様 な 所 見 で あつ た 対照 5 
例 (経口 感染 ) は いずれ も 肝 に 肝 蜂 寄生 を 認め 供 試 メ タ 
の 感染 力 を 確認 し た . 2. 経口 感染 に よる 迷 入 例 Fas- 
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aiola gigantica の 分 布地 域 , 神奈 川 県 津久井 郡 の 自然 感 
染 員 か ら 採 取 し た メタ を 経口 的 に 感 浴 さ せ た 家 兎 43 頭 の 
うち 3 頭 が 2 カ月 前 後 の 経過 で 麻痺 に 陥り 誠 検 の 結果 非 
経口 感染 家 兎 と 同様 な 筋肉 内 出血 , 騰 様 変性 , 虫 道 並 び 
に 内 出血 , 虫 道 を 認め 2 頭 の 肝 若虫 を 
検出 し た , 尚 有 時 に も 肝 妖 寄生 が あつ た . 


65. 肺 虫 症 の 貝 成 機 序 に 関す る 実験 的 研究 
田 勝美 ・ 田中 健蔵 (丸大 胸部 疾患 研 ) 実 藤 昭一 ・ 村田 
早苗 ( 九 電 病院 ): K. KAIDA, K. TANAKA, S. SANE- 
FUZI & S. MURATA: Experimental studies on the 


wormcyst formation in the lung paragonimiasis 


肺 吸虫 症 の 形成 機 序 に 関し て , われ われ は 
的 並び に 実験 的 に 検討 し て きた が , 今回 は 貝 井 腫 形成 に 
は アレ ルギー が 関与 する と の 観点 か ら 実 験 を 行ない , ま 
た と れ に 及ぼす 副腎 皮 質 ホ ル モ ン の 影響 を 検討 し た . 第 
1 実験 : 大 平 肺 吸虫 の 冷凍 乾燥 虫 体 粉末 (以下 乾 虫 末 ) 
の 50 倍 抽出 液 で 静 注 感 作 し た 家 兎 5 羽 (1 群 ) に , 流動 
パラ フ マ ィ ン と 脱水 ラノ リン の 混和 液 (以下 流 パ ・ ラ 液 ) 
に 乾 虫 末 の 均等 浮遊 液 の 2 次 抗原 を , 直接 肺 内 に 1ml 
宛 射 し , 30 日 後に し た . 対照 に は 非 感 作家 5 
羽 (I 群 ) に 2 次 抗原 及び 非 感 作家 羽 ( ) に , 
流 パ ・ ラ 液 を 同様 に 処置 し た . I 群 で は 全 例 に 内 径 5 ~ 
15mm の 雲 腹 の 形成 を 認め , I 群 で は 1 例 に 内 径 25mm 
の を , 2 例 に 内 径 ! ~ 2 mm の 小 電 を , 他 の 2 例 
に は 認め な か つた 。 重 群 で は 全 例 に 要 腫 は で き な か つ 
た . 組織 学 的 に は I 和 群 で は 先 に 報告 し た 虫 格 種 と 全く 類 
似 の 所 見 を し , 1 例 は 気管 性 あつ た . 
群 の 小松 腹 は 比較 的 初期 で 線維 形成 も 僅か で ある . 即ち 
被 感 作 家 兎 に の み 雲 腫 形成 を みる . 第 2 実験 : 乾 虫 末 の 
し た 流 パ ・ 液 ・ 肺 キス を 皮下 接種 し , V.B.S. 
反応 陽性 の 感 作 家 加 , 大 平 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア を 経 
口 投 与 し た 家 無 処置 家 に , 流 パ ・ ラ 虫 末 液 
0.5ml を 直接 肺 内 に 注射 し , 48 時 間 後に 誠 検 し た . 皮 
下 感 作 群 に は 軽度 な 出血 及び 肪 膜 炎 , 経口 感染 群 で は 
等 度 の 出血 及び 肪 膜 炎 , 無 処置 群 は 出血 を 伴 な う 小 出 性 
炎症 及び 及 膜 炎 で , 顕微 鏡 的 に は 既報 の 虫 体 の 肺 内 侵入 
時 の 湖 出 性 炎症 期 の 組 織 像 と ほ さ 同じ 所 見 を 量 し て い 
る . 経口 感染 と 出血 が 著 明 で 各 群 に 肪 膜 炎 を 認め る . 以 
上 の 2 実験 成績 より ,。 貝 覆 腫 の 形成 に は 虫 の 機械 的 刺激 
と は 別に , 虫 体 成分 或 は 虫 の 代謝 産物 と よる 感 作 に ょ つ 
て , は じ め て お と る こと と を 示 唆 し , アレ ルギー 性 炎 が 重 
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要 な 役割 を 演じ て いる と 考え られ る . 第 3 実験 : 犬 3 頭 
に 大 平 肺 吸虫 の メタ セル カリ ア "70 隻 を 経口 投与 後 , 2 週 
目 よ り 連 日 プレ ド = ソ ロン (以下 P) 10mg を 投与 し , 
総計 500~650 mg で 誠 虫 は P 非 使用 群 
に は 壁 の 厚い も の 32 個 , 薄い も の 8 個 に 対し , P 使 用 群 
で は , 前 者 10 個 , 後者 832 個 で ご あり, 組織 学 的 に も , P 使 
用 群 に は 線維 形成 及び 勝原 化 が 抑制 され , 壁 は 薄 
く , 或 は 粗 苔 な も の が 多い 傾向 が 認め られ る . と の こと 
と に ょ り , P を 本 症 の 初期 に 使用 すれ ば 価値 ある も の と 
考え る . 

( 加 ) ( 千 大 医 動物 ) 吉 村 和裕 之 
虫 井 形成 機転 を 実験 病理 学 的 な 立場 か ら 解 秋 さ れ た 点 
に は 私 も 同感 で あり ます が , 一 方 寄生 虫 学 的 に 例え ば 単 
数 寄生 の 場合 は 虫 格 形 成 が み ら れ な い . 即ち 寄生 数 や 虫 
体 の 発育 等 の 観点 か ら も 猫 多 く の 問 題 が 残さ れ て いる 様 
で ある . 


66. 膝 ト リコ モナ ス の マウ ス 接 種実 験 織田 行 正 ・ 高 田 
季 久 ( 阪 市 大 医 動物 ) Y. ORITA & S. TAKADA: Stu- 
dies on experimental infection of mice with the pure 
cultured Trichomonas vaginalis 


第 1 に つい で , リコ モナ ス vw.) を マウ ス 
の 腹腔 内 に 500 万 を 0.1cc の 生理 食塩 水 浮遊 液 と し て 注 
入 し , 38 日 目 毎 に 前 検 し た 結果 , 87 株 , 42 株 , M 株 すべ 
て が 6 日 目 の 誠 検 に と より 全 被 験 マウ ス の 胃 下 部 大 網 内 に 
径 約 3 る 一 Ymm の 膜 瘍 形成 を 認め , その 中 に TT. v. の 生 
存 を 確認 し た . その 他 有 購 鼻 は 肝 葉 , 肝 門 部 , 腸 間 膜 に も 
形成 され た が , 腹腔 内 に 遊離 せる 生 原 虫 は 少数 に 認め た 
に すぎ な か つた . マウ ス ヌ 腹 腔 内 へ 獣 談 末 10mg. 炭酸 パリ 
ュー , カル シュ ー ム , 酸 各 々 1mg を 注入 
し た 場合 生 原 虫 注 入 と 同一 の 場所 に 集積 し , 更に T.v. 
を 凍結 融解 し た も の , 55'C 一 80 分 加 温 し た も の , 培養 4 
昼夜 で 自然 死滅 し た も の 各々 を 500 万 ずつ 注入 し た 場合 
生 原 虫 と 同一 の 場所 に 外見 上 全く 類似 の 形成 
し た . 但し 大 き さ は や や 小さ く , 又 形 成 例 も 約 半 数 で あ 
つた .。 つい で , アミ = トロ ゾ ジール, トリ コマ ャ イシン, グラ 
ミシン ジン J を 腹腔 内 及び 経口 投与 し て 誠 検 し た 所 , それ 
ぞ れ 抗 ト リコ モナ ス 作 用 が 比較 し 得 た . 結 言 , T. v. は 
マウ ス の 皮下 , 筋 内 及び 腹腔 内 に お いて 肝 瘍 を つく る が 
形成 の 確実 で 判定 の 容易 な 方 法 は 腹腔 内 接種 法 で ある . 
皮下 に TT. v. を 接種 し た 場合 , 虫 体 数 が 多い と 早期 に 自 
潰 排 溢 さ れ , 少な いと 中 収 治 癒す る . 筋 内 に 接種 し た 場 
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合 , は 短期 間 に 収 自然 治 する 事 が 多い . 腹腔 
に T.v. 生 原 虫 500 万 を 注入 し た 場合 6 日 目 の 衣 検 で 直 
下部 大 綱 内 を 多発 部 位 と し て 騰 瘍 が 全 例 に 認め られ , そ 
の 中 に T.v. 原虫 の 生存 が 認め られ る . 肛 間 中 に て T. v. . 
原虫 の 生存 し な いも の は 既に 治 期 に ある も の と 考え ら 
れる . マウ ス の 腹腔 内 に 無機 異物 及び 原虫 の 死 虫 体 を 注 - 
入 し て も 腰 瘍 状 の 集 塊 が 形成 され , その 場所 は 生 原 虫 注 : 
入 の 場合 と 全く 同一 場所 で ある . T. v. 生 原 虫 500 万 を 
腹腔 内 に 接種 され た マウ ス を 用 い zz vzvo に お ける 薬 痢 
の 抗 ト リコ モナ ス 作 用 検定 が 可能 で ある . 上 記 方 法 で 検 
査 の 結果 , アミ = トロ ゾ ソール, トリ コマ イシ ン , 及び ダグ 
ラミ シン ジン J が 極め て 有効 な 抗 ト リコ モナ ス 作 用 を 有 す - 
る 事 を 確認 し た . か く て マウ ス を 用 いて 抗 ト リコ モナ ス 
作用 を 有する 薬剤 の 効力 検定 を な し 得る と 云う 結果 を 得 
な 。 


67. Trypanosoma の AK 型 に 関す る 遺伝 学 的 研究 : 
(16) マウ ス 体 内 の 生 原 虫 に だ ける 耐性 の 種 間 移行 猪木 
三 ・ 小 野 忠 ( 研 寄 生 虫 ) : S. INoK! & TT. ONo : 
Genetic studies on the AK form of Trypanosoma (16). 
Interspecific transfer of drug resistance in mouse bet- 


ween two species of living protozoa 


1958 年 猪木 ちら は Pararosaniline 耐性 に 関し て 原虫 で も .、 
transformation (形質 転換 ) が 起り 得る こと を 発表 し た . 
それ 以来 と の 興味 ある 現象 の 解析 を 更に お し 進め , Ki- 
neto plast に 関す る transformation が 例え kinetoplast 
を 欠い た 耐性 の 刀 evansz を donor と し て も 起り うる 
と いう 事 , 叉 ) これ は 同じ species の 間 の みな ら ず , 感 : 
受 性 動物 , 分 布 城 , vector 等 が 全く 異 る 二 種 の 原虫 , 即 
b ち T evansi と T. gambiense の 間 で も 起り うる 事 , 等 
を 明らか に し た . 今回 の 実験 は と これ ら の 知見 を 基 と し た - 
も の で あり , Pararosanilne 85mg/kg マウ ス 量 耐性 株 の 
7. evanss (この 株 は AK 型 が 100% で ある た め , 直接 
Kinetoplast に よ ょ つて 耐性 の 有無 を 調べ る こと こと は 出来 な い 
が T. gambiense の 85mg/kg マウ ス 量 耐性 株 で は Para- 
rosaniline 10mg/kg マウ ス 量 に ょ る AK 誘 発 試 験 に と よ つ 
て AK 型 が 約 6 し か 出現 し な い 〕 が AK 型 , 感受 性 株 
の 7. gambiense (この 原虫 に 感染 し た マウ ス に AKK 誘 
発 試 験 を 行う と AK 型 が 約 28 出 現す る ) が K 型 (Kine: 
toplast を $ つ た 原虫 が 99%) で ある 所 か ら , kinetopl- 
ast の 有無 を merkmal と し て 生き た 二 種 の 原虫 を マツ 
ス に 同時 に 感染 せしめ , knetoplastt を も つた 原虫 即ち 


(43 ) 
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性 株 の gambiense (以下 株 の gambiense 
と 略 ) が 耐性 を 獲得 する か どう か に つい て 実験 を 行 つ 
た . 実 給 は 8S 株 の gambiense と 耐性 の TT evansi 
を 1 容 (7 Xx40 倍 の 顕微 鏡 で 1 視野 1 匹 の 原虫 0.02ml) 
対 1 容 ~15 容 の 割合 で 健常 マウ ス の 皮下 に 接種 し て 感染 
せしめ , 8~5 日 後に 血液 中 に 出現 し た 原虫 に つき AK 
型 原虫 の 数 を 調べ た . その 結果 , 1 容 対 1 容 の 場合 は 4 
例 中 3 例 . 1 容 対 2? 容 で は 3 例 中 2 例 , 1 容 対 3 容 で は 
8 例 中 1 例 , 1 容 対 7 容 で は 2 例 中 1 例 が 1 以下 の A 
を 有 て いた . と の と と は , evanss で は AK 型 
が 1002% で ある と と , kinetoplast が 感染 性 の も の で な い 
と と , 等 か ら 出 現し た 原虫 が お そら く TT gambiense で 
ある と と を 意味 し て いる も の と 思 は れる . 次 に と の 原虫 
及 1% 以 上 の AK 型 が 認め られ た 原虫 (この 場合 は 
evansz も 現し た も の と 思わ れる に つき 発 試 
験 を 行 つ た . その 結果 , いずれ も AKK 型 原虫 の 数 は 少な 
く 明らか に 耐性 を 獲得 し て いる の が 認め られ た . そし て 
と の 耐性 化し た 形質 は 遺伝 的 に 何 代 も 縦 続 した. 一 方 対 
照 と し て 8S 株 の T gambiense の み , あるいは T. gam- 
iense と 感受 性 株 の . evansi (AK 型 ) を 接種 し た も 
(の で は AK 型 原虫 の 百分率 が 高く , 全く 耐性 の 獲得 が 認 
: め られ な か つた . 以上 の 実験 は いずれ る も 2 種 原虫 を 皮下 
に 接種 し た が , 次 に 両 種 原 虫 を 別々 の 部 位 即 ち 皮 下 と 上 腹 
腔 に 接種 し た . その 結果 , 出現 し た 原虫 は 接種 し た 2 種 
原虫 の 割合 に 一致 せ ず , AK 型 原虫 に か な り 多 い 少 な い 
が 認め られ た が , いずれ も 多かれ 少な か れ , 耐性 を 獲得 


68. トリ コモ ナス の 涯 粉 分 解 能 に 関す る 研究 (3) 高田 
季 久 ・ 亀 田 幸 政 ( 阪 市 大 医 動物 ) : S. TAKADA & Y. 

KAMEDA: Studies on the amylolytic activities of Tri- 
chomonades(3) 


第 2 報 まで に 我々 は , 4 種 の トリ コモ ナス 即ち Z 
vaginalis (T. v.), T. tenax(T. t.) T. gallknae (T.g.) 
及び T foetus (T. f.) に つい て カッ プ 法 及び 光電 比 色 
計 に ょ つて 各々 の 湖 粉 分 解 能 を 検討 し た が , 今回 は 更 ら 


に ワー ルプ ブル グ 検 圧計 及び ペー パー クロ マト グラ フン に よ 


つて 4 種 ト リコ モナ ス の 涯 粉 分 解 能 並 びと その 分 解 速 度 
等 を 観察 し , 前 回 まで の 成績 と 比較 考察 し た . それ 等 の 
結果 を 総括 すれ ば 以下 の 如く で ある . 1) 4 種 ト リコ モ 
ナス は いずれ る も 泊 粉 分 解 能 を 有 し , その 強 さ は , TT. t., 
.v, 及び T. の 順 で あつ て , T. f. は 最も 
. あつ た . 粉 分 解 能 の 強 さ に ょ より 4 種 原虫 の 区 別 


が 可能 で ある . 2) 各 ト リコ モナ ス 共 , 湖 粉 分 解 能 は 生 
原虫 , 虫 体 内 成分 及び 培 お いて 認め られ た が , 
体 成 分 に は 認め られ な か つた . 3) T. vw. (500 万 /cc) 
及び (100 万 /cc} の 体内 分 の 分 解 能 は , 
血清 及び e-amylase 2 ~ 4 y/ce 溶液 の 活性 と ほ さ 一 致す 
る . 4) カッ プ 法 に お ける 判定 時 間 は 48 時 間 が 適当 で あ 
り その 場合 生 原虫 が 最も 強く, 体内 成 これ に 
次 ぎ , 培養 液 が 最も 弱い . 5) 光電 比 色 計 に ょ る 観察 で 
は (反応 時 間 30 分 ), 各 原 虫 共 虫 体 内 成分 が 最も 強く , 培 
養 上 清 が ぶ こ れ に 次 ぎ , 生 原 虫 が 最も 弱 か つ た . 6) 基質 
を 油 粉 と し た 場合 ワール プル グ 検 圧計 に お ける 各 生 原 
虫 の 酸素 消費 は, T. v. が 最も 多く g は TT. v. 
の 約 半 量 で あり , T.f. は T.v の 約 10 分 の 1 で あつ た . 
v, Tt 及び TT. g. の 分 解 経過 は , ペー 
ペー クロ マト ジグ ジラ より; マル トー ス ダル ス を 
検出 する 事 に と にょ よ つて 観察 され た が , T. f. に お いて は 朗 
め ら れ な か つた . 以 上 の 事実 より 前 者 3 種 の 原虫 は amy- 
lase と 同時 に maltase を も 有する 事 を 知 つ た . 

( 問 ) ( 慶 大 寄生 ) 見 三 

実験 に 用 いた richomanas tenax は 無菌 培養 株 で し レ 
よう か 

( 

無菌 培養 株 で は あり ませ ん が , 原虫 を 数 回 洗 浴 し た 化 
Penicilbin 及び Streptomycin を 加え 一 時 細菌 の 増殖 を 抑 
え , 又 洗 浴 液 を 対照 と し て 用 い 細 菌 に よる 影響 の 無い 事 
を ほ く さく 確認 し て いま す . 


69. 審 生 線 虫 類 感染 幼虫 の 性 質 。 と くに 呼気 お よび 庶 酸 
ガス に 対す る 反応 の 研究 佐々 学 ・ 白 坂 竜 上 ・ 田 中 寛 ・ 
福井 正信 ・ 三浦 昭子 ・ 佐藤 金 作 ( 伝 研 寄 生 虫 ) : M. 
SASsA, T. SHIRASAKA, H. TANAKA, M. FUKUI, A. 
MIURA & K. SATO: Observations on the biological 
charactors of infective larvae of nematodes. The effect 


of carbon-di-oxide as stimulant 


我々 は これ まで 数 種 の 差 虫 、 イ ェ ダ =, ノミ 類 な ど 寄 
生 性 節 足 動物 の 一 部 が , その 待 期 状 態 こ あつ て は 自然 界 
の 適当 な 陣 境 下 に 静止 し て お り , 宿主 が 接近 する と , 容 
中 の CO。 濃度 が 呼気 と に より 上昇 す る と こと を 以 て と これ を 
感知 し , 運動 を 起す と いう 現象 を 報告 し た . 今回 は 犬 釣 
虫 , アメ リカ 釣 虫 マビ = 釣 虫 , 東洋 毛 様 線 虫 , ネズ ミ 
の Nippostrongylus muris な どの 感染 幼虫 が 同 似 の 反 
応 を 示す と と を 見 出し た . これ ら の 感染 幼虫 は 試験 管 培 
養 法 に ょ つて 集め , それ を 炭 末 加 石 棚 で 作 つ た 円 鑑 の 項 


( 44 ) 


: 


上 の 孔 に ピペット で お と し , 外気 と 諾 断 し た 容器 に 収め 
て ガラ ス 板 ど ご し に 顕微 鏡 で 観察 し た . これ ら の 幼虫 は 円 
氏 の 頂上 な いし 終 面 上 と し ば らく た つと 尻 を 支え に し て 
起立 し て 静止 する も の が 多く , な か に は 何 匹 も 縄 状 に 

つて 集落 を 作る も の も ある . これ に ゴム 管 双 は 注射 器 を 
用 いて 呼気 を 送 入 す る と いま まで 静止 し て いた 虫 は 直 ち 
に は げ しい 運動 を 起 し , 体 を 左右 に 振る . 呼気 を NaOH 
又は バリ ッ ト 水 で 処理 する と この 作用 は な く な る . 導 
々 < の 装置 で は ある 条件 で 0.14% の CO。 を 犬 釣 虫 に } 
入 し た と き に は 反応 せ ず , 0.18 で わ づ か に 反応 し , 濃 
度 が 増す と つれ て 反応 が 強く な り , 0.84% で 概ね 最大 を 
示し た .、 人 工 的 に 作 つ た CO を ふく ませ た 空気 を 用 い 
て も , その 濃度 に 応じ て 同 程度 の 反応 を みた . 他 の 線 虫 
に つい て も , 呼気 又は CO, を ふく ませ た 空気 に つい て 
その 濃度 と 反応 の 程度 (即ち 運動 する 時 間 , 運動 する 虫 
の 比率 な ど ) を 検討 し た が , いづ れる も 微量 の CO:。 濃度 
の 増加 に 災 感 に 反応 し て 起動 する こと が 認め られ た . 尾 
久 線 虫 Rkabditis sp. に つい て は 幼虫 , 成虫 と を も 全く こ 
の ょ うな 反応 が 起 ら な か つた . 

(問う ( 順 大 薬理 ) 阪 東 丈 夫 

CO, に よ ょ る 運動 の 増加 は 宿主 動物 へ の 侵入 の 人 準備 運動 

の ょ うに は 考え られ な いで せ う か . 
( 

と うい う 起動 の 現象 が どの よう な 意味 を も つか は さら 
に 研究 を 要する と と と 思い ます . 

( ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 見 

用 いた 線 虫 子 虫 も 恐らく 0O, を と り CO。 を 排出 する 
代謝 を 行う と 思わ れる が 自己 の 排出 する CO の 問題 を 
どの 様 に 考え られ ます か ? 

( 管 ) 

線 虫 , 寄生 節 色 動 物 , いづ れ ぁ も 微量 の CO を 放出 し レ 
て いる と は 思い ます が , と これら を 起動 させ る に 必要 な 
CO, 量 及び 濃度 差 は と これ より は る か に 大 き な も の と 考え 

( ) ( 予 研 生 虫 ) 小 宮 孝 

非 寄生 線 虫 larva( 例 えば Rhabditis, Diplogaster 等 ) 
に つい て も , 同様 の 試験 を control と し て 行 つ て その 成 
果 を 比較 し て いた ゞ さき たい . 

( ) 

我々 は 尾久 線 虫 選 々 abdztis sp. に つい て 同じ 装置 で 試 
し て みみ まし た が , と の 成虫 功 虫 は いづ れ も 孔 の 底 で うど 
めい て いる だ け で , 釣 幼 虫 の よう な 起立 現象 は な く , ま 
た CO, に 対す る 特異 な 反応 も 起 し ませ ん で した. 
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( 問 ) ( 横 市 大 寄生 虫 ) 松 崎 義 周 

1) 旋 酸 ガス を 吹き つけ て 居る 間 は いつ まで も を も 反応 し レ 
て 居る か ? 2) その 間 に 温 度 が 下 れ ば 何 う な る か ?*? 

( 

1) 濃度 に よ ょ つて も 異な り ま す が , 続け て 吹き つけ て 
いる と , や ゃ が て 反応 し な く な り ま す . 空中 の 炭酸 ガス の 
濃度 差 を 感ずる も の の よう で す . 2) 温度 が 低 す ぎる と 
反応 し な く な り ま す が , その 程度 は 虫 の 種類 とこ と ょ つて 媒 
な り , た と えば 毛 様 線 虫 は 12C く らい で を も 反応 し ます . 


70. 犬 釣 虫 飼育 液 の 酸素 の 消長 に つい て 野田 昇 ・ 楠 正 
知 ・ 沢 田 順 ・ 加 藤 宗男 ・ 鳥 居 達 生 ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 後 
藤 英 二 ( 阪 市 大 生理 ) : N. NopaA, M. KUSUNOKI 

SAWADA, M. KATO, T, Toril & E. GoTo: The 

studies on the variation of O»; quantity in the culture 

medium of hookworm (示説 に ) 


釣 虫 の 仔 虫 及び 成虫 の 酸素 消費 に 関す る 廊 献 を 見 な 
い . 召 々 は 各 期 の 釣 虫 を 体外 飼育 する 事 が 出来 た の で そ 
の メデ ィ ア ム 中 の 酸素 の 消長 を バン ・ ス ライ ク 装 置 で 追 
求 し た . 犬 血清 内 の 酸素 量 は 非常 に 少量 で ある 為 , 溶血 
し な い 様 に 採集 し た 血清 に 流動 パラ フィ ン を の せ 10 分 
間 酸 素 を 通気 し た . 血清 に は ペ ニ = シリ ン , スト レプ トマ 
イシ ン , マー ゾ = ン 及び シリ コン を 加え 腐敗 及び 泡 深 を 
作る の を 防い だ . 血清 内 の 酸素 量 は 3 時間 後に お いて 通 
気 直後 と 大 差 は な か つた . 仔 虫 及び 成虫 を No. 4 の 小 
型 ク ラス フィ ルター に 入れ 水分 を 除去 し た 後 , 上 記 流 動 
パラ フィ ン で 被 い , 酸素 を 通気 し た 血清 2.5cc を 加え フ 
ィ ル ター の 下端 包 血清 を 漠 た し , その 下端 を マム 栓 で 密 
閉 し 37C で 飼育 し た . 洗 腸 に と ょ る 排便 直後 の 鹿 よ り 採 集 
し ホル マリ ン 減 菌 し た 無数 の 卵 の 血清 内 培養 液 中 の 酸素 
量 は 対照 に 比 し て 3 時間 後に おい て も 著 明 な 減少 を 認め 
な か つた . 卵 培養 24 時 間 後 の 無数 の 所 調 1 期 仔 虫 飼育 液 
中 で は 2 時 間 乃 至 3 時 間 後に 著 明 な 減少 を 示し た . 無数 
の 『 期 完 部 仔 虫 に お いて は 同様 に 明らか な 減少 が 見 られ 
た . 肺 及び 筋肉 か ら 採 隻 し た 所 調 重 期 仔 虫 に お いて は 筋 
肉 由 より の 仔 虫 で は 余り 減少 を 示さ な か つた が 肺 よ り の 
仔 虫 で は 減少 の 傾向 を 認め た . 経 皮 感染 6 日 目 の 小 腸 よ 
り 採集 し た 所 調 敢 期 仔 虫 約 100 令 宛 の 飼育 液 中 で は 著 明 
な 減少 を 認め た . 自然 感染 犬 より 採集 し た V 期 成虫 で は 
5 隻 宛 雌 雄 別 々 に 測定 し た が 共に 著 明 と 減少 を 示し 特に 
雌 に 著 し か つ た . 以上 より 釣 虫 飼育 に は 酸素 の 必要 な 
事 が 明らか と な つた の で 釣 虫 卵 を 減 菌 床 液 中 で 酸素 を 連 
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続 通気 し た も の と 通気 し な いも の と を 作り , 日 を 追 つ て 
その 仔 虫 の 発育 状態 を 観 侍 し た 所 通気 し な いも の で 5 日 
後に 全部 死 減 し た が 通気 し た も の で は 7 日 後に 体長 
0.612mm の 完熟 仔 虫 に 近い 大 き さ に 発育 させ る 事 が 出 
来 た 。 以上 より 釣 虫 飼育 の 場合 飼育 液 中 の 酸素 が 減少 す 
る 事 が 考え られ 釣 虫 の 体外 飼育 による 発育 が 余り 見 られ 
な い 事 に 対す る 一 つの 示 を 与え る も の と 考え られ , 又 
釣 虫 寄生 に より 固有 宿主 より 酸素 を 奪取 する 事 が 推定 さ 
れ た . 


71. 釣 虫 症 の 研究 , 固有 宿主 に 及ぼ す 第 4 期 仔 虫 お よび 
その 飼育 液 の 影響 岩出 太郎 ( 横 市 大 寄生 虫 ): TT. 
IWADE : Studies on the hookworm disease ; Pathological 
significance of 4th stage larvae and its secretion upon 
the normal host 


性 及び 釣 虫 症 の 成因 を 追究 せん と 試み , 第 一 
実験 と し て 犬 多 虫 経口 感染 を 行い , 吸血 開始 直前 まで の 
第 4 期 仔 虫 の 固有 宿主 に た 及ぼす 影 響 を 観察 し , 血液 学 的 
に 明らか に 和 血 が 発現 せら れる 事実 を 確認 し , 其 の 感染 
集 数 の 多 支 に より 衝 血 発現 度 が 比例 する 事実 を も 確認 し 
た . 解剖 学 的 に は 体重 の 減少 を 認め , 肝 腹 の 出 現 は 認め 
られ ず , 感染 後 5 日 目 ま で で は むしろ 肝 臓 の 縮 少 する 事 
が 認め られ た . 組織 学 的 に は 肝臓 に お ける 変化 が 軽度 で 
は ある が 最も 多く 認 め ら れ , 肝 細 胞 の 破壊 及び 白血球 の 
潤 , 肝 細 胞 配 列 不 整 肝 細 胞 の Verfettung が 
め ら れ た . 肝 臓 で は Follikel の 甘 縮 , Balken の 狭 少 を 
認め , Megakaryozyten の 出現 や , Siderose が 認め られ 
し も の も 有り , 腸管 は 生 カ タル 性 で 粘膜 頂上 部 に 好 酸 球 
の が 認め られ た . 骨 一 般 的 に 血液 細胞 の 減少 が 
認め られ , 赤 芽 球 系 細胞 の 減少 が 多く 軽度 の Hypoplasie 
を 認め た が 他 の 臓器 で は 殆 ん ど 著 変 を 認め 得 ず , 以上 の 
変化 も 各 血 度 に 比例 し て 増強 せら れ て 居 つ た . 次 で 第 二 
実験 と し て 第 4 期 仔 虫 の み を 採集 し , リン ゲル ル 氏 液 中 に 
て 生体 外 飼 育 し , 其 の 飼育 液 を 幼 犬 に 連日 経口 投与 し , 
80 日 間 に 小 り 観 察 , 第 一 実験 と 比較 し た . 血液 学 的 に 同 
様 委 面 の 発現 する 事 が 認め られ , 本 群 で は 発育 の 不良 並 
びに 異 味 症 様 症状 の 発現 が 認め られ た . 組織 学 的 に は 第 
一 実験 群 と 略 同 様 な る 臓器 変化 が 認め られ た が , 此 の 
群 は 経過 が 長期 に 渉 る 関係 上 その 変化 も 委 血 強度 例 で 
は 第 一 実験 群 よ り 著 明 な る も の も あつ た . 中 に 肺 血管 の 
Thrombus, 心筋 の 小 出 血 , Follikel の 出血 等 が 
め ら れ し も の も あつ た が 之 は 所 調 釣 虫 姓 に よる 変化 で あ 


る か どう か 断言 は 致し 難 い . 以上 の 如く 第 一 並び に 第 二 
実験 に と より いずれ る も 委 血 の 発現 を 認め , 且 組 織 学 的 に 殆 
ん ど 同 様 な る 変化 を 認め られ し 事 は , 之 等 は 総 て 中 血 に 
ょ る 失血 の 影響 の 全く 存在 し な い 場 合 で あり , 釣 虫 仔 虫 
の 外 泌 物 或 は 排 洪 物 が 変化 を 来 さ し め た る も の と 考え ら 
れ 性 並び に 釣 虫 症 の 成因 が 釣 虫 の 排出 する 何等 
か の 物質 に より て 惹起 せら れる 事 は 明確 な る も の と 考え 
られ る . 


72. 釣 虫 症 の 研究 固有 宿主 に 及ぼ す 成 虫 な ら び に その 
分 泌 物 の 影響 鈴木 喜明 ( 横 市 大 寄生 虫 ): Y. SUZUKI: 
Studies on the hookworm disease ; pathological signifi- 
cance of adult worm and its secretion upon the normal 
host 


釣 虫 症 成立 の 成因 に 関し て は 幾多 の 報告 が ある が 演者 
は 釣 虫 成虫 の 分 泌 物 或 は 代謝 産物 の み を 含む と 思わ れる 
成虫 飼育 液 を 固有 宿主 の 仔犬 に 注射 (筋肉 内 ) 及 び 経 口 的 
に 投与 し その 影響 を 臨床 的 並び に 病理 組織 学 的 に 精細 に 
追 完 し た . 飼育 液 と し て は リン ゲル 氏 液 を 用 い 87C で 飼 
育 し た . 本 実験 の 対照 群 と し て 500 双 の 新鮮 な る 運動 活 
深 な 感染 仔 虫 を 3kg 前 後 の 幼 犬 に 経口 的 に 感染 せしめ 
満 21 日 後に 誠 検 し その 変化 を 追究 し , 之 と 飼育 液 投与 群 
と を 比較 検討 し た . 飼育 液 投与 群 は 短期 大 量 投与 群 と 長 
期 小 量 投与 知 と に 分 類 し 更に 注射 筋肉 内 ) に ょ る 法 と 
経口 投与 に よる 法 と に 分 けた . その 結果 何れ の 場合 と も 
注射 に よる 法 が 経口 投与 せる も の ょ より 変 化 は 強く み ら れ 
た . 実験 成績 : 血液 所 見 と し て は 全 例 に 各 血 を 認め た . 
剖検 所 見 と し て は 肉眼 的 に は 著 明 な 変化 を 認め た も の は 
長期 小 量 投与 群 全 例 に 肺炎 の 像 を 認め た 事 で ある . 組織 
学 的 に は 肝 , 肝 , 骨髄 , 肺 等 に 顕 閉 な 変化 を 認め た . 肝 
臓 ; 注射 経口 両 群 に 強い 壊死 巣 と 脂肪 変性 を 認め た . 壊 
死 巣 は 対照 群 よ り 高度 に み ら れ た . その 他 星 芯 細 胞 の 増 
生 等 も る み ら れ た も の も ある . 肝 臓 ; 注射 , 経口 両 群 に 演 
胞 の と の 狭小 , 色素 等 の 変化 が み ら れ , その 
程度 は 対照 群 と 同じ で あつ た . 骨髄 ; 短期 大 量 投与 群 で 
は 注射 経口 共に 対照 群 同 様 細 胞 密 度 は 低下 し , 三 系 統 に 
っ つい て は 赤 芽 球 系 は 対照 群 同 様 幼 弱 型 多 く , 題 粒 球 系 は 
略 正 常 の 配列 を 示し , 又 巨 核 球 系 は 対照 群 と 同様 に 変性 
を 認め た . 又 長 期 小 量 投与 群 は 細胞 密度 高く , 赤 芽 , 巨 
核 球 系 は 正常 の 配列 を 示し た が , 題 粒 球 系 に お いて は 優 
勢 の 配列 が 認め られ た . 肺 ; 注射 , 経口 何れ に お いて も 
程度 の 差 は あれ , 出血 が 認め られ , 長期 小 量 投与 群 に お 
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いて は 全 例 に 気管 炎 乃至 気管 の 所 見 が み ら 
れ た . 短期 大 量 投 与 の 経口 例 で は 軽度 の 気管 支 周 囲 炎 を 
認め た . 以上 の 実験 の 結果 より 釣 虫 症 並 に その 一 症状 で 
ある 和 貧血 の 成立 に は 釣 虫 体 の 分 泌 物 質 が 大 き な 役 割 を 演 
ずる 事 を 知 つた . 

( 加 ) ( 横 市 大 寄生 虫 ) 松 崎 義 周 
我々 の 教室 は 数 年 来 虫 並 に の 研究 を な し て 
いる . その 場合 の 考え 方 の 基本 は 釣 虫 性 委 血 は 釣 虫 症 の 
一 症状 で ある と 云う 事 で ある . 研究 の 結果 は 先 づ 釣 虫 分 
泌 物 が 働い て 釣 虫 症 並 に 当面 が 起り , 之 と 上 由 血 が 加 つ て 
其 等 が 更に 増 され る . ビタ ミン , 蛋白 質 等 の 欠 
因 で ある と 云う 事 に な つた . 分 泌 物 の 伺 物 か は 目下 東京 
薬 大 と 共同 し て 研究 し て いる . 


73. Rhabditoides sp. の 酸素 消 素 量 (2) 国井 喜 章 ・ 気 
賀 沢 和男 ・ 石 橋 信 義 (関東 東山 農 試 ) : Y. KUNt, K. 

KEGASAWA & N. ISHIBASHI: Os-consumption of 

Rhabditoides sp(2) 


培養 線 虫 Rkabdztoides sb の 酸素 消費 量 に つい て 先 に 
供 試 条件 , 特に 虫 数 , 線 虫 浮 放 液 の pH, 培養 期間 と の 
関係 を 報告 し た . 今回 は , 生物 試験 の 適正 温度 に つい て 
検討 し , さら に , これら の 条件 の も と で 基質 の 利用 と 
NaN。 の 影響 に つい て 検討 し た . 生物 試験 の 適正 温度 と 
し て は , 線 虫 培養 温度 (26~27°C) に 近い 25°C, 80 で で 
KOH, 2N 0,3ml 使用 する の が 適当 と 思わ れる . 基質 
と し て ク ェ ン 酸 , グル コー ス , の Mol 
を 用 いた . 供 試 下 は Ra6dtoides sp. の 生体 その も の 
と , 10% (容量 ) 破砕 液 と し た も の 1 ml を 使用 し た . そ 
の 結果 は , 生体 その も の で は 10,000 匹 /hr の 基質 無 添 
加 は 42.64l で , 乳 酸 75.24l, グル コー ス 58.6 
ムク ェ ン 酸 64.54l, で あり , 破砕 液 で は , 102% 液 1ml/hr 
は 基質 無 添加 は 67.84l。 で 乳酸 91.54l,、 グル コー ス "72.0 
ェ ン 酸 61.0al で , 共に 乳酸 は 高い 値 
を 示し た . 阻害 剤 と し て の Mol, Mol 
を 用 い , 生体 その も の に 作用 させ た 結果 は 10,000 匹 /hr 
の NaN; 無 添加 60.24 に 対し , M/10 NaN。 は 11.14d, 
M/100 は 20.64l で ある . 


(47 ) 


74. 虫 体 の 成分 に 関す る 研究 (3) Immu- 
noelectrophoretic analysis (LLE.A) に よる 体腔 液 , 

な ら び に 飼養 液 中 の 抗原 性 成分 に つい て 阪東 丈夫 ・ 下 
康郎 ( 順 大 薬理 ) : T. BANDO & Y. SHIMO : The studies 
on proteines in perienteric fluid of Ascaris lumbricoides 
var suis(3) Immunoelectrophoretic analysis of the anti- 
genic components in perienteric fluid and culture me- 


dium 


Kagan (1958) は 全 体 を 抗原 と し て 得 た 家 疫 
清 を 用 い , Preer の serum-agar double difftusion me- 
thod で 体腔 液 (P. E) に は 10 一 14 個 の 抗原 性 成 盆 の あ 
る 事 を 報告 し て いる が , 演者 は 体腔 液 家 可 免 疫 血 清 を 用 
いて 同 法 に ょ り 5 本 の 沈降 帯 を 認め て いる . 体腔 液 を 濃 
紙 電 気 泳動 法 で 検討 する と , albumin, e-, 8-, y-globulin 
(泳動 的 に albumin 位 «, 8, yr, 位 に 現われ る の 意味 ) 
の 4 成分 が 認め られ る の で ある が , 上 記 の 抗原 性 成分 が 
何れ の 人 分割 に 存在 する も の で ある か を LE. に よう り 検 対 
し た . Scheidegger の micromethod に より , 抗原 , 抗体 
各種 濃度 に つい て 吟味 し た 結果 , basic pattern と し て , 
albumin, a-, 8-。 y-globulin に 相当 し て 4 本 の 沈降 帯 が 
arc と し て 現われ ((P-AL P-8, P-y,) 更 と P-8, 
P.y の 外側 に 1 本 の 尾 を 引く 沈降 帯 (P-) の 5 本 が 認 
め ら れ た . と れ ら の 沈降 帯 を 作 つ た 抗原 が 上 記 各 令 白 
分 に よる も の か か の 同定 に は 連続 電気 泳動 法 に 
より 各 分 害 を 分 離 精製 し (この 操作 の 低温 室 2 ~ 4 C で 
行 つ っ た) それ ぞ れ の 明 収 抗 血 清 を 用 いて LE.A. を 行 つ 
た . その 結果 , 吸収 に 用 いた 各 分 普 に 応じ それ ぞ れ の 沈 
降 帯 が 消失 し , 更に e-, 8-, y-globulin の 吸収 に より そ 
れ ぞ れ の 沈降 帯 の みな ら ず , P-t も 消失 し た. 沿 飼 養 液 
(C.M) を 東洋 濾紙 No.2 で 濾過 し , 蒸溜 水 透 析 後 章 
結 乾 燥 し た . と の C.M. は 電気 泳動 的 に 2 個 の 成分 CFi, 
F:) が 認め られ る . 飼養 太 免 疫 血 清 と P.E と を 用 いて 
LE.A を 行う と g 位 と > 位 に 沈降 帯 が 認め られ た . とこ 
の 22 本 の 沈降 帯 が それ ぞ れ 同質 反応 に と ょ る も の か , 媒質 
反応 CCoprecipitation or cross-reaction) に よる も の か を 
検索 する た め に C. M. で 吸収 せる 体腔 液 免疫 血清 を 用 
い P.E と の L. 下 : A. を 行 つ た 結果 g 位 沈降 帯 が 不 完全 
に 吸収 され , albumin 位 と y 位 の 沈降 帯 は 完全 に 吸収 
され た . と の と と か ら >»r-globulin に 対す る 抗体 を 産生 
し た C. M. 中 の 抗原 は y-globulin 抗原 と 共通 で ある 事 
を 物語 る も の で は な いか と 思わ れる . 又 C.M を 泳動 し 
た 後 と これ に 対し 体腔 液 免疫 血清 を 用 いて LE.A: を 行う 
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と Fi F, に 相当 し て 沈降 帯 が 2 本 出現 し レ 飼養 液 免疫 庫 
清 を 用 いる と Fz, に 相当 し て 単に 1 本 の 泊 降 帯 が 認め ら 
れ た . P.E 中 の albumin に 対す る 抗体 が F』」 に ょ つて 
完全 に 吸収 せら れる が F, に 対す る 抗体 が 飼養 液 免疫 血 
清 中 に 出来 な いこ と か ら す れ ば F: は 恐らく は hapten 
で あつ て albumin の 分 解 し た も の で あろ うと 思わ れる . 


75. 映 虫 の 発育 初期 に お ける 2, 3 の 物質 代 府 に つい て 
見 敬三 ・ 川 泰 時 ( 大 寄生 虫 ) : K. Asami & Y. 

KAWAZOE: Physiological differences between the emb- 
ryonated eggs and the artificially hatched Jarvae of 

Ascaris iumbricoides 


さき に . 貴 虫 の 仔 虫 期 卵 で は 時 日 の 経過 に つれ て ダリ 
コー ゲン 量 が 著しく 少量 と な る が , 動物 に 感染 し 肺 内 移 
行 中 の 仔 虫 で は 虫 体 の 成長 度 を は る か に 超え る 大 量 の グ 
リコ ー ゲ ン の 蓄積 が 生じ て いる と と る も 報告 し , 体内 移行 
の 機 作 と し て , 極度 に 減少 し た 貯蔵 テ エネ ルギー 源 の 急速 
な 補給 の 為 血 行 に 入り 血糖 を 利用 する も の で あろ うと 述 
べた . 今回 は 仔 虫 期 争 と 人 工 脱 殻 仔 虫 と の 間 の 生理 的 な 
差異 を 2。 8 の 点 に つい て 観察 し , 上 の 想定 を 更に 検討 し 
た . 虫 期 と 87?C に 夫々 数 日 置い て グリ コー ゲ 
ン 減少 の 状態 を 見 た が , 温度 に よる 差 は 少な い . 併 し 午 
ら 脱 虫 と 仔 虫 期 の グリ コー ゲン 減少 を で 比 
較 す る と 前 者 に お いて 極め て 著しい . 又 酸 素 消 費 度 に お 
いて も 脱 毅 仔 虫 は 仔 虫 卵 の 4 倍 以 上 で ある . 仔 虫 期 卵 に 
お いて は の pH に より 自家 呼 に 影 細 な い が 仔 
で は 7?.0 附 近 に お いて こと これ が み ら れ る . 仔 虫 期 0 で は 
質 と し て glucose を 添加 し て も 呼吸 に 影響 は な い が , 仔 
虫 で は 人 作 を 行う こと に つて 基質 添加 の の 呼吸 
促進 が み ら れ る 様 に な る . 深 加 に ょ つて 最も 呼吸 の 促進 
され た 糖 は glucose, 次 で maltose, soluble starch で あ 
り , glycogen, mannite で は きしろ 抑制 され た . と これ 等 
の 成績 か ら , 仔 虫 期 卵 が 動物 体内 に 入り 脱 毅 す る こと に 
ょ つて , 呼吸 の 促進 が 起り 。 と れ に 関連 し て 卵 毅 内 で す 
で に 減少 を 続け て いた グリ コー ゲ ン が 更に 急速 に 減少 し 
て と な り glucose の 利用 の 中 へ 移行 す 
る も の と の 解釈 を 試み た . 

( 問 ) ( 千 大 医 動物 ) 吉 村 裕 選 

グリ エー ゲン の 消長 に 件 う 酵 素 系 の 動き に つき 何 か お 
調べ に な り ま し た ら 御 教示 願い た い . 

( 答 ) 

まだ 行 つ て お り ま せん . 


76. 映 虫 体 の 無機 物質 に つい て 岡村 一 郎 ・ 荒 木 外 也 ・ 
石原 道子 ( 熊 大 寄生 虫 ) : I OKAMURA, S. ARAKI & 
M. ISHIHARA: Inorganic substances of Ascaris lum- 
bricoides with spectral analysis 


上 銅 虫 体 を 発光 分 析 し て , 各種 無機 物質 を 検出 し , それ 
ら 無 機 物 質 の 遇 虫 体内 分 布 状 態 を 検索 し た . 実験 方 法 : 
実験 材料 と し て 雌雄 豚 上 虫 を 各々 乾燥 , 灰 化 し た も の . 
を 生 器 , 生 器 , 体 壁 部 , 消化 器 , 体腔 
液 , 花房 状 器 官 を 含む 体 壁 部 に 解剖 分 別して 各々 乾燥 , 
灰 化 し た も の , 及び 宿主 で ある 豚 腸 管 を 乾燥 , 灰 化 し た 
も の を 用 い , 島津 製 中 型 発光 分 析 器 QF 一 60 を 用 いて 直 
流 弧 光 放 電 に ょ り , と これ ら の 試料 を 発光 分 析 し た . 実験 
結果 , 豚 山 虫 体 より 次 の 元素 群 , 即ち Na, TL Ba, Sr, 
Cr, Ca, Pb, K, Mn, Al, Mo, Fe, Ni, Co, Zn, Ag, 
Cu, Si, Mg, P の 20 元 素 を 検出 し た . また と れ ら の 元素 
の 環 虫 体内 分 布 状 態 は 次 の 如く で ある . Ca, Mg, Fe, 
Cu, Si, P 等 の 元素 は , すべ て の 組織 に ほ さ 均等 に 存在 
し て いる . し か る に その 他 の 元素 が 各 組 織 に 分 布 す る 状 
態 は か な り ま ち ま ち で ある . 即ち Na は すべ て の 組 織 に 
多量 に 存在 し て いる が な か で も を も 体腔 液 に 最も 多く , TI 
は 体腔 液 に 偏在 し , Sr も 体腔 液 に 最も 多く , Ba は 消化 
器 に 多く , Cr は 体 壁 部 に 偏在 し , Pb は 消化 器 , 次 いで 
体 壁 部 に 多く , 直 は 体 壁 部 に と , Mn は 消化 器 に , Al は 
生 殆 器 及 び 体 壁 部 に 多く 存在 し て いる . また Mo は 体 壁 
部 と 消化 器 に 微 に 存在 し , Ni は 体 壁 部 に 偏在 し , Co も 
消化 器 に 微 に 存在 し , Zn は 体 壁 部 と 消化 器 に 多く , Ag 
は 雄 生 殖 器 と 体 壁 部 に 存在 し て いる . と これら の 元素 は , 
殆ど すべ て が , 豚 の 腸管 に も 存在 し た が , 特に Cr, Ni. 
Co だ け は , 環 虫 体 に の み 存 在 し て , 豚 腸 管 に は 殆 ん ど 
認め られ な か つた . 


77. Larva migrans の 研究 (3) 犬 幅 虫 卵 を 投与 し た ダイ 
コク ネズ ミ の 末 権 血液 像 に つい て 東川 裕 ( 徳 大 病理 ): 
H. HIGASHIKAWA: Studies on larva migrans (3) 

Peripheral blood picture in white rat, administered with 
eggs of Toxocara caniis 


演者 は , さき に , 犬 銅 虫 の 仔 虫 包 有 卵 を 非 固 有 宿 主 に 
投与 し た 場合 の 幼虫 分 布 状 況 と , その 場合 に 現われ る 非 
固有 宿主 体内 各 臓器 の 病理 組織 学 的 変化 に つい て , ハツ 
カネ ズミ を 用 いて 長期 間 に 互 つて 検索 し , その 結果 は す 
で に 報告 し た が , 今回 は , Larva migrans syndrome の 
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ー つ と し て 重要 な 所 見 で ある 末 村 血 液 像 に と に ついて, 実験 
的 と に ダイ コク ネズ ミ を 用 いて 検索 し た 結果 を 報告 する . 
材料 よび 方 法 : 犬 虫 幼 犬 を 解剖 し て 得 た 成 
虫 の 子宮 内 虫 卵 を , 1 2% ホ ル モ ン 水中 で 28 へ ~80°C, 3 週 
間 培 養 ・2) 実験 動物 . ダイ コク ネズ ミ を 用 い , 仔 虫 包 
有 卵 を カテ ー テ ル よ つて , A 和 群 7 頭 に は 450 ず つ , B 和 群 
7 頭 に は 1,000 ずつ , それ ぞ れ 胃 内 に 注入 し た . 8) 血 
液 の 採取 , 尾 端 を 切断 し て 採取 し 。, 白血球 数 の 算定 と , 疹 
抹 標 本 を 作 , 観 間 は 300 日 で ある . 4) 抹 標本 
の 染色 : メタ ノー ル で 固定 後 , pH 6.24 の 炎 酸 緩衝 液 を 
用 いて Giemsa 染色 を 施し た . 成績 : 1 う 白血球 数 は 5 
日 ~7 日 後に 最高 値 を 示し , その 後 長 期間 に わた つて 軽 
度 の 白血球 増 多 の 状態 が 持続 する . 2) 好 中 球 は 感染 後 
24 時 間 ま で は 増加 を 示し て いる が , それ 以後 は か な り 
か に 正常 値 附近 の 値 を 持続 する . 383) リン パパ 球 は 感染 の 
初期 か ら 比 較 的 リン パパ 球 減少 の 状態 を 持続 する . 4) 好 
酸 球 は 感染 後 12~24 時 間 ま で は 一 時 厳 少 する が , その 人 後 
急速 に 増加 し て 10~15 日 で 最高 に 達し , 300 日 を 経過 し 
て も , な お 好 酸 球 増 多 は 持続 する . 5) 単 球 は 好 酸 球 の 
変動 上 と かなり よ く 一 致し た 変動 状態 を 示す . 以上 の 成績 
か ら , 実験 的 に 犬 を ダイ コク ネズ ミ に し た 場 
合 , 末 村 血 液 像 と し 注目 すべ き 点 は , 白血球 数 の 増加 と 
好 酸 球 お よび 単 球 の 増 多 で あり , 人 体 に お ける Larva 
migrans syndrome の 血液 像 と ょ よく 一 致し て いる . 

( 間 ) ( 千 大 医 動 物 ) 横 川 宗 尋 
御 使 用 に な つた 動物 の 性 は , 雌雄 で 差 は ご ざい ませ ん 
で し た か . 

( 

今回 の 実験 に 使用 し た ダイ コク ネズ ミ は すべ て 雄性 で 
あり ます . 


78. 赤痢 アメ ー バ の モル モッ ト 接 種 試験 (2) 磁 川 貞和 
・ 山 田 節夫 ( 阪 市 大 医 動物 ) : S.ISOKAWA S. YAMADA : 
Studies on experimental infection of guinea pig' with 
Entamoeba histolytica 

従来 より 赤痢 アメ ー バ 症 の 治療 法 と し て 種々 の 薬剤 が 
提示 され て いる が , 何れ も 臨床 上 radical な 治療 法 で は 
な く , 更に 有効 な 治療 法 の 発見 が 必要 で あり , その た め 
に は 先 づ 培養 赤痢 アメ ー バ の 動物 へ の 感染 実験 が 重要 で 
ある と と は 言う 迄 も な い . 我々 は 先 た に Y 株 を 用 い 種 々 な 
方 法 で モル モッ ト に つい て 接種 実験 を 行い その 感染 率 を 
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報告 し た が , 今回 は 同様 方 法 で 接種 実験 を 行い 逐 時 的 に 
接種 部 位 に お ける アァ アメーバ の 消長 , モル モッ ト の 全身 症 
状 及 び 接 種 部 位 の 病変 の 程度 を 精査 し , 併せ て 抗 ア メー 
バ 薬 剤 の 効力 検定 法 を 検討 し た 結果 次 の 如き 知見 を 得 
た . 1) モル モッ ト の 赤痢 アメ ー バ 感染 実験 に は 幼 若 な 
も の を 用 いる 程 感染 率 は 高い が , 余り に 幼 若 な も の は 接 
種 手術 に よる 影響 や 気温 の 影響 を 受け 易く 体重 150~ 
250 &g の も の が 最も 容易 に 感染 せしめ 得る . 2) 盲腸 内 
接種 に は 体重 150~ 250 g の も の に 10~15 万 /cc の アメ 
ー ペ 浮 洲 液 1 cc を 接種 する 場合 に 最良 の 結果 が 得 ら れ 感 
は 約 で ある . 8) 内 接種 で は 接種 後 5~ 6 
日 目 に 湖 検 の も の が 最も 感染 率 が 高く 約 752 に 感染 例 を 
認め , 且つ 腸管 内 に お ける アメ ー バ が 増殖 し , 腸管 壁 の 
病変 も 定型 的 と な つて 来る . 4 肝 被 膜 下 接種 で は 接種 
ァ メ ー バ は 接種 後 4 日 間 生 存する が , 増殖 する と こと は な 
く 次 第 に 死 減 減 少し て 行く 。 又 モル モッ ト は 殆 ん ど 6 日 
目 迄 に 死亡 する が , 1 例 の み は 14 日 間 生 存 レ 誠 検 に と ょ うり 
肝炎 様 変 化 を 認め た . 5) 肝 実 質 内 接種 で は モル モッ ト 
の 死亡 の 時 日 が 短く , 接種 部 位 的 病変 を す 
る に 至ら な い . 叉 接 種 ア メー バ も 増殖 する 傾向 は な く , 

次 第 に 死 減 減 少 す る . 6) 腹壁 皮下 接種 で も 接種 後 ア メ 
ー パ は 増殖 を ず 接 種 部 位 に 起 つ た 有 購 瘍 も 自然 治癒 する 傾 
向 に ある . 7) 腹腔 内 接種 は 共 棲 細菌 の 過 衝 増 殖 の た め 
不 成 功 に 終 つ た . 8) 眼球 内 接種 , 筋肉 内 接種 で も 接種 
アメーバ は 増殖 せ ず 次 第 に 死 減 減少 する . 9) アメ ー バ 
症 治療 薬剤 の 効力 検定 に は 盲腸 内 接種 に と より, 接種 後 5 
6 日 目 に 誠 検 精査 する 方 法 が 最も 良く , 塩酸 エメ チン , 

カル バ ゾ ー ン を 用 いて 検討 し , 好成績 を 収め た . 


79. 中 枢 神 経 系 疾患 者 の トキ ソプラ スマ 検索 氷 藤 昭三 
( 大 寄生 ) : S.SAITO: Surveys on the toxoplasma 

infection in the patients of central nervous system dis- 

turbances 


最近 数 年 間 我 国 に お いて も , 人 か ら ト キソ プラ スマ が 
相次い で 検出 され , その 背後 に は 多数 の 感染 者 が 存在 す 
る と と が 想像 され る . 私 は この 1 年 間 に ト キソ ンプ ラス マ 
検索 を 行い 次 の 如き 結果 を 得 た の で 報告 する . 1) 水頭 
症 10 例 , 結核 性 髄 膜 炎 (21 1 例 , 性 膜 (7 
) 1 例 , 発作 (3 才 1 例 計 13 例 の 中 神経 系 疾 
患 患 者 より トキ ソン プラ スマ 様 虫 体 を 検出 し た ( 稀 液 及び 
マウ ス 初 代 腹 水中 う . 2) 色素 試験 は 1:4 陽性 (水頭 症 ) 
1 例 の み で , 他 の 10 例 は な 陰性 で あつ た (水頭 症 2 例 は 施 
行 せ ず ). 38) 水頭 症 3 例 か ら 分 離し た 虫 体 は マウ ス 数 
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代 継 代 後 その 病原 性 を 増加 し た が , 残り 10 例 か ら 分 離し 


た 貝 体 は いづ れ ぁ も 継 代 に ょ る 病原 性 の 増加 は み ら れ ず , 
弱 歌 性 で あつ た . 4) 全 症 例 共 マ ウス 腹水 中 の 虫 体 の 増 
殖 は 悪 く , ギ ム ザ 染色 標本 に よる 検索 は 甚だ し く 困 難 で 
あつ た . 5) ギ ム ザ 染色 標本 に と ょ る 虫 体 の 大 き さ は 4.1 
ー6.8 Xx1.7 一 2.7 x で , 所 調 ト キン プラ スマ の 大 き さ 
の 範囲 と 属す る が , 比較 的 小さ な 虫 体 が 多く 観察 され 
た . 6) 当 教 室 で 保存 し て いる トキ ンプ ラス マ 株 (R 
耳 ・M A 株 ・KK 0 株 ・ 青 木 株 ・ 原 株 ・ 川 株 ・ 
株 ) も その 継 代 中 , 生鮮 標本 で , 本 症例 株 と 酷似 せる 形 
態 を 度々 認め て いる の で , 演者 は 本 症例 株 も 恐らく トキ 
ジ プ ラ スマ で あり , 人 体感 染 は を し ろ と の よう な 形 で , 今 
包 の 概念 より は る か に 多数 の 患者 が 存在 し , 上 述 の よう 
な 症状 を 呈し て いる の で あろ うと 考え る . や 尚 当 教 室 
で 保存 継 代 中 の これ ら の 貝 体 の 性 状 に つい て は 更に 検 対 
し , 次 の 機会 に 報告 し た いと 思う . 


80. セロ ファ ャ ン 厚 層 塗 抹 の 優秀 性 に つい て 加藤 勝也 
(名 大 医 動物 ) : K. KATO: Study on the thick film 


method with cerophan for fecal examination 


集団 検査 の た め に , 厚生 省 寄生 虫 卵 検査 指針 は , 直接 
塗 抹 カ バー グラ ス 3 枚 法 (18 X18) を 指示 し て いる が , とこ 
の 方 法 は 映 虫 卵 を 主 と し た も の で 特に 釣 虫 卵 に は 飽和 食 
塩水 に と よ ょ る 浮 洗 集 卵 法 を 定め て いる . 併 し 実際 問題 と し 
て 両者 の 何れ を と る も , 単独 で は 良 結 果 を 得る こと が 困 
難 で ある . 例え ば 前 者 で は 多 虫 卵 検出 が 極め て 低い の み 
な ら ず , 吸虫 卵 の 如き 小 虫 卵 が 殆 ん ど 検 出さ れ な い . 又 
後者 に お いて も 釣 虫 卵 に 対し て の み は 優 秀 な 結果 を 期待 
し 得る も 環 虫 未 受精 卵 , 吸虫 卵 等 は 殆ど 検出 され な い 居 
み が あ る . 従 つ て より 良い 結果 を 期待 する な ら ば 両者 の 
併用 或 は 遠 沈 集 卵 法 に よる 外 な い . 併 し 実際 上 所 調 吾 々 
の 集団 検便 に 際 し て は それ ら は 余り に も 類 鎖 に 過 ぎ 実 施 
困難 で ある . 然るに 1951 年 以来 続々 発表 し た 余 の セロ フ 
ァ ン 厚 層 塗 抹 法 こそ は 上 述 の 各 欠 点 を 補正 し 得 て 集団 検 
便 に は 最も 理想 的 の 方 法 と 信ずる . 即ち 1) 標本 作製 操 
作 が 極め て 簡単 な る こと , 2) 視野 が 非常 に 明 浴 な た め 
虫 は 勿論 吸虫 如き 小 虫 も 容易 に 検出 し 得る . 
8) 多 虫 卵 検 出 率 も 殆 ん ど 浮 海 法 に 匹敵 し , 時 に は それ 
に まさ る こと と すら ある . 終り に 鏡 検 に つい て の 注意 点 は 
標本 作製 後 一 程度 乾燥 し 透明 性 を 帯び た 頃 が 一 番 見 よい 
(こと の 時 間 は その 時 の 気温 湿度 に よる の で 確 言 出来 な 
ふい). 又 乾 燥 し 過ぎ て も いけ な い . 従 つ て 夏季 は スポ ンジ 
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に 軽く 水 を 浸し て 和 誓う の も 乾燥 防止 上 有効 で ある ( 余 は 
厚 さ 約 0.8 cm マッ ペ 大 の スポ ンジ 板 を 作り 使用 し て い 
る ). と の 方 法 に よれ ば , 作製 10 時 間 後 の も の で も 尚 十分 
に 目的 を 達成 する こと が 出来 る . 


81. セロ ン 法 に よる 集団 検便 の 検討 西 三 
郎 ・ 木 畑 美 知 江 ( 公 衛 院 寄生 虫 ): S. NisHl &M. 
KIHATA: Study on thick film covered with a cero- 


phan for microscopical examination of feces 


近 時 セロ マフ マ ァ ン 厚 層 贅 抹 法 に よる 検便 方 法 が 広く 使用 
され よう と し て お ぉ おり, 叉 二 , 三 の 再 検討 が な され て い 
る . 私 た ち は こ の 検査 法 の 集団 検便 時 の 釣 虫 卵 検出 力 に 
つい て 検討 し た の で その 結果 を 報告 する . 材料 及び 方 
法 : 埼玉 県 東松山 市 農村 地区 9 地区 の 住民 1,105 名 の 便 
に つい て , 同一 の 材料 を , 同時 に 硫 苦 飽和 食塩 水 浮 法 
( 便 量 約 500mg, 比重 1,280 ) 及 び セ ロフ マ ァ イン 厚 層 塗 抹 法 
( 便 量 約 40mg, 大 き さ 約 24 メ 27mm) の 両 法 で 検査 し , 
更に 5 地区 で は , 多 虫 卵 陽性 者 (両者 の どちら か ー つ 
の 陽性 者 を も 含 ) に つい て Stoll 変 法 (!/1。 NaOH 58ce 
に 便 2 cc を 加え よく 混和 携 拝 し , その 0.15cc を 取り その 
内 の 人 虫 数 えた . 即ち その 量 は 5 X10-scc の 便 に 
相当 する ) に より 貝 卵 数 を 数 えた . 成績 : 検出 力 の 比較 
を 陽性 で 見 れ ば , セロ ン 法 80.52, 浮 53 .52 
法 で の 結果 は 55.82%% で , セロ ファ ン 法 は 浮 海 法 の 約 57: 
の 検出 力 で 良い 成績 を 示し て いる . し か し 各々 の 検査 で 
の 陽性 者 の 内 ( 十 ) う で の 陽性 者 が セロ ファ ン 法 で は 78.0: 
浮 海 法 で は 87.22% で ある . Stoll 法 に よる 貝 卵 数 と セロ テ 
ァ ン 法 で の 虫 卵 数 を 相関 表 に し て 見 る に 相関 が ある 様 に 
見 られ る が , Stoll 法 よ り 高 濃度 に 排 九 を 認め られ る も の 
に つい て セロ ファン 法 で は 陰性 で ある 者 が ある . さら に 
Stoll 法 に より 貝 卵 濃度 別 に 層 別 し て 各層 で の 陽性 者 に 
対す る 検出 力 を みる と , 浮 海 法 で は 虫 卵 数 Eggs/ml 0~ 
200 群 及 び 200~1,000 群 で は 検出 力 は 98 で , 1,000 以 
上 の 和 群 で は 総 べ て 100% で あり , 濃度 が 高く な る に つれ 
て 増加 し , 十 が 減少 し , 虫 数 約 2,.000 Eggs/mk 
の 所 で 極大 を 示 し て いる . セロ ファ ン 法 で は Eggs/ml 
0~200 群 で 検出 力 が 52 6, 200~1,000 群 56.4, 
1,000 ~2,000 群 62.2 2,000 ~38,800 群 62.1 %, 
4,000 以上 の 群 で は 70.42% で あり , 高 濃度 群 に 対し て も 
比較 的 近い 検出 力 で ある . きす び : セロ ファ ソン 法 は 操作 
が 簡便 で 陽性 素 の み に 着 目 す れ ば 検出 力 は 比較 的 高く , 
排卵 数 と 検出 虫 卵 者 と は 相関 が 認め られ る 様 で る あり, 供 
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い 検 査 法 で ある と も 見 られ る が , 排卵 数 の 多い , 即ち 虫 
卵 濃 度 の 高い 群 で の 検出 力 が 高く な い 事 は 同 法 が 更に 検 
討 さ れん な けれ ば な ら な いと 思う . 


82. 新 検査 法 (ウス イ 式 検査 法 ) の 一 考案 
井 廊 治 ( 暁 虫 予 研 ) : B. UsUI: Studies on the new 
pinworm inspection method (Usui method) 


暁 虫 対策 を 実施 する に 当り 困難 を 伴う の は , 従来 の 検 
査 方 法 で は 採卵 上 難点 が あつ た か ら で あ る . 即ち 従来 法 
グラ ハム 法 等 は 被 検 者 以外 の 手 に よ ょ っ つて 肛門 周囲 より 採 
卵 を 行う 為 本 人 に 強い 差 恥 心 を 抱か せる の で 学童 は も と 
より 婦女 子 に 到 つ て は 全く の 難 事 で あつ た 事 は 誰 も 経験 
し た 所 で ある . 確 井 は これ を 改良 し て , 被 検 者 自身 に ょ 
り 9 採卵 を 行わ し めそ の 採卵 紙 が その まま 検査 紙 と な る 検 
査 方 法 を 考案 し ウス イ 式 時 虫 検査 法 と し た . 1) 差 恥 心 
を 与え ず 被 検 者 に より 採卵 出来 る の が 特長 . 被 検 者 が 容 
易 に 採卵 出来 る 様 に , 暁 虫 の 行動 範囲 を 考え 採卵 部 位 を 
大 型 に し た の で 検出 率 が 非常 に 高い . この 方 法 で は 全く 
差 恥 心 を 与え な いか ら 婦 女子 に 対し て も 安易 に 行い 得 
る .2) 接着 用 に 特殊 =ー ル 制 必 使用 し た . 
来 法 で は セロ マ ァ ン テ ー プ を 使用 し て いる の で , 大 人 に 
対し て 採卵 を 行う と , 肛門 周囲 の 毛 を 引張 り 毛 根部 に 強 
い 刺 を 与え 痛 与え た . ウス イ 法 で は こと の 根本 
的 に 改良 し 弱 力 特殊 ビ =ー ル 灯 を 制作 し 使用 し た . 接着 
カカ は 半減 以下 と し た の で 上 記 の 様 な 心配 が 無く な つた . 
8) ウス イ 式 暁 虫 検査 法 の 実際 これ に 用 いる 検査 紙 は 
5cm <10cm の セロ ファ ン を 二 つ 折 と し , 内 側 の 片面 に 
=ー し 乾燥 後 他 面 を 以 て 灯 を た 
を 持つ 採卵 紙 で ある . に 当 つ て は 起床 後 
排便 前 に 行う の が よい . 即ち 採卵 する 場合 は 上 記 の 採卵 
紙 を 開き 灯 を 肛門 部 に 圧着 する . は ビ =ー 
面 上 に 転 着 す る か ら 肛 門 部 より 離 レニ つ折 を 元 通 り に し 
て , と これ を 100~70 倍 に て 検 鏡 す る . 集団 検 査 に は 全部 
を まとめ て か ら で る も 検査 出来 る か ら 便 利 で ある . 相当 経 
日 し て も 検査 可能 で ある . 4 カ の 連続 検 査 が 極め て 容易 に 
行い 得る . 暁 虫 検査 で は 真 の 保有 率 判 定 に は 5~7 日 間 
毎日 検査 を 実施 する 要 が ある . 従来 法 で は 到底 実施 困難 
で 集団 を 対象 と し た 場合 は 全く 実施 困難 で あつ た が , ウ 
スイ 波 に ょ る 場合 は 極め て 容易 に 行い 得る の で 保有 素 , 
稔 転 率 判 定 上 真 値 に 近い 判定 を 得る . 5 う 本 検査 紙 の 応 
用 検査 し て 卵 発見 の 検査 紙 は その まま 保有 し て 常に プレ 
パラ ー ト と し て 実習 用 に 供し 得る . 


83. 中止 


84. 糸状 虫 に だ ける 集 虫 法 の 検討 押 領 司 源 一 ( 鹿 大 熱 
… 米沢 藤 士 ( 鹿 大 二 内 科 ) : G. Oryon & T. Yo- 
NEZAWA : Discussion of the concentration method for 
demonstrating microfilariae in blood 


糸状 虫 の 集団 検診 こ 共 し, 集 虫 法 を 実施 する と 極め て 
興味 ある 疫学 的 所 見 を 認め る が , 現在 の 処 , 集団 検診 に 用 
いて 満足 すべ き 集 虫 法 は な い . 著者 等 は 集団 検診 に 適当 
な 集 虫 法 を 目標 に し て , 仔 虫 を 固定 と 同時 に 染色 し ょ う 
と する 管 沼 氏 の 考え に 準じ , 二 , 三 の 実 験 を 行 つ た . 1) 
管 沼 集 虫 法 の 酢酸 を 8, 5 し メチ 
レン 青 を 1, 2, 5 と する 9 種 の 組合 せ を 作り , 集 虫 
法 を 実施 し た . いづ れ の 場合 と も, 虫 体 の 染色 は 不 十 分 
で , 被膜 が 褐色 に 染 ま つ て いる の み で あつ た . 2) ホル 
マリ ン 固 定 , メチ レン 青 染色 の 検討 : ホル マリ ン を 5, 
23。 1。 0:5 し 。 メチ ナチ レン を 5。 3232, 1 と すず る 
12 種 の 組合 せ を 作り , 集 虫 法 を 実施 し た . と の 場合 , 沈 
発生 量 は メチ レン 青 の 度 が 高い , 多く な り 
ル マ リ ン の 濃度 に は 左右 さき されない. 唯 ホ ル マ リ ン の 濃度 
を 極度 に 淡く する と (0.1 2), 固定 が 不 十分 と な り , 貝 

は autolyse を 起 し て 染 ま ら なく な つ て いる . ホル マリ 
ン が 2~19%, メチ レン 青 2~1 2% で 最も 満足 すべ き 結 
果 が 得 ら れ た . 8) メタ ノー ルル 固定 ・ メ チレ 青 染 色 の 検 
討 : メタ ノー ル を 10, 20。 50226 と し , メチ レン 青 を 1, 
2。 52% と し レ し, 9 種 の 組合 せ を 作 つ て 集 虫 法 を 実施 レ 
た . この 場合 に も 沈 流 の 発生 量 は メチ レン 青 濃度 の 高い 
場合 に 多く な り , メタ ノー ル 5026, メチ レン 青 1 % の 場 
合 に 満足 すべ き 結 果 が 得 ら れ た . 結語 : 集団 検診 とこ 用 い 
得る 集 虫 法 を 目標 と し , 二 , 三 の 実験 を 行い , ホル マリ 
ン 固 定 , メチ レン 青 染色 とこ メタ ノー チレ 
ン 青 染色 に お いて ほ く 満 足す べき 成績 を 得 た . 


85. 陽性 者 の 友 応 に つい て 岩田 繁雄 ・ 荒 ・ 
木 恒 治 ・ 秋 山喜 昭 ・ 険 山 克 ・ 篠 永安 幸 ( 阪 医大 岩田 内 科 ) : 
S. IWATA, T. ARAKI, Y. AKIYAMA, T. KAGEYAMA 
& Y. SHINONAGA: On the occult blood reaction of 
subjects with ova of intestinal parasite 


最近 日 本 人 の 冶 の 問題 が 広く 注目 され , 特に 消化 器 癌 
就 中 胃癌 が 最も 多い の で , その 上 早期 発見 の 方 法 が いろ い 
ろ 吟 味 さ れ て いる . 便 の 潜血 反応 を 検査 する 事 は 間接 方 
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法 で ある が , 癌 , 潰瘍 患者 の スク リー ン に は 適切 な 方 法 
で ある . 一 方 寄生 虫 予防 撲滅 の 最初 の 手段 と し て 便 の 検 
鏡 が 必要 で あり , と の 両者 は 共に 便 を 材料 と する 比較 的 
簡易 な 検査 方 法 で ある の で , 両者 を 併用 する 事 は 日 本 人 
の 韻 , 潰瘍 患者 を 選別 し , 更に 寄生 虫 卵 保有 者 を 発見 し 
その 治療 を 可能 と する . 方 法 は 潜血 は ベン チ ヂ デン, グ ア 
ヤッ ク , 検 1 ~2 回 の 法 を 主体 と し た . 
々 は 両者 を 同一 載 物 板 上 で 見 る 方 法 を 吟味 し て いる . 対 
人 象 は 本 大 学 附属 病院 外来 , 入院 患者 及び 周辺 都市 , 農山 村 
住 必 と し た . 成績 1 う 我々 内 科 外 来 患 者 の 採 便 提出 率 は 
20.7~24.822, 内 ベン チ ヂ デン 陽性 14.5~15.626, グ ヤ ツ 
ク 陽 性 2.2~3.0 2 で あつ た . 2) 卵 陽性 者 の 潜血 
反応 , ベン チ ヂ ン 75.0~94.196。 グ アヤ ツ ッ ク 5.0~6.4 
296 で ある . 3) 陽性 者 , ベ ンチ ヂ ン "70~100 2%2, グ 
アヤ ツク 12.5~85.8% で ある . 4) 凌 虫 卵 陽性 者 , ベン 
チ ヂ ン 24.6~52.826, グ ア ヤ ツ ッ ク 0~80.826 で ある . 5) 
入院 釣 虫 症 患 者 ご は べ 及 び グ 反応 陽性 55.2%, べ の み 陽 
性 838.8 で あつ た . 6) 吹田 市 民 の 潜血 反応 陽性 者 29.25 
96, この 人 員 に 洪 血 食 を 3 日 間 摂 取 させ た 後 陽性 者 は 
20.0% と な る (全体 の 5.85% に あたる ). 但し 本 反応 は ベ 
反応 の み に て 行 つ た も の . "7) 同市 の 映 虫 卵 陽性 者 の ベ 
反応 陽性 者 80.02%2, 陽性 者 で 54.322, 虫 卵 陽性 
者 で 84.026 で あつ た . 8) 部 落 で は 保 有 者 で 
べ 63.226。 グ 14.722, 陽 性 者 で べ 95.0%, グ "70.0 
陽性 者 ご べ 77.822, ググ 8388.826 で あつ た . 


86. 肝 吸 虫 卵 数 (スト ー ル 氏 躍 卵 算定 法 変 法 に よる ) と 臨 
床 症状 と の 関係 高野 喜 正 ・ 石 川 和 男 (秋田 山本 組合 病 
院 ): Y. TAKANO & K. ISHIKAWA : Internation ab- 
out number of eggs of Clonorchis sinensis (by stoll’s 


deformity) and clinical symptom 


青々 は , 昭和 25 年 より 能代 市 洪 内 に お ける 浅 内 沼 を 中 
心 と し た 肝 吸 虫 の 浸 淫 状況 を 数 回 こと わたり, 日 本 農村 医 
学会 組 びに 秋田 農村 医学 会 に と , 疫学 的 に , 病態 分 類 学 的 
に , 感染 経路 及び 臨床 像 に つい て 詳細 報告 し て 来 た が , 
今回 は , 肝 吸 虫 卵 算定 法 と し て , スト ー ル 氏 虫 卵 算 定 法 
を 一 工夫 し , それ より 優秀 よ な ス トー ル 氏 変 法 を 考案 し た . 
それ に より 肝 吸 虫 卵 保 有 者 の 約 1 ヶ月 の 虫 卵 数 の 推移 を 
測定 も 、 了 臨床 像 と の 関係 を 調査 し た . その 結果 平均 虫 卵 
数 と 臨床 症状 と の 間 の 密接 な 関係 , 即ち 理学 的 所 見 と , 
自 堂 症状 を 患者 に 開く こと に より , 大 体 の 虫 卵 数 を 推定 
出来 得る 程度 の 関係 を 得 ら れ は し な いか と 予想 し た の で 
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ある が , 所 期 の 目的 は 充分 に は 達せ られ な か つた と は 云 
え , 虫 卵 数 と 臨床 像 の 間 に , 有意 の 関係 の ある こと と を 認 
め た . 


87. 人 肺 吸虫 症 の 治療 に 関す る 研究 , 特に エメ チン ・ サ 
ルフ ァ 剤 連続 投与 法 の 効果 に つい て 吉田 幸雄 ・ 中 西 靖 
郎 ・ 島 谷 敏 男 ( 京 府 医大 医 動物 ) 菊池 昭子 ・ 桜 井 光 枝 ( 編 
野 保 健 所 ) : Y. YOSHIDA, Y. NAKANISHI, T. SHIiMA- 
TANI A. KIKUCHI & T. SAKURAI: Studies on the 
therapy of human paragonimiasis with the successive 


dose of emetine hydrochloride and sulfa-drug 


従来 肺 吸虫 症 の 治療 に 塩酸 エメ チン と サル ファ 剤 の 併 
用 が 或 程度 有効 と され て いる が 乏 に よ ょ つて る ぁゃ も 根 治 が 仲 
むず つか し いと いう 見 解 も ある . 併 し 現今 之 に か わる 有効 
な 薬剤 は 見 出さ れる に 至 つ て いな い , 一 方 最近 皮 内 反応 
に よる 肺 吸虫 感染 者 の 検出 が 全国 各地 で 行わ れ た 結果 無 
症状 乃至 軽症 状 の 感染 者 が 多数 見 出さ れ と これ ら の 処置 が 
問題 と な つて いる . 最近 大 鈴 氏 等 は 塩酸 エメ チン と サル 
ファ 剤 の 併用 を 先ず 12 日 間 連 続 し て 行い 次 いで 8 日 休止 
4 日 投与 を 3 回 反復 する 事 (以下 12, 4, 4, 4 投与 と 略 
す ) に より 良好 な 治療 結果 を 得る 事 を 発表 し た . 著者 等 
あぁ 京都 府 北 部 網野 町 一 帯 で 肺 吸虫 症 の 流行 を 認め , これ 
ら の 感染 者 に 対し 大 稚 氏 等 の 治療 法 の 再 検討 を 行 つ た . 
1) 先ず 6 名 の 感染 者 に 塩酸 エメ チン 1 日 40mg, サイ 
ァ ン 日 8 g の を 12。 4。 4 と つた 所 , 
ヶ月 間 の 観察 で 5 名 (83.822) が 虫 卵 陰性 を 続 け て い 
る . 2) 次 に 5 名 に つい て (1) と 同じ 薬剤 投与 法 で 
12 日 間 連 続投 与 で 打 切 つた 所 , 3 名 (6026) が 陰性 と な 
つた (観察 期間 5 ヵ月 う . 3 う 次 に サイ アジ ン の 代り に 
持続 性 サル ファ 剤 で ある オム = ボン (1 日 1g1 回 投与 う 
を 用 い , 12。 4, 4, 4 投与 を 行 つ た 3 例 で は 3 カ月 後 
の 現在 8 例 共 虫 卵 陰性 と な つて いる. 4) 次 に (3) 
と 同じ 薬剤 で 12 日 間 で 治療 を 打 切 つた 6 例 で は 3 ヵ月 後 
の 現在 2 例 (38.82%%) が 陰 転 し て いる . 次 に 之 等 患者 の 
文 線 所 見 と 治療 成績 と の 関係 を 追及 し た . ( 文 線 像 は 肺 
研究 具 田 教 授 一 門 の 読影 を 頂 いた その 結果 治 
療 前 , 文 線 上 殆 ん ど 所 見 を 認め な い 6 例 は と れ ら の 治療 
に より 5 例 (83.82%6) が 貝 卵 陰 転 し , 所 見 を 有する 8 


例 は 3 例 (37.522) が 陰 転 し た に すぎ な い . 即ち 無 乃 到 
軽症 状 感 染 者 で 文 線上 殆 ん ど 所 見 を 有 し な い 者 は 上 述 の 
方 法 で ほ く 目 的 を 達し うる が , か な り 明 ら か な 所 見 を 有 
し 且つ 感染 後 長年 月 を 経た 者 は 治り 難い と 云え る . 次 に 


| 


上 述 の 12 日 間 連 続投 与 に ょ る 副作用 ( 諸 種 の 肝 機 能 検 
査 , 心電図 , 尿 所 見 等 ) を 8 例 に つい て くわ し くさく 検 討 し 
た 所 全 例 副作用 と 考え られ る 所 見 は 見 出さ れ な か つた . 


88. 膝 trichomonas 症 の 研究 (2) 高田 季 久 ( 阪 市 
大 医 動物 ) 岩井 長太郎 (大 阪 赤十字 病院 産婦 人 科 ) : S. 
TAKATA &C. IWAI: Studies on the human tricho- 


moniasis (2) 


昭和 34 年 6 月 以降 , 大 阪 赤 十字 病院 , 産科 婦人 科 の 外 

来 初 診 患 者 の み の 腔 内 容 よ り 騰 trichomonas( 以 下 T.v.) 
を 検出 し , 更に 本 症 婦人 に つい て その 尿 ・ 性 器 及 びそ の 
配偶 者 の 尿 , 精液 等 より T.v. の 検出 検査 を 行い , また 
分離 し た TT.v. 11 株 に つて , 抗 trichomonas 薬剤 耐性 試 
験 を 行 つ た . それ ら の 結果 は 以下 の 如く で ある . 1) 検 
査 総数 1000 例 の うち , 鏡 検 法 で 104 例 (10.4%), 培養 法 
(S.Y.S. 培地 ) で i 200 例 (20.0 2%2) の 陽性 例 を 確認 し 
た . 培養 法 で は 鏡 検 法 に 比 し 約 2 倍 の 検出 能 を 有 し , 上 且 
つ candida 属 (以下 C 属 ) の 検出 も 可能 で あつ た . 2 
T.v. 並び と C 属 の 単独 検出 群 に 較べ て , T. vw. と C 属 の 
混合 検出 群 の 検出 率 が 極め て 低 率 で ある . 8) 感染 率 は 
更年期 前 後 の 婦 人 和 群 C40~49 才 う に 最も 高 率 で あり , 未 
婚 婦 人 和 群 で は 性 談 の 経験 ある 者 に 高 率 で あつ た . 4 T.v. 
検出 は 月 経 後期 に 最高 の 検出 率 を 示し , 次 いで 月 経 前 期 
不順 月 経 婦 人 , 閉 終 期 婦 人 , 月 経 間 期 の 順に 低下 する が 
機能 性 無 月 経 婦 人 和 群 の 検出 率 は か な り 高 素 で あつ た . 
5) 妊娠 各 期 別に よる 検出 率 に 著 差 な く , 非 妊 婦人 群 よ 
り 低 率 で あつ た . 6) 膝 内 容 pH 5.5~5.9 に お いて 検 
出 率 が 高く , 清浄 度 (Schréde) の 悪化 に 比例 し て 高 率 を 
示し た . ") 一般 に 何等 か の 外陰 症状 を 有する 者 に お い 
て 高い 率 を 示し , 子宮 , 炎 , 機能 性 無 月 経 及 
び 子 宮 付 属 器 炎 に それ ぞ れ 高い 検出 率 を みた . 8) 本 症 
婦人 の 子宮 粘液 に 9.82%, Skene 氏 腺 管 口内 容 中 に 
13.2% の T.v. 検出 率 を 得 , 尿 (catheter 尿 104 例 ) 
より 8.72% に 検出 し た . 9) 本 症 婦人 配偶 者 64 例 の 尿 よ 
り て.82% に 検出 し , 41 例 の 精液 より 2 例 認 め た . 10) 抗 
trichomonas 薬剤 Carbarzone, Aminitrozole, Trichomy- 
cin の うち Trichomycin の 長期 治療 に よ ょ つて や や 耐性 
を 得る 傾向 を 認め た . 
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89. 県 お よび 接 県 に だ お ける の 疫学 的 観察 戸 
谷 徹 造 ・ 加 藤 勝也 ・ 武 田 正 義 (名 市 大 医 動物 ) 礁 井 文 治 
木 夫 ・ 服 部 信 一 ( 予 研 中 部 支部 ) : T. 
K. KATO, M. TAKEDA, B. UsuUIl, I. SUZUKI & S. 
HATTORI : Ecological study on pinworm in Aichi Pre- 
fecture 


ウス イ 式 セロ ファ ン を 用 いて , 1959 年 3 月 か ら 12 月 に 
下り 愛知 , 岐阜 , 三重 三 県 の 幼児 か ら 成 人 に 至る 8 万 余 
名 に 対し , 肛 検 1 回 法 に ょ る 暁 虫 卵 の 検出 を 主 に 調査 レ 
次 の 如き 成績 が ま と ま つ た の で 報告 する . 1) 県 別 の 検 
出 率 を 比較 する と 愛知 の 51.3%, 岐阜 の 46.922, 三重 の 
58.922 と な り 平 均 率 は 50.2% で あつ た . か つて 当 教 室 員 
加藤 が 愛知 県 の 小 ・ 中 等 校 か ら 抽出 し て 行 つ た 肛 検 5 回 
連続 法 の 成績 , 最高 76.82, 最低 57.822, 平均 61.222 に 
は 及ば な か つた が 諸家 の 報告 され て いる も の と ほ さ ゞ く 一 致 
し て お り 1 回 法 と し て は か な り の 成績 で ある . 2) 年 齢 
層 別 に 検出 率 の 比較 を する に , 保育 園 層 が 最も 高く 58.2 
26, 小学 生 層 の 50 .5%, 中 学生 層 の 38.82%, 成人 層 は 2329.2 
26, 高校 生 層 の 20.6%% の 順位 を 示し 小川 ( 予 研 ) の 成 
績 と 似 て いる . 即ち 当地 方 に お ける 検出 率 も 幼児 に 高く 
成人 に 低い . 3) 地域 を 都市 , 山間 , 海岸 , 平野 に 区 分 
し 検出 率 を 比較 する と , 海 岩 地帯 の 者 が 最高 で 64.1%, 
次 いで 山間 地帯 が 68.42%, 平野 の 58.5%, 都市 の 50.82% 
の 順 で あつ た .. 都市 , 平野 地帯 の も の が 他 の 地帯 の も の 
ょ りや や 低 率 を 示し て いる の は , 近 時 時 虫 駆除 対策 の 啓 
蒙 が 盛ん に な り , 一 方 駆虫 方 法 も 安易 に 実施 出来 る ょ う 
に な つた と こと と, 一 面 交 化 生活 の 向上 と も 相 作 つて 来 た 事 
が その 要因 と 考え られ る . 4) 駆虫 を 伴 つ た 検出 率 の 推 
移 を 検討 する に , 対象 例 を 幼稚 園 , 小学 校 , 中 学校 の 中 
か ら 選 定 し , 年 間 3 回 の 肛 検 を 3 月 , 6 月 , 9 月 に それ 
ぞ れ 1 回 法 で 行い その 保 九 者 に 対し それ ぞ れ 適量 の 双 
虫 剤 (で ペ = ン ) を その 都度 与え (3 日 連用 ) 調査 し た 
と ころ , 第 1 回 C3 月 ) の 肛 検 で 幼稚 園 65.12, 小学 校 
59.82%6, 中 学校 47.8 如 と か な り の 高 率 で あつ た が 第 2 回 
(6 月) に は 幼稚 園 48 .5%2, 小学 校 44.52%, 中 学校 38.6 
2%6 に 減少 , 更に 第 3 回 (9 月 に は 幼稚 園 38.022, 小学 校 
87.7%, 中 学校 84.02% と いづ れ の 例 も 話さ 同率 を 示し た . 
即ち 年 間 3 回 以上 の 駆虫 を 伴 つ た 貝 卵 検査 を 行 つ た 場合 
は 年 齢 層 の 別 な く 検 出 率 は 同率 に 近づく . 5) 保 卵 者 に 
対し 駆虫 前 ,。 後に お ける 自覚 症 を アン ケー ト し た と と 
ろ , 次 の 如き 結果 と な つた . 某 小 学校 の 保 卵 者 61.12% の 
と ころ の 1 年 か ら 6 年 まで の も の の 保 卵 者 に 対し 学年 別 
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に イ . “肛門 の まわ り に 虫 が 動き , な づか ゆめ さ を 感 ず 
る 者 ”* 駆虫 前 1 年 で は 89.52% の も の が 駆虫 後に と お いて 20 
6 に 減少 , 2 年 で は 42.5% の も の が 28.226, 8 年 831.82% 
か ら 17.52%6 に , 4 年 58.506 か ら 7 2% に 5 年 7Y8% か ら 9% 
6 年 60% が 45% と 名 学 年 に よ つ て か な り の 差 は あぁ る が 何 
れる も 低 素 に な つた . r. “むず づか ゆく て 夜 ね か な れ な か つ 
た も の ”"” 1 年 か ら 6 年 まで 駆虫 前 20 か ら 8 2 程度 あつ 
た も の が 駆虫 後に と に お いて は 皆 症 例 を 認め な か つた . へ . 
“いら いら し て 勉強 中 に 気 が 散 つた 者 ” に つい て も 名 学 
年 基 に と 15% から 3 2% 程 度 に 減少 を 見 せ 駅 虫 効果 に よる 自 
覚 症 の 半減 し た とこ と を 婦 ら され た . 


90. 農村 に お ける の 状況 に つい て 近藤 武男 ・ 
内 田 昭 夫 ・ 荒 雄 ・ 柳沢 利 喜雄 (和子 大 農 医 研 ) : T. 
KONDO, A. UCHIDA, T. ARAKI & R. YANAGISAWA : 
On the infestation of Enterobius vermicularis of rural 


area 


長野 県 下伊那 群 阿 南町 和合 上 , 泰阜 村 梨 久保 , 下 条 村 
鎮西 , 根 羽 村 月 瀬 部 落 及 び 群 馬 県 中 之 条 町 高津 , 愛知 県 
北設楽 郡 東 栄町 御園 , 深谷 , 河内 部 落 な ど 農 山村 の 8 部 
落 289 戸 , 1807 名 並 に 高 感染 地区 の 2 保育 園 164 名 の 野 
虫 感染 の 状況 を 調査 し た . 河内 部 落 及 び 2 保育 園 は 夫々 
昭和 388 年 ~84 年 より 調査 を 開始 し “スコ ッ チ テー プ 法 ” 
連続 5 日 検 氏 に ょ り , 保育 園 に つい て は 熟練 し た 検査 者 
自ら , 河内 部 落 に 関し て は 再三 の 映画 メラ イド 等 に よる 
・ 術 生 教育 の 後に 家人 に よ ょ り “テー プ "” を 貼 布 し た . その 
他 の 地区 に つい て は “TM 式 暁 虫 検査 用 紙 ” に より 一 応 
の 説明 の 後に 各自 家庭 に お いて 貼 布 し 連続 5 日 検 思 の 成 
績 と ょ つた . 暁 虫 淫 浸 率 は 883.8%~12.82% で 平均 陽性 率 
は 55.72% で あつ た . 性 別 陽性 率 に は 有意 の 差 が 認め られ 
な か つた . 生活 型 別に は 幼児 学童 に 高 率 で , 平均 81.522 
の 比較 的 高い 感染 地区 か ら 平 均 22.6% の 比較 的 低い 感染 
地区 の いづ れ も そ の 傾向 を 示し た . 尚 保育 園 河 内 部 落 集 
団 駆 虫 後 の 感染 状況 か ら 観 察する と , 保育 園 の 感染 率 が 
速やか で 且つ 高 率 で ある 事 及 び 上 記 生 活 型 別 陽性 率 か ら 
見 て 集団 生活 に 里 虫 感染 の 一 要因 が ある も の と 思考 され 
る . 職業 別に は 半 農 に や や ゃ や 高 率 な 傾向 は ある が 有意 差 は 
認め られ な か つた . 家族 数 4 名 以上 の 世帯 陽性 率 度 数 分 
布 表 に より 観 祭 する と 家族 集積 性 の 傾向 が 認め ちら れる. 
高 淫 地区 に お ける 虫 集団 駆虫 後 の 再 感 染 の 状況 
は 極め て 速く 半年 以 由 に 駆虫 前 の 状態 に 戻る 事実 か ら , 
続 虫 撲滅 作業 は 集団 駆虫 の み に ょ つて は 困難 で ある と 考 
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えら れる . 
91. 中止 


92. 駆虫 前 後に だ ける 知能 指数 の 変化 に つい て 
垣 元 博 ( 旭 医 大 ) 大 塚 正八 郎 ・ 都 甲 芳 孝 ・ 中 野 請 英 ・ 及 
川 敏 夫 ( 東 教 育 大 ) : M. INAGAKI, S. OTSUKA, Y. TU- 
KO, S. NAKANO & T. OIKAWA: On the change of 
I. Q. before and after the treatment of pinworm 


暁 虫 の 感染 が 低 学年 児童 の 知能 に 及ぼす 影 響 に 就 て , 
今日 迄 の 報告 に よる と , 余り 顕著 な 成績 が 出 て いな い . 
之 は 知能 テス ト の 選択 と , 成績 評価 の 方 法 の 相違 に 起因 
する も の で は な いか と いう 観点 か ら , 専 問 的 検査 と 成績 
の 検討 を 行 つ て 次 の 如き 成績 を 得 た . 暁 虫 の 感染 が , 低 
学年 児童 に 及 さ す 影 響 と し て , 貝 卵 陽性 者 と 陰性 者 と の 
知能 指数 の 平均 こ は 大 差 な い が , 駆虫 前 後に お ける 変化 
を みる と , 息 能 指数 に お いて , 1, 2 年 生 は 士 1 程度 の 
変化 し が 示さ な い が , 38 年 生 に な る と , 7.8 の 指数 の 上 
昇 を 認め て いる . 又 検 査 時 の 虫 卵 数 が 必ず し も , 感染 濃 
度 を 表わす も の と は 考え られ な い が , 貝 卵 数 の 多い 者 程 
1, 2 の 例外 は あつ て も , 陰 転 後 の 指数 の 上 昇 が 著 し 
い . 従 つて 感染 が 低 学 年 児童 の 知能 に 及ぼす 影響 
は , 教育 上 決し て 軽視 する こと と の 出来 な いも の で ある と 
考え られ る . 尚吾 々 は 引続き 暁 虫 感染 が 児童 の 性 格 に , 
ほす 変化 に 就 て 研究 中 で ある . 


93. 一 小学 校 に だ ける 染 の 学 的 研究 原 ・ 岡 
田 光 太郎 ・ 品 山 正 ・ 佐 藤 修 ・ 花 田 稔 ( 順 大 生物 術 動 ) : 
J. HARA, K. OKADA, T. HATAKEYAMA, O. SATO & 
M. HANADA: Epidemiological studies on the Entero- 
biasis in the primary school 


先 に 2 回 と わた つて 行っ つた 保育 所 に お ける 調査 に 引 続 
き 今 回 は 都内 の 一 小学 校 で 同様 な 調査 を 行い , 次 の 如き 
結果 を 得 た . 7 月 上 旬 某 小学 校 の 児童 及び その 家庭 ,80 
家族 439 名 に つい て スコ ッ チ テー プ 法 1 回 の 検 肛 を 行 
い , 109 名 (24.8%) の 陽性 者 を 見 出し た . とこ の うち 学 
章 の それ は 107 名 中 42 名 (89.82%)〉 で あつ た . 暁 虫 の 保 
有 と 性 別に つい て は 本 質 的 な 差異 が 見 られ な か つた が , 
年 齢 別に 見 る と 0~14 まで ,' 特に 5~ 9 (50.526) 
に 高い 保有 率 が 見 られ , 15~19 才 , 80~839 才 に 低 率 な 保 
有 が られ た が 前 回 まで の 如く 中 年 層 に お ける 高い 保有 
率 は み ら れ な か つた . と の 事 は , 小学 生 は 保育 所 児童 
の 如く 母親 ある い は 父親 と の 接触 回 数 が 減じ て いる と 考 


* 
| 
d 


えれ ば 理解 され る . 寝室 に お ける 朝 の 1 人 当 占 有 ツ 数 は 2 
土 を さか いと し て 保有 率 に 明らか な 差異 が 認め られ , 家 
族 内 集積 性 も 認め られ た . その 他 , 日 常 の 下着 類 の 形 
状 , その 取 替 頻 度 , 入浴 頻度 , 便通 の 頻度 , 性 状 , 肛門 
附近 の 騒 浴 感 , 学年 別 等 と 保有 率 と の 間 ど は 余り は つき 
り し た 相関 が 認め らち られ な か つた . 要する に 小学 校 に と におい 
て は 保育 所 と 異 り , こと が 大 き な 感 染 の 場 と し て は 考え 
られ ず 家 庭 内 で の 広義 の 接触 が 重要 な 感染 径 路 と な つて 
いる と と が 考え られ る . 


94. 天 虫 の 溢 染 の 場 と し て の 都市 交通 機関 に 関す る 研究 
清水 善男 ( 横 市 大 寄生 虫 ) Y. SHIMIZU : Studies on 
the traffic facilities in Tokyo as a source of ascaris infe- 


ction 


都市 生活 者 に お いて 日 常 不可 分 の 関係 に ある 交通 機関 
内 頑 の 遇 虫 感染 の 場 と し て の 意義 は 大 きい . 疫学 上 重 
要 な 虫 の 検出 に 重点 を お き , 浮遊 集 に ょ る 検出 
を 行 つ た . (1) 基礎 的 研究 , 人 区 内 筒 虫 卵 を 瓦 培養 レ 
と し た も の を 用 い , 浮遊 液 に は 硫酸 亜鉛 ( 比 
重 1.3800) を 使用 し た . 実験 1) 土壌 及び 内 
卵 の 試験 管内 浮遊 液 中 に お ける 動態 に つい て . 小 試験 管 


内 浮遊 液 中 に を 混入 し た 少量 の 土壌 又は 入 
れ 試験 管 側面 より 検 鏡 し の 動態 を 観察 , 

土壌 内 の 検出 に は 充分 な 振 と 遠 が 有効 で ある 
と と を 知 つ た . 実験 2) 土壌 及び 内 の 検出 . 

大 型 試験 管 に 土壌 10g を 入れ , 算定 せる 筒 虫 卵 を 混入 
し 数 日 後 ア ンチ ホル ミン 液 で 処理 し 浮遊 液 を 入れ 携 振 5 
00 回 , 遠心 沈 油 2,500 回 5 分 で 検出 す . この 操作 を 10 回 
繰返し 実験 回 数 3 回 の 平均 検出 率 は 96.422 で あり , 5 回 
検出 は 82.8% で あつ た. 5 g で 同様 な 実験 を 
行い 実験 回 数 3 回 の 平均 検出 率 は 検出 10 回 の 総計 75.2 
2%, 5 回 和 で 61.8% を 検出 し た . (2) 東京 都内 電車 , 

バス 及び 郊外 電車 の の 検出 , 1) 検査 期 
間 . 昭和 384 年 2 月 より 昭和 385 年 1 月 迄 , 2) 検査 車体 
数 . 都電 50 台 , 都 バ ス 16 台 , 京王 電車 12 台 , 計 78 台 . 3) 
検査 方 法 . 車内 鹿 頑 を 座席 。 手摺, 窓 , 側板 別に , 車体 
の リリ 範囲 を 採取 し, 基礎 実験 に 基き 5 回 繰返し 浮遊 法 で 
検出 し た . 4) 検出 数 . 都電 142 内 ケ 
(18.822), 都 バ ス 29 内 (17.2%), 京王 電車 
22 ヶ 内 九 ヶ (18.6%〕 5) 検出 の 車体 部 位 
別 分 布 . 各 車 総計 78 台 の 部 位 別 検出 数 は 座席 88 ヶ 45.6 
2%, 47 ヶ 24.4%, 側板 ヶ 17.6, 手摺 24 ヶ 12.4% で 
の 着 附 し 易い 場所 に 多く 検出 され た . 6) 検出 
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の 季節 的 消長 . 各 月 毎 に 都電 1 台 平 均 検出 数 を 比 
較 す る と , 2 月 8.6 ヶ ケ , 3 月 2.8 ヶ , 4 月 5.4 ヶ で 最高 検 
出 数 を 示し 以下 蘭 減 7 月 1.2 ヶ , 9 月 2.0 ヶ , 10 月 2.8 _ 
ヶ ケ , 11 月 4.0 で 第 2 の 山 を 示し 再び 蒲江 12 月 0.8 ヶ で 最 
低 を 示し た . 各 月 の 平均 気温 , 湿度 , 降水 量 , 風速 と 比較 
検討 する に , 検出 螺 虫 卵 数 は 降水 量 及び 風速 に 影響 を 受 
け , 雨風 に より 車内 に 持 込 ま れる 土壌 , 鹿 垢 量 に 関係 
増加 し て いる . . 


95. 映 虫 の 床 内 虫 卵 濃度 と 排 虫 数 お よび その 大 き さ と の 
関係 に つい て 内田 昭夫 ・ 熊 谷中 ・ 荒 木 武雄 ・ 柳 沢 利 齋 
( 大 医 研 ) : A. UcHDA, H. KUMAGAI, TT. 

ARAKI & R. YANAGISAWA : On the relation between 

the numbers and growth of parasite, Ascaris lumbri 
coides and their ova in the stools 


長野 県 一 農山 村 の 3 直 学 校 児童 779 名 を 葵 抹 法 3~ 6 
枚 値 で 検便 , その うち 遇 虫 卵 陽性 240 名 , 同 陰性 175 名 を 
対象 と し て , サン ト = ン , マ ク = ン 合 剤 及び ピ ペ ラ ジン で 
駆虫 し , 以後 1 週間 の 排出 を 調査 , 内 虫 濃 
度 と の 関連 性 を 追求 し , 以下 の 結果 を 得 た . 1) 鹿内 映 
虫 濃度 別 の 排 虫 数 は 受精 で う 20.6 隻 , 雌雄 
(る 3) 32.0 隻 , 圭 は それ ぞ れ 4.0, 6.8, 十 は 2.2, 8.9, 
不 受 精 卵 寺 は 2.1, 2.5,。 十 は 1.6, 2.8 で また 大 部 分 の 
事例 が 含ま れる 排 虫 数 の 限界 は , は 10 以上, 815 
以上 で あり , 間 で は それ ぞ れ 10 以 下 , 15 以 下 , 十 で は 5 以 
下 , 10 以 下 , 不 受精 卵 単独 陽性 例 で は ?, ? る と も 5 以 
下 で あつ た . 2) 度 別 , 排 虫 数 例 の 体 の 
大 き さ は , 同一 虫 卵 濃度 内 で は 排 虫 『 数 小 な る 方 が 大 き 
く , また 同一 排 虫 数 間 ご は 貝 卵 濃度 の 高い 方 が 大 き 
い .。 さら に 排 虫 数 と 虫 体 の 大 き さ の 間 に は , 前 者 が 小 な 
る 時 は 後者 が 大 きく , 前 者 が 大 と な る に 伴 つ て 後者 が 小 
さい 38) $ を 1 と する 性 比 は は 1.2 
で , 受精 卵 陽 性 例 で は 2.9, 戻 内 虫 卵 陰性 例 で は 0.2 で 
あつ た . 4) 排出 環 虫 の 大 き さ は , $ 体 長 15.3 士 4.2cm 
同体 重 1.1 土 0.6 &, 体長 22.9 土 6.7 cm, 同体 重 3.1 
士 2.1 g で あつ た . 子宮 内 虫 卵 陰性 ゃ は 体長 9.9cm 以 
下 , 体重 0.4g 以 下 で あぁ つた. 大 よそ る は 体長 10cm 以 
上 , 体重 0.2g 以上 に お いて 成 競 する ご と く で ある . 5) 
選 内 虫 卵 陰性 者 の 排 虫 者 率 は 46.3% の 高 率 を 示し , その 
うち 単独 76.5%, 単独 13.6%, ?, $ 混合 排 は 9.9 
92% で あつ た . 

大 き さ は 特別 差 が な か つた が "0.42 は 0.4 g 
未満 の 小 で あつ た . 
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96. 長野 県 飯田 , 下伊那 地方 に お ける 寄生 虫 の 疲 学 的 研 
究 (3) 虫 の 分 布 に 影響 を よ ぼ す 種 要因 の 
博 ・ 大 前 隆男 (中 部 日 本 公衆 保健 協会 ) 林 滋 生 ( 伝 
研 寄 生 虫 ) : H. SUKIGARA, T. OsaKI & S. HAYASHI : 
Epidemiological studies on the helminthic infections 
among the inhabitants at Iida-Shimoina Districts, Na- 
gano prefecture(3) Analysis of the factors correlating 


to the parasite distribution 


長野 県 下伊那 地方 に お いて 1956 年 に 飯田 市 を 中 心 と し 
た 19 ヶ 町 村 で , 総計 54,710 名 の 一 般 住民 を 直接 疹 抹 
法 , 飽和 食塩 水 浮 法 に て 検便 し , 40.1%, 
19.8%, 釣 虫 7.122, 東毛 虫 2.126 の 値 を 得 た , その 性 
別 , 年 齢 別 陽性 率 に つい て る も 検討 し た が , 特に 中 央 を 天 
竜川 が 南北 に 貫流 し , 両 岸 に 発達 し た 河岸 段丘 , 飯田 盆 
地 , 中 央 及び 南ア ルプ ス の 山麓 地帯 等 複雑 な 地形 を 含む 
当地 域 で は 各 寄 生 虫 の 分 布 に 著しい 地区 差 の ある こと を 
知 つ た . 遇 虫 陽性 率 は 南部 > 中 部 > 北部 > 市 部 の 順 , 凌 
虫 は 市 > 北 > 中 , 南 , 釣 虫 は 南 中 > 北 > 市 , 東毛 は 南 > 
中 > 市 北 の 順 を 示し , 環 虫 , 釣 虫 , 東毛 は 概して 南 に 多 
く 北 に 少な か つた が , 縮 は 逆 で あり , 特に 市 部 で 最高 で あ 
つた . この 分 布 の 要因 と し て , 位置 , 高度 , 気温 , 湿 
度 , 雨量 等 を 検討 し た が , これ ら 自 然 境 で は 陽性 率 と 
特に 著しい 相関 を 示す も の は な か つた . また 社会 的 な 要 
因 中 各地 区 に お ける 上 農業 従事 者 比率 が 高い 程 釣 
等 の 感染 者 が 多い と と を 知 つ た が , 各地 区 で の 土地 利用 
形態 と の 比較 検討 こと より, た と えば 員 虫 の 場合 で 山 株 面 
積 比 率 と 正 の 相関 , 果樹 園 と は 逆 相 関 , 水田 面積 と は 無 
相関 , 菜園 面積 と 正 の 有意 な 相関 が 検出 され た . 即ち 当 
地域 で 寄生 虫 の 分 布 は , 自然 尋 境 より も , それ より 二 次 
的 に 派生 する 人 為 社会 的 陣 境 , 即ち 耕作 状態 に より 多く 
支配 され 。 た と えば 山林 が 大 きく て 耕地 が 少な くし か も 
農業 従事 者 が 多く て , 狭い 土地 を 果樹 園 と し て で は な く , 
菜園 と し て 替 作 し て いる 地区 , その よう な 土地 で むず しろ 
貞 虫 寄生 が 多い とこ と を 知 つ た . 


97. 虫 の 経路 一 特に 人 体 染 実 験 に つい て 
戸 一 水 野 夫 ・ 柳沢 利 喜雄 ( 大 公 衛 ) : K. YASU- 
Do, T. MIZUNO & R. YANAGISAWA : On the infec- 
tion rfode of hookworm (7) Studies on experimental 
infection of human host with the infective larvae 


ヒト に 


釣 虫 の ヒト に 対す る 感染 経路 の 解明 の 為 に , 


(56 ) 


A.d. 釣 虫 , N. a 釣 虫 の 感染 期 任 虫 を , 経 皮 的 並び に 
経口 的 に 与え て , その 感染 素 (投与 仔 虫 数 に 対す る 感 
染 成 虫 数 の 割合 ) を 検討 し た . I. 経 皮 的 実験 . 1) 前 
腕 内 面 に A. d, N. a. の 各 仔 虫 を 作用 させ た 感染 実験 . 
各 5 例 行 つた . A.d. の 感染 率 は 0%, 0%, 02%, 0 
9%, 0.9%, N. a の 感染 率 は 4.9%, 0%, 2.7%, 
0%, 2.8% で あつ た . 2) 手 吉 に 各 仔 虫 を 作用 させ た 
例 . 両 種 多 虫 各 4 例 づつ 行い. A. d. の 感染 率 は 4.1 
296, 026, 026, N.a. の 感染 率 は 43.72%, 10.4 
296,。 09%6, 10.2% で あつ た . 38) 足 背 に 各 仔 を 作用 さ 
せ た 例 . 両 種 釣 虫 各 3 例 づ つ 行い , A. d. の 感染 率 は 
026, 0% N.a の 感染 は 5.1%, 0%, 0% 
で あつ た . I『.… 経口 的 実験 . 1) 胃 中 投与 例 . a 大 量 
の 水 と 共に 投与 し た 例 . A. d. 投与 例 は 1 例 に つい て 行 
い , その 感染 率 は 15%, N. a。 に つい て は 8 例 に 行い , 
6 例 は 感染 せ ず , 他 の 2 例 は , 共に 感染 し 得 た が , 投 , 
仔 虫 数 が 夫々 110 隻 , 1169 隻 に 対し て , 感染 し 得 た N.a. 
成虫 は 3 隻 , 1 隻 で 低 率 で あぁ つた. b. 小 量 の 水 と 共に 
し た 例 . 両 種 各 4 例 づ つ 行い . 時 投与 
で は A. d. の 感染 率 は 79.826, 70.126, N.a. 例 は 感染 
せ ず , 食後 投与 群 は A. d. の 感染 率 は 37.7% と 48.0%, 
N. a. 例 は 感染 し な か つた . 2) 十二指腸 部 投与 例 . 
A.d. 例 は 1 例 に っ いて 行い , 20% の 感染 率 を 得 , N.a. 
例 は 5 例 行 つっ た が , すべ て 感染 し な か つた . 結論 . A.d. 
N. a の 各 感 染 期 仔 虫 を 以 っ て , ヒト に 対し て の 経 皮 ・ 
経口 実験 を 行 つ た . その 結果 , 経 皮 的 に は N.a. 釣 虫 の 
感染 率 が , A. d. 釣 虫 の 感染 率 よ り 大 で あつ た . 経口 的 
に は A.d. 釣 虫 の 感染 率 が , N.a. 釣 虫 の 感染 率 ょ り 大 
で あっ 。 


98. 実験 的 肝 吸 虫 症 に お ける 肝 機 能 検 査 成績 上 原 清 実 
( 徳 大 病 理 ) : K. UEHARA : Studies on the liver func- 


tion in experimental Clonorchiasis sinensis 


肝 吸 虫 感染 時 に お ける 肝 機 能 検 査 成績 に つい て は , 人 
体 例 は すでに いく つか の 報告 あみ られ る が , 実験 的 肝 吸 
虫 症 で は , わずか の 報告 し か な く , し か も , その 成績 も 
まち まち で ある . 私 は , 肝 吸 虫 症 に お ける 肝 障 加 の 状 
況 を , 機能 検査 の 面 か ら 明 ら か に し た いと 考え , 実験 的 
肝 吸 虫 症 に つい て 検索 を 行 つ た . 材料 お よび 方 法 : 1 
実験 動物 は , 体重 2 る ~ 3kg の ウサ ギ と 10kg 前 後 の イ ヌ 
を 用 い , 肝 吸 虫 メタ セル カリ ア を 保有 する モッ ゴ を 投 
与 , 感染 させ た . 2) 感染 後 , 経過 を 追 つ て 採血 し , 分 
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離し た 血清 に つい て , コバ ルト 反応 , 昇 来 沿 濁 反応 , チ 
モー ル 潤 濁 試 験 , 硫酸 亜鉛 試験 , ル ゴ ー ル 反応 , 血清 ア 
ルカ リ 性 フラ オス ファ ター ゼ 測 定 な ど を 実施 し た . こと に 
報告 する 最も 長い 観察 期間 は , 210 日 で ある . 83) 一 部 
の 感染 動物 で は , スチ プ ブナ ー ル , スミ レ , エン ト ベ ペ ベック 
ス , トリ コマ イシ ン な ど を 投与 し , その 場合 の 肝 機 能 に 
つい て も を 検索 し た . 成績 : 1) ) コバ ルト 反応 : 感染 前 は 
で ある が , 感染 2 日 ~5 日 後 の 問 は , R:~Rs と 
か な り 著 明 な 左側 反応 を 示し て いる . その 後 は , 次 第 に 
正常 値 に 近 ず く が , 比較 的 , ある 周期 を も つて 左側 反応 
の 出現 が み ら れ る . 2) 上 昇 氷 沿 濁 反 応 : 感染 前 は , すべ 
て 2 単位 以下 で ある が , 15~20 日 後 か ら , 徐々 に 高く な 
り , 予後 不良 の 動物 で ご は, 下降 の 傾向 は み ら れ な い が , 
長期 生存 の 場合 は , 徐々 に 下降 する . 383) チモール 油 濁 
試験 : 全 例 と も に 陰性 . 4) ルプ ゴー 反応 : ウサ ギ で は 
全 例 険 性 で ある が , イヌ は 全 例 軽度 陽性 を 示す . 5) 破 
酸 亜鉛 試験 : ウサ ギ で は , 全 例 と も に 陰性 で ある が , イ 
ヌス で は , 5 日 ~25 日 後に 陽性 を 示す も の が 少数 み ら れ 
る . 6) 血清 アル カリ 性 フ プ オ ス フ マ ァ ター ゼ : 感染 前 は 1 
単位 以下 で ある が , 感染 初期 に は 軽度 上 昇 し , 比較 的 速 
か に 正常 値 に と 復 す る . 7) その 他 : 血清 高田 反応 は , 感 
染 後 200 日 を 経過 し , EPG が 10 万 以上 の も の で も , 陽 
性 に は 出現 し な い . 以上 の 成績 か らち すると, 肝 病 変 の 程 
度 , ある い は 状況 を よく 示す も の は , コバ ルト 反応 で あ 
り ,。 アルカリ性 フォ ス フ ァ ター ゼ は , 予後 の 判定 に 比較 
的 役立つ も の と 思わ れる . また , 薬剤 を 用 いた も の で は 
肝 機 能 の 改善 され る 傾向 が 認め られ る . 


99. 旦 本 に お ぉ ける 各種 肺 吸虫 の 分 布 宮崎 一 郎 ・ 大 鈴 正 
満 ・ 横 川 宗雄 ・ 小 宮 義 孝 ・ 長 花 操 ・ 吉 田 幸 雄 ・ 一 色 於 攻 
四郎 ・ 西 田 弘 ・ 細 有川 修 治 ・ 山 口 富 雄 ・ 上 中 田 勝 美 ・ 山 村 巡 
ー・ 西 海 枝 東 雄 ・ 片 峰 大 助 (六部 省 科学 研究 費 総 合 研究 
肺 吸虫 研究 班 ) : I MIYAZAKI, M. OTSURU, M. Yo- 
KOGAWA, Y. KOMIYA, M. NAGAHANA, Y. YOSHIDA, 
O. IssHIKI, H. NISHIDA, S. HOSOKAWA, T. YAMA- 
GUCHI, K. KAIDA, Y. YAMAMURA, H. SAIKACHI & 
D. KATAMINE: On the distribution of four species of 
Paragonimus in Japan 


昭和 383 年 , この 研究 班 が 結成 され て か ら , すでに 2 カ 
年 を 経過 し , 今年 , 第 3 年 度 を な か える こと に な つた . 
と の 班 の 共通 の テー マ の 1 つ は , 人 金 国 に わた つて , 肺 吸 
虫 の 種類 と , その 分 布 状況 を しらべ, 実態 を くわ し く 記 


録 し て お く こ と こと で ある . と こと に , 35 年 5 月 の 状況 を 示 府 
し た . ウェ ステ ルマン 肺 吸虫 : 皮 内 反応 に よる スク リー 
= ング 法 を 用 いて , 患者 の 発見 に も つと め て いる が , そ 
の 成績 は 略し , こと に は , モク ズ ガ = に お ける メタ セル 
カリ ア の 寄生 状況 だ け を 示す . 分 母 を カ = の 調査 数 , 分 
子 を 陽性 ガサ = の 数 と し , 府県 別に 実数 を あげ る と , つぎ 
の ょ うに な る . 即ち , 宮崎 373/1278, 大 分 293/704, 福 
岡 326/901, 佐賀 29/184, 長崎 222/1260, ( 対 島 24/145》 
熊本 県 天草 332/1927, 愛媛 121/249, 高知 90/138, 徳島 
44/932, 山口 539/1032, 島根 21/218, 鳥取 10/105, ( 隠 
岐 島 1/5), 兵庫 32/549, 京都 9/108, 福井 13/133, 石川 
2/2, 新潟 99/716, 宮城 6/100, 福島 6/81, 静岡 207/451 
で , と これら の 府県 お よび 離島 で は , メタ セル カリ ア が 誕 
明 さ れ た . これ に 反し て , 香川 , 広島 , 岡山 , 淡路 島 , 
和歌 山 , 佐渡 島 で は , みつ か らち ら な か つた . な お , 沖縄 本 
島 で は 13/348 の 成績 を えた . 大 平 肺 吸虫 : カ = に メタ セ 
ルカ リア を 証明 し た 府県 は , 鹿児島 , 熊本 , 宮崎 , 兵庫 
京都 , 三重 , 愛知 , 静岡 , 千葉 . この 他 , 佐渡 島 の イタ 
チ に は , 成虫 が 高 率 に み ら れ た . な お , 斑 員 外 の 報告 と 
し て , 茨城 県 。 八丈 島 お よび 沖縄 の ブタ か ら , 成虫 が え 
られ て いる . 小型 大 平 肺 吸虫 : カニ = に メタ セル カリ ア を 
詐 明 し た 府県 は , 鹿児島 , 兵庫 , 大 阪 . この うち , 大 阪 
で は , 新 淀川 の 河口 に と , 音 か ら 濃 厚 に 分 布 し て いる . ケ 
リ ニ コッ ト 肺 吸虫 : 長崎 , 佐賀 両 県 の イタ チ ,: 福岡 , 山 世 
両 県 の イタ チ と テン か ら , 成虫 が 証明 され た . 


100. 北陸 地方 の 肺 吸虫 症 分 布 状況 の 調査 (2) 横川 宗雄 
吉村 裕之 ・ 佐 野 基 人 ・ 大 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ( 千 大 医 動 物 ) 
Vajrasthira Suvajra (タイ 国 ) 石田 宗治 (石川 県 羽 呼 保 
健 所 ) : M. YOKOGAWA, H. YOSHIMURA, M.SANO, 
T. OKURA, M. TSsUJI, V. SUVAJRA & M. ISHIDA: 
Investigation on the distribution of Paragonimiasis in 


Hokuriku provinces (2) 


我々 は 先 に 石川 県 下 , 上 熊野 地区 に 肺 吸虫 の 流行 の あ 
る 事 を 報告 し た が , 今回 更に 富山 , 石川 , 福井 三重 を 詩 
査 の 結果 新た に 能登 半島 の 輪島 に も 流行 の ある 事 を 明 ら 
か に し た . 即ち 検査 方 法 は 前 回 と 同様 , 先 づ VBS 度 
内 反応 (一 部 は PPT 反応 併用 ) に て スク リー= ン グ を 
行い , その 疑 陽性 陽性 者 に つい て 採血 採 導 採 便 を 行 つ て 
血 法 に ょ る 補 体 結合 反応 及び AMS に ょ る 
卵 検査 を 行 つ た . 尚 工 便 検査 は 出来 る 限り 3 回 行 つ て 居 
る . その 結果 , 前 記 の 輪島 市 内 小 中 学 生 2,518 名 で は 皮 


( 57 ) 
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浴 反 応 陽 性 及び 疑 陽性 者 が 85 名 (1.4 の ) う で あり , その 中 
補 体 結合 反応 陽性 者 12 名 (385.422), 虫 卵 陽性 者 4 名 C11.8 
6) を 認め た . 又 , 上 熊野 を 合 む 志賀 地区 人 金 部 落 の 調査 で 
は 1,998 名 中 皮 内 反応 陽性 及び 疑 陽性 133 名 (6.7 2%), 
補 体 結合 反応 陽性 者 49 名 (40.822) 虫 卵 陽 性 者 25 名 C26.6 
26) で あり , その 25 名 中 現在 結核 治療 中 の 者 が 8 名 も あ 
り , 当地 方 で は 肺結核 と 肺 ジ スト マ の 混同 され て いる 者 
が 意外 に 多い 事 が 判 つ た . 尚 , 石川 県 の 加賀 地方 で は 
'6,387 名 中 皮 内 反応 陽性 及び 疑 陽性 者 110 名 (1.7 %), 富 
山県 で は 2,319 名 中 皮 内 反応 陽性 及び 疑 陽性 者 683 名 (2.7 
6), 補 体 結合 反応 陽性 者 2 名 (3.2 2), 福井 県 で は 5,124 
名 中 皮 内 反応 陽性 及び 疑 陽性 者 60 名 (1.2 %), 補 体 結合 
反応 陽性 者 2 名 (4.4 %) で あつ た が , その 何れ か ら も 
虫 卵 陽性 者 は 見 出せ な か つた . 従 つて 今回 迄 の 調査 の 結 
果 , 北陸 地方 に お ける 肺 吸虫 症 の 流行 は 石川 県 の 能登 地 
方 の に 限ら れる も の の 様 で ある . 


101. 過 浮 法 試験 培 法 ス コッ チ テ ー プ に 
よる 本 邦 に お ぉ ける 馬 の 審 生 躍 調査 に つい て 福井 正信 ・ 
前 田 ・ 池 庄司 ・ 矢 沢 三 ・ 松 尾 林 滋 生 ・ 佐 
々 学 ( 伝 研 寄 生 虫 ) 佐 藤 孝 慈 ( 田 辺 製 薬 ) : M. FUKUL S. 

MAEDA, T. IKESHOJI, S. YAZAWA, N. MATSUO, 8. 

HAYyasHIl, M. & K. SaATO: 
‘studies on equine-parasitic helminths based on the fecal 


‘examination by Filtration and floatation method with 


Epidemiological 


satulated saline solution, Test-tube cultivation method 
.and Scotch-tape swabs for racing horses in some ranches 
of Japan 


日 高 , 青森 , 宮城 , 福島 , 千葉 , 宮崎 , 鹿児島 (及び 
栃木 , 東京 ) の 軽 種馬 に つい て 内 寄生 虫 調査 を 行 つ た . 
検査 対象 馬 は 2 28 いた る サラ ブレ ッ ド 
頭 , アラ ブ 466 頭 (一 部 性 不明 及び る を 除く う で ある . 
法 は 飽和 食塩 水 と ょ る 浮 , 試験 管 培養 法 を 
併用 し 円 虫 , 毛 線 虫 類 の 感染 幼虫 に よる 種 の 同定 を 試 
み , 日 高 , 千葉 , 鹿児島 で は スコ ニッチ テー プ 法 に より 馬 
「 半 虫 の 調査 を も 行 つ た . 検出 され た 寄生 虫 は 馬 回 虫 , 馬 
暁 虫 , 葉状 条 虫 , 普通 円 虫 , 馬 円 虫 , 無 歯 円 虫 Cykco- 
dontophorus bicoronatus, Cylicocercus pateratus, Cyl- 
cocercw catinatus, Cylicocyclus insigne, Cylicocercus 
goldi, Trichostrongylus axei, Strongylowes westeri [tt 
に richonema sp. を 合 む 4 種 ( 未 同定 ) を 認め た . 馬 
欧 虫 は 陽性 率 低 く (サラ 7.01226。 ア ラブ 6.4922), 佐藤 


(58 ) 


(1957) の 軽 種 馬 602%2 に 比 し て は る か に 低い . 採取 時 刻 
(必ず し も 朝 で は な い ), 現場 の 採取 技術 も 影響 し て いる 
と 思わ れる . 馬上 は 2 才 馬 に 多く (サラ 21.77%, ア 
ラブ 31.4626) 8 才 以 上 は 造 か に 低 率 (1.042, 5.5022) 
で あり 。 ア ラブ に や や 多 か つ た . 貝 卵 検査 で は 約 85g 以 
上 長 形 を Strongylus spp. Triodontopbhorus spp. と 
し 短 を rzchonema spp. と し た が 後者 は (51.02 
%, 41.162) 前 者 (79.98 2, 61.45%) に 比 し て 低 
率 で あつ た . し か し な が ら 試 験 管 培養 法 に よる Tricho- 
nema spp. の 合計 は (66.07 45.2726) 濾過 浮 
より 高 束 と な つた . 薄 状 条 虫 は 日 高 ・ 千 葉 に み ら れ 特に 
2 に 認め た (サラ 22.2026。 アラ 14.28%) 外人 
認め な い . 東京 の 朗 合 の 調査 で は 全く 認め ず 栃 木 の 育 成 
牧場 で は (2~8 オ オツ) 約 50% の 寄生 を みた . 千葉 の 某 育 
成 牧 場 で 当 ~ 8 才 春 迄 の 条 虫 寄生 の 季節 消長 を 観察 し た 
結果 3 オオ の 春 に 感染 の 山 を みとめ た . 以上 の と と より 該 
条 虫 は 育成 期 2 才 より 3 才 春 に か け て 駆虫 を 行う こと が 
効果 的 と 思わ れる . 調査 の 結果 甲虫 は 東北 の 農家 飼育 の 
ァ アラ ブ に 多く , 北海 道 の ア ラブ は こと れ に 比 し て 少な く サ 
ラ の それ と 異な ちら な い . 円 虫 , 毛 線 虫 類 は と これ と 逆 の 現 
象 を 示し て いる . と れ は 遇 虫 感染 の 場 が 比較 的 狭い こと 
と , 自由 生活 の 時 代 を も つ 線 虫 類 の 感染 が (放牧 地 を も 
つ ) 大 規模 な 牧場 と 飼育 頭数 の 多い 所 で 機会 の 多い こと 
を 示し て いる . と の と と は 中 間 宿 主 を も つ 葉 状 条 虫 の 場 
合 に もみ ら れる と とろ で ある . 以上 吾 々 は 上 記 3 検査 法 
を 併用 する と と に より 少数 の 検査 人 員 と 少量 の 器具 , 比 
較 的 狭い 場所 で 多数 の 家畜 の 検便 を 行い 能率 よく 多く の 
内 寄生 虫 の 種類 を 同定 し 得 た . 今後 更に 改良 する こと に 
より , より 高 率 の 検出 率 を 得る と こと も 期待 し 得る . 


102. 秋田 県 下 の 一 箕 村 に お ける 釣 虫 の 分 布 相 に つい て 
白坂 夫 丹 ( 東 女 医大 寄生 虫 ) 佐々 学 ・ 三 浦 昭子 ・ 魚 谷 和 
彦 ( 伝 研 寄 生 虫 ) : R. SHIRASAKA, M. SAsA, A. MIU- 
RA& RK. UOTANI: Epidemiological analysis on the 
distribution of helminthic infections in a country in 


Akita-ken 


我々 は 1959 年 7 月 80 日 より 約 1 ヶ月 を 第 1 回 , 12 月 1 
日 より 5 日 間 , 27 日 より 5 日 間 を 第 2, 第 3 回 の 検査 期 
間 と し て , 秋田 県 大 曲 市 内 小 友部 落 の 全 住民 2,020 名 に 
つき 寄生 虫 の 集団 検査 , 釣 虫 保 虫 者 の 健康 診断 ザー リ 
値 , 好 酸 球 数 の 測定 , 及び 集団 駆虫 , 駆虫 後 検査 を 実施 
し た . 検査 方 法 は 人 塗 抹 法 , 培養 法 併 用 (第 1 回 検査 ) 浮 
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洗 , 培養 法 (第 2,。 第 3 回 検査 ) の 2 方 法 併用 で 行っ 
た . 1) の 寄生 陽性 率 は , 32.812%2, 
4.1622, 多 23.4722, 毛 様 線 虫 12.1822 の 成績 を 得 
た . 地理 的 雷 境 の 差異 は いづ れ の 寄生 虫 に も 認め られ な 
か つた . 2) 釣 虫 陽性 率 の 年 齢 分 布 相 の うち , と くに ア 
メリ カ 釣 虫 は 年 少 者 に 低く , 成人 に 高い 傾向 が 著 し レ か つ 
た . 8) 尋 種 寄生 虫 間 の 感染 の 相互 関係 を みる と , カイ 
自 乗 検定 の 結果 , と 虫 マビ = 釣 虫 と アメ リカ 
虫 の 2 組 に つき 著しい 有意 な 共通 性 を みとめ た . 4) 多 
虫 保 虫 者 に つい て 血 中 の へ モグ ロビ ン の ザー リ 値 を し ら 
べ る と , ビ = 虫 陽性 者 の 平均 69.5226。 アメ リカ 
虫 75.0%, 毛 様 線 虫 76.022 を 示し , 正常 値 より も と の 
順 に 低い 値 で あつ た . また 好 酸 球 比 率 は 平均 で それ ぞ 
れ 9.5%6, 7.62%6, 8.02% 示し , と れ も い づれ も が 正 
常 値 よ り 多 か つた . 5) 多 虫 , 毛 様 線 虫 の 保有 者 に ョ ー 
ド チ モー ル を 成人 8 g&, 中 学生 6 g, 小学 生 4 g の 割 で 
集団 投薬 し た . 駆虫 効果 を みる た め , 第 1 回 検 杜 の 5 カ 
月 の 投薬 直前 に カラ 検便 を 行 つ て 陰 も と 
め , と れ と 駆虫 後 の 後 検便 で の 陰 転 束 と を 第 1 回 目 の 集 
団 検便 で の 陽性 率 と 併せ る 者 間 で の 成績 を 比較 し た と こと 
ろ 第 1 回 目 の 釣 虫 陽性 者 の 第 2 回 カラ 検便 に お ける 偶発 
陰 転 束 て (みかけ の 人 陰 転 や 自然 陰 転 を 含む う ) は 8388.3 2 に も 
及 ん だ が , 駆虫 後 の 険 転 事 は 59.5%% で , これ より 有意 に 
高い と と が 示さ ざれ た . 


103. 虫 Carrier 並び に 線 虫 の 臨床 所 見 と 
線 虫 染 の 内 分 布 阿部 康男 ・ 宮 上 ・ 影 井 
( 鹿 大 二 病 理 ) : Y. ABE, Z. MIYAGAMI & N. KA- 
GEI: The clinical investigation on Strongyloides carrier 
and parasitisms on experimental animal of Strongylodes 
stercoaralis 


苗 線 虫 Carrier の 臨床 的 観察 は 過去 に お いて な され 他 
覚 性 の 変化 が ある も の の 如く な され て いる が その 点 の 究 
明 の た め に 我々 は 鹿児島 県 奄美 大 島 の 徳之 島 に お いて 10 
前後 総数 3472 名 中 2 ~ 8 2 多い 所 で 6 % を 見 出し 又 そ 
の 低 年 層 の 保 虫 者 の 家族 に お いて 従来 家族 内 感染 は な い 
と いわ れ て いた が 1 家族 4 人 ~ 3 人 の 保 虫 者 を 有する 家 
族 5 家族 を 見 出し た . 又 名 瀬 市 で は 低 年 層 415 名 中 3 2% 
に 大 人 400 名 中 1.2 に 保有 者 を 検出 し 得 た . 60 名 に つ 
いて の 臨床 的 所 見 は 過半 数 が 軟便 で あり 上 腹部 痛 , 全身 
, 腹 鳴 の 他 は 見 る べき 症状 自覚 は 持つ て いな 
い . 臨床 検査 の 結果 は 好 酸 球 増 多 の 傾向 の 他 , 筆 , 白 血 
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球 数 , 尿 所 見 に お いて 苗 線 虫 特有 の 症状 は 見 られ な か つ : 
た . 更に その 原因 追求 の た め に 人 開 仔 虫 感染 犬 の 経時 的 - 
店 床 所 見 と 併せ て 臓器 内 分 布 と 糞 線 虫 の 発育 動態 を 検索 
し た . その 結果 , 『F 型 効 虫 を 犬 の 皮下 に 注入 し 経時 的 に 
観察 する と 比較 的 多数 寄生 の 場合 粘 血 便 , 下痢 便 を 起す 
も の も 出る が その 他 の 症状 に お いて は 腸管 内 寄生 個体 数 
と の 間 に 特 に 相関 性 は 見 られ な い . 更に 臓器 内 分 布 は 12 
頭 に つい て 1 回 或 は 累積 感染 を 行い 観察 する と 注入 後 8 
~7 日後 『 型 の 肺 内 検出 骨 内 検出 も 出来 る が 日 以後 に 
お いて 全 例 に お いて 小腸 上 部 で 発育 段階 を 営み な が ら の 
寄生 現象 が 見 られ た . 又 肝 臓 , 腎臓 より は 敬 線 虫 は 検出 
出来 な か つた . 小腸 上 部 の 寄生 部 位 は 小腸 全長 の 10~80: 
26 の 部 位 に 約 80% 以 上 の 寄生 が 見 られ 50 以 後に は 見 ら 
れ な か つた . Azncylostoma caninum も し て いた 
が その 寄生 部 位 は 交 線 虫 の 審 生 部 位 よ り 後 方 で 小腸 全長 
の 5092 を 中 心 に 広範 囲 と 寄生 し 明らか に 虫 の 部 
位 は 相 を 異 に し て いた . 又 交 線 虫 の 小腸 粘膜 内 寄生 状態 
は 粘膜 下層 近く まで 深く 寄生 し て いる 状態 を 組織 学 的 に 
観察 し 得 た . 


104. 虫 症 並 びに 虫 動 物 の の 病変 と その 
文 線 像 竹内 佑 ・ 阿部 康男 ・ 堀 栄 太 郎 ( 鹿 大 二 病 理 ) 
縄田 千 郎 ( 鹿 大 放射 線 ) : M. TAKENOUTI, Y. ABE, E.. 
HORI & S. NAWATA: Pathogeneses of pulmonal in 
experimental animal (dogs) of Strongyloides stercoralis 


区 線 虫 の 感染 に ょ より 起 る 肺 の 変化 に 関し て は 過去 に お 
いて 十分 な 研究 は な され て いな い . 我々 は 攻 線 虫 保 虫 者 
の 胸部 文 線 像 と その 感染 に ょ る 肺 の 病変 と の 関 性 を 見 
出す べく 人 類 線 虫 感染 犬 に ょ る 肺 の 変化 を 文 線 像 を 経時 
的 に 観察 し 検討 を 加え つつ ある が 今回 は その 経時 的 観察 
に よる 肺 の 病変 に つい て 検討 を 加え た . 感染 犬 は 単独 吉 
は 時 積 感染 を 施し た の で ある が 肉眼 的 所 見 で は 『F 型 注入 . 
後 7 日 頃 ま で に 何れ の 場合 で も 肺 肪 膜 下 に 出血 が 見 ら 
れ そ の 出血 巣 も 点 状 , 融合 , 及び 結節 性 の 出血 梨 で ご あり 
出血 の 境界 も 可 成 り 明 で ある が 感染 を 行 つ た 犬 : 
で は 長期 間 (100 日 以上 ) の 解剖 例 で は 出血 巣 が 硬く な 
り 陳 旧 な る 出血 巣 に 変化 し て いる も の 多く , 中 に は 新鮮 : 
な る も の 陳 旧 な る 出血 巣 が 混在 する も の も あつ た . 肺 は 
全般 的 に 浮腫 状 を 呈し て いる 犬 も あぁ つた が 中 に は 充 箇 レ 
て いる 犬 も あつ た . 一 部 Azncylostoma caninum の 寄生 
する 犬 も あり 出血 巣 だけ で の 拭 別 は 困難 で あつ た . 組織 
学 的 観察 と お いて は 『 型 注入 後 7 日 頃 迄 は 血管 杏 の 肥厚 
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了 肺 腔 内 或 は 肺 胞 壁 内 へ の 充血 , 出血 像 は 強く 見 られ る . 
更に 日 が 経つ と 血管 壁 の 拡張 は 強く な り 又 細胞 浸潤 像 も 
強く 肺 胞 内 炎症 の 像 を 呈し て いる も の が 多 か つ た . 又 更 
に 強く な る と 肺 胞 内 炎症 は 拡大 し 肺 胞 内 に 湖 出 液 貯 溜 が 
現われ る , 経時 的 に 長 時 間 の 累 積 感染 例 で は 小 出 液 貯 
溜 の 旧い 炎症 変化 と 同時 に 新鮮 な る 出血 巣 を も 見 られ 温 
在 す る 像 が 見 られ た . 之 等 の 変化 の 追求 に 犬 の 文 線 像 を 
撮影 し た が , 1 ~ 2 に 柔 い 険 影 を 見 た も の も あつ た が 更 
に 文 線 と 肺 部 ( 肺 の ) の 病変 と の 関 由 性 を 追求 し 検討 を 
加え つつ ある . 


105. 釣 虫 Carrier の 臨床 的 研究 で 7) 多 虫 皮 内 友 応 ・ 血 
清 Cholinesterase・ 貧 血 等 の 相互 関係 石崎 達 ・ 久 津 見 
晴彦 ・ 久 子 ・ 小 宮 孝 ( 研 生 虫 : T. ISHIZAKI, 
H. KUTSUMI, H. KUBOTA & Y. KoMiYa: Clinical 
studies on hookworm carriers (7) On the relationship 
between intradermal test, cholinesterase in serum and 


.anemia 


千葉 県 船橋 市 藤原 町 1 丁目 農 必 118 名 , 静岡 県 吉原 市 
川尻 町 1・2 丁目 住 尾 452 名 に アァ アメ リカ 釣 虫 抗原 (冷凍 
乾燥 量 の 10* 液 , DP 液 抽出 , 0.05cc) 皮 内 反応 血清 
Cholinesterase 値 (Hestrin 法 ), 血色 素 量 , 好 酸 球 数 
26,。 自覚 症状 , 検便 (飽和 食塩 水 浮 海 法 ) 等 を 実施 レ 
た . 1) 釣 虫 皮 内 反応 分 布 : 紅 量 , 膨 疹 共に 直径 の 頻度 
分 布 は 2 峰 性 を 示し , 吉原 例 で 対照 と し て 行 つ た 生理 的 
及び Histamine 10-? 液 に よる 分 が 殆ど 第 1 峰 
(直径 小さ い 方 ) と 一 致す る と こと か ら ,。 と これ を 非 特 異性 
反応 群 と 考え る . 第 2 峰 は 濃厚 感染 群 で ある 船橋 地区 で 
は 高 さ を まし , し か も 最 占 値 は 同一 で あつ た . これ は 同 
一 性 質 を 示し , 特異 性 反応 群 で ある と と を 証明 する . 上 
記 の 結果 か ら 1 峰 と 2 峰 の 間 の 谷間 を 皮 内 反応 の 陽性 判 
定 限 と する と , 昌 20mm 疹 9mm と な る . 2) 
虫 保有 者 群 又 は 他 の 寄生 虫 保 有 者 で は Cholinesterase 値 
は 膨 疹 直径 と 逆 相 関 を な し , Allergy 反応 と し て 意義 を 
みとめ る . 8) 血色素 量 と は 皮 内 反応 と は 相関 が みとめ 
られ な か つた . 4) 血 中 好 酸 球 数 の は 紅 電 直径 の 大 な 
る 群 で 増加 の 傾向 を し めす . と くに 30mm 以上 で 著 し レ 
い . 5) 皮 内 反応 と 自覚 症状 発現 率 は 釣 虫 Carrier 群 で 
正 相 関 を 示し , いか な る 寄生 虫 も いな い 対 照 群 で は 全く 
相関 が な い . 症状 別に は ・ こり , 頭 の 
全身 異状 症状 , 消化 器 症 状 が よく 正 相関 を 示し , 循 陣 器 
北 状 は 相関 が さほど 明らか で な い ( 各 血 と の 関連 か ). 6) 
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上 記 の 如く 釣 虫 皮 内 反応 に 特異 反応 群 が あ り , 血 清 Cho- 
linesterase と 逆 相 関 , 血 中 好 酸 球 と 正 相関 の 傾向 , 自覚 
症状 発現 率 と 正 相 関 を な す 等 の 所 見 か ら 釣 虫 症状 発現 に 
は 釣 虫 Allergy が 関 選 する こと こと を 認め る も の で ある . 


106. ミク ロフ イラ リア の 定期 出現 性 に 関す る 研究 一 低 
体温 の 影響 片 峰 大 助 ・ 深 町 弘光 (長大 風 研 ) : D. KA- 
TAMINE & H. FUKAMACHI: Studies on the micro- 

filarial periodicityー—Microfilarial periodicity in abnor- 

mal body temperature 


ミク ロフ マフ ィ ラ リア の 定期 出現 性 と 宿 生 の 生理 作用 と の 
関係 を みて ゆく 上 で , 宿主 の 体温 は ー つ の 指標 と し て 重 
要 な も の と 考え る . 過去 に お いて を も 発熱 時 に 週 期 性 の 乱 
れる と と や ゃ や, 実験 的 に 体温 を 上 昇 ミ させ, 或 は 冷温 浴 を 行 
つて その 影響 を みた 実験 等 が 行わ れ て いる が , 演者 は 媒 
常 生理 状態 に お ける 仔 虫 の 週 期 性 観察 の 一 端 と し て 実験 
的 に 宿主 を 長 時 間 低 体温 に 保ち を の 影響 を 観察 し た . 実 
験 の 方 法 と し て 先 づ イソ ゾ ソール を 静 注 し て 軽く 全身 麻酔 
を 行い , 5 分 後 ク セー ルプ ロマ ジン , 塩酸 プロ メタ ジ 
ン , アト ロ ピ ン か ら な る カク テル を 筋 注 ,。 80 分 乃至 1 時 
間 経 過 を 観察 し た 後 , 6 ヶ ケ の 水井 を 預 部 , 心臓 部 , 股 部 
等 大 血管 走行 部 に 装着 し て 冷却 する と , 「 ふ る い 」 の 現 
象 等 の 防衛 反応 も 少く , 体温 は 直線 的 に 下降 し て , 容易 
に 低 体温 を 得る こと が 出来 る . その 後 必要 に 応じ て , ク 
ロー ルプ ロマ ジン を 追加 し な が ら 冷 却 し , 48 時 間 に 豆 9 
体温 を 概ね 25°C~30°C に 維持 する こと が 出来 た . 10 頭 の 
感染 犬 に つい て 実験 を 行い , 成績 は 何れ も 同様 で ある 
が , イソ ゾール, カク テル の 注射 だ け で は , 曲線 
は 殆 ん ど 影 響 は 見 られ な い が , 冷却 に よ ょ つて 体温 が 降下 
する と , 殆ど とれ に 億 行 し て 仔 虫 数 は きわ め て 著 明 に 
減少 し , し か も 低温 期間 中 週 期 的 の 増減 も 殆 ん ど 消 失 す 
る . 実験 後 5 日 目 に 調べ た 成績 で は 出現 仔 虫 数 も 潤 時 増 
加 し , 週 期 性 も 収 復 し て 来る の が み ら れ る . 実験 期間 中 
の 心 振 数 , 呼吸 数 は 氷雪 装着 時 頃 に 一 過 性 に 増加 が み ら 
れる が , 冷却 が うま く 行 く と 其 の 後 減少 し 正常 時 と 大 差 
の な い 状 態 を 得 ら れ , 仔 虫 数 と の 直接 の 関係 は み ら れ な 
い . 次 に 冷却 に ょ り 仔 虫 数 が 極度 に 減少 又は 消失 し た 時 
期 に と Diethylcarbamazine (30mg 筋 注 ) に よる 誘 出 を 
行う と 正常 時 と 全く 同様 に 著 明 な 誘 出現 象 が お こと こる. ア 


- 
[ 


セ チ ー ル ヒョリ ン に よる 誘 出 は 幾 分 弱い が , 明らか に 仔 
虫 の 増加 が み ら れ る . 即ち 正常 より 10C も 低い 低 体温 と 
云う 異常 生理 状態 に お いて は 仔 虫 は 正常 生活 時 と は 全く 
違 つ た 出現 態度 を と る と と が 明らか で ある . 低 体温 時 に 
お ぉ いて は 基礎 代謝 の 著しい 減少 , 自律 神経 , 内 分 泌 機 能 ゃ 
種々 の 循 禁 動態 の 異常 が 起 る と と が 想像 され る が , 末 構 
血 内 仔 虫 の 減少 , 週 期 性 の 消失 な ど が 原因 が 奈 辺 に あり 
又 こ の 事実 が , 仔 虫 の 週 期 性 の 証明 に どの よう な 意 義 を 
も つも の か 全く わか ら な い が , 興味 ある 知見 と し て 報告 
する . 

( (農工 大 ) 大 石 
1) クロ ー ル プロ マジ ン の prokg 当り 使用 量 ? 2) 
クロ ー ル プロ ママ ジン 単 用 に よ ょ る 仔 虫 数 変動 を 検討 され ま 
し た か . 8) 私 共 は 仔 虫 保有 犬 に クロ ー ル プロ マジ ン 6 
mg/kg を 静 注 す る と 注射 後 15 分 頃 よ り 仔 虫 数 は 減少 し 始 
め 8 時間 30 分 に 注射 前 仔 虫 数 の 10% に 減数 する 成績 を 得 
て いる ( 仔 虫 数 は 注射 後 4 時 間 交 観察) この よう に ク 
ロー ルプ ロマ ジン に 仔 虫 数 を 低下 せしめ る 作用 が ある 場 
合 , 演者 の 得 ら れ た 仔 虫 数 低下 が クタ クロー ルプ ロマ ジン の 
作用 で ある か 或 は 水井 装着 に ょ る 低 体温 の 結果 で ある か 
判定 が 困難 に な る と 考え ます . 

( 


1) クロ ー ル プロ マジ ン の 量 は prokg 2 一 4 mg 筋 斑 
に て 投与 . 2) 筋 注 の 場合 20 一 60 分 間 の 観察 で は 著しい 
増加 , 減少 を 認め な か つた . 8) クロ ー ル プロ マジ ン の 
作用 と 冷却 低 体 温 時 の 変化 と は 本 質 的 に 別 の も の と 考え 
る より も , 冷却 に より 更に 強 作 され る も の と 考え た 方 が 
の 様 に 思う . 


107. フイ ラリ ア 症 に 関す る 研究 一 導 婦 人 科 領 域 よ り 見 
た る ミク ロフ イリ ラリ ア の 変動 一 阿部 康男 ・ 川 侯 国 義 ・ 
堀 栄 太郎 ( 鹿 大 二 病 理 ) : Y. ABE, K. KAWAMATA & 
E. Hori: On the filariasis of Wchereria bancrofti 
in obstetrics and gynecology : 


バン クロ フト 糸 状 虫 仔 虫 の 夜間 定期 出現 性 に 関し て は 
過去 に お いて 多く の 業 あり , 耳 中 Microfilaria 
の Turnus と 骨髄 液 中 , 及び 深部 臓器 内 Mf の Turnus 
は 一 致す る と 報告 され て いる . 我々 は 皮 フ 温度 より , 1 
へ ~ 2 C 高 い 子宮 膝 部 毛細 血管 中 に 出現 する Mf の 変動 と 
同時 に 末 構 耳 秦 血 の Mf の 変動 を 観察 し 比較 検討 を 加 へ 
た . 対象 に 選ん だ 地区 は 鹿児島 県 大 隅 半 島 南 部 の 大 浦 
(256 名 ) 辺 塚 (152 名 ) 小串 (88 名 ) で Mf 保 虫 者 は 
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夫々 13.3 必 , 18.422, 6.826 で あり その 内 の 4 名 を 選び 
昼夜 間 2 時 間 毎 に 耳 , 及び 毛細 管 血 時 に 採血 
し た . 腰部 毛細 管 血 の 採血 に は 腹水 宰 刺 用 の 長針 を 子宮 
腔 部 内 に 刺し 流血 を 60cmm 採血 する 方 法 を 用 いた . そ 
の 結果 月 経 前 。 月 経 中 , 月 経 後に お ける Mf の 変動 は 
耳 秦 押 と 何れ の 場合 と お いて も 一 致す る 傾向 を 示 し た . 
洞 月経 前 , 月 経 中 , 月 経 後 に お ける Mf 数 は 耳 座 血 及 
び 子 宮 膝 部 箇 と も 著 明 な 変動 は 見 られ な か つた が だ が, 唯子 
宮 騰 部 血 中 の Mf 数 が 耳 奈 面 中 Mf 数 の リー リ : の 数 の 
減少 を 示し た . 「 え ス 」 に よる 誘発 試験 を 5 名 に つい て 行 
い 8 名 に お いて は 耳 座 血 の 誘発 は 5 分 後 よ り そ の Mb 出 
現 が あり 従来 の 通り で ある . と 子宮 部 血管 より 
の 誘発 を 同時 に 行 つ た が 50~60 分 に 誘発 は 耳 血 及び 子 
宮 部 に と も 起 つ た が 然し 子宮 部 毛細 管 誘 発 が 少 
し お くれ る 傾向 を 示し た . 保 虫 者 に は スペ パト = ニン に よる 
治療 を 施し prokg 5 mg. 1 日 3 分 服 , 10 回 投与 法 を 連日 
投与 群 , 2 日 隔 投 与 群 , 6 日 隔 投 与 群 に 分 け て 投与 後 の 
体温 上 昇 の 変動 を 観察 し た が , 連日 投与 群 で は 2~ 4 日 
間 2 日 隔 投 与 格 で は 1 ~ 2 回 , 6 日 隔 で は 1 回 の 38 て 前 
後 の 体温 上 昇 を 見 た 後 平然 に か えり 然 も 熱発 作 を 起 し た 
も の は 連日 投与 群 の み に 発 現し た . 


108. 中 間 発 育 場所 に だ お だ ける 糸状 虫 多 虫 に 対す る 化学 療 
法 小林 茂雄 ・ 大 石 ・ 久米 清治 (農工 大 ): S. 
KOBAYASHI, 1. ONIsHI & S. KUME: Chemotherapy 
of the developing stages of Dirofilaria immitis in the 


intermediate developmental location 


抗 糸 状 虫 剤 中 , アン チ モ ン 剤 と ジェ チル カル バ マ ジン 
剤 は 抗 仔 虫 性 で あり , 現 素 剤 は 抗 成虫 性 で ある が , 犬 糸 
状 虫 の 成虫 が 心臓 に 寄生 する の を 了 予防 する に は , 心臓 移 
行 前 の 幼虫 を 中 間 発 育 場所 ( 筋 膜 下 ・ 皮 下 織 な ど ) で 殺 
減 す る 抗 幼虫 剤 が 必要 で ある . 然るに , 人 畜 に 寄生 する 
何れ の 種類 の 糸状 虫 に つい て を も 実用 価値 ある 抗 幼虫 剤 と 
し て 確認 され た も の は 皆無 で ある . 我々 は , 昨年 の 第 28 
回 の 総会 と お いて 今回 と 同一 演題 で , diethylcarbamazine _ 
dihydrogen citrate の 大 量 (1 日 100mg/lb=222 mg/kg 
5 日 及び 普通 量 (1 日 25mg/lb=56mg/kg 2 日 )) アン 
チ モ ン 剤 の 抗 仔 虫 量 , 太 素 剤 の 抗 成虫 量 を 感染 後に 短期 
間 に 集 中 投与 し た 結果 , 期待 すべ き 効 果 が 得 ら れ な か つ 
た こと と を 報告 (示説 ) し た . 更に 以前 アン チ モ ン 剤 を 抗 
仔 虫 量 の 約 2 倍 を 与え て 幼虫 に が 心臓 に 移行 する こと を 
を 阻止 する に 成功 し た が , これ は 毒 性 が 強く 実用 性 に 芝 


1 
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し か つた . 今回 は ジェ チル カル バ マ ピジン 剤 の 少量 を 感染 
前 より 長期 間 に 豆 り 連 続投 与 内服) 〔 前 回 報告 (示説 ) 
の “感染 後 の 短期 集中 療法 " の 不 成 績 より 着想 〕 する こ 
と に ょ り , 確実 な 抗 幼 虫 作用 が 証明 され た . 即ち , 感染 
期 前 の 6 月 1 日 より 12 月 28 日 まで の 長期 間 に 下 り diet- 
hylcarbamazine dihydrogen citrate 10mg/lb=22mg/kg 
を 連日 投与 し , その 問 試験 犬 1 頭 に つき 268~325 隻 の 
感染 仔 虫 を 人 工 感 染 さ せ , 12 月 24 日 (人工 感 染 後 142~ 
155 日 ) に 誠 検 し た と ころ , 投薬 群 5 頭 は 何れ も 寄生 
(心臓 及び 肺動脈 ) を みず , 対照 群 5 頭 中 人 工 感 染 を 行 
つた 4 頭 に は 387~136 匹 (感染 仔 虫 数 の 18~4722) の 貝 
体 を 認め , 人 工 感染 を 行わ な か つた 1 頭 に は 自然 感染 に 
よる 1 匹 の 虫 体 が 発見 され た . 以上 の 如く , ジェ チル カ 
ル バ マ ジン 剤 は 使用 法 が 適切 で あれ ば 100 有 効 な 抗 幼 
虫 剤 た る と こと が 確認 され た . 投薬 期間 (7 ヶ月) 中 , 一 
般 臨 所 見 , 血液 検査 , 尿 検 と お いて を 認め ず , 発 
情 , 分 群 も 正常 に 行わ れ , 長期 連用 に よる 障害 を 認め な 
い .。 か か る 長期 間 に 百 る 投薬 は , 注射 で は 実行 困難 で あ 
り , 経口 投与 (飼料 に 混入 な ど ) に ょ り 実 用 価値 ある 次 
第 で ある . 以上 の 如く , 抗 幼虫 作用 を 確実 に 発揮 し , 本 
も 副作用 を 伴わ な い 実 用 価値 ある 抗 幼虫 剤 を 確認 し た の 
は , 本 実験 が 世界 で 最初 で ある . 


( 問 ) ( 阪 大 研 ) 

クロ ー ル カル バ マ デ ヂ デン を 経口 投与 の 結果 , 薬剤 の 作用 
の 場 は 組織 の 中 な りゃ . 、 

( 

組織 内 に お いて 作用 され る も の で あり ます . 

C 加 ) (農工 大 ) 久 米 清 治 

森下 教授 へ の お 答 へ : 犬 糸 状 虫 は 感染 後 3 一 4 ヵ月 


組織 中 に 寄生 する の で この間 に 作用 し て 殺 減 する . 佐々 
教授 の 発言 に 関連 し て : ジマ ジェ チル カル バ マ ジン は 感染 
後 の 短期 集中 療法 で は 抗 幼 虫 作 用 は 不 確 実 で 従来 行わ れ 
た 様 な 感染 期間 中 , 広い 間隔 で , 時 々 投薬 する の で は 効 
果 が 期待 出来 な い . 感染 期間 中 , 長期 に わた り 投 薬 す る 
と と が 抗 幼虫 作用 を 確実 に 発揮 を せしめ る 要点 で , この こと 
と は 今回 初め て 発見 され た も の で ある . 


109. 長崎 県 離島 に だ ける 糸 状 虫 駆除 成績 北村 精 一 ・ 
大 森 南 三郎 ・ 片 峰 大 助 (長大 風 研 ) :  S. KITAMURA, 
N. OyMorl! & D. KATAMINE: Filaria erudication 
experiments in Ojika islands, Nagasaki prefecture 


小値賀 島 の 3 属 島 , 納島 , 大 島 , 夢 路 木 で , 主要 伝搬 
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で ある アカ イエ カ を つつ, Diethylcarbamazine 
の 少量 間隔 投与 に よる フィ ラリ アプ 撲滅 研究 を 行 な つ た の 
で 22 年 間 の 経過 と 効果 に つい て 報告 する . 麗 族 対策 と し 
て , 1958 年 に は , 夫々 の 島 で 7 月 下旬 に , 成虫 を DDT 
Dield., DD T の 残留 噴 色 に より , 幼虫 を 定期 的 に DD 
に よ つて 除 し レ て, それ 以後 殆 ん ど の 使用 を 必要 
と し な い 状 態 を つく け 得 た . 1959 年 に は 夫々 , Dield., 
DDT+Mal., DD T 十 Diaz. の 残留 噴霧 と Dield., D 
DT, DDT に ょ る 幼虫 駆除 を 始め た が クタ ロール 剤 に 対 
する 著しい 抵抗 性 の 増大 が みみ られ た の で 9 月 以後 幼虫 対 
策 は Diaz. に 切替 えて 概ね 満足 すべ き 駆除 効果 を あぁ あげ 
た . この よう な 級 族 対策 と 平行 し て 1958 年 Y 月 下旬 に は 
納島 , 大 島 , 夢路 木 の 全 住民 226, 290, 165 名 の 採血 
を 行ない 5.8, 6.9, 20.6% の 仔 虫 陽性 率 を みた . 4 才 
以下 に は 陽性 者 は 全く いな か つた の で 5 才 以 上 の 全 住民 
に 対し 総量 20mg/kg の Diethylcarbamazine を 夫々 1 日 
1 回 2 mg/kg ずつ を 10 日 間 , 10 週 間 , 10 ヶ 月 間 に 服 薬 さ 
せ , 実験 開始 の 約 1 年 後に は 仔 虫 保 有 率 を 2.2, 2.4, 
15.8% に 減少 せしめ , 仔 虫 残存 者 の み に 第 2 回 目 の 投 薬 
と し て 総量 24mg/kg, 即ち 夫々 の 島 で 1 日 量 6 mg ゞ 4 回 
(4 日 )) 6mgXx4 回 (4 週間 ), 4mgx 6 回 (6 週間 ) 
服薬 させ 実験 開始 の 2 年 後 の 現 在 (1960 年 5 月 ) 1.7, 
0.9, 8.826 が 残存 し て いる . 治療 後 の 陰 転 率 は 第 1 回 
の 治療 で 35.8 2 で , 残存 仔 虫 保有 者 は 第 2 回 目 の 治療 に 
ょ つて その 40% が 治癒 し て いる . 略 々 同様 の 治 答 は 6mg 
kgx10 日 の ょ うな 強力 な 治療 の 際 に も み ら れ た の で , 
必ず し ゃ も 低 素 と は 思わ れ な い . 今回 の 治療 実験 で て, 基礎 
調査 時 に 仔 虫 陰性 で あつ た も の 及び 全員 服薬 後 の 陰 性 者 
か ら は , 只 1 名 の 陽性 者 を 追加 発見 し た に 過ぎ な か つた 
と と は , 第 1 回 目 に 潜在 性 感染 者 を も 治療 する 意味 で 5 
才 以 上 の 全部 落 服薬 させ た と と と 主要 伝搬 ある 
アカ イエ カ の 伝搬 を 完全 に と しゃ断 し た こと に ょ る も の と 
考え られ , 極め て 興味 の ある こと と と 思わ れる . 

( ) ( 阪 大 ) 森 下 

全 地 域 に 残留 噴霧 を 行う 方 法 に 依る 糸状 虫 症 の Con- 
trol に 非常 に 興味 を も つて いる が , 日 本 家屋 の 構造 や 材 
料 の 関係 か ら , 実施 上 困 操 な 点 が な き や , 承り た し . 

( ) 

日 本 の 農 漁村 で は 家屋 の 大小 構 造 , その 他 が 非常 に 複 
雑多 岐 に 下る の で , 画 一 的 な 残留 噴 色 形 式 を と る 事 は 困 
難 で ご ある の で 経験 的 に , 主要 伝搬 刺 で ある アカ イエ カ の 
静止 場所 へ 薬剤 を 確実 に 50cc/m* で 撤 布 で き る 様 , 充分 
な 訓練 され た 者 が 散布 に 当る 必要 が ある . 吾 々 が 撲 減 実 


| 


験 を 行 つ て いる 範囲 内 で は 残留 噴霧 に ょ る 屋内 の 少 機 を 
きら う と 云 つ た 例 に は 章 遇 し て いな い . 


110. 奄美 大 島 に お ける フイ ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 に 関 
する 研究 阿部 康男 ・ 堀 栄 太郎 ・ 影 井 昇 ・ 大 野 家 仏 ・ 向 
井 武 重 ( 鹿 大 二 病 理 ) 佐 藤 八 郎 ・ 米 沢 藤 士 ( 鹿 大 二 内 科 う ) : 
Y. ABE, E.HORI, N. KAGEI, I. ONO, T. MUKAL H. 
SATO & T. YONEZAWA: Studies on the areal control 
of the filariasis in Amami Oshima 


我々 は 1959 年 度 フ ィ ラ リア 症 地 域 的 駆除 班 の 一 員 と し 
て , 奄美 大 島 名 瀬 市 浦上 地 区 に お いて 全員 検 血 (769 名 ) 
を 行い , Mf. 保 虫 者 100 名 (12.7%2), 症状 具有 者 97 名 
(12.4%, 内 85 名 は Mf. 保有 者 う , 感染 者 112 名 (14.38 
26) を 検出 , それ 等 に 対し て 同年 8 月 中 に Supatonin 4 
mg/kg を 1 回 量 と し て 2 日 間隔 10 回 投与 法 を 試み , 又 非 
保 虫 者 に も 予防 的 処置 と し て 2 mg/kg 2 日 間隔 10 回 投与 
法 を 行い その 結果 保 虫 者 群 は 毎回 の 投与 に より Mf. 数 
の 減少 険 転 者 の 増加 する 傾向 が 観察 出来 た . 尚 3 ヶ月 
後に お ける 残存 保 虫 者 に は 5 mg/kg 連日 5 回 の 追加 投与 
を 行い , 4 ヶ月 後に は 更に Mf. 数 の 減少 , 陰 転 者 の 増加 
する を 見 た . と の 地方 の 相 は 発生 個所 40 , 
種類 は 4 属 11 種 , その 内 Culex pipiens var. pallens が , 
602% を 占め Aedes albopictus, Armigeres obturbans, 
Culex tritaeniorhyncs, の 順に 少な い 。 そ の うち Culex 
hipiens var. pallens の 発生 水域 は 下水 , 流 し 先 が 大 部 分 
を 占め , これ 等 の 上 下 と MEf. 保有 者 の 部 落 内 分 散 (家族 
内 感染 最高 は 4 名) は 共に 一 様 で , と の 地域 の Filaria 
流行 の 最大 の 要因 と 思わ れ た . そ と で, 表 族 対策 と し て 
ミク ロス 文 の 即効 剤 を 撤 布 後 , 更に 0.5% デ ルド リン マ 
ラン ン 混 液 の 残留 噴霧 を 行い 長期 間 の 疲 の 発生 抑制 を 試 
みた . 6 ヵ月 以後 の Mf. 数 陰 転 者 の 動態 並び に 次 年 度 の 
上 族 発生 の 状況 に つい て は 目下 検討 準備 中 で ある . 
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111. グリ シン 銅 の 駆虫 作用 な ら び に 毒性 に 関す る 研究 
(2) 虫 に 対す る 作用 と 臓器 内 の 銅 の 分 布 松崎 
義 周 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 杉浦 三郎 ・ 長 野 寛 治 ( 慈 医大 寄生 
虫 ) 森 和 雄 ( 昭 医 大 医 動 物 ) 田代 浩二 ( 昭 話 大 二 病 理 ) 
谷口 守男 (日 大 農 獣 ) 山中 国 夫 (日 本 化 薬 ) : G. MAa- 
TSUZAKI, S. SUGIURA, K. NAGANO, K. Moril, K. 
TASHIRO, M. TANIGUCHI & K. YAMANAKA: Stu- 
dies on anthelmintic effect of copper glycinate. and its 
toxic action on the host (2) Anthelmintic effect of co- 
pper amino-acetate upon Paragonmus westermani 


and distribution and storage of copper in the organs 
of the host ; 


A) 肺 吸虫 に 対す る 駆虫 作用 : 極め て 大 量 (30mg/KG) 
投与 すれ ば 排 九 が 止ま り , 卵 の 変性 を 認め る に 至る .B) 
毒性 に つい て : 1) 臨床 的 所 見 犬 に pro Kg 30mg 
5 日 間 を 1 ター ル と し , 5 クー ル を 9 月 16 日 より 12 月 9 
日 の 間 に く り 返 し 行 つ た が 犬 の 食欲 も 減退 せ ず , 何等 臨 
床上 変化 も 認め られ な か つた . 体重 は 最初 は 6.0Kg で 
あり , 12 月 9 日 は 6.2Kg で 却 て 増加 し た . 22) 病理 
組織 学 的 所 見 此 の 犬 で は 殆 ん ど 変 化 が な く , 銅 の 沈 著 
は 気管 壁 , 血管 強く 見 られ た . 家 pro 
Kg 10mg 及び 20mg 4 日 間 を 1 ター ル と し , 4 クー ル 
くり 返し た 5 羽 の 病理 組織 学 的 所 見 で は 著 変 は な か つた 
が , 肝 静 脈 枝 , 中 心 静脈 の 拡張 , グリ シン 輔 へ の 細胞 
当 潤 , 肝 細 胞 の 軽い 脂肪 変性 の 見 られ た も の , 肺 で は 
鬱 血 , 小 出 血 の 見 られ た も の , 有 で は 中 等 度 の 鉄 沈着 が 
見 れ , 心 , は 変化 は 殆 ん ど な か つた . 等 家 
兎 の 臓器 内 の 銅 の 分 布 を 組織 学 的 に 見 る と , 肺 に 多く , 
に 次 ぎ , , 心 , 脳 で は 殆 ん ど 見 られ な か つた . 
83) 家 可 臓 器 内 銅 の 消長 pro Kg 3mg 1 日 3 回 3 日経 
口 投与 の 家 兎 臓器 内 銅 の 消長 を 見 た る に , 筋肉 , 脳 , 
肺 , 有 時 で は 投与 直後 極め て 軽度 の 増加 が 認め られ た が , 
伺 れ も 3 日 後に 正常 値 に 復 し た . 心 は 直後 相当 量 の 増加 
(26.6Y) を 示し た が , <3 日 後 正 常 値 に 復 し た . 覧 る 相 
当量 の 増加 (34.1y) を 示し た が 10 日 後 正常 値 に 復 し , 


百 き 直後 は 却 つ て 減少 (20.5y) し , 徐々 に 増加 し て 10 
後に は 正常 値 に 上 の 成績 に 前 報告 を 総合 
する に 本 剤 の は 極め て 低い も の 


‘ 
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し か つた . 今回 は ジェ チル カル バ マ ピジン 剤 の 少量 を 感染 
前 より 長期 間 に 豆 り 連 続投 与 (内 服 〕) 〔 前 回 報告 (示説 ) 
の “感染 後 の 短期 集中 療法 "の 不 成 績 より 着想 〕 する こ 
と に ょ り , 確実 な 抗 幼 虫 作用 が 証明 され た . 即ち , 感染 
期 前 の 6 月 1 日 より 12 月 28 日 まで の 長期 間 に 責 9 り diet- 
hylcarbamazine dihydrogen citrate 10mg/lb=22mg/kg 
を 連日 投与 し , その 間 試 験 犬 1 頭 に つき 268~325 令 の 
感染 仔 虫 を 人 工 感染 させ , 12 月 24 日 (人工 感 染 後 142~ 
155 日 ) に 誠 検 し た と ころ , 投薬 群 5 頭 は 何れ も 寄生 
(心臓 及び 肺動脈 ) を みず , 対照 群 5 頭 中 人 工 感 染 を 行 
つた 4 頭 に は 387~136 匹 (感染 仔 虫 数 の 18~4722) の 貝 
体 を 認め , 人 工 感 染 を 行わ な か つた 1 頭 に は 自然 感染 に 
ょ る 1 匹 の 貝 体 が 発見 され た . 以上 の 如く , ジェ チル カ 
ル バ マ ピジン 剤 は 使用 法 が 適切 で あれ ば 100% 有 効 な 抗 幼 
虫 剤 た る と と が 確認 され た . 投薬 期間 (7 ヶ月 ) 中 , 一 
般 臨 床 所 見 , 血液 検査 , 尿 検 査 に お いて 異常 を 認め ず , 発 
情 , 分 如 も 正常 に 行わ れ , 長期 連用 に よ ょ る 障害 を 認め な 
い .。 か か る 長期 間 に 互 る 投薬 は , 注射 で は 実行 困難 で あ 
り , 経口 投与 (飼料 に 混入 な ど ) に ょ より 実用 価値 ある 次 
第 で ある . 以上 の 如く , 抗 幼虫 作用 を 確実 に 発揮 し , 本 
も 副作用 を 伴わ な い 実 用 価値 ある 抗 幼虫 剤 を 確認 し た の 
は , 本 実験 が 世界 で 最初 で ある . 


( 問 ) ( 阪 大 研 森 下 

クロ ー ル カル バ マ ヂ ン を 経口 投与 の 結果 , 薬剤 の 作用 
の 場 は 組織 の 中 な りゃ . 、 

( 

組織 内 に お いて 作用 され る も の で あり ます . 

( 加 ) (農工 大 ) 久 米 清 治 


森下 教授 へ の お 答 へ : 犬 糸 状 虫 は 感染 後 3 一 4 ヵ月 

組織 中 に 寄生 する の で この 間 に 作 用 し て 殺 減 する . 佐々 
教授 の 発言 に 関連 し て : ジェ チル カル バ マ ジン は 感染 
後 の 短期 集中 療法 で は 抗 幼虫 作用 は 不 確 実 で 従来 行わ れ 
た 様 な 感染 期間 中 , 広い 間隔 で , 時 々 投薬 する の で は 効 
果 が 期待 出来 な い . 感染 期間 中 , 長期 に わた り 投 薬 す る 
と と が 抗 幼虫 作用 を 確実 に 発揮 を せしめ る 要点 で , この こと 
と は 今回 初め て 発見 され た も の で ある . 


109. 長崎 県 離島 に だ ける 状 虫 駆除 成績 北村 精 一 ・ 
大 森 南 三郎 ・ 片 峰 大 助 (長大 風 研 ) : S. KITAMURA, 
N. QMORI & D. KATAMINE: Filaria erudication 
experiments in Ojika islands, Nagasaki prefecture 


小値賀 島 の 3 属 島 , 納島 , 大 島 , 敷 路 木 で , 主要 伝搬 


( 62 ) 


政 で ある アカ イエ カ を 駅 除 レ つつ , Diethylcarbamazine 
の 少量 間隔 投与 に よる フィ ラリ ア 撲 減 研究 を 行 な つ た の 
で 2 年 間 の 経過 と 効果 に つい て 報告 する . 下 族 対策 と し 
て , 1958 年 に は , 夫々 の 島 で 7 月 下旬 に , 成 虫 を DDT 
Dield., DD T の 残留 噴霧 に より , 幼虫 を 定期 的 に DD 
T に よ ょ つて 駅 除 し て , それ 以後 殆 ん ど 表 帳 の 使用 を 必要 
と し な い 状 態 を つく け 得 た . 1959 年 に は 夫々 , Dield., 
DDT+Mal., DD T 二 Diaz. の 残留 噴霧 と Dield., D 
DT, DDT に よ ょ る 幼虫 駆除 を 始め た が クタ ロール 剤 に 対 
する 著しい 抵抗 性 の 増大 が み ら れ た の で 9 月 以後 幼虫 対 
策 は Diaz. に 切替 えて 概ね 満足 すべ き 駆除 効果 を あげ 
た . この よう な 上 麗 族 対策 と 平行 し て 1958 年 7 月 下旬 に は 
納島 , 大 島 , 米 路 木 の 全 住民 226, 290, 165 名 の 採 逢 
を 行ない 5.8, 6.9, 20.6% の 仔 虫 陽性 率 を みた . 4 才 
以下 に は 陽性 者 は 全く いな か つた の で 5 才 以 上 の 全 住 民 
に 対し 総量 20mg/kg の Diethylcarbamazine を 夫々 1 日 
1 回 2 mg/kg ずつ を 10 日 間 , 10 週 間 , 10 ヶ 月 間 に 服 薬 さ 
せ , 実験 開始 の 約 1 年 後に は 仔 虫 保有 率 を 2.2, 2.4, 
15.8% に 減少 せしめ , 仔 虫 残存 者 の み に 第 2 回 目 の 投 薬 
と し て 総量 24mg/kg, 即ち 夫々 の 島 で 1 日 量 6 mg ゞ x 4 回 
(4 日 6mgXx4 回 (4 週間 ), 6 回 (6 週間 ) 
服薬 させ 実験 開始 の 2 年 後 の 現在 (1960 年 5 月) 1.7, 
0.9, 8.8 2 が 残存 し て いる . 治療 後 の 陰 転 率 は 第 1 回 
の 治療 で 35.8% で , 残存 仔 虫 保有 者 は 第 2 回 目 の 治 療 に 
よ ょ つて その 40% が 治癒 し て いる . 略 々 同様 の 治 宏 は 6mg 
kgx10 日 の ょ うな 強力 な 治療 の 共に も み ら れ た の で , 
必ず し ゃ も 低 素 と は 思わ れ な い . 今回 の 治療 実験 で , 基礎 
調査 時 に 仔 虫 陰性 で あつ た ゃ も の 及び 全員 服薬 後 の 陰性 者 
か ら は , 只 1 名 の 陽性 者 を 追加 発見 し た に 過ぎ な か つた 
と と は , 第 1 回 目 に 潜在 性 感染 者 を も 治療 する 意味 で 5 
以 上 の 全部 落 に 服薬 させ た と と と 主要 伝搬 ある 
アカ イエ カ の 伝搬 を 完全 に しゃ 断 し た こと に よ ょ る も の と 
考え られ , 極め て 興味 の ある こと こと と 思わ れる . 

( 阪 大 徴 研 

全 地 域 に 残留 噴霧 を 行う 方 法 に 依る 糸状 虫 症 の Con- 
trol に 非常 に 興味 を も つて いる が , 日 本 家屋 の 構造 や 材 
料 の 関係 か ら , 実施 上 困難 な 点 が な きゃ や , 承り た し . 

( 

日 本 の 農 漁村 で は 家屋 の 大小 構造 , その 他 が 非常 に 複 
雑多 岐 に 豆 る の で , 画 一 的 な 残留 噴霧 形式 を と る 事 は 困 
上 難 で ある の で 経験 的 に , 主要 伝搬 刺 で ある アカ イエ カ の 
静止 場所 へ 薬剤 を 確実 に 50cc/m? で 撤 布 で きる 様 , 充分 
な 訓練 され た 者 が 散布 に 当る 必要 が ある . 吾 々 が 撲 減 実 


; 
| 


験 を 行 つ て いる 箇 囲 内 で は 残留 噴霧 に ょ る 屋内 の 少 機 を 


きら うと 云 つ た 例 に は 遭遇 し て いな い . 


110. 奄 壮 大島 に お ける フイ ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 に 関 
する 研究 阿部 康男 ・ 堀 栄 太 郎 ・ 影 井 昇 ・ 大 野 家 俊 ・ 向 
井 武 重 ( 鹿 大 二 病 理 ) 佐 藤 八 郎 ・ 米 沢 藤 士 ( 鹿 大 二 内 科 ) : 
Y. ABE, E.HORL, N. KAGEL I. T. MUKAL H. 
SATO & T. YONEZAWA: Studies on the areal control 
of the filariasis in Amami Oshima 


我々 は 1959 年 度 フ ィ ラ リア 症 地 域 的 駆除 班 の 一 員 と し 
て , 奄美 大 島 名 瀬 市 浦上 地区 に お いて 全員 検 血 (769 名 ) 
を 行い , Mf. 保 虫 者 100 名 (12.7%2), 症状 具有 者 97 名 
(12.42, 内 85 名 は Mf. 保有 者 う , 感染 者 112 名 (14.38 
6) を 検出 それ 等 に 対し て 同年 8 月 中 に Supatonin 4 
mg/kg を 1 回 量 と し て 2 日 間隔 10 回 投与 法 を 試み , 又 非 
保 虫 者 に も 予防 的 処置 と し て 2 mg/kg 2 日 間隔 10 回 投与 
法 を 行い その 結果 保 虫 者 群 は 毎回 の 投 弓 に と ょ り MF. 数 
の 減少 陰 転 者 の 増加 する 傾向 が 観察 出来 た . 尚 3 ヶ月 
後に お ける 残存 保 虫 者 に は 5 mg/kg 連日 5 回 の 追加 投与 
を 行い , 4 ヶ月 後に は 更に Mf. 数 の 減少 , 陰 転 者 の 増加 
する を 見 た . と の 地方 の 相 は 発生 個所 40 , 
種類 は 4 属 11 種 , その 内 Culex pipiens var. pallens が , 
60% を 占め Aedes albopictus, Armigeres obturbans, 
Culesx tritaeniorhyncs, の 順に 少な い .。 そ の うち Culex 
pipiens var. pallens の 発生 水域 は 下水 , 流し 先 が 大 部 分 
を 占め , これ 等 の 上 下 と Mf. 保有 者 の 部 落 内 分 散 (家族 
内 感染 最高 は 4 名) は 共に 一 様 で , と の 地域 の Filaria 
流行 の 最大 の 要因 と 思わ れ た . そこ と で , 表 族 対策 と し て 
ミク ロス 文 の 即効 剤 を 撤 布 後 , 更に 0.5% デ ルド リン マ 
ソ ン 混 液 の 残留 噴 行い 長期 間 の 発生 抑制 を 試 
みた . 6 ヵ月 以後 の Mf. 数 陰 転 者 の 動態 給 び に 次 年 度 の 
此 族 発生 の 状況 に つい て は 目下 検討 準備 中 で ある . 
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111. グリ シン 銅 の 駆虫 作用 な ら び に 毒性 に 関す る 研究 
(2) 肺 吸 虫 に 対す る 駆虫 作用 と 臓器 内 の 銅 の 分 布 松崎 
義 周 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 杉浦 三郎 ・ 長 野 寛 治 ( 療 医 大 寄生 
虫 ) 森 和 雄 ( 昭 医 大 医 動物 ) 田代 浩二 ( 昭 話 大 二 病 理 ) 

谷口 守男 (日 大 農 獣 ) 山中 国 夫 (日 本 化 薬 ) : G. Ma- 

TSUZAKI, S. SUGIURA, K. NAGANO, K. MoRrL, K. 

TASHIRO, M. TANIGUCHI & K. YAMANAKA: Stu- 

dies on anthelmintic effect of copper glycinate. and its 

toxic action on the host (2) Anthelmintic effect of co- 

pper amino-acetate upon Paragonmus westermani 

and distribution and storage of copper in the organs 

of the host 


A) 肺 吸虫 に 対す る 駆虫 作用 : 極め て 大 量 (30mg/KG) 
投与 すれ ば 排 止ま り , の 変性 を 認め る に .B) 
歌 性 に つい て : 1) 臨床 的 所 見 犬 に pro Kg 30mg 
5 日 間 を 1 ター ル と し , 5 クー ル を 9 月 16 日 より 12 月 9 
日 の 間 に く り 返 し 行 つ た が 犬 の 食欲 も 減退 せ ず , 何等 臣 
床上 変化 も 認め られ な か つた . 体重 は 最初 は 6.0Kg で 
あり , 12 月 9 日 は 6.2Kg で 却 て 増加 し た . 2) 病理 
組織 学 的 所 見 此 の 犬 で は 殆 ん ど 変 化 が な く , 銅 の 沈 著 
は 気管 支 , 血管 に 強く 見 られ た . 家 pro 
Kg 10mg 及び 20mg 4 日間 を 1 タール と し , 4 クー ル 
くり 返し た 5 羽 の 病理 組織 学 的 所 見 で は 著 変 は な か つた 
が , 肝 静 脈 枝 , 中 心 静脈 の 拡張 , グリ シン 輔 へ の 細胞 
当 潤 , 肝 細 胞 の 軽い 脂肪 変性 の 見 られ た も の , 肺 で は 
需 面 , 小 出 血 の 見 られ た も の , 有 で は 中 等 度 の 鉄 沈着 が 
見 られ , 心 , は 変化 は 殆 ん ど な か つた . 等 家 
兎 の 臓器 内 の 銅 の 分 布 を 組織 学 的 に 見 る と , 肺 に 多く , 
有 次 ぎ , , 心 , 脳 で は 殆 ん ど 見 られ な か つた . 
3) 家 富 臓器 内 銅 の 消長 pro Kg 3mg 1 日 3 回 3 日経 
口 投与 の 家 兎 臓器 内 銅 の 消長 を 見 た る に , 筋肉 , 脳 , 
肺 , 肝 で は 投与 直後 極め て 軽度 の 増加 が 認め られ た が , 
何れ も 3 日 後に 正常 値 に 復 し た . 心 は 直後 相当 量 の 増加 
(26.6Y) を 示し た が , <38 日 後 正常 値 に 復 し た . 腎 も 相 
当量 の 増加 (34.1y) を 示し た が 10 日 後 正常 値 に 復 し , 
購 は 直後 は 却 つ て 減少 (20.5y) し , 徐々 に 増加 し て 10 
日 後に は 正常 値 に 復 し た . 以上 の 成績 並 に 前 報告 を 総合 
する に 本 剤 の 下 性 は 極め て 低い も の と 考え られ る . 
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112. グリ シン 銅 の 駆虫 作用 ならび に に 関す る 研究 
(③ 肝 素 症 の 治療 に 関す る 研究 谷口 守男 ・ 山 崎 英 明 
(日 大 農 潤 ) 松崎 義 周 ( 横 市 大 寄生 虫 ) 森 和 雄 ・ 杉 浦 三 
郎 ( 昭 医 大 医 動 物 ) 田代 浩二 ( 昭 医 大 二 病 理 ) 山中 国 夫 
(日本 化 薬 ) : M. TANIGUCHI, H. YAMAZAKI, G. 
MATSUZAKI, K. MORI, S. SUGIURA, K. TASIRO & 
K. YAMANAKA: Studies on anthelmintic effect of 
copper glycinate and its toxic action on host (3) 
Therapeutic studies on fascioliasis 


グリ シン 銅 の 肝 蜂 駆虫 効果 と その 副作用 の 少 い 事 に つ 
いて は 既に 報告 し た が , その 投薬 方 法 が 1 日 3 回 3 日 連 
用 と 云う よう に 繁 雑 な た め , 投薬 失 宜 と ょ る 治療 効果 の 
低下 が し ば し ば 認め られ て いる . 昨年 以来 吾 々 は , 本 剤 
の 投薬 法 の 改良 と , その 駆虫 効果 を 助長 する た め グ リ シ 
ン 銅 に 数 種 の 他 種 薬剤 を 併用 し 実験 を 行 つ た 処 , グリ シ 
ン 銅 と G11 の 併用 に 強力 な る 殺虫 力 が 認め られ た の で 15 
例 の 肝 蜂 寄生 牛 に 投薬 し , 投薬 5 ~35 日 後に 誠 検 し た 結 
果 , グリ シン 銅 10mg/kg と G114 mg/kg を 1 日 1 回 2 
日 連用 せる 群 8 例 で は , その 75% に 正常 虫 体 は 認め られ 
な く 双 薬害 も 認め られ な か つた . 以上 の 基礎 実験 に も と 
づき , 野外 試験 と し て 102 例 の 肝 蜂 寄生 乳牛 に 投薬 し , 
薬害 , 臨 閑 所 見 を 約 5 週間 観察 し , 5~ 6 週間 後に 虫 卵 
検査 を 行う に 陰 転 は 74.512% で あつ た . 方 
法 は グリ シン 和銅 10mg/kg と G114 mg/kg を 1 日 1 回 2 
日 較 用 し た . 副作用 の 発現 に つい て 見 る に 食欲 の 減じ た 
る の 10 例 (8.872) で あつ た が , その 半数 以上 は 3 日 以 
内 に 回復 し , 7 日 以内 に は 全 例 回 復 し た . 次 に 11 例 
(10.78 2%6) に 下痢 を 認め た が 4 日 以内 に 全 例 回 復 し た . 
叉 乳 量 の 減じ た も の は 19 例 (20.65 2%) で あつ た が , そ 
の 内 14 例 は 7 日 以内 に 投薬 前 より 増量 が 認め られ た . 又 
他 の 5 例 も 10 日 以内 に 正常 量 に 復 し た . 治療 効果 の 面 で 
は 838 例 に 著 明 な 効果 が 認め られ た . 即ち 食欲 増進 せる も 
の 5 例 (4.18%) 乳 量 増加 し た も の 30 例 (32.6%) で , 
と れ 等 の 効果 の 大 部 分 は 投薬 20 日 以内 に 認め られ た . 次 
に 重症 例 16 例 に つい て 見 る に 5 例 に 薬害 を 認め た が 何れ 
も 軽度 に し て , 特に 乳 量 の 減 つ た 4 例 は 何れ も 10~20 日 
後に は 投薬 前 の 乳 量 よ り も 3 ~10kg の 増加 を 認め た . 
叉 駆虫 効果 の 認め られ た も の は 12 例 (75%) で 食欲 の 増 
進 せ る も の 2 例 乳 量 の 増加 せる も の 9 例 で 投薬 5 ~20 日 
以内 に 2.5~10kg の 増加 が 認め られ 陰 転 81.25 
2 で あつ た . 以上 の 成績 を 総括 する に グリ シン 銅 と G11 
の 併用 例 (10mg : 4 mg/kg 1 日 1 回 2 日 連用 ) の 湖 検 成 


績 は 75% の 駆 虫 成績 が 得 ら れ た . 野外 の 駆虫 成績 は 虫 卵 
陰 転 素 74.51 % で あつ た . 薬害 の 認め られ た も の は 約 20 
2% で あつ た が 何れ も 軽度 で あつ て 特に 乳 量 の 減少 そる も 
の 19 例 中 14 例 は で 7 日 以内 に 投薬 前 の 乳 量 より も 増加 が 認 
め ら れ た . 又 駆 虫 効果 は 37.5% に 認め られ 特に 乳 量 の 増 
加 せ る も の は 380 例 で その 大 部 分 は 投薬 後 20 日 以内 に 認め 
られ た . 以上 の 成績 か ら 今 回 の 投薬 法 は 充分 に 野外 に お 
いて も 応用 し 得る も の と 考え られ る . 


113. 日 本 佳 血 吸 虫 典 染 動 物 の 治療 に 関す る 研究 田中 
隆夫 ( 久 大 寄生 虫 ): T. TANAKA: Studies on the 


treatment of schistosomiasis japonicum 


Glucosamine, Stibnal, TWSb を 用 い , 日 本 住 血 吸 虫 感 
染 動 物 の 治療 効果 及び , 尿 沈 降 反 応 の 経過 を 調べ た の で 
報告 する . 日 虫 感染 家 兎 は 日 虫 セ ルカ リア 約 100 隻 感染 
後 1 ヵ 月 以上 経過 し た も の で , 犬 は 日 虫 セ ルカ リア 約 
500 隻 感 染 後 約 6 ヵ月 経過 し た も の で ある . 1) Glucosa- 
mine : 家 兎 2 頭 に 1 日 量 200mg/kg 投 与 し た が 8 週 後 に 
も 沈降 反応 陰 転 せ ず . 2 カ月 後 検 し , 夫々 642 
6 29?19 を 認め , 治療 効果 は な か つた . 2 Stibnal : 
a) 家 兎 3 頭 に 1 日 量 1.2cc (ナトリウム 吐 酒 石 量 8.6 
mg) を 2 日 静 注 し , 3 日 目 に 2 頭 共 死ん だ . b) 家 十 2 
頭 に 1 日 量 1.0cc (ナトリウム 吐 酒 石 量 8.0mg) を 毎日 
20 日 間 静 注 し , 尿 沈 降 反 応 は 1 頭 治療 後 4 週 目 , 他 の 1 
頭 は 5 週 目 に 陰 転 し , 6 週 目 に 誠 検 し 虫 体 を 認め な か つ 
た . co) 家 可 2 頭 に 1 日 量 0.8cc (ナトリウム 吐 酒 石 量 
2.4 mg) を 毎日 20 日 間 静 注 し , 尿 沈 降 反 応 は 1 頭 治療 
後 5 週 目 に も 陰 転 せ ず 6 週 目 に 誠 検 し る 19 ゅ 19 の 虫 体 を 
認め た が , 他 の 1 頭 は 4 週 目 に 陰 転 し , 6 週 目 に 誠 検 レ 
た が 8 体 の み し か も し た 2 令 認め た . 家 . 
2 頭 に 1 日 量 0.5cc (ナトリウム 吐 酒 石 量 1.5mg) を 
毎日 20 日 間 静 注 し た が 2 頭 共 に 治療 後 5 週 目 に も 陰 転 せ 
ず , 6 週 目 に 誠 検 し , 夫々 569 55, る 8442 の 貝 体 を 
認め た . 即ち Stibnal 毎日 20 日 静 注 の 場合 治療 薬 量 は 1 
日 量 0.8cc よ り 1.0cc の 間 に あ つ た . 38) TWSb: 1 日 量 
8mg を 家 兎 の 後肢 外側 筋肉 に 毎日 5 日間 注射 し た が , 
治療 後 2 ヵ月 後 も 尿 沈 降 反 応 陰 転 せ ず , 誠 検 に と より 夫々 
$46?44。 $51942 の 貝 体 を 認め た が , セル カリ ア 約 
500 隻 感染 させ た 犬 に 家 宮 と 同様 に 注射 し , 1 ヵ月 後 誠 
検 し た が 貝 体 を 発見 出来 ず , 肝臓 より は 日 虫 卵 を 発見 し レ 
た . 以上 の 実験 より 尿 沈 降 反 応 は 日 虫 症 の 治癒 判定 が 出 
来 , 又 TWSb は 日 虫 宿 主 の 差 に より 治療 効果 が 異 る の 
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で は な いか と 思わ れ た . 

( 医大 寄生 虫 ) 下 哲 夫 

尿 沈降 反応 が 陽性 と いう と と は 血 中 に 抗原 が ある と 考 
えら れる . 一 方 血 中 に 抗体 も 存在 する の で , と の 間 の べ バ 
ラン ス に 影響 され て 時 に 尿 沈降 反応 が 陰性 で も 虫 体 が 活 
発 に 生存 する 可能 性 は 如何 で すか . 

( 

人 体 実験 で 尿 沈 降 反 応 は 3 ヶ月 で 陰性 に な る が 血 中 の 
抗体 は 1 年 後に は 陰 転 し た . 中 和 の 時 期 は 個々 の 例 で 決 
定 す る と と は 困難 で ある . 1 月 後 陰性 の も の が 3 月 後に 
再び 陽性 に な つた も の が あり , 貝 体 が 再び 活発 化し た の 
で は な いか と 考え て いる . 


114. TWSb に よる 日 本 佳 血 吸 虫 症 の 集団 治療 岡部 浩 
洋 ・ 小 野 典 雄 ・ 田 中 隆文 ( 久 大 寄生 虫 ) : K. OKABE, 
N.ONOo &T. TANAKA: Mass treatment of schisto- 
‘somiasis with TWSb 


厚生 省 の 日 本 住 血 吸虫 予防 対策 に と より, 流行 地 の 宮 入 
内 が 減少 し て 来 た が , 尚 患者 は 多数 残 つ て いる . 又 筑 
後 川 草原 の 宮入 中 は 予防 対策 の 枠外 に あり 放置 され て お 
り , 且つ 感染 率 が 高く , 住民 の 感染 源 と な つて いる . 従 
来 の Stibnal に よる 治療 は 長い 期間 を 要 し , その 効果 も 
確実 で な い の で , 短期 間 の 治療 で 副作用 が な く , 完全 治 
癒 が 出来 る 薬品 が 望ま し い . 我々 < は TWSb が 日 虫 症 に 
効果 が ある と と を 報告 し た が , 副作用 が 強い の で , と れ 
を 改善 すれ ば 野外 作業 で 集団 治療 が 出来 る の で は な いか 
と 考え た . 肝臓 底 護 剤 の 併用 に ょ りあ る 程度 の 副作用 を 
軽減 出来 る こと が 判 つ た の で 報告 する . 第 1 回 実験 で は 
TWSb 全量 17mg 一 40mg/kg を 6 日 間 筋 注 。、 グ ロン サン 
又は パン カ 入 散 1 g, 2 回 分 服 て 日間 併用 , 注射 前 日 よ 
り 始め た . グロ ン サ ン 使 用 例 は 26 例 中 13 例 (5022) に 一 
作用 を 認め な か つた . パン カル 散 で は 25 例 中 10 例 C40 
26) が 副作用 が な か つた . 副作用 を 起 し た 例 も , 予め 注 
意 し た に も 拘ら ず , 飲酒 , 畑 仕 事 を し た 者 が 多 か つ た . 
日後 の 検便 で は パン 散 3 名, グロ ン サ ン 1 名 の 
卵 陽性 が あり 尿 沈 降 反 応 は 近 例 中 28 例 (59.8 22) で 両者 
間 の 差 は 僅 で あつ た . 第 2 回 実験 TWSb 40mg/kg 6 
日 間 分 注 , 始め の Mg 塩 と 称す る Ro 一 4 一 1544/1 と 
Na 塩 と 称す る Ro 一 4 一 1544/6 を 比較 し , 内 服薬 と し レ 
て ネス トン ゴー ルド 1 日 8 錠 7 日 間 併 用 し た . 対象 は 学 
童 . Ro 一 4 一 1544/1 で は 11 例 中 8 例 (72.7%), Ro 一 4 一 


1544/6 で は 18 例 中 7 例 (53 .82% う が 副作用 が な か つた . 心 _ 
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工 障 害 が 2 例 あ り , 内 1 例 は ECG を みた ら T 波 が 逆転 
し て いた . 然し これ も 1 月 後に 正常 に も ど つ た . 尿 沈降 
反応 の 陰 転 束 で は 差 が な か つた . Na 塩 群 に 1 例 虫 卵 を 
認め た . 第 3 回 実験 TWSb 40mg/kg 6 日 間 分 注 ネ スト 
ン ゴ プー ルド 併用 例 15 例 中 9 例 (602%) グロ ン サ ン 併 用 3 
例 全 部 副作用 が な か つた . 尿 沈 降 反 応 は 32 日 後 で は 16 例 
中 8 例 (502) 陰性 で あぁ つた . 102 日 後 の 結 果 で は 18 例 
中 12 例 (66.72) が 陰性 で あつ た . 検便 の 結果 は 陰性 で 
あつ た . 以上 に よ ょ り TWSb は 日 虫 症 の 集団 治療 を 行う 
場合 或 種 の 肝 諸 護 剤 を 併用 すれ ば 副作用 を 軽減 出来 る . 


115. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 1) zn vitro に お け 
る 各種 薬剤 の 効果 山口 富雄 ・ 峰 田 春 敏 ( 徳 大 病 理 ): 

T. YAMAGUCHI & H. MINEDA : Studies on the treat- 
ment of Clonorchiasis sinensis (1) On the effect of va- 


rious drugs 12 vtro 


肝 吸 虫 は , わが 国 の 各 地 に 広く 存在 する 重要 な 人 体 寄 
生 虫 の 一 つ で ある が , 本 虫 感染 者 は , 重症 の 場合 を 除い 
て , 殆 ん ど 放 置 さ れ た まま で ある . その 理由 と し て , 一 

に , 少数 感染 の 場合 と に は, 自覚 症状 が 殆 ん ど な い こと と , 
治療 が 長期 に と わたり, し か も 一 作用 の 強い 薬剤 し か な い 
と と な どの 点 が 挙げ られ る . し か し , た と え ぇ 少数 で は あ 
つて も , 本 虫 感染 と こと よ つ て , 将来 , 肝硬変 , 肝癌 な ど , 
致命 的 な 器質 変化 を 来 す 可能 性 は 充分 予想 され , 投与 法 
が 容易 で , 効果 の 適 確 な 薬剤 の 出現 は , 大 い に 望 まれ る 
と と ろ で ある . われ われ は , 従来 用 いら れ て いる アン チ 
モン 剤 以上 ある い は 同 程度 の 効果 が あり , し か も 副作用 
が 少な く , 内 服 に ょ つて 肝 中 虫 を 殺 減 する こと の 出来 る 
薬剤 を 見 出し た いと 考え , 先ず 試験 管内 に お ける 各種 薬 
剤 の 殺虫 効果 を 検討 し た . 実験 の 方 法 : 1 う 飼育 液 : 
Tyrode 液 に (100 y/cc お よび 100u/cc の 割合 に Strep- 
tomycin お よび Penicillin を 加え る ), イヌ また は ウサ ギ 
の 血清 を 等 量 に 加え る . 虫 体 1 匹 に 対し て 0.5cc を 使 
用 . 2) 温度 :837C. 3) 虫 体 : モッ ゴ を 投与 , 感染 さ 
せ た イ ヌ 3 頭 (感染 後 48, 60 お ょ び 61 日 , 感染 数 1,895, 
1,096 お よび 1,798 匹 ) か ら 得 た 虫 体 を , 5 日間 飼育 し レ 
て 実験 た 使用 . 4) 薬剤 :53 種 を , 種 々 の 段階 に 希釈 し , 
10 日 間接 触 . + つの 稀釈 に 対し て 10 匹 を 使用 . 5 う ) 生死 
の 判定 : 解剖 顕微 鏡 下 で 虫 体 の 運 動 を 観察 . 結果 : 100 
yjcc C1 : 10,000 ) に 稀釈 し た 部 分 を 比較 する と , 人 金 
虫 体 が 死 減 し た も の と し て は , 15 種 で て ある. と の うち , 
最も 著 明 な 殺虫 効果 の 認め られ た の は , Smiray (Dithia- 
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zanine jodide) で , 平均 死滅 日 数 は 1.1 日 , 次 いで Stib- 
nal 3.2 日 , Mapharsen 3.4 日 , Entobex 8.5 日 な ど で あ 
り , Trichomycin (100 u/cc) が 6.8 日 で, 殺虫 効果 の あ 


る こと と が 注目 され る . な お , 最近 , 肝 吸 虫 症 に 対す る 治 ・ 


療 薬 と し て 用 いら れ て いる Resochin ( 焼 酸 ク ロロ キン ) 
は , 500y/cc (1 : 2,000 )〉 で 6.8 日 を 示す 他 は , すべ 
て 完全 に 死 汰 ささ る に 至ら ちず , 試験 管内 と お ける 殺虫 効 
果 は , か な り 弱 い . また , Smiray は , 5»/cc C1 : 
200,000 ) に お いて も , 平均 死 減 日 数 が 8.1 日 と , 極め 
て 帝 虫 力 の 強い こと と が 認め られ た . 


( 問 ) ( 阪 医大 内 科 ) 岩 田 繁 雄 
Dithiazanine は 色素 で す が , 胆汁 に と 色 の つく 位 排 洪 さ 
( 


胆汁 の 色 は , 若干 濃く な る が , 肉眼 的 に , と < くに 著 明 
に 着色 し て いる と は 考え られ な い . 


116. 肝 吸 虫 症 の 治療 に 関す る 研究 (2)in vivo に お ける 
各種 薬剤 の 効果 山口 ・ 田 春 ( 大 病理 ): 

T. YAMAGUCHI & H. MINEDA: Studies on the 
treatment of Clonorchiasis sinensis (2) On the effect 


of various drugs vivo 


試験 管内 に お ける 殺虫 効果 の 成績 か ら , 1 万 倍 稀釈 の 
部 分 で , 15 種 の も の を 認め た が , われ われ の 目的 と する 
内 服 投 与 の 点 に 適合 する も の と し て は , Smiray, Ento- 
bex, Trichomycin の 3 種 で ある . こと の 他 に , Methyl 
violet は , Gentian violet と し て , すでに 用 いら れ て い 
る が , 一 作用 の 強い と と が 報告 され て お り , 今回 の 実験 
か ら は 除外 し た . 実験 の 方 法 : 1) 実験 動物 : 肝 吸虫 メ 
タ セ ルカ リア を 保有 する モツ ッ ゴ を 投与 し た ウサ ギ お よび 
イヌ で , 感染 後 81 日 ~82 日 の も の を 使用 . 2) 効果 の 判 
定 : ウサ ギ は , Stoll 法 に よる EPG の 算定 と 誠 検 , イ 
又は 前 検 に と ょ つて 貝 体 数 を 検討 し た . 83) 薬剤 は すべ て 
経口 授与 成績 : 1) Smiray : ウサ ギ 11 頭 お よび イヌ 8 
頭 を 使用 . ウサ ギ で は , 一 般 に , 投与 開始 5 日 前 後に 著 
明 な EPG の 増加 が みみ られ, その後 , 殆 ん どの 例 で は 減 
少し て 来る . 11 頭 中 , 誠 検 を 行 つ た の は 7 頭 で ある が , 
その 中 8 頭 で は 全く 虫 体 を 認め ず , 明らか に 効果 が 認め 
られ た の は 8 頭 で あ る . イヌ は , 同時 に 感染 させ た 12 頭 
の 平均 感染 数 が 1,800 匹 で ある の に 対し て , 8 頭 の 感染 
数 が 104~940 匹 で あり , か な り の 殺虫 効果 が ある も の 
と 思わ れる る. 2) Entobex : ウサ ギ 4 頭 に つい て の 観察 


(-66 ) 


で は , 若干 の 殺虫 効果 が ある も の と 思わ れる が , 著 明 で 
は な い . 8) Trichomycin : ウサ ギ 2 頭 お よび イヌ 2 頭 の 
成績 か ら , や は り 著 明 な 効果 は 認め られ な い . 以上 の 実 
験 成績 か ら , Smiray (Dithiazanine iodide) は , 経口 投 
与 に よる 新しい 肝 吸 虫 殺虫 剤 と し て , 極め て 有望 な 薬剤 
と 考え る . と の 投与 量 , 期間 な ど に つい て は , さら に 詳 
細 に 検討 し な けれ ば な ら な い が , 無 感 染 ウ サギ 6 頭 に つ 
いて の (20mg/kg~100 mg/kg, 10~20 日 間 投 与 ) 肝 機 
能 検 査 成績 , 肝 , 堅 , 有 . 小腸 な どの 組織 学 的 所 見 か ら 
大 量 を 投与 し て も , 殆 ん ど 異 常 所 見 は 認め られ な い . と 
の と と は , 将来 , 肝 吸 虫 感染 者 に 対す る 集団 治療 を 可能 
と する と と が 予想 され る . な お , 本 剤 投与 動物 の 肝 所 見 
は , 感染 動物 の 場合 , 肝 辺 緑 部 の 線維 化 が 極め て 軽度 で 
あり , 肝 を 殺虫 する こと に ょ 肝 病 変 の , 浴 
癒 は 確実 と に 起 つた も の と 考え る . 


117. 肝 吸 虫 寄生 者 の 臨床 的 観察 勝田 和夫 ・ 笹 川 力 ・ 
長谷 川 和 夫 ・ 渡 部 義一 ・ 福 地 勝 郎 ・ 香 曽我 部 議 司 ・ 鈴 木 
省吾 ( 新 大 桂 内 科 ) 大 内 正 満 ( 新 大 医 動物 ) : K. KAT- 
SUTA, T. SASAGAWA, K. HASEGAWA, G. WATABE, 
K. FUKUCHI, K. KOSOKABE, S. SUZUKI & M. Or- 
SURU : Clinical investigation on Clonorchis sinensis: 


infections 


新潟 市 近郊 鳥屋 野 潟 周辺 の 女池 , 曽野 木 両 地区 成人 盟 
女 149 名 の 集団 検便 を , 昭和 8384 年 10 月 実施 し て 50 名 の 肝 
吸虫 陽性 者 を 発見 した. 鳥屋 野 に する 魚 
の 調査 の 結果 , マメ タ = シ 及び 肝 吸 虫 被 概 幼虫 の 寄生 し 
た モツ ッ ゴ , タモ ロコ ご , タナ ゴ を 認め , 流 行 の 存在 が 確認 さ 
れ た . 肝 吸 虫 卵 陽性 者 50 名 中 , 女池 , 曽野 木 両 地 区 各 22 名 
に つい て , 自 他 覚 症状 , 検 血 , 肝 機 能 検査 等 臨床 的 検査 
を 行い , 又 同 時 に 両 地区 の 肝 中 虫 虫 卵 陰性 者 計 17 名 に つ 
いて る ぁ る 検査 を 行 つ た . 肝 吸 虫 寄生 者 44 名 の 自覚 症状 の 主 
な も の は , 不定 の 腹痛 , 下痢 で 自覚 症状 の 全く な いも の 
が 11 名 (25%) 存在 し た . 肝 吸 虫 卵 陽性 者 と 陰性 者 の 検 
査 成績 を 比較 する と 両者 の 間 に CCF 陽 性 率 の 他 は 有意 
の 差 を 認め 難く , 又 互 PG の 高低 と 検査 成績 の 間 に ゃ も 想 
関 を 認め な か つた . 検査 対象 と な つた 肝 吸 虫 寄生 者 に 対 
し て Resochin (1 日 500mg, 5 ~?7 週間 ) Entobex C1 
日 800mg, 1 週間 ) Smiray (1 日 450mg, 1 週間 ) を 
投与 し て , 投与 前 及び 投与 後 1, 83, 5,8 週 目 に EPG 
を 追求 し た . Resochin 投与 例 で は 8 例 中 5 例 に 虫 卵 の 溢 
失 或 は 減少 傾向 を 認め た . Entobex, Smiray 投与 例 で は 
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投与 直後 に 虫 卵 消失 或 は 減少 傾向 を みた が , 投与 中 止 後 
再び 増加 する も の が 比較 的 多い 印象 を 持つ た . 投薬 に 

る 副作用 は Resochin 投与 例 9 例 中 4 例 が めまい , 腹部 
昌 満 感 , 腹痛 , 食 思 不振 を 訴え , 中 1 例 は 服薬 を 自ら 中 止 
し た . Entobex 投与 例 で は 13 例 中 2 例 が 軽度 の 腹痛 を 訴 
た が 投薬 を 中 止 す る に 至ら ちず, Smiray 投与 例 は 全 例 
に 副作用 を 認め な か つた . 治療 後 の 臨床 検査 成績 は 肝 
腫 , 好 酸 球 増 多 , 単 球 増 多 , 血清 鉄 及び 銅 等 何れ も 改善 
が 認め られ た . 1 例 の 肝 生 検 所 見 で は 肝 細 胞 の 腫 張 を 認 
め た が , 肝炎 , 肝硬変 , 胆道 炎 等 の 所 見 は 見 られ な か 
つた . 鳥屋 野 潟 周辺 に 浸 淫 し て いる 肝 吸 虫 は 感染 度 の 低 


. い 流 行 で , 臨床 的 に 肝 腫 , 好 酸 球 増 多 , 単 球 増 多 , CCF 


陽性 等 の 所 見 を 認め た が 余り 顕著 で な いと 思 われ る . 
天 x の 行 つ た Resochin, Entobex, Smiray に よる 治療 は 
投与 量 , 期間 , 方 法 等 更に 研究 を 要する と 考え る . 


118. 里 虫 症 の 駆虫 効果 の 制定 森下 哲夫 ・ 飯 田 正雄 ・ 
水瀬 典子 ・ 国 井 洋一 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : T. MORISITA, 
M. IDA, T. NAGASE & Y. KUNII: Judging the effect 
‘of medicines against pinworm disease by T. M. swab 


詳細 は 岐阜 医科 大 学 紀 要 第 8 巻 第 1 号 に 発表 済 . poquil 
を 5 mg/kg 1 回 投与 の 暁 虫 駆除 は 駆除 率 100 に 近い 卓 
効 が ある . と の 場合 投薬 後 3 ~ 4 日 の 間 暁 虫 卵 を 肛 囲 に 
証明 出来 る 問題 に つい て 考察 する に , 産卵 する 為 に 直腸 
に 向う 虫 体 は 腸 壁 に 沿 つ て 移動 する . poquil は 大 腸 部 で 
は 腸 内 容 が 脱水 され る の で 腸 壁 部 で の 濃度 が 薄く な る . 
と の 為 殺 虫 力 を 弱め , 直腸 に 向 つ て 移動 し て いた 雌 暁 虫 
は 死 江 免れ 肛 囲 と 産 能 と な り と の 間 の 事情 が 
後 3~ 4 日 間 の 虫 卵 陽性 を 示さ せる と も 考え られ る . 一 
般 に 暁 虫 駆除 の 効果 は 患者 の 感染 量 に も よる が 駆虫 薬 の 
種類 及び 用 法 , 用 量 に も 関連 が ある . 


119. ピ ペ マニ ン に よる 映 虫 駆除 に 対す る ラ ツ ク B (Bacil- 
lus bifidus) の 影響 亀谷 了 ・ 野 々 部 春 登 ・ 木 原 緑 ・ 町 
寄生 館 ) : S. KAMEGAI, H. NONOBE, 
M. KIHARA & M. MaAcHIiDA: On the influence of 
Bacillus bifidus to the treatment of Enterobius vermi- 

cularis with Piperazine hydrate (示説 に 変更 ) 


ラッ ク B を 消化 不良 症 の 幼児 に 使用 し て いる 中 に , 半 
年 前 か ら 夜 中 肛門 を か いた り , 睡眠 を 妨げ られ て いた 5 
オ の 男子 が , 投薬 後 は 直ちに その 悪 習 を や め た 例 に 遭遇 
し た の で , ラッ ク B と 暁 虫 と の 関係 を 追及 し た . 都内 の 
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3 幼稚園 を セロ テー プ 法 3 回 連続 で 検査 し , ツク シ 538 名 
中 50.922, 鳩山 32 名 中 65.6, クラ ラ 34 名 中 55.82, 合 
計 119 名 中 59.3% に 液 虫 を 認め た . 67 名 の 陽性 者 を 2 和 君 
に わけ て 駆虫 し た . A 群 は ピ ペ = ン シッ プ 10cc と ラッ 
ク B5g, 併用 , B 群 は ピ ペ = ン の み , と れ を 7 日間 連 
続投 与 。 3 日 間 放 置 , 7 日 較 続 検査 し た . 駆虫 成績 は , 
ッ ク ン 幼稚 園 A 群 66.6%, B 和 群 55.52 陰 転 . A 
77.726, B 62.5%, クラ ラ A 和 群 66.6%%, B 和 群 55.52 
転 . 合計 する と A 和 群 70.8%, B 群 57.72% 陰 転 し た 。 つま 
り ラ ッ ク B は 駆虫 謙 を 上 昇 せ し め た . ラッ ク B は 乳酸 菌 
製剤 で , 服薬 中 は 大 量 に 腸 内 に 出現 し て pH を 低下 せ 
し め る . そし て 有害 菌 の 発育 を 抑制 する . 一 方 母乳 児 は 
その 腸 内 に 902 と いう 大 量 の 選 5 注 dws を 保有 し , 人 工 
栄養 児 で は 僅か に 10% に 過ぎ な いと いう 。 さき に 暁 虫 が 
母乳 児 で は 12 寄 生 し , 人 工 栄 養 児 で は 70 も いた と い 
う 報 告 が ある と と を 考え る と , 玉 56dus は 暁 虫 の 発育 
を 抑制 する こと が 想像 され る . 従 つ て , ラッ ク B を 常用 
する こと と に ょ つて 里 虫 寄生 率 を 低下 させ る と と が 可能 で 
は な いか と 推論 する の で ある . 


120. と し て の 酸 の 再 評価 (2) 過 酸 石 
灰 ・ 亜 硝酸 混合 に よる 中 卵 殺 実験 小 財 
勲 ( 予 研 寄 生 虫 ) :. KozAl: Re-evaluation of Sodium 
nitrite as the ovicide used in the nightsoil (2) 


アル カリ 性 尿 メ ヂ ウム 中 に 対す る , 過 酸 石 
灰 と 亜 硝 酸 草 達 の 各種 濃度 組み 合わ せ 作 用 に ょ る 殺 減 効 
果 を 各種 作用 条件 下 で 実施 し 下記 の 結果 を 得 た の で 報告 
する . アル カリ 尿 メ ヂ ウム (pH 8.5) 中 に 
石灰 の 各種 量 ( 約 1ー52) を 投入 し た 場合 に は, 程度 
の 差 は る ぁ れ , その 投入 量 ( 訂 尿 50ml に 対し て 本 剤 の 約 
2 g 以 上 で ほ く pH 7 以下 に まで 低下 する ) に 比例 し て 
メ ヂ ウム pH は , 確実 に 酸性 側 に 低下 する が , それ の 時 
間 的 低下 の 傾向 は 共通 し て お り , 過 炎 酸 石灰 投入 約 1 昼 
夜 の 間 に 下 限 値 に 達し , 以後 は , ほ く 同 一 の pH を 保持 
する も の で ある こと と を みとめ た . 過 憐 酸 石灰 と 亜 硝酸 費 
達 の 併用 に ょ る 殺 減 効果 は , 殺 の 場 が 貯溜 
と し て ほ さ 最高 か の メル カリ 性 尿 尿 の 場合 に あつ て も , 高 
温 (28°C 前 後 ) 時 で は , あら か じ め 過 石灰 を 50 
ml に 対し 3 g 割合 で 慣 尿 中 に 投入 し お き 1 日 お いて , 
亜 硝酸 曹達 を 2,000 ~4,000 倍 稀釈 と な る ょ うに 混入 す 
れ ば 効果 は ほ ゞ 完全 で ある . また 低温 (5 C 前 後 ) 時 に 
あつ て は , 石 灰 量 を 50ml に 対し 約 4 g を 投 
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入 し , 1 日 後に 硝酸 2,000 倍 液 と な る と 
く 混入 す れ ば , か な り に 有効 で ある と 言い うる . た くし 
上 記 両 薬剤 を 同時 に 混入 する と いう や り 方 の 場合 に は , 
低温 作用 時 に は 上 記 分 離し た や り 方 と ほ く 同 一 の 効果 
を し めす が , 高温 作用 時 に は 完全 有効 濃度 限界 附近 に お 
いて 差 が みとめ られ , 分 離 混 入 方 式 の ほう が より 有効 で 
あつ た . 石灰 一 硝酸 の 効力 は , 高温 , 
低温 両 作 用 時 とも, 作用 日 数 38 日, 8 日) にょ る 差 は 
みとめ られ な か つた . 上 記 混 合 系 の 実用 は 単に 寄生 虫 卵 
殺 減 的 見 地 か ら の み で な く , 選 尿 の 農業 肥料 効果 と いう 
見 地 よ り し て も 有利 で あり 実用 化し うる も の と 考え られ 
る . 


121. 映 虫 駆虫 効果 に お ける Santonin と Choleretica 
と の 関係 に 関す る 研究 <4) Choleretica-Santonin addi- 
tion compound と Choleretica の シマ ミ ささ ズ ズ 神経 筋 お 
よび の 運動 に 及ぼ す (4) 林 平 三郎 ・ 
山田 睦夫 (北大 薬学 ) : H. HAyvAsHI, K. SERITA & M. 
YAMADA: Studies on the relation between Choleretica 
and Santonin in anthelmintic effect on ascaris (2)( 示 説 
に ) 


先 の 我々 の 報告 か ら Santonin へ の bile acid の 作用 
形式 に 化学 結合 が 想定 され , これ に 伴う 物理 的 薬理 的 変 
化 に 依る 影響 が Santonin の 駆虫 効果 に お いて は 相当 大 
きい 事 が 認め られ る . 析 殿 は 過剰 の Santonin 結 品 が 腸 
管内 に 証明 され る 故 Santonin 用 時 に 可 及 的 小 量 を 有効 
に 使用 すべ きだ と する も その 物理 化学 的 解決 に は 言及 し レ 
て 居 ら ぬ . 一 般 に 固形 薬品 の 薬理 的 効果 の 増加 は 吸収 
度 と 吸収 量 に ょ り 期 待 し 得 Reinhold, 野上 , 加藤 は 薬物 
粒子 の 微細 化 が , 又 関口 , 小尾 は 微細 化 の 一 方 法 と し て 
eutectic mixture を 易 溶性 難 溶性 2 成分 系 で 形成 する 事 
に ょ り 吸 収 を 促進 し 薬効 を 高め 得る 事実 を 報告 し た . 我 
々 も Santonin へ の 対照 薬物 と し て Choleretica を 選択 
し 2 成分 系 熱 分 析 に よる 検討 を 行い Santonin の 吸収 の 
良 化 更に は 解離 せる Choleretica の 2 次 性 産物 bile に 依 
る Santonin へ の 相乗 作用 を 目的 と し て eutectic mixture, 
addition compound 形成 の 有無 を 検討 報告 し た が 今回 は 
Benzgjic acid に 就 い て 述べ た . AB 間 に 形成 され る addi- 
tion compound A B は 和 融 する と 多少 成分 解離 が あり そ 
の 度合 が 非常 に 大 きく , つま り 完 全 に 解離 する と AB の 
矯 融 曲線 の 山 は 平 に な り 二 つの 共 融 点 を 結ん だ 1 本 の 直 
線 よ と な る が Santonin・Benzoic acid の 熱 分 析 の 結果 は 二 


つの 場合 で 1:2, 1 : 3 mal の 化合 物 の 存在 が 認め られ 
mlagnus 法 に よる シマ ミミ ズ 神 経 筋 に 対す る 最低 有効 稀 
秋 率 は Santonin 量 に 換算 し て 52 万 倍 ・88 .5 万 倍 と と の 種 
化合 物 に 比 し 最大 で あり Santonin に 比 し 約 2.5 倍 4.5 
倍 の 作用 効果 を 示す . Benzoic acid 単独 で も 15 万 倍 で 明 
ら か な 送 繧 作用 , 8 万 倍 で 麻 導 用 が 出現 し 体 伸展 を 起 
し Ringer で 置換 する と 約 20 分 で 若干 運動 が 見 られ る . 
然し 田辺 も 述べ て 居る 如く シマ ミミ ズ 神 経 筋 に 作用 する 
か ら と いつ て 遇 虫 如 で ある と いう 考え 方 に は 疑問 も 有り 
為 に U 字 型 ビ ニー ル 管 を 用 い 豚 遇 虫 に 作用 せしめ 対照 と 
比較 検討 し た . と の 結果 明らか に 対照 に 比 し その 正常 運 
動 の 消失 ・ 生 存 期間 の 短縮 が 認め られ た . vitro で は 
Santonin と 同様 ある 様 に 思わ れ 若 し vwo に 
お いて る も 同様 に 言え 得る な ら ば こと れ ら 2 成分 系 の eute- 
ctic mixture, addition compound 形成 は 駆虫 効果 の 上 で 
極め て 興味 ある 問題 で あり 解離 せる Benzoic :acid の 2 
次 性 産物 bile の Santonin へ の 相乗 作用 と 相 伴 つて 双 
虫 効果 を 期待 し 得る 可能 性 が 大 きい . 尚 化合 物 形成 に 伴 
う 吸収 速度 及び Bengzoic acid の Santonin の 溶解 度 へ 
の 影響 に 就 い て 検討 中 で ある . bile は bile acid の 作用 
に ょ り 強 い 表面 張力 降下 作用 が あり , この 薬理 的 影響 に 
就 い て Cholic acid CC A), Desoxycholic acid (DA), Tau- 
rocholic acid(T A), の Na 塩 を 使用 , Magnus 法 25° で 
bile-ringer 液 に Santonin-Ringer を 注 加 検討 し た . bile 
acid 自体 作用 を 有 き な い の に も を も 拘ら ず bile acid 量 の 増加 
に 伴い 各 Santonin の シマ ミミ ズ 神 経 筋 に 対す る 半 発 
現 必 要 濃 度 が 減少 , 更に DA に 於 て は 他 に 比 し 強い 療 尋 
作用 及び 麻痺 作用 が 見 られる. 叉 何れ の 場合 も bile acid 
量 の 増加 に より 表面 張力 が 降下 し , これ ら に 従い Santo- 
nin の シマ ミミ ズ 神経 に 対す る 現 濃度 も 低下 
bile の ある 一 定 濃度 以上 で は 濃度 の 変化 に 関係 な く 其 門 
し レ , 発現 濃度 が 一 定 し 同様 に 表面 張力 も 一 定 と な る . こ 
の 点 が 前 者 と ほ く 一 致す る 故 表 面 張 力 降 下 が 薬 理 作 用 に 
影響 し て 居る と 思わ れる . 然し TA>DA>CA と TA 
が 表面 張力 降下 作用 が 強い の に も 拘ら ちず DA>CA> 
TA と シマ ミミ メ ズ 神 経 筋 に 作用 する 事 か ら Santonin の 
mechanism へ の bile の 影響 は 表面 張力 降下 作用 も 双 有 
意 の factor で ある が , と これ の みみ で は な く 他 の factor の 
存在 も 考え られ る . 
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122. Bephenium hydroxynaphthoate に よる の 
集団 駆虫 成績 横川 宗雄 ・ 大 倉 俊彦 ・ 辻 守 康 ・ 稲 坂 信子 
( 千 大 医 動 物 ) 西 三郎 ・ 木 畑 美 知 江 ( 公 和 院 寄生 虫 ) : 
M. YOKOGAWA, T. OKURA, M. TSsUJL N. INASAKA, 
S. NisHl & M. KIHATA: Mass treatment with bep- 
henium hydroxynaphthoate against hookworm 


Bephenium hydroxynaphthoate の 駆虫 効果 が 注目 
され , 各種 の 検討 が な され て いる . 私 た ち は 投 与 法 に よ 
る 駆虫 効果 の 関係 及び 他 種 薬剤 と の 比較 と つい て 集団 駆 
虫 試験 を 行 な つ た . 試験 方 法 : 集団 駆虫 の 経験 の な い 
Necator 種 優先 農村 地区 に て 17 才 以上 60 才 未満 の 釣 虫 
陽性 者 を 対象 とし, Bephenium hydroxynaphthoate 
CAlcopar) 5 &, 4 8g 及 び 5g 十 下剤 , Bephenium 類 緑 
ion (B.N. 102) 5 &, 1-Bromonaphthol(2) (Wormin) 
12g 及び 9g, Tetrachlorethylene CTeron) 4.5cc 十 下 
剤 の 7 群 各 群 49 名 に つい て 行 つ た . 各 実 験 群 の 感染 濃度 
を ほ く さく 等 し くす る 為 Stoll 変 法 に よる Eggs/ml の 200 
以上 の も の を 濃度 別に 4 層 , Stoll 法 不能 者 は 浮 注 法 1 本 


値 , 疹 抹 法 1 枚 値 を 参照 と し 濃度 別に 2 層 に 計 6 層 に 分 


け , 各層 を 各 和 群 に 無 作為 に 分 けた . 実験 脱落 者 各 群 で 8~ 
14 名 認め た . な お 食餌 制限 は 行わ な か つた . 効果 判定 : 
駆虫 後 3 週間 に 後 検便 を 行い 虫 卵 陰 者 率 ( 浮 3 本 
値 , 試験 管 培養 1 本 値 ), 虫 卵 減少 率 CStoll 法 に よる 
Eggs/ml) を も つて した. な 医 駆 虫 後 24 時 間 の 排 虫 者 率 , 
排 虫 数 , 副作用 を も 調査 し た . 成績 : 虫 卵 陰 転 者 率 , 減 
婦 率 , 排 虫 者 率 , 副作用 出現 率 は 各々 7 群 間 に 有意 差 を 認 
め た . 虫 転 者 率 は Wormin 57.1%, 9g 52.5 
%, Teron 46.2%, Alcopar 5 29.8%, 4 8 28.6%, 

5 下剤 97.0%, BN-102 16.72% で あり Wormin と 
Alcopar に 差 を 認め た . 減 卵 率 Wormin 12g 99.32, 

Alcopar4 & 95.4%, Wormin 9 g 98.2%, Teron 91.0 
%, Alcopar5 & 89.5%, BN83.9% Alcopar 5 8 剤 
79.226, 排 虫 状況 は Alcopar 5 & ア メリ カ 排 者 率 
95.5%6, 平均 排 数 25.4 令 タビ = 6 名 51 , Alcopar 
4 g90.0%, 29.8 隻 , ツ 6 名 20 隻 , Alcopar 5 g 十 下剤 
83.826, 81.0 令 5 名 68 隻 , BN88.82214.2 2 名 3 
令 Wormin 12 g 78.72615.8 隻 1 名 3 隻 , Wormin 9 
65.02%18.8 隻 , マ 1 名 1 隻 : Teron 81.5%, 28.5 ツ 
8 名 5 隻 で あつ た . な 人 ほ ジ マビ = 釣 虫 単独 寄生 者 は 認め ら 
れ な か つた . 副作用 は Alcopar に 悪心 , 腹 鳴 , 下痢 が 多く 
腹痛 , 腹部 不快 感 等 を 認め た が , 刀 床 は 121 名 中 1 名 の 
み で あつ た . B.N. は Alcopar と 同様 の 副作用 を 認め た 
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が 者 は 30 名 中 5 名 で あつ た . Alcopar 5 の アメリ 
カ 釣 虫 排 虫 時 間 別 の 状況 は 24 時 間 迄 は 89 名 987 隻 , 24~ 
48 時 間 21 名 117 隻 で 内 4 名 は 24 時 間 迄 の ょ より 排 虫 数 が 多 
か つた . 他 種 寄生 虫 に 対し て の 効果 は , 映 虫 で は Alco- 
par 5 g&16 名 中 "名 陰 転 837 令 排 虫 , Alcopar 5 g 十 下剤 16 
名 中 11 名 7 隻 , BN18 名 中 8 名 59 隻 で あり , 鞭 虫 は Alco- 
par に より 26 隻 排 虫 し た 者 1 名 を 訂 め た . むす び : Be- 
phenium hydroxynaphthoate は 従来 の 駆虫 薬 に 比 し 陰 転 
率 は 少し 落ち る が が 排 虫 は 優れ , 副作用 は 少く 集団 駆虫 に 
耐え 得る も の で ある . な お , 投与 方 法 各 々 の 間 に 差 を 認 
め ず さ きら に 検討 を 要する . 

( 加 ) ( 予 研 寄 生 虫 ) 石崎 達 

アメ リカ 多 虫 寄生 者 成人 45 名 ( 男 19, 女 26) に Alco- 
par5 g を 早朝 空腹 時 服用 させ た . その 効果 は 浮 施 1 本 
法 で 70% 陰 転 ,) 8 本 法 62%, 培養 法 で は 57%, 浮遊 十 培 
養 法 で 57% の 陰 転 束 で あつ た . 排 虫 状況 は 48 時 間 の 検査 
で 24 時 間 内 に 384 で 排出 され た . 副作用 は 52 祈 に みとめ 
られ た . 頭痛 , 上 肢 時 , の ば せ 感 は 各 7~ 9 で 内 服 直 後 
に 起り 間もなく 消失 , 腹痛 (22%) 吸気 (11%) 下痢 
(16%) は 内 服 2 時 間 以 後に 著 明 に な る . と こと に 腹痛 , 
下痢 は 中 食後 に 起 つ た . 他 の 駆虫 薬 に みる 億 意 感 を 訴え 
た も の は いな い . 一 作用 発現 者 は 内 服 後 脈 持 , 血圧 の 低 
下 し た も の に 出 易い . 


123. Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 
駆虫 効力 (2) 森下 薫 ・ 伏 見 純一 ・ 西 村 猛 ・ 李 玉 葉 ( 阪 
大 徴 研 寄 生 虫 ) : K. MORISHITA, J. FUSHIMI, T. NisHI- 
MURA & L. OK’YOB: Clinical trials with bephenium 
hydroxynapthoate against Ancylostoma duodenale and 
other intestinal nematodes (2) 


演者 た ち は , 昨年 4 級 ammonium 塩 に 属す る 新 駆 虫 
薬 , bephenium hydroxynaphthoate CB- 了 H と 略記 ) の 集 
団 駆虫 効力 試験 を , Boroughs Wellcome 社 よ り 提 供 さ 
れ た 分 散 性 矯 粒 剤 Alcopar 及び 国内 で 試製 され た 錠剤 に 
つい て , 行 つ た と と ろ , 30 例 と いう 少数 例 に つい て で あ 
つた が , 一 回 投与 で 100% 近 いと いう , か つて 見 な い 高 
い 転 者 率 を 得 た の で , と りあ え ず , さき に こと これ 
を 報告 し た . その 後 , この 報告 の 成績 を より た し か に すず 
る と と も に , 用 量 を 減少 し た と き の 効 力 を 知る た め , さ 
ら に , 田辺 製薬 提供 の Alcopar に よる 駆虫 効力 試験 の 
例 数 を 重ね 一 応 , 所 期 の 目的 を 達し 得 た と 思う の で , と 
と に , 第 2 報 と し て 報告 する こと と する . 第 1 報 既報 
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の 分 と 併せ , 今日 まで に 得 た 成績 は , 次 の 通り で ある . 
A) ズ ビ = 釣 虫 に 対し て : BB- 耳 と し て 4.8 g CAlcopar 
と し て 5 &, bephenium ijon と し て 2.5g) 1 回 投与 で 
95 例 中 , 90 例 が 虫 卵 陰 転 ( 浮 施 法 並 びに 培養 法 で ) し , 
虫 卵 陰 転 者 率 952%. な お , 同一 地区 の 感染 者 を 年 齢 その 
他 に つき , 二分 し て , 11 例 ずつ に , B- 了 L と し て , 4:8 
g (標準 量 ) と 8.0 g(7022 用 量 ) と を 投与 し , その 効力 
を 比較 し た と ころ , 標準 量 で は , 11 例 中 9 例 が 虫 卵 陰 転 
し , 822%% の 陰 転 者 率 を 得 , 70% 用 量 で は , 11 例 中 11 例 が 
陰 転 し , 100 の 陰 転 者 率 を 得 た . B) 環 虫 に 対し て : 
B- 了 I と し て 4.8 g 1 回 投与 で , 42 例 中 38 例 が 陰 転 し , 
792% の 陰 転 者 率 を 得 た . な お , 釣 虫 と 同様 な 方 法 で , 70 
2 用 量 の 効力 を 試験 し た と と ろ , 標準 量 で 。 2/js……・67 
26, 量 で , の 陰 者 率 を 得 た . c) 東 
洋 毛 様 線 虫 に 対し て : B- 耳 と し て , 4.8 g 1 回 投与 で , 
25 例 中 20 例 が 陰 転 し , 陰 転 者 率 80 を 得 た . 上 記 の うち 
の 感染 濃度 は , 67 例 に つき , 当 り の 出 仔 数 
(LL.P. G) と し て , 平均 118 で あり , と の と き の 陰 転 者 
率 , 94% で あつ た . 副作用 は , 悪心 が 80% 余 り に あら わ 
れ , 吐 も あり (4%), 下痢 に 見 られ る が , 
いずれ も , 軽度 で あり , と くに , 問題 と すべ きも の は な 
い . 用 量 を 702% に する と , 一 作用 も あき ら か に 減少 す 
る 」 以上 の ょ うに , B- HH , 8.0g&. お いて も , ズ 
= 釣 虫 に 対し て , 特 効 的 な 効力 を 持ち , 映 虫 , 東洋 毛 様 線 
虫 に も る 高 効力 を 示し , 副作用 も 軽度 で , 現在 で は , も つと 
も すばらし い 駆 虫薬 の 一 つ で ある と いう と と が で きる . 


124. Bephenium 類縁 jon の 駆除 効力 森下 
伏見 純一 ・ 西 村 猛 ・ 柳井 富夫 ( 徴 研 寄 生 虫 ) : K. 

MORISHITA, J. FUSHIMI, T.NISHIMURA & T.YANAI: 
Clinical trials with an analogous ion of bephenium aga- 
inst Ancylostoma duodenale 


Bephenium hydroxynaphthoate と 略記 ) が , 
・ 前 演題 の 如く , 釣 虫 て と くに ズ ビ = 釣 虫 ) に 対し て , す 
ば らし く 高 い 効 力 を 示し , 上 遇 虫 に 対し て も , 高 効力 で あ 
「 る の で , 示説 186 の よう に , その 類縁 jon 5 種 の im 
vdr0 の 試験 を 行 つ た . その 結果 , mwztro の イヌ 釣 虫 殺 
虫 力 は , も つと も 弱い が , . マ ウス に 対す る 経口 下 性 も も 
つと も を も. まい bephenium 類縁 jon (N に つく benzyl の 
para の 位置 に C1 が 1 個 入 つた も の ) の hydroxyna- 
phthoate・…… BN 102 と 略記 で ………・ の 釣 虫 駆虫 効力 試験 を 
行 つ て みた . 方 法 と し て は , B- 耳 の 駆虫 試験 に 併行 し 


B- 了 I の 効力 と 比較 で きる よう に し た .. その 結 
果 , B- 了 HE の 4.8 g に 対応 する 4.6g 1 回 投与 で , 88 例 
中 わずか に 9 例 陰 転 で , 陰 転 者 率 282, B- 了 I の 8.0g に 
対応 する 8.2g 1 回 投与 で , 19 例 中 6 例 陰 転 で , 陰 転 者 
率 あつ た . この 時 , B- は , それ ぞ れ , 
8226。 ココ ………100 の 効力 を 示し て いる . すなわち , 


て 行い , 


BN 102 は , B- 了 HE の 約 8022 余 り の 陰 転 者 率 し レ か 示し 得 
な いわ け で ある . 一 方 , 副作用 は , B- 了 HL に くら べ て , 下 
痢 が 多く 見 られ , その他 の 症状 に つい て は 殆 ん ど 変 ら な 
い .。 結局 , BN 102 は , B- 耳 に 較べ , 効力 も び ど く 劣 
り , 副作用 も 軽減 せ ず , 薬 と し て は , つま ら な いも の で 
ある に すぎ な いこ と と が わか つた わけ で ある が , た ゞ , とこ 
と で 注目 すべ き は , 克 vitro で の 殺虫 性 の あき ら か に 
低い 本 薬物 が , 駆虫 効力 と お いて も , 大 きく BB- 了 I より 
劣 つ て いる と いう と と と , 用 量 を 70 に 下げ て も , 効力 
こ 変 化 が 見 られ な いと いう と と の 二 点 で ある . 第 一 の 点 
より は , イヌ 釣 虫 に 対す る 殺虫 性 を みる と いう 簡単 な 方 
法 で , 本 系 続 の 薬物 の 効力 の スク リー= ン グ が 出来 る 可 
能 性 が 考え られ る し レ , 第 二 の 点 より は , B- 了 HH の 用 量 減 量 
に 対す る 支持 が 得 ら れる の で ある . 


125. 釣 虫 集団 駆除 効果 の 検討 佐藤 淳 夫 ・ 青 野 宏 ・ 島 
谷 敏 男 ( 京 府 医 大 医 動物 ) : A. SATO, H. AON0o & TT. 
SHIMATANI: On the effect of mass-treatment of hook- 


worm 


富山 県 高岡 市 二 塚 地区 , 東 砺波 郡 城端 町 区 谷地 区 並び 
に 福野 町 南部 地区 の 3 取 区 に お いて 昭和 831 年 11 月 より 35 
年 2 月 に 豆 つ て 釣 虫 症 の 流行 状況 を 調査 し その 駆除 対策 
と つい て 一 連 の 観察 を 行 つ た . 検便 は 浮 用 
に ょ より 行い 二 塚 地区 に お いて は 此 の 間 に で " 回 の 検便 と 5 
回 の 駆除 ( 四 塩 化 エ チレ ン 5.4g を 主 と す る ) を 行い , 葵 
谷地 区 で は 検便 駆虫 共に 3 回 (Wormin 8 &g を 主 と す る ) 
福野 町 南部 で は 共に 2 回 (Wormin 8 g&g を 主 と す る ) を 
実施 し た . 結果 的 に 駆除 は 年 1 回 ~ 2 回 で ある . 投薬 は 
全て 1 回 投与 法 C80 分 間隔 ・ 2 回 分 服 〉 に ょ つた . 1) 
各 地 区 の 釣 虫 感染 率 は 20.7~25.8% で 略 々 同 程度 で あり 
(2.8 ~19.726) より る も 高 率 を 示す こと は 富山 県 平 
地 部 全般 の 傾向 と 同様 で ある . 検便 時 培養 並び に 初回 駿 
虫 時 に 排出 虫 体 を 回 収 し て A.d., N. a. 両 種 釣 虫 の 分 
布 を 検 す る に 優 占 度 は 二 塚 1.2~1.4, 鞭 谷 2.5~2.8, 
福野 南部 5.8~7.8 を 示し レ 二 塚 は わずか に N.a_ が 優 占 
し 他 の 二 地 区 は N.a. の 絶 対 的 優 占 地 で あつ た . 2) 駅 
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虫 に よる 釣 虫 感染 率 の 低下 は 極め て 急激 で ご あり, N. a. 
の 分 布 の 多い 地 程 貴 閉 で あり 現在 各地 共に 4.8% 以 下 で 
ある . 38) 毎回 の 投薬 20 日 後 の 検 便 ( 塗 抹 浮 海 培養 法 併 
用 うに よる 転 は 四 塩 化 そ チレ ン 50~98.526, Wormin 
72~91.4 を 示し , わずか に Wormin の 方 が 高い . 乏 
を 釣 虫 の 種類 別に 見 る と 四 塩 化 エ チレ ン で は A.d. の 弁 
虫 効果 が N.a. に 比 し て 低い が , Wormin で は 略 々 同様 
の を 示し た . 4) 谷地 区 で の 20 日 後 の 検便 並び 
に 3 ヶ月 後 の 再 検便 に よる 観察 と よれ ば 四 塩 化 エ ェ チ レン 
Wormin 共に 所 調 遠 隔 効 果 が 認め ちら れる が , 四 塩 化 エ チ 
レン の 方 が 顕著 な る 結果 を 得 た . 5) わずか に N.a. の 
優 占 する 二 塚 地区 に お いて は 駆虫 に より 急激 に 優 右 度 の 
低下 を 示し , A. d. が 逆 に 優 上 右 す る 事 が 観察 され た . 
N. a. の 絶対 優 占 する 他 の 2 地区 で は 駆虫 に ょ る 優 右 度 
の 急激 な 変動 は 認め られ な か つた . 


126. 細 虫 駆除 剤 の 研究 (2) 青野 宏 ・ 佐藤 淳 夫 ・ 鳥谷 
敏男 ( 京 府 医 大 医 動物 ) : H. AoNo, A. SATO & TT. 
SHIMATANI: On the effect of anthelmintics against 
whipworm(2) 


第 1 報 に お いて , Dithiazanine の 0.5g, 3 日間 連用 , 
又は 1.0g, 分 2, 1 日 用 で 約 40 卵 陰 転 を 得 た 
が , と の 投与 法 で は 副作用 が 強く , 服薬 者 の 約 80 に 踊 
吐 を 見 , 又 他 方 Jodothymol で は 副作用 は 少な い が , そ 
の 貝 卵 陰 転 束 は 約 2022 で 余り 良く な い . 今回 は これ ら 二 
剤 の 投与 法 を 変え , 副作用 の 軽減 と , 陰 転 率 の 向上 を 検 
討 し た . 又 Tetrachlorethylene 及び 1-Bromnaphthol(2) 
に つい て は , 前 報 で 或 る 程度 の 効果 を 推定 し 得 た が , 今 
回 は 更に 詳し くそ の 効果 を 追求 し , 更に Piperazine の 
効果 を も 検討 し た . 1) 後 検便 に お いて 塗 抹 法 , 飽和 食 
塩水 浮 海 法 , 沈 湖 法 (矢尾 板 氏 法 ) の 三 者 併用 に ょ る 陽 
性 数 を 100 と する と , 法 約 10%, 法 約 40%%, 
約 95% の 夫々 卵 検出 率 を 示し た . 故に , 駆虫 効果 
の 判定 に は 沈 法 を 行う 必要 の ある 事 を 認め , 本 報 で の 
虫 陰 転 素 算 定 は 投薬 1 ヶ月 後に お ける 沈 に より 決 
定 し た . 2 小学生 で , Dithiazanine 0.1g 5 日 間 投 与 

は て 7.7% の , 同 0.2g 5 日 間 投 与 で は 22.7% の , 同 

0.1g 6 日間 投与 で は 40.0%% の , 同 0.2g 6 日 間 投 与 で 
は 44.4% の 夫々 貝 卵 陰 転 率 を 示し , 小学 生 で Tetrach- 
lorethylene 2.4g 1 日 投与 で は 36.0% の , 成人 で 同 5.4 
g 1 日 投与 で は 36.0% の , 成人 で 同 5.4g 2 日 間 の 投与 
で は 46.72% の , 学生 で 1-Bromnaphthol (2) 4.0 g 
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1 日 投与 で は 44.0 2 の, 成人 で 同 8.0g 1 旦 投 与 で は 
50.02% の , 又 小 学生 で Iodothymol 2.5 g 3 日 間 投 与 で は 
28.82% の , 中 学生 で 同 3.0 g 3 日 間 投 与 で は 14.3 の, 
叉 小学 生 で Piperazine 2.0 g 2 日 間 投 与 で は 24.0% の 
夫々 卵 陰 転 率 を 示し た . 8) 本 投与 法 に 依る 場合 , Di- 
thiazanine で は , 副作用 の 発現 率 が 高く (最も 多い も の 
は ・ 中 ), 集団 駆虫 に は 投与 法 の 難し い 薬剤 で あ 
る 事 を 再 確認 し た . 一 方 Tetrachlorethylen 及び 1-Brom- 
-naphtholC2) が , 副作用 並び に 陰 転 り 最も 好成績 
を 示し た . 4) Tetrachlorethylene (通常 量 と その 25% 
増 ) 及び 1-Bromnaphthol (2 ) (通常 量 と その 502% 増 ) 
を 用 いた 処 , 両者 共用 量 の 増加 に ょ り 副 作用 も 増し た . 
叉 E.P.G. の 測定 で は 服薬 10 日 後に お いて , 貝 卵 減少 率 
は 80~100 示し た が , 沈 法 に より 陰 転 て 
2%~27.82% で あつ た . 効果 判定 の 時 期 に つい て は 現在 検 
討 中 で ある . 


127. Dithiazanine の 区 線 虫 症 化 学 療 法 の 研究 田中 寛 
城間 祥 行 ・ 天野 良治 ( 東 医 歯 大 公 衛 ) : H.TANAKA, 
S. SHIROMA & R. AMANO: Application of Dithia- 
zanine iodide to the treatment of human strongyloidiasis 


Dithiazanine iodide は 各種 の 線 虫 に 駆虫 作用 が ある と 
され て いる が , 本 研究 で は Strongyloides stercoralis と 
St. rat に 対し て 試験 を 行 つ た . ラッ ト に は 3 2 くす 湯 
に 薬剤 を まぜ 経口 注入 し , 1 日 100g 体 重 当り 10mg 5 
日 投与 し た が , SZ. ヶ rat が の 排卵 数 減少 は 認め られ な か つ 
た . 人 体 例 で は 1 疹 抹 標 本 中 50 以 上 の 幼虫 排 虫 者 に 経口 
投与 し て , 幼虫 減少 , 寄生 成虫 排 洪 を 観察 し て 効果 を 判 
定 し た . 用 いた 錠剤 は 3 種 で (LL, EA, EB) 腸 溶 製 
剤 の 落 解 試験 で は L の 被膜 が 最も 薄く , E B が 最も 厚い . 
投与 後 の 経過 は i 幼虫 減少 , 成虫 排 港 , i 幼虫 減少 の 
みみ, 近 一 時 的 な 幼虫 減少 , 投薬 終了 後 増加 , iv 幼虫 数 不 
変 の 4 つ に 分 けら れ た . i, を 有効 と し た 場合 の 有効 
例 / 検 例 は 300mg/ 日 で は 600mg EA 
300mg 600mg 600mg あつ た . 
A で の 比較 か ら 投 与 量 は 600mg/ 日 が 必要 と 思わ れ , と 
の 三種 錠剤 で は EA 600mg が 最も 有効 率 が 高く , 中 6 
例 で 幼虫 消 減 が み ら れ た . 副作用 は 錠剤 量 , 有効 例 , 無 
効 例 こ に か か わら ず ほ くり リ り 』 に み ら れ た が , 被膜 の 薄い 錠 
剤 , , 吐 な ど 消 化 管 上 部 の 症状 が み ら れ た . 
こと の 薬剤 は 幼虫 殺虫 効果 が あり , 投薬 終了 直後 に 幼虫 減 
少 が み ら れ て も 一 時 的 な 幼虫 減少 か も 知れ 六 の で , 1 週 
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な いし 0 日後 の 検便 に よる 判定 が 必要 で ある . 被膜 の 薄 
い EA は EB より 有効 で ある が , 薄い 錠剤 程 胃 障害 を 現 
す の で , 効果 を 落 さ ず に , さら に 一 作用 の 少な い 錠 剤 被 
膜 の 改良 が 必要 が ある . と の 研究 で は 重 感染 者 を 選ん で 
試験 し て いる の で , 集団 投薬 等 で 軽症 者 の 含ま れる 保有 
者 を 対象 と し た 場合 , 相 等 高い 陰 転 率 が 期待 され る . 

( 問 ) 内科) 信 
路 療 中 の フラ マ ィ ラリ ヤ 型 は 数 の 減少 の 外 に , 運動 が 不 活 
洪 に な つた り , 変性 し た も の は 認め られ た で し ょ うか . 

( 答 

そう し た 変化 は あま り 認 め ら れ ま せん で し た . 


128. コッ トン ラッ ト 状 虫 (Litomosoides carinii) 
を 用 ひ た 糸 状 虫 症 の 化学 療法 に 関す る 研究 <3) 山本 久 
( 東 医 歯 大 医 動 物 ) 佐藤 孝 慈 ・ 佐 藤 金 作 ・ 田 中 英 文 ・ 林 
滋 生 ・ 佐 々 学 ( 伝 研 寄生 虫 ) : H. YAMAMOTO, K. SA- 
TO, K. SATO, H. TANAKA, S. HAYASHI & M. SA- 
SA: Experimental studies on the chemotherapy for 
cotton rat filariasis (Litomosoides carini) (3) 


前 報 に 引 続 い て 行 な つ た スパ ト = ン 及び マフ ァ ル ゾー 
ル を 用 いた コッ トン ラッ ト 糸 状 虫 の 実験 的 化学 療法 の そ 
の 後 の 経 過 を 報告 する . 1) スペ パト = ン 200mg/kg 5 日 
連続 , その 後続 け て 40mg/kg 5 日 の 集中 投与 法 で は 血 中 
mf. 数 は 始め は か な り 著 し く 減少 す る に も 不 拘 , 投薬 を 
中 止 す る と 殆ど が も と の レベ ペル に 戻 つ た . 2) スパ ト 
= ン の 少量 (30mg/kg 10 日 毎 10 回 ) 間 隔 投 与 で は 血 中 mf. 
の 減少 は 集中 投与 に と 比 し ゆか る や か で ある が 投与 期間 中 は 
低い レベ ミル に あり 投薬 中 止 と 共に か な り 急 速 と に も と に 戻 
つた .8) スペ パト = ニン の 20mg/kg 5 日 連続 後 20mg/kg 10 日 
毎 10 回 の 集中 間隔 併用 投与 法 で は 始め に 血 中 mf. 数 が 其 
だ し く 減 少し , 以後 投与 期間 中 は 低い レベ ル に お さえ つ 
ざけ 投与 中 止 後 も か な り 長 期間 か か つて 上 昇 が ゆる や か 
に 行 は れ た . 4〉 スペ トニ = ニン の より 大 量 200mg/kg 5 日 連 
続 後 同 量 を 10 日 間隔 10 回 投与 法 で は 最初 は 血 中 mf. 数 は 
急速 選 茂 少し mf. 数 の 上 昇 も 比較 的 ゆる や か で ある が 投 
薬 中 止 後 は や ゃ は り 元 に 戻 つ た . 5) マフ マ ァ ル ゾ ー ム の 3 
及び 5 mg/kg 10 晶 連続 投与 法 で は 約 50 日 間 の 観察 で は 
mf. 数 は 著 明 の 変化 は な い が , その 後 の 150 日 以上 に 豆 
る 長期 観察 で は mf. 数 が 徐々 に 減少 する 例 が 多 か つ た . 


6.。 スパ トニ = ン 及 び マ ャ ファル ゾー ル の 二 者 併用 投与 で は 
始め に マフ マフ ァ ル ゾ ー ル 5 mg/kg を 10 日 連続 投与 に 続い て 
スパ トニ = ニン 80mg/kg を 10 日 連続 若しくは 5 日 間隔 10 回 
投与 を 行 つ た . 観 祭 を 約 150 日 に 下 つ て 行 つ た 結果 で は 
流血 中 mf. 数 が マフ ァ ル ゾー ルル 単独 使用 例 ょ より も 早期 に 
減少 し 始め , 0 に 達し , 削 検 所 見 で も 生存 成虫 を 全く 認 
め な い 例 が 多 か つ た . この よう な 例 で は 初め に 成虫 が 死 
滅 し , 生存 し た mf. を スペ トニ = ン に より 減 し た も の と 
考え る . し た が つて 投薬 中 止 後 の mf. 数 の 増加 は 認め な 
か つた も の と 推察 する . 


129. 県 下 に お ける 虫 症 の 地域 的 駆除 に 関す る 
研究 下野 修 ( 県 衛生 部 ), 佐 々 学 ・ 林 滋 生 ・ 木 猛 
( 伝 研 寄 生 虫 ) 高橋 弘 ・ 八 富 鉄 夫 ( 自衛 ) 山岡 
夫 ( 県 研 ) 小糸 賢太 郎 ( 幡 浜 保健 所 ) 矢田 部 勤 
( 神 松 名 診療 所 ) : O. SHIMONO, M. SAsA, S. HAYA- 
SHI, T. SUZUKI, H. TAKAHASHI, T. YATOMI, K. 
YAMAOKA, K. KolTO, & T. YATABE: Studies on 
the areal control of bancroftian filariasis in Ehime 


Prefecture 


フイ ラリ ア 研 究 班 の 一 員 と し て 愛媛 県 下 で 行 つ た 地域 
駆除 に 関す る 成績 を 報告 する . 県 内 の 流行 状況 に つい て 
は , さき に 三崎 半島 の 検 血 成績 を 報告 し た が , 更に 全 県 
下 の 状 況 の 概略 を 知る 為 , 昭和 84 年 11 月 県 内 全 診 療 機関 
814 ヶ所 の 中 700 ヶ 所 に 糸状 虫 症 患 者 を 診療 し た こと と の 
有無 を 照 介 し た . 279 ヶ 所 より 回 答 が あり その 地区 に 患 
者 の 存在 し た と と を 答え た と と ろ が 118 ヶ 所 (40.5% 
で あつ た . その 分 布 は 東部 , 西部 , 南部 と ほとん ど 全 県 
に わた つて いる . 最近 10 年 間 の 受診 症例 数 は 合計 520 例 
で あつ た が , その 中 熱発 作 7.12%,。 せん き 31.72%, 乳 ビ 
57.5%, 陰 38.2, 人 皮 腫 0.3 示し , 乳 ビ 
尿 症 で 医療 機関 を お と づれ る も の が 最も 多い と と を あら 
わし て いる . この 10 年 間 の 後半 5 年間 の み を 集計 する 
と , 症例 の 合計 109, その 中 熱発 作 8.6%, 乳 ビ 尿 86.2 
2%, 象 皮 腫 6.426 で 一 層 上 記 の 傾向 が 強く , 特に 注目 を 
ひく と と は , 後半 5 年間 が 前 半 5 年 間 に 比 し 症例 数 が 著 
し く 減 少し て いる と と で あり , 上 感染 者 数 の 推移 は 不明 で 
ある が , 少く も 有 症 者 乃至 重症 者 が 減少 し レ し つつ ある 傾向 
を 明らか に 示し て いる も の と 考え る . 感染 者 を な くし て 
流行 地 で な くす る 地域 駆除 の 試み は , 三崎 地区 を フイ ー 
ルド と し て , 全員 検 血 と に ょ る 保 虫 者 の 摘発 と , これ に 対 
する Diethylcarbamajine (スパ ト = ン ) の 集団 投薬 , 媒 
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介 発生 源 対策 , DDT また は Dieldrin の 残留 噴 
を 基本 方 策 と し て 1958 年 以来 継続 し て いる が , 1958 年 度 
で は スパ ト = ン の 投与 方 式 と し て 保 虫 者 に 対し , 100mg 
5 日 続い て 200mg 5 日 の 集中 投薬 法 を 採用 し , 更に 2 
ヶ月 し て 200mg 5 日 の 集中 を 追加 し た 二名 津 , 松 部 落 
で は , 頭 初 2,050 名 中 88 名 (1.612 う の 保 虫 事 を 示し て い 
た の が , 4 ヶ月 後 で 保 虫 者 の 耳 菜 血 60cmm 中 平均 仔 虫 
数 が 初め の 5.08% と 激減 し , 44% の 陰 転 素 を 得 た . 1959 
年 度 で は 塩 成 部 落 で 初日 50mg 2 日 目 100mg, 3 日 目 よ 
り 800mg を ji0 日 間 合 計 3,150 mg の 集中 投薬 を し た 

虫 者 が 4 ヶ月 後に は 平均 仔 虫 数 が 頭 初 の 1.98 に 下り , 
83.82% の 陰 転 束 を 示し た の に , 二名 津 , : 松 , 明神 , 三崎 
で 初日 50mg, 2 日 目 100mg, 3 日 目 よ り 8300mg 3 回 の 
集中 後 , 300mg を 週 1 回 5 週 , 更に 月 1 回 2 月 の 長期 
間隔 投与 を 併用 し た と と ろ , 4 ヶ月 目 の 保 虫 者 平均 仔 虫 
数 は 頭 初 の 0.112 芝 と は な は だ し い 激 減 を 示し , 陰 転 率 も 
96.7 の 極め て 高い 値 を 得 て , 集中 後 間 隔 投 与 方 式 の す 
ぐれ て いる と どど 和 を 示し た 。 


130. フイ ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 に 関す る 研究 一 塩屋 地 . 
区 に 於 ける 2 ケ 年 間 の 推移 佐藤 八郎 ・ 米 沢 藤 士 ・ 福 島 
英雄 ・ 尾 辻 義 人 ・ 外 山 寛 樹 ・ 橋 野 源義 ・ 牛 飼 弘 道 ・ 小 田 
代 正 之 ・ 浜 田 己 則 ・ 国 束 考 ( 鹿 大 二 内 科 ) 阿部 康男 ・ 堀 
栄 太 郎 ・ 影 井 昇 ( 鹿 大 二 病 理 ) : H. SATO, T. YONEZ- 
AWA, H. FUKUSHIMA, Y. OrTsUJL H. TOYAMA, 
M. HASHINO, H. UsHIKAI, M. ODASHIRO, K. HA- 
MADA, T. KOKUTO, Y. ABE, E. HOoRI! & N. KAG- 
EI: Studies on the areal control of the filariasis at 
Shioya, Kagoshima Prefecture 


鹿児島 県 枕崎 市 の 坊 ノ 津 町 久志 塩屋 地区 に お ける フィ 
ラリ ア 症 の 地域 的 駆除 に 関し て は 昭和 833 年 開始 以後 過去 
数 回 と わた つて 報告 し て 来 た . 今回 は その 一 ヶ年 以降 の 
経過 を まとめ て 報告 する . 部 落 民 総員 3783 名 に つき 夜間 
検 血 を 行い , 57 名 (15.822) に mf. 保有 者 を 見 出し , こ 
の 陽性 者 の み に Supatonin 5 mg/kg を 1 回 量 と し (と これ 
を 夜 ・ 朝 に 2 分 服 ), 6 日 間隔 10 回 投与 法 を 行 つ た . その 
結果 当初 1 個人 当り 平均 mf. 数 98.7 隻 保有 し て いた が 
毎回 の 投薬 に より 減少 し , 10 回 投薬 終了 後 0.8 隻 まで 降 
下 し , その 後 1 ヶ月 , 8 ヶ月 , 6 ヶ月 , 1 ヶ年 後 の mf. 
数 の 増減 を みた が , 何れ の 場合 に お いて も 増加 の 傾向 は 
みみ られ な か つた . 尚 , 陰 転 者 も 回 毎 に 増加 し , 10 回 終了 
時 に は 陰 転 42.6 と な り , 1 ヶ年 後に は 72.82 まで 
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達し た . と の 現象 は Supatonin の 母 虫 に 対す る 影響 の 如 
く 見 られ た が , 100% の 陰 転 束 を みる と と は 不可 能 な 如 
くみ うけ られ た の で , 一 ヶ年 後に Supatonin 0.5 mg/kg 
5 日 連続 再 投与 し た 結果 , 基 後 6 ヶ月 後に は 95.72 の 陰 
転 が み られ , 個々 の 平均 mf. 数 も 0.04 隻 に 減少 し た . 
以上 の 経過 中 の mf. 減少 の 度合 は 予防 医学 的 に は 充分 
満足 出来 得る 事 で は ある が , 治療 面 よ り 見 た 場合 は 長期 
観察 の 結果 , 完全 に 陰 転 し 得 な い 者 に 対し て は , 再度 の 
投薬 を 行う 事 が より 効果 的 で ある と 考え られ る . 


131. 各種 薬剤 に よる 東洋 毛 様 線 虫 の 駆虫 効果 伊藤 淳 
ー・ 浅 利 謀 ・ 三 条 英 一 ( 新 大 医 動物 ) : J. Iro, Y. AsA- 
RI & E. SANJO: The effect of mass treatment with 
the various anthelmintics against Trichostrongylus ort- 


entalis infestation 


当 教 室 ぐ は 昭和 30 年 以降 , 東洋 毛 様 線 虫 に 関す る 研究 
を 開始 し , 先ず 人 体 実 験 な ら び に 集団 検診 の 成績 を 基 と 
し て , その 病害 性 を 明らか に し た . か く て 従来 あま り 重 
視 さ れ て いな か つた 本 種 の 駆虫 特に 多数 寄生 者 に つい て 
の 駆虫 が 必要 と な り , 主として 釣 虫 駆虫 薬 の 中 か ら 本 種 
へ の 効果 が 高く , 副作用 の 低い 薬剤 を 求め て 研究 を すす 
め て きた . 今回 は と れ ま で の 薬剤 に さら に チ モ ラ ン , ス 
ミレ イ お よび アル コパ ペール を 加え た . と これ ら の 中 で は , 
特に アル コパ ペール が 駆虫 効果 高く , 副作用 の 低い 有望 な 
薬剤 で ある と 判断 され , また 前 回 比較 的 高い 駆虫 効果 の 
期待 され た オー ミン な ら び に 四 塩 化 エ テ チ レン に つい て は 
2 日 連用 な ら び に 氷 日 併用 を 試み た と ころ , 1 日 投与 群 
こく ら べ , さら に 高い 周 虫 効果 を あげ る こと が で きた た. 
その ほか 多数 寄生 の 1 例 に オー ミン 連用 を 行い , 12 日 間 
に わた り 逐 日 排 虫 状況 を みた . つぎ に それ ら の 成績 を 報 
告 す る . (A)1 日 投与 群 , チ モ ラ ン 8 g : 排 虫 者 率 "is; 
LPG 減 少 者 率 */:sC60.0 う , 副作用 発現 者 率 *s/2s(86 .2). 
スミ レイ 12 錠 (0.6g): 排 虫 者 率 (9.5 う , LPG 
少 者 率 zs C47.8 う , 副作用 発現 者 率 "/:: (38.6 う . ア ル 
コパ ペパー ル 5 : 排 虫 者 率 (80.0 , LPG 減少 者 率 
(80.0 , 副作用 発現 者 率 C40.0 . CB) 2 投 
与 オー ミン 末 4g2 日 : 排 虫 者 率 “/;; C81.4), 
LPG 減 少 者 率 "C71.0) (とれ は 5 以下 の 率 
で 有意 の 減少 , 副作用 発現 者 率 (37.6 う . 1 日 目 
テロ ン 15 球 (4.5 g) 十 硫 苦 15&, 2 日 目 オ ー ミ ン 末 4 
& 者 率 う , LPG 減少 者 率 
副作用 発現 者 率 う . (C) 5 日 投与 , スミ レ 
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イ 12 錠 (0.6 g)5 日 連用 : LPG 減 少 者 率 C72. の 0. 
て D) 多数 寄生 の 1 例 に 1 日 オー ミン 和 題 粒 6 g, 会 後 3 
回 分 服 , 5 日 連用 , 2 日 休 薬 さら に 5 日 連用 を 行 つ た と 
と ろ , 12 日 間 に 522 令 の 排 虫 を 認め , EPG は 900 か ら 
200, LPG は 724 か ら 172 に 減少 し た . 


132. 森 実 に 依る 条 虫 駆除 の 臨床 な ら び に その 有効 成分 
に つい て (三輪 清 三 ( 千 大 内 科 ) 長島 豊 晴 ・ 正 木 栄 ( 国 
立 千葉 病院 内 科 ) 湊 顕 ・ 小 木曽 健 人 (和子 大 薬学 ) : S. MI- 
WA, T. NAGASHIMA, S$. MASAKI, A. MINATO & T. 
OcIso: Extermination of tapeworm administrating 
‘“ Torveya nccifera’’ and effective substance of the 
nut (4) 


昭和 23 年 9 月 よ り 28 年 11 月 間 16 例 の 無 釣 症 に 
林 実 生薬 (10 例 ), 同 控 汁 液 (6 例 〕 を 投与 し , 全 例 に 排 
虫 を みた が , 内 3 例 は 再発 し , 13 例 は 1 回 の 投与 で 全く 
副作用 な く 完全 駆虫 を 得 , 本 実 に 強力 な 条 虫 駆除 作用 の 
ある と と を 知 つ た . 昭和 29 年 7 月 より 3834 年 9 月 各 の 間 , 
その 有効 成分 を 探求 すべ く , 化学 的 に 抽出 し た . 各 分 害 
を 直接 26 例 の 無 釣 人 条 虫 症 に 投与 し , 50 回 の 臨床 実験 を 行 
つた . その 結果 , 有効 成分 は 林 油 に 含有 きれ る 低級 脂肪 
酸 可 溶性 物質 で あら うと 推 測 され , 酸性 部 を 銘 塩 アル コ 
ー ル 法 ご 分離 し た 液状 部 20~80 & の 経口 は 十二指腸 ブ 
ン デ 注入 が 副作用 軽微 乃至 皆無 で , 臨床 的 に 強力 な 駆虫 
作用 を 発揮 する . 之 以上 分 析 し た 各 分 割 で は 充分 な 効果 
が 得 ら れ な か つた . 


133. 多 駆除 剤 Bephenium hydroxynaphthoate 
(Alcopar) に つい て 沢田 利 貞 ・ 佐 藤重 房 ・ 河 野 恵 ・ 長 
崎 宗 ・ 永 田 之 助 ( 大 ) : T. SAWADA, S. SA- 
TO, M. KOoNO, M. NAGASAKI & Y. NAGATA: The 
anthelmintic effect of Bephenium hydroxynaphthoate 


(Alcopar) for ancylostomiasis 


主として 釣 虫 保有 者 に 対す る Bephenium hydroxyna- 
phthoate CAlcopar) の 駆除 効果 に つい て 実験 を 行い , 駅 
虫 効果 , 排 虫 状況 , 副作用 の 発現 状況 に つい て 検討 し , 
同時 に , 虫 に 対す る 駆除 効果 に つい て も 観察 し た 
の で 併せ て 報告 する . 1) 1 group ( 朝 絶食 , Alcopar 題 
粒 3g を 午前 8 時 380 分 に 服用 ) の 駆虫 効果 成績 釣 虫 に 
対す る 効果 : 釣 虫 の 感染 は 8.626 (N.a: A.d. 
= 6 : 1), 陰 転 束 は 排 虫 は 2:=75.0 
2 で あり , 上 服薬 後 3 日 間 , 排便 回 数 2 回 中 に 著 明 に 排 虫 が 


認め られ た . に 対す る 効果 : の 感染 率 は 
22.222, 陰 転 は Js=62.5%2, 排 虫 は “*/s=50.0% 

あつ た . 副作用 に ついて: 発現 は ::=56 .5% で 主 
は 下痢 , 恒 心 , 吸 吐 , 頭重 が 著 明 で あり , 発現 時 間 は 1 
時間 が で あり , 持続 時 間 は 8.5~ 
6.5 時 間 が "is=84.626 で あつ た . 2) 2group ( 彰 絶 
食 , Alcopar 題 粒 5g を 午前 8 時 80 分 に 服用 ) の 馬 虫 
効果 成績 , 釣 虫 に 対す る 効果 : 釣 虫 の 感染 率 は = 
18.7% (N.a : A.d.=7 : 2), 陰 転 は 1/5=68.2%, 
排 虫 は 100%% で あり 服薬 後 3 日間, 排便 回 数 4 
回 中 に 著 明 に 排 虫 が 認め られ た 、 環 虫 に 対す る 効果 : 遇 
虫 の 感染 率 は i=25.522, 陰 は 85.0%, 

排 虫 は =90.0 あつ た . 虫 に 対す る 効果 : 
虫 の 感染 率 は 転 率 は zz=27.826, 排 
虫 率 は り 22=27.826 で あつ た . 副作用 に だ について: 発現 率 
は 三 46.9% 主訴 は 下痢 頭重 , 心 , 吐 , 全身 
位 怠 が 著 明 で あり , 発現 時 間 は 1 ~38.5 時 間 に 全 例 が 認 
め ら れ , 持続 時 間 は 3 ~6.5 時 間 が /::;=73.8% で あ 
つた . 38) 3group (朝食 を 普通 に 摂取 , Alcopar 題 粒 5 
g を 会 後 2 時 間 = 午 前 9 時 に 服用 ) の 駅 虫 効果 成績 釣 
虫 に 対す る 効果 : 多 虫 の 感染 率 は "ss=26.52% ( 殆 ん ど 
が N.a. ), 陰 転 は 50.0%. 排 虫 率 は 100 
26 で 上 服薬 後 4 日 間 , 排便 回 数 5 回 中 に 著 明 に 排 虫 が 認め 
られ た . 副作用 に つい て : 発現 率 は や?/::=75.02 で 主 評 
は 下痢 , 頭重 , 全身 著 明 で あり , 発現 時 間 
は 1~2 時 間 に り =91.722 で あり , 持続 時 間 は 3.5 
~ 6 時 間 が z=50.0 で あつ た . 4) 多 駆除 に は 
粒 3 g&, 1 回 服用 で は 好 結 果 を 期待 する こと は 出来 な い 
(特に N.a. 釣 虫 の 駆虫 目的 に 対し て ). 題 粒 5 &。 1 回 
服用 で は 従来 の 釣 虫 駆除 剤 四 塩 化 エ テ チ レン , 1- プ ブロ 
, 2- ナ フト ー ル ルル 剤 より 著 明 な 子 駆虫 効果 は 認め られ 
な か つた . 駆虫 当日 の 朝 の 絶食 は 駆除 効果 に 殆 ん ど 影 響 
が な い 様 で ある . し か し レ , 一 作用 の 発現 率 を 多少 低下 さ 
せる の で は な いか と 考え られ た . 環 虫 に 対す る 駆除 効果 
は 良い 成績 が 認め られ た が , 鞭 虫 の 駆除 効果 は 期待 で き 


134. 釣 虫 駆虫 薬 の 副作用 と その 対策 2) 石崎 達 ・ 久 津 
見 晴彦 ・ 久 子 ( 予 研 寄生 虫 ) : T. IsHIZAKIL H. 

KUTSUMI & H. KUBOTA : Side-effects of anthelmin- 

tics and treatments to them (2). 


前 報 に お いて テト レン , オー ミン の 副作用 を 検討 し , 
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前 者 が 頭痛 ・ 酔 い ・ ・ 血 圧 低下 等 の 全身 症 
状 を 主 と し , 後者 が 腹痛 ・ ・ 等 の 腸管 
状 を 主 と す る と と を 発表 し た . また 両者 共 1 内外 に 循 
環 虚 脱 を みた が , と これ は 過労 ・ 絶 食 ・ 過 敏 質 等 の 原因 が 
明らか で あつ た . 予診 的 自覚 症状 な く , 委 血 の な いも の 
に は 副作用 が 起り 難い . 自覚 症状 ・ 委 血 ・ ア レル ギー 
質 ・ 過 敏 質 ・ 女 性 に 副作用 が 起り 易い . 同じ 対象 79 名 
( 男 249, 女 230) に 肝臓 保護 剤 と し て 合成 -Methionin 
注射 又は 内 服 , 副交感 神経 抑制 剤 と し て Methaphyllin, 
Tropin を 使用 し た 結果 は 次 の 通り で ある . 上 服 より は 
短 時 間 の 2 回 分 服 , 第 2 回 目 の 同 様 薬 に と ょ る 治療 等 副 作 
用 は 江 少 する . 後 下剤 服用 又は 軽食 を とら せ た あ と に た , 
肢 ・ ・ 腹 痛 が る . 副作用 の 治療 効果 
は Methionin で が 著しく 改善 され る . Metha- 
phyllin, Tropin で は 腹痛 ・ 吸 気 が 抑 制 さ れる . 副作用 の 
予防 は Methionin の 場合 テト レン の 全身 症状 を 抑制 し , 
Methaphyllin, Tropin は テト レン , オー ミン の 腹部 刺 戦 
症状 を 予防 する . 


135. Alcopar に 依る 釣 虫 駆除 成績 森下 哲夫 ・ 小 林 端 
穂 ・ 加 藤 真 平 ・ 国 井 洋一 ・ 飯 田 正雄 ( 岐 医大 寄生 虫 ) : 
T. MORISITA, M. KOBAYASHI, S. KATO, Y. KUNII 
&M. IDA: Anthelmintic effect of Alcopar 


Alcopar ( 主 成 分 Bephenium hydroxynaphthoate) を 
用 い , 農業 従事 者 28 名 , 工場 労務 者 16 名 に つい て , 午前 
の 食間 に 5 g 1 回 投与 に 依る 駆虫 を 行い 次 の 様 な 成績 を 
得 た . 沿 後 検査 は 服薬 2 一 3 週 後 に 行い 6 回 抹 法 , 飽 
和食 塩水 浮 洲 法 , 試験 管 深 紙 培養 法 の 3 者 を 併用 し た . 
1) 農業 従事 者 28 名 中 陰 転 6 名 で 駆虫 事 は 26.122。 と の 
集団 で の 副作用 は 腹痛 各々 1 名 , 下痢 名 で 
比較 的 軽 懲 で あつ た . 2) 工場 労務 者 16 名 中 陰 転 5 名 
で 81.2% で あり , に 比較 的 強い 副作用 を 認め 
下痢 , 能 心 , 吸 吐 な ど が あり , 1~2 日 の 休養 を 要 し た 
も の が 4 名 あつ た . 8) 8 名 に 対し 5g2 日 連用 し た 
33.826 の 陰 転 を 認め た . 4) 今回 の 駆虫 実験 で は 釣 虫 の 
種類 に 依る 駆虫 率 の 差 は 認め られ な か つた . 
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136. Bephenium 類縁 jon の , に 対す る 
vitro の 作用 比較 伏見 純一 ・ 李 玉 葉 ・ 近 藤 力 王 至 ・ 森 
下 ( 研 寄生 虫 : J. FUSHIMI, O. LEE, K. KonN- 
DO & K. MORISHITA: Irn vitro anthelminthic activi- 
ties of the several analogous ions of bephenium against 
Ancylotsoma caninum and Ascaris lumbricoides 


演者 た ち は , 4 級 Ammonium 塩 に 属す る 新 駆虫 薬 
Bephenium hydroxynaphthoate (以下 B- 了 L と 略記 ) の 集 
団 駆虫 効力 実験 と 並行 し て , B- 了 HI 並び に Bephenium の 
jon (Bephenium ion 中 の phenyl 基 の か ある い 
は 双方 に Cl の 1 個 入 つた もの) の Hydroxynaphthoate 
4 種 及び Bephenium の chloride 1 種 の 計 6 種 の 薬物 に 
つい て , その zz tro の イヌ 虫 及び プ タ に 対す る 
作用 を , 運動 停止 時 間 あ る い は ガラ ス 管 内 の 挙動 変化 を 
目 変 と し て , 比較 し て きた . 野 イ ヌ 185 頭 の 腸 を さき , 
その 85% (145 頭 ) に 寄生 し て いた イヌ 釣 虫 2147 隻 を と 
り , 500 倍 , 1,000 倍 の 薬物 の suspension に , 38C に お 
いて , 5 分, 10 分, 15 分 間 作 用 させ て 後 , 生理 食塩 水 に . 
うつ し レ し, 20 時 間 , 388C に 保つ て 後 , 60C の 温湯 に 潰し , 
熱 刺 戦 に 対す る 反射 運動 の 有無 を 以 て , 生死 を 判定 レ 
た . 試験 に は , か な ら ず , 供 試 釣 虫 と 同数 の 対 を と り 
対照 釣 虫 の 20 時 間 後 の 生存 率 が 80% 以 上 の 場合 に の み , 
成績 と し て と り 上 げ , 対照 の 生存 率 を 供 試 釣 虫 の 生存 率 
に 乗じ て , デー タ と し た . ブタ 環 虫 に 対し て は , 500 倍 
の suspension を 用 い , ガラ ス 管 内 の 挙動 変化 を 見 る 方 
法 に ょ つた . 実験 条件 その 他 は , 演者 の 一 人 伏見 が た び 
た び 報 告 し て きた 通り で ある . 薬液 の pH は , すべ て 5 
前 後 で あり , こと の pH で は , 遇 虫 の 挙動 , 釣 虫 の 対外 生 
存 率 に 認 ぉ べき 影響 は な い . 薬物 は , 88°C の 1 2 塩化 ナ 
トリ ウム 液 に , 粉末 と し て 投入 し , 携 拝 し て 用 いた が , 
中 の 一 二 種 の も の に つい て は 一 旦 80°C に 熱し て , 再び 38 
C に 放 冷 し た 場合 も 併せ 検討 し た . 用 いた 薬物 を 次 の よ 
うに 略記 し , 癌 tro の 活性 を 比較 する と , 次 の よう に 
な る . Bephenium の chloride・……・101 Cl, benzyl 基 の P 
位 こ C1l の 入 つ た も の ……BN 102, phenoxy 基 の P 位 
に CI の 入 つ た も の ……BN 104, 庫 phenyl 基 の P 位 : 
に Cl の 入 つ た も の ……BN 105, phenoxy 基 の PP 位 , 
benzyl 基 の 0O 位 に Cl の 入 つ た も の ……BN 106, 一 
且 80°C に 加 温 し て , 388'C に し た も の は , 右 肩 に * を つけ 
る . イヌ 釣 虫 に 対し て は . 101Cl, BN 105 は , B- 了 IK 
と 同等 , BN 104, BN 106 は , B- 了 EK より 明 上 有朋 に 活性 : 
高く BN 102 は , B- 了 より に 活性 が 低い . に . 


対し て は BN 106 が と ぴ ぬけ て 強力 て, それ に 相当 
つて , BN 105 と B- 了 HH と が , 大 体 等 し く , BN 104 と 
101CL と が それ に 次 ぎ , BN 1027 が も つと も 劣る . ま 
た , B-H' は , BN 106 に 次 ぐ 活 性 が あぁ あり, BN 102', 
は , B- 同等 の 活性 が 見 られ た 


137. Bephenium hydroxynaphthoate (Alcopar) の 
集団 駆虫 成績 に つい て 熊谷 睦 ・ 内 田 昭 夫 ・ 近 藤 武 男 ・ 

大 橋 平治 ・ 荒 木 ・ 柳 沢 利 喜 ( 和 農 医 研 ) 正 
己 (千葉 寄生 虫 研 ) : M. KUMAGAI, A. UcHIDA, T. 
KoNpo, H. OHAsI, T. ARAKI, R. YANAGISAWA & 
M. SAITO: Studies on the mass treatment of Hook- 
worm-Carrier by Bephenium hydroxynaphthoate CAlI- 


copar) 


Bephenium hydroxynaphthoate の 釣 虫 集団 駆虫 試験 を 
千葉 県 長生 群 一 ノ 宮 町 批 把 畑 (42 戸 209 人 ), 長 野 県 下 伊 
那 郡 阿南 町 深見 (148 戸 614 人 ) の 一 般 住 民 を 対象 に 
1960 年 3 ~ 4 月 に 実施 し た . 両 地 区 の 選定 理由 は 和 〒 葉 県 
の 農村 に 概して アメ リカ 釣 虫 優先 の 濃厚 感染 地域 が 多 
く , 阿南 町 は ツメ ビ = 釣 虫 優先 地区 の た めで ある . 即ち 寄 
生 種別 に よる 駅 虫 効果 を 検討 し ょ うと し た か ら で あ る . 
な お 2 月 に 予備 試験 と し て 愛知 県 北設楽 郡 東栄 町 三輪 お 
ょ び 園 に と お いて 集団 駆虫 を 行 つ た . その 時 の 成績 は 投 薬 
量 Alcopar 5.0 g で 卵 陰 転 は 35 人 中 80 人 85.722, 
し た オー ミン C12 g ) の 虫 陰 転 は 11 人 中 6 人 
54.5% で 5 以下 の 危険 素 で は 有意 差 は 認め られ な か つ 
た . 排 虫 調査 を し た 13 人 の 排 虫 束 は 61.5 あ で あつ た が 42 
隻 , 160 隻 の 排 虫 例 が 一 度 で 陰 転 し た こと は 注目 に 値 す 
る . 副作用 は 軽度 で ある が 頭痛 , 悪心 , 吸 吐 , 下痢 , 腹痛 等 
が 見 られ た . 本 試験 の 前 検便 方 法 は セロ フ マ ァ ン 厚 層 塗 抹 
法 1 枚 値 ( 批 把 畑 ), 硫 苦 加 飽 和食 塩水 1 本 値 (深見) で 
あり , 後 検便 は 同 浮遊 法 3 本 値 に 瓦 培養 を 併用 し た . 駅 
虫 は 予め 服薬 者 に 対し て 身体 検 査 を 行ない , 身体 に 異常 
の ある 者 を 除外 し , 服薬 は 早朝 投薬 し , 食 事 は 2 時間 後 摂 
取 さ せ た . また 批 把 畑 で は 23 人 , 深見 で は 14 人 に つい て 
「 駆虫 後 24 時 間 の 全 排 洪 便 を 濃 便 し 採 虫 し た . 寄生 種 は 培 
養成 績 , 排 虫 調査 より 決定 し た . 副作用 は 投薬 後 2 時 間 
は 監視 し , 帰宅 させ た あと 各戸 を 訪問 し 調査 し た . 釣 虫 
卵 陰 転 率 は 批 把 畑 Alcopar 50 人 中 8 人, 16.02, 対照 と 
し た 化 そ エチ レン 11 人 中 8 人 27.8 で 5 以下 の 険 
率 で 有意 差 は 認め られ な か つた . 深見 で は Alcopar 86 人 
人 , 94.126, 四 化 チレ ン 人 中 6 人 , 46.2% で 


5 % 以 下 の 有意 差 が 認め られ た . な お お Alcopar 
の 排 虫 率 は 批 把 畑 23 人 中 18 人 , 78.22, 深見 14 人 中 11 人 , 
78.5% で あつ た . 釣 虫 種別 は 深見 で は 殆 ん ど が ツマ ビ = 鍋 
虫 単独 陽性 者 で あり , 批 把 畑 で は 殆 ん ど ア メリ カ 多 虫 陽 
性 者 で あつ た . の 陰 転 は 386.4 あつ た . 一 作用 
は 概して 軽度 で ある が 心 , 吸 吐 , 下痢 , 頭痛 , 腹痛 な 
ど が み ら れ た . 本 試験 か ら み る と Alcopar は マビ = 釣 虫 
に は 極め て すぐ れ た 駆虫 効果 が み ら れ る が , アメ リカ 鋼 
虫 の 駆虫 効果 は 劣る も る の の ご ど ごとく で ある . 


138. 多 虫 の 集団 駆虫 成績 と 堆肥 と の 関 太 性 に つい て 

水落 十 美 稲 (那須 診療 所 ) 栗 屋 チェ ・ 水 谷 孝子 ・ 武 石 知 
子 ・ 静 正子 ・ 角 田 浴 江 ・ 加 藤 佳子 ・ 薬 袋 契 子 ・ 筐 登 茂子 
( 東 女 医大 寄生 虫 ) : T. MizoocHl, C. AWAYA, 1. MI- 
ZUTANI, T. TAKEISHI, M. SHIZUKA, S. TsSUNODA, 
Y. KATO, K. MINAl & T. KUBO: Studies on the 
relation of the hookworm infection in a rural area to 


the compost used 


検査 地区 : 栃木 県 那須 郡 那 須 町 10 部 落 : 期間 : 自 昭 和 
834 年 8 月 至 昭 和 35 年 6 月 : 検査 法 : 飽和 食塩 水 浮 法 : 
成績 : 釣 虫 陽性 率 は 畑地 区 5.122, 中 間 地 区 21.4%, 水田 
虫 両 保 有 率 0.822, 2.5%, 1.0% で 諸家 報告 と は 
当 成 積 で RIE 
田 用 水 が 戸別 井戸 で 各戸 用 水 に 交流 が な いも の と , 共通 
水 で 上 且 交 流 が ある も の と に 大 別して 見 る と , 釣 虫 陽性 率 
戸別 16.2%, 交流 31.2% で 交流 が 多い . 更に 新鮮 な 人 選 
を 堆 把 の 中 に 混 じ て 撤 布 する 農 察 を 地域 別に みる と 鋼 虫 
陽性 率 畑 5.22, 中 間 172, 水田 389.6% で 水田 が 畑 よ ょ り 多 
い . 以上 三 者 共 10 才 以上 性 別に みる と 釣 虫 陽性 率 は 地域 
別 で 畑 男 女 4.422, 中 間 男 30.422, 女 32.6%, 
水田 38.8 2, 61.6% 堆 肥 別 で 畑 男 6.1%, 女 4.42%, 中 
間 17.426, 25.42%2, 水田 84.4%, 62.826, 用 水 別 で 戸別 
男 13.2%6, 女 20:5%, 共通 28. 8%, 38.4%, 以上 何れ も 
畑 を 除い て は 女 の 方 が 陽性 率 が 高い . 之 等 の 諸点 に 関し 
て 堆 把 , 苗代 等 か ら 検 討 す る と 水田 に 陽性 率 が 高い 原因 
と し て 次 の 事 が 推察 され る . 当地 方 は 習慣 と し て , 1) 
畑 に は 通常 腐 熟 堆 肥 を 使う . 2) 水田 に は 苗代 を 作る 約 
一 週間 前 堆肥 に 新鮮 な 人 忌 を 混 じ て 撤 布 する . 土 は 湿潤 
し た 程度 で 苗 が 約 80cm 位 こ な る と 初め て 水 を 張る . と 
の 間 に 仔 虫 が 生長 する こと が ある の で は な いみ か 今後 の 検 
討 が 必要 で ある . も みみ を 播 い て 田植 まで は 40 日 余り の 日 
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が 経過 し て いる . 3) 堆肥 の 材料 は 枯草 落葉 を 主 と し 芝 
に 人 の を じ て 熱さ せる . この 際 素 足 で 堆肥 の 
上 や 周囲 を 踏み 午 混 ずる 場合 が 多く 女 が こと の 仕事 に 従来 
する 家 が 多い . 尚 水田 用 水 は 各 戸井 戸 の 場合 は 隣 察 の 水 
田 と の 間 に 畑 が 介在 し て いる の が 普通 で あり , 共通 水源 
の 場合 は 河川 , 自然 湧 水 等 を せき 止め て 使用 し 幅 の 水 は 
隣家 の 幅 水 に 続い て いる の が 普通 で ある . 前 者 の 場合 は 
水田 用 地 が 狭く , 後者 の 場合 は 水田 用 地 の 広 い 農 家 が 多 
い . 之 等 の 点 も 釣 虫 陽性 率 が 水田 に 高い 一 因 を な し て い 
な いみ か 今後 の 検討 が 必要 で ある . 


139. Pyrvinium pamoate (Poquil) に よる 里 虫 の 集 
団 駆 虫 成績 に つい て 小宮 義孝 ・ 小 林 昭 夫 ・ 小 川 初 枝 ・ 
熊田 三 由 ( 予 研 寄生 虫 ) : Y. KoMiyA, A. KOBAYASHI, 
H. OGAwaA & M. KUMADA : Mass-treatment of oxyu- 
riasis with Pyrvinium pamoate (Poquil) 


新 暁 虫 駆 除 薬 Pyrvinium pamoate (Poquil) は 米国 パ 
ー ク ・ デ ービス 柱 に お いて 新 ら た に 合成 され た チア = ン 
色素 系 の 化合 物 で あり , 本 剤 に は ヵ カプ セル 剤 (成人 用 ) 
と 懸 濁 液 剤 小児 用 ) と が ある . 今回 三共 株 式 会 社 よ り 
本 剤 の 供与 を うけ た の で , と これ に よる 暁 虫 の 駆除 試験 を 
実施 し た . 被 検 対象 は , カプ セル 剤 に つい て は 東京 都内 
燥 察 住宅 家族 49 名 , 懸 濁 剤 に つい て は 同上 住宅 の 小児 85 
名 お ょ び 都 内 某 小学 校生 徒 41 名 計 76 名 と し た . 薬剤 の 投 
与 量 は すべ て Pyrv. bese と し て 体重 lkg あたり 5 mg 
1 回 投与 と し , 投薬 後 2 週 目 か ら 連 日 7 回 また は 3 回 の 
後 検査 を 行い , その 結果 に ょ り 貝 卵 陰 転 者 を 決定 し , 陰 
転 率 を も と め た . 副作用 の 調査 は 概ね 厚生 省 副 作用 調査 
基準 に 準拠 し て 行 つ た . 成績 1) 虫 卵 陰 転 率 : カプ セ 
ルル 剤 に つい て は , 服薬 者 49 名 に つき 陰 転 者 46 名 で 陰 転 率 
は 983.92% で あつ た . ( 後 検査 3 回 , 7 回 の 結果 と も 同一 ) 
また 懸 濁 剤 に つい て は , 服薬 者 76 名 中 陰 転 者 69 名 で 陰 転 
率 は 90.82 て 3 回 検 査 ) で あり , その 一 部 に つい て 回 
検査 の 結果 で は 陰 転 率 は 88.622 (81/385) で あぁ つた . の 
副作用 : 服薬 者 中 成人 (カプ セル 剤 ) 49 名 に つい て は 一 
作用 発現 者 は 全く み ら れ な か つた が , 小児 ( 懸 濁 剤 ) に 
つい て は 若干 の 者 ( 約 10) に お いて きわ め て 軽微 な 一 
作用 の 発現 を みた が , それ ら の ほとん ど が 薬剤 投与 直後 
に み ら れ た と と か ら , 薬剤 と よる 一 時 的 な 刺 戦 症状 と 考 
えら れる . 以上 に ょ より Pyrvinium pamoate は , その 駆 
虫 効果 が きわ め て 高い と と, 投薬 方 法 が 簡易 で し か も 殆 
ん ど 副 作用 の み ら れ な い 点 で , 時 虫 の 短期 集団 駆除 薬 と 


し て きわ め て 高く 評価 され て よい . 


140. 症 に 関す る 研究 3) ピ ペ マラ ジン 製剤 に よる 
虫 症 の 短期 集団 駆虫 な ら び に 貝 卵 隆 転 者 の 再 感染 に つい 
て 小川 初枝 ( 予 研 寄生 虫 ) :H. OGAWA : Studies on 
enterobiasis (3) Trial for short therapeutic regime of 
piperazine against enterobiasis and the pinworm reinfe- 


ction among the cured children 


東京 都 文京 区 立 根津 小 学校 生徒 1,016 名 に つい て (1 
回 検査 ) 暁 虫 卵 陽性 者 8370 名 を 検出 し , その 中 , 駆虫 希 
望 者 225 名 を 対象 と し て , ピ ペ マラ ジン 製剤 て (マキ シン 錠 , 
ピ ペ ニ = ン 錠 ) を 使用 し , 短期 集団 駆虫 を 試験 し た . A 
群 : 150mg/kg/day・1 日 (分 2 ), B 群 : 100mg/kg/day・ 
2 日 (初日 市 用 , 翌日 分 2 う , C 群 : 150mg/kg/day・3 
日 (両日 と も 分 2 う の 38 群 に し た . 後 検査 は 駆虫 終了 翌 
日 か ら 約 一 週間 の 間 に 3 回 検 査 を し た . 陰 転 束 は A 群 : 
70.4%, B :94.1%, C 和 群 : 94.8 で つた. と の 38 
の 投薬 方 式 の 各 副 作用 は , A 和 群 : 11%, B 群 :20%, C 
群 : 57% で , 発現 率 と , 総 投 与 量 と は ほ さ 平行 的 関係 を 
示し た . 以上 か ら , ピ ペ マラ ジン 製剤 に よる 暁 虫 の 短期 治 
療 方 式 て 2 日 以内 ) と し て は , 1 日 体重 1kg 当り の ピ ・ 
ハイ ドレ ー ト 量 を 100mg と し , と これ を 2 日間 に 連続 投 
与 す る 方 式 が 最も 有望 で ある . と れ に ょ より , 従来 の 方 式 
より 必要 ピ ペ ラ ジン 量 の 約 半 分 を 節約 する こと が 可能 で 
ある と と と , 治療 日 数 を リ 』 以下 に 短 秋 せ し め 得 る . 商 
と の 駆虫 方 式 に よる 陰 転 児童 の 暁 虫 再 感染 率 は , 駆虫 後 
夏期 休暇 を 狭 ん で 約 80 日 後 の 検 査 (3 回 ) で 43.82 を 示 
し た . と これ ょ り 学 童 の 一 氷 集 団 駆 虫 と , 同時 に 陽性 児 家 
族 の 全員 駆虫 を 行う こと が の ぞ ま しい. 


141. Poquil, Piperazine 単独 及 Dithiazanine, Pipe- 
razine 併用 の 各 方 法 に よる 里 虫 駆除 成績 の 比較 伊東 
享 ・ 大 村 益 一 (日医 大 内 科 ) : T. ITo & M. OMURA : 
Studies on the anthelmintic effects of Pyrvinium pamoate, 
Piperazine and Dithiazanine with Piperazine against pin- 


worm 


Poquil 5 mg/kg 一 回 投与 後 日 50 日 間 検 を 
行い , その 間 続 陰性 持続 者 は (502%) を 示し , 
副作用 は *2z に 軟便 1 回 を 示 し た 外 , 全く 異常 が な い . 
2) Poquil 5 mg/kg 二 回 投与 (10 日 間 間 隔 ) 後 50 日 間 
連日 又は 隔 日 検 氏 を 行い , その 間 連 続 陰 性 持続 者 は *$/2s 
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… 腹 痛 , 吸 気 を 示し た . 38) Piperazine (以下 P と 略 ) 
2 gg と Dithiazanine (以下 D と 略 ) 0.8 g 併 用 を 1 日 又 
は 2 日 投与 : 又は P. 8g と D.0.45g を 1 日 又は 2 日 投 
後 22 日 間 連 日 検 , 持続 陰性 者 は (75%) を 示し 
た が , 副作用 は 殆 ん ど 全 員 に 食 思 不振 , り :: に や や ゃ 激 し レ 
い 吸 吐 あ り . 為 に 一 部 投薬 中 止 又は 減量 せる も の あり . 
4) Piperazine 200 mg/kg 単独 一 回 投与 は 期待 出来 る 
効果 は な く */ (28.626) が 投薬 後 連 日 54 日 間 陰 性 を 示し 
た . 5) Pyrvinium pamoate (Poquil) の 「 マ ウス 」 暁 
虫 駆除 試験 及 そ の 誠 検 残存 虫 体 検索 試験 で は 50mg/kg 以 
上 で 著しく 良 効 な 駆除 成績 を 示し た . 


142. Pyrvinium pamoate, Dithiazanine 等 に よる 里 
虫 治 療 成績 森下 ・ 西 村 ・ 玉 ・ 南 風 原 助 ・ 
近藤 力 王 至 ( 徴 研 寄 生 虫 ) : K. MORISHITA, T. NISHI- 
MURA, G. LEE, S$. HAEBARA & K. KONDO: Results 
of short-term treatment of Enterobiasis with Pyrvinium 


pamoate, Dithiazanine etc. 


暁 虫 治療 の 普及 一 般 化 を 陽 な ー つ の 原因 は , 長期 に 渡 
る 治療 の 要求 され る 点 に ある . 元 ょ より 充分 な 治療 を 行 つ 
て 可 及 的 高い 完全 治 答 率 を 得る こと は 理想 で ある が , 一 
応 満足 し 得る , と 療 日 数 を 短縮 し 得る か を 
知る と と は 実際 上 必要 で ある の で , 私 共 は 種々 な る 薬剤 
を 用 いて , 主として 投与 日 数 3 日 以内 の 効果 を 知る と と 
を 目的 と し て 本 実験 を 実施 し た . 使用 薬剤 は 最近 出現 レ 
た Pyrvinium pamoate (Poquil), Dithiazanine の 他 , 
近 来 常用 され る Piperazine に つい て , その 単独 投与 双 
は 併用 を 試み た . 効果 判定 は , 今日 な お 合理 的 な 方 法 が 
確立 され て いな い の で , 一 応 治 療 終了 後 1 週間 目 か ら 連 
続 1 週間 に 及ぶ 肛 囲 検査 の 結果 , 卵 を 認め な か つた 者 を 
陰 転 と み 條 し た . 1) Piperazine 単独 投与 , イ ) 3 日 
投与 。 60mg/k 量 で は 56 2 の 陰 転 束 で あつ た が , 100 
mg/k の それ で は 平均 90 必 で あつ た . rm) 2 日 投与 , 陰 
転 率 は 60mg/k で は 42.92%, 100mg/k で も , 58.12% で 
あつ て , 2 日 投与 で は 充分 満足 する 所 和 包め ゆか な い . 2) 
Dithiazanine 単独 投与 。 対象 は 8 一 17 才 で ある . 1 日 量 

3800mg を 5 一 7 日間 投与 で は 87.5 一 100 %, 500mg 

一 5 日 で は 85.1 一 100 2% で あつ た . 又 500mg 2 日 で 
る 89 陰 転 を 得 た . 副作用 と し て , が 若 
干 あ る が さしたる と と は な い . 3) Dithiazanine CD) 
及 Piperazine (P) 併用 , D 300mg に P 2.0g を 併用 
する と , 2 日 投与 で も 90 一 98.8 % の 陰 転 事 を 示し , P の み 


同 量 を 2 日 投与 し た 場合 の 42.9 一 58.1922 に 比 し 造 か に 優 
ぐれ て いる . 然るに D 300mg に P 1.2 g で は 3 日 で も 
78.626 と 低下 し て いる . 従 つ て 両者 併用 で , し か も 2 日 
位 で 優秀 な 成績 を 得る に は , D を 300mg と お さえ た 場 
合 。 P は 少な く と も 2.0g 以上 で ある と と が 良い と 双 
える . 4) Pyrvinium pamoate 単独 投与 . 本 剤 は 1 回 投 
与 で 著しい 効果 が ある と され る . 我々 も る 大体 5 mg/k を 
標準 と し て 1 回 投与 を 行 つ た が 88.8% の 陰 転 束 で その 優 
秀 性 を 認め た . これ を 2 日 投与 する に 100% の 陰 転 を 示 
し た . 本 剤 で は 副作用 は 殆ど 杉 無 で あつ た . 以上 の 諸 
成績 は , 暁 虫 の 短期 治療 に 明る い 希 望 を も た せる . 


143. 軍 虫 卵 陽性 者 と その 治療 に 関す る 研究 岩田 繁雄 ・ 
荒木 恒 治 ・ 上 田 五 郎 ・ 篠 永安 幸 ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) : S. 
IWATA, T. ARAKI, G. UEDA & Y. SHINONAGA : 


Studies on subjects with ova of whipworm and treat- 


ment 


我々 は 阪神 地区 に お いて 広く 腸 内 寄生 虫 の 検索 な ら び ぴ 
に 治療 を 行 つ て いる . 鞭 虫 に つい て 岩田 は その 著書 で 戦 
後に お ける 状況 と 寄生 の 関係 を みて , 虫 寄生 は 
虫 寄生 に 比べ 一 時 減少 し て いる と 述べ て いる . - 億 し 最 
近 環 虫 寄生 は 激減 し て いる が , 鞭 虫 は 戦前 の 如く 増加 し レ 
3 ~10% と 寄生 率 は 上 昇 し て いる . 集 卵 法 で 70 も みた 
と と が ある . 虫 の 問題 は 虫 , 釣 虫 , に つい で 是 
非 と りあ ぁ あげ る べき 主要 題目 で ある . 我々 は 昨年 広島 で の 
寄生 虫 学会 で 発表 し た 如く , 凌 虫 は 虫垂 炎 , 末端 回 腸炎 
(クロ ー ン 氏 病 ) の 原因 と な り , 注意 すべ き で ある . 阪 
神 地 区 に お ける 25 万 人 の 高校 生 , 中 学生 , 小学 生 , 幼稚 


園児 の 凌 虫 寄生 の 状況 は , 市 内 高校 5.6, 市 外 高校 8.8 


市 内 中 学校 8.822 市 外 中 学校 5.826, 内 学校 
2.426, 市 外 学校 3.5%, 市 内 幼稚 園 4.5%, 市 外 幼 
稚 園 7.2% で あつ た . 即ち 縮 虫 寄生 は 市 内 小学 校 に 特に 
少く 市 外 幼 稚 園 と 最も 多い . 季節 別 で は 市 外 校 で は 冬期 
に 多く , 市 内 校 で は 冬期 に 少 い . 本 虫 卵 キヤ ャ ヤリ ヤー の 昔 
訴 は , 頭痛 疲 労 性 386.6%, 下腹 部 痛 め ま 
い 202%, 全身 便秘 13.8%%, 頭重 18.822, 
183.8% で , その 他 胃 痛 , 腹 が は る , 呼吸 困難 , 下痢 , 吸 
吐 の 6.72% で あつ た . 治療 成績 , サン ト = ン , カイ = ニン 
酸 1 ~ 2 回 服用 で は 卵 陰 転 束 80, サン ト = ン 二 ピ ペ ラ 
ジン 十 カ イ = ン 酸 で は 86.82, オー ミン 和 題 粒 1.5g 2 回 
投与 で は 50.0%, ヂ デ チ アザ ニ = ン 3800mg 5 日 間 投 与 で は 
72.726,。 ドー モイ 酸 20mg 1 回 内 服 で は 54.52% と 各々 卵 


( 78 ) 


4292 
| 
| 


陰 転 束 を 認め た . 


144. Dithiazanine に よる に つい て 伊東 ・ 
漆山 和夫 ・ 岩 根 弘 明 ( 卓 医 大 内 科 ) : T. ITo, K. UR- 
USHIYAMA & H. IWANE: Studies on the anthelmintic 
effect of Dithiazanine against whipworm 


1) Dithiazaniue (以下 D と 略 ), 1 日 3800~600 mg, 
8 回 分 服 , 5 日 連用 法 に より , 3 週 後 , 虫 卵 陰 転 率 は 
(5026) で 中 , 陰 転 は 2~4 日 目 よ り 起 る 
が , 症例 に よ ょ つて は その 後 1~ 2 週 目 に 再び 陽性 と な る 
ぁゃ も の が あつ た . 副作用 は 成人 で は 何れ も 軽度 な る も 腹痛 
収 気 , 吸 吐 , 食 思 不 振 , 気分 不良 , 頭痛 を 示す あり . 
尿 ウ ロビ リノ ー ゲ ン , 人 蛋白 痕跡 陽性 化 , 肝 機能 検査 軽度 
陽性 の も の も あつ た が 何れ も 一 過 性 で 正常 化 せ り . 2) 
D. 400mg/1 日, 分 2 回 , 7 日 連用 法 を 行 つ た 9 例 で 
は 3 週 後 糞 便 中 虫 卵 陰 性 せる も の は 7 例 の 78% で 一 作用 
は 600mgl/ 1 日 例 よ り 軽 度 で あり その 駅 虫 効果 も 優れ て 
いる 如く で ある . 虫 卵 陰 転 時 期 は 連日 服用 に より 6 日 
月 迄 に 大 部 分 は 陰性 化 せ り . 尿 , 血液 , 肝 機 能 検査 所 
見 る 1) の 場合 と 大 は 認め な い . 8) 寄生 犬 

(体重 10kg) に 20mg/kg, 連日 6 日 間 投 与 せ る 成績 で は 
第 5 日 目 迄 に 計 148 隻 の る , ? 連 虫 を 排出 し , 第 8 日 目 
前 検 時 腸管 内 凌 虫 は 一 依る 残存 し な い の に 反し 釣 虫 , 条 
虫 , は 排出 され ず 残存 寄生 を 認め た . 尚 副作用 は 投薬 
中 , 下痢 , 摂 食 量 の 低下 , 路 吐 1 回 を 示し , 之 等 は 投薬 
終了 と 共に 収 復 し た . 又 そ の 肝 , 堅 , 心臓 器 所 見 で は 肝 , 
軽度 の 混濁 腫 認め る 外 は 所 見 は な か つた . 


145. Dithiazanine の 駆虫 効果 に つい て (3 増田 正典 ・ 
横田 積 ・ 小 笠原 殿 道 ・ 馬 場 道 夫 ( 京 府 医 大 三 内 科 ) : M. 
MaAsUDA, M. YOKOTA, K. OGASAWARA & M. BA- 
MBA: On the anthelmintic effect of Dithiazanine 
iodide (3) 


我々 は 昨年 Dithiazanine iodide が 所 調 広 領域 駆虫 剤 
と し て 優れ た 駆虫 効果 を 有する が , 一 方 副作用 が 強く て 
服用 に 堪え な いも の が か な りあ る こと と , 凌 虫 に 対し て は 
少量 投与 で も 効果 は 著 明 で あり , し か も 一 作用 が 殆 ん ど 
な いこ と と な ど に つい て 報告 し た . と これ ら の 副作用 は 一 心 
・ 上 腹部 痛 な ど を 主 と す る 胃 の 刺 , 下痢 
痛 等 の 腸 症 状 , その 他 で ある が が , 副作用 の 主体 を な し , 服 
用 を 不可 能 な らし め る も の は 前 者 で ある . 我々 は その 原 
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因 を 骨 中 に お ける 丸 剤 角 壊 の 遅 速 に よる と 判断 し て , 前 
報 に 用 いた Lily 社 製剤 と 人 工 胃 液 中 に お いて 等 し い 崩 
壊 度 を 有する A, と これ より 蘭 次 崩壊 度 の 低い B 及 び C な 
る 丸 剤 を 作製 せしめ , また C と ほ ゞ 等 し い 崩 壊 度 の 他 の 
製剤 D と を 用 いて その 一 作用 及び 駆虫 効果 を 検討 し た . 
上 記 各 剤 型 を 小学 校 上 級 生 各 12 名 に A は 8350mg, B,C, 
D は 450mg を 3~5 日間 し た と ころ , 一 作用 の 
全然 認め られ な か つた も の は A で は 3/8, 37.5%, B で 
は 6/7, 85.726, C で は 6/12, 50.0%,D で は 4I7, 57.1% 
で あり , 急性 胃 症 状 は 投与 量 が 少な い に も 拘ら ちず A で は 
2/8, 25.026 に 認め られ た が , 他 の 剤 型 で は 全然 認め ら 
れ な か つた . 駄 虫 効果 を 検討 し 得 た それ ぞ れ 8, 10, 9, 


9 名 で は , は 338.32, 40.02%, 38.82%, 30.0%, 


虫 で は 0, 20.02%%, 22.222,。 20.0% で あり , 各 剤 型 間 に 
著 明 な 効果 の 差 は な か つた . A 及び D を 暁 虫 を 保有 する 
小学 生 そ れ ぞ れ 830 名 及び "5 名 に 100mg 宛 6 日 間 投与 レ 
た と と ろ , 両者 と も 副作用 は な く , A で は 19 名 , 63.8 
D で は 43 名 , 63.5% に 凡 が 陰 転 し , 両者 の 間 に 副 作用 , 
効果 と も に 優 急 は な か つた . また D を 600mg 宛 4 日 間 
上 銅 虫 ・ 縮 虫 ・ 暁 虫 を 保有 する 小学 校 上 級 生 22 人 に 投与 し 
た が , 認 む べき 副作用 は な く , 映 虫 は 12/22, 54.5%, 
虫 は 9/16, 55.2%, は 9/13, 69.2%% に が 陰 転 し 
た . 以上 の 成績 か ら 我 々 は 本 剤 は 暁 虫 に 対し て は 少量 で 
も 通常 の 用 量 に 劣ら ず 有 効 で ある こと と を 再 確認 する と と 
も に , 胃 内 で の 崩壊 を 遅延 させ る とこ と に ょ つて 本 剤 の 一 
作用 は 防止 され , 且つ 充分 有効 で ある と こと を 明らか に し 
得 た . 


146. 中 止 


147. Entobex に よる 肝 吸 虫 症 の 治療 生 山 哲 一 郎 ( 久 
大 寄生 虫 ) : T. IKUYAMA : Oral treatment of clonor- 
chiasis with Entobex(4, 7-phenanthrolene-5, 6-quinone) 


我々 < は フラ ンス に お いて アメ ー バ 症 の 治療 に 用 いら れ 
る Entobex (4,7 phenanthrolene-5, 6-quinone) が 肝 蜂 
症 に も か な り 効 く と いう 報告 を 得 , Ciba 製薬 の 提供 に 
ょ り 同 薬 を 肝 中 虫 症 に 使用 し 見 る べき 結果 を 得 た . 投 
与 方 法 と し て は 1 錠 50mg の も の を 2 錠 宛 1 日 83 回, 7 
日 間 に 2.1g を 1 クタ クール と し レ し , 陰 転 し な いも の に は 更に 
ター ル を 続行 し た . 効果 判定 基準 と し て は Stoll 法 に よ 
る E.P.G. の 検査 及び 我 教室 の 尿 沈 降 反 応 を 応用 レ た . 

第 1 回 実験 は 大 川 市 鐘 力 江 よ り 検 出さ れ た 8 名 を 対象 と 
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し て 15 週 間 観 察し , 又 第 2 回 実験 は 三 減 郡 城島 棋 津 より 
検出 され た 18 名 に つい て 12 週 間 , 虫 卵 陽性 者 は 18 週 間 観 
察し , Entobex 投与 総量 は 最高 18.9 g に 及 ん だ . 第 1 回 
実験 で は 1 クー ル 投 与 に より 陰 転 し た も の 8 例 中 4 例 で 
あつ た が , 15 週 迄 に 1 例 が 再発 , 3 例 が 連続 陰性 で あぁ あつ 
た . 残り の 4 例 中 3 例 は 虫 卵 数 が 多 か つ た が , E. P.G. 
は 価 れ も 減少 し た . 第 2 回 実験 で は 18 例 中 14 例 が 5 週 で 
虫 卵 陰 転 し , 9 週 迄 同様 12 週 で 後 1 例 が 陰 転 , 1 例 が 再発 
し た が 18 週 に お ける 陽性 者 の み の 検 査 成績 も 12 週 と 同様 
で あつ た . 18 例 中 6 例 は 1 タール 投与 丈 で 連続 11 週 陰性 
で あり , 尿 沈 降 反 応 も 陰 転 し た が , 18 例 中 3 例 は 6 クー 
ルル の 投薬 に も 拘 ず 虫 卵 が 陰 転 し な か つた が , 尿 沈 降 反 応 
・ の 力 価 は 低下 し た . 以上 第 1 回 , 第 2 回 を 合せ て 26 例 中 
1 クール で 険 転 し 12~15 週 較 続 険 性 の も の 9 例 , 2 クー 
ル で 陰 転 し た も の 2 例 , 8 クー ル で 陰 転 し た も の 5 例 で 
あり , 残り の 10 例 中 6 例 が 連続 陽性 , 3 例 が 再発 , 1 例 
が 陰 転 し た が 之 は 測 追 求 し な けれ ば 明確 に は 云え な い . 
各種 の 自 他 覚 症状 も 虫 卵 陰 転 者 で は 2 ~ 3 週 朋 か ら 軽 決 
し て 来 た . Entobex に よる 肝 吸 虫 症 治 療 は 尚 検討 中 で あ 
る が , 今 迄 の 成績 か ら み る と 1 ター ル の み で 陰 転 し た も 
の が 26 例 中 9 例 も あり , 8 クー ル 和 に 陰 転 し た も の が 16 
例 に 達し た . 2 回 の 実験 を 通じ て 貝 卵 数 の 少な いも の が 
主 に 陰 転 し た が , 第 2 回 の 実験 で は 虫 卵 数 が 多く て も 陰 
転 し た も の が ある . こと の 年 齢 が 若い 処 か ら み と 感染 の 新 
旧 が 関係 する の で は ある まい か . 尚 Entobex の 治療 中 
副作用 は 全然 認め らち れず, 従 つ て 長期 間 経 続投 与 出 来る 
の で , 単独 或 は 併用 療法 と し て 肝 吸 虫 症 に 応用 し て 良 
い 薬 と 考え られ る . 


148. 日 本 佳 血 吸 虫 症 の アンチモン 剤 に よる 治療 の 再 検 
討 大 田 秀 (山梨 ):S. OTA: Revaluation of 
atimon-preparate treatment for schistosomiasis japonica 


現今 主 に 使用 され て いる Stibnal の 薬用 量 に て は 再発 
する 患者 が 多い , それ は 副作用 発現 に 伴 ふ 薬用 量 の 減少 
と 注射 回 数 の 短縮 に と よる 為 , 或 は 治療 期間 の 長期 に 互 る 
" 為 に 治療 中 止 に よる も の と 考え られ る . と これら の 障害 を 
排除 する 旋 , 余 は 今回 , 現行 の Stibnal 療法 に つい て 動 
物 実験 を 試み , 注射 回 数 , 量 に つい て 再 検討 を 加え , 人 
体 に っ いて 一 作用 発現 に 伴 ふ 副作用 の 防止 の 為 , 薬物 療 
法 を 試み た . 且つ ァ ン チ モ ン 剤 の 短期 治療 に 効果 ある 
Triostam, TWSb に つい て 人 体 治 療 実 験 を 追加 し , 観察 
し た の で 報告 する . 1) 実験 的 感染 家 束 に Stibnal を 使 


用 し , Stibnal 1 回 量 0.4~0.7 ce/kg (1.2 一 2.1 mg/ 
kg) の 少量 宛 を 20~380 回 注射 に より 排 九 の 一 時 的 停止 , 
或 は 排卵 数 の 減少 を 認め る が 完全 な 殺虫 効果 は 認め られ 
な い . 叉 , 隔 日 或 は 注射 間隔 を 延長 する より 連日 注射 の 
方 が 殺虫 効果 が ある . 1 回 量 0.5~0.7 cc/kg (1.5 ~ 
2.1 mg/kg) 1 日 3 回 を 10 回 注射 する 短期 治療 が 治療 効 
果 は 著 明 で ある . 2) Stibnal に よ ょ る 副作用 で ある 収 気 , 
踊 吐 に 対し , チオ クト 酸 100mg の 併用 注射 は 効果 的 で 
ある . 8) Stibnal に よる 副作用 で ある 関節 痛 に 対し , 
トリ アム シノ ロン 4~8mg 投与 は 効果 的 で ある . 4 
Triostam に よる 本 症 の 治療 効果 を 追加 実験 し , 全量 87 
~54mg/kg, 9 ~12 日 療法 は 副作用 を 伴 ふ が 治療 効果 を 
認め る . 5) TWSb に よる 本 症 の 治療 効果 を 追加 実験 
し レ , 全量 30~85mg/kg, 4 日 療法 以上 は 副作用 を 伴 ふ が 
治療 効果 を 認め る . 


149. 実験 本 血 吸虫 症 に 対す る Vapam の 影響 に 
つい て 杉浦 健一 ・ 杉 浦 三郎 ・ 森 和雄 ( 昭 医 大 医 動物 ) 
北村 誠 (日本 化 薬 KK): K. SUGIURA, S. SUGIURA, 
K. Morkl & M. KITAMURA: Effect of Vapam on 
€xperimental schistosomiasis 


実験 的 に 日 本 住 面 吸虫 を 感染 し た マウ ス に Vapam 
(Mono methyl dithis carbaminate) を 投与 し その 影響 を 
観察 し た . Vapam の 投与 は 1 水溶 液 並 びに 飼料 1 g 
中 に 3mg の Vapam を 含む も の を 使用 し た . 実験 は 次 
の 6 群 に わけ て 行 つ た . 1) 感染 後 無 処 置 の も の . 2 
感染 と 同時 に Vapam を 径 口 投与 し た も の . 38) 感染 と 
同時 に Vapam 水溶 液 0.5ml を 腹腔 内 に 注射 し た も の . 
4) 感染 と 同時 に Vapam の 径 口 投 与 と 腹腔 内 注射 を 併 
用 し た と もの. 5) 感染 8 週 後 に Vapam を 腹腔 内 注射 
た も の . 6) Vapam の み を 径 口 投与 し た も の . 実験 結 
果 感染 後 無 処置 は , 感染 5 週間 後に は 中 に 
が 認め られ , 6 週間 後 か ら は 死亡 する も の も あり , 体重 
の 減少 も 著名 で 居 検 の 結果 , 虫 体 も 10~20 匹 を 認め , 組 
織 学 的 に も 肝 に 多数 の 婦 結 節 と 白血球 の 浸潤 , へ モ ヂ デ 
リ ン の 沈着 も 認め られ る . さら に 一 部 に は 脂肪 変性 , 臓 
瘍 , 線維 化 が 見 られ る . 感染 後 Vapam を 投与 し た も の 
は いづ れる も 中 に の 発現 する 時 期 が お くれ , 体重 
の 減少 る な く , 誠 検 時 の 虫 体 の 数 も 少な く , 組織 学 的 に は 
無 処置 群 に と 比 し て 肝 の 変化 も 少く な いと この と と は 経口 投 
与 十 腔 腔 内 注射 の み の 場 合 よ り 両 者 併用 の 場合 の 方 が は 
る か に 顕著 で あつ た . し か し 完全 駆虫 の 実は あがら な か 


(80) 


) 


で 仔 虫 期 過 は 全く 認め られ な か つた . 


つた . 一 方 Vapam の み を 投与 し た 動物 群 で は 肝 に 著 変 
は み ら れ な か つた . 


150. と し て の 酸 の 再 評価 1) メ ヂ 
ウム 酸性 化 に 用 うる 過 酸 石 に つい て 財 予 研 
寄生 ) : I. KozAlI: Re-evaluation of sodium nitrite 

as the ovicide used in nightsoil (1) 


殺 卵 剤 と し て の 亜 硝酸 草 達 使用 法 の 改良 , 特に 従来 既 
に 主要 炎 酸 肥料 と し て 使用 され て いた 過 炎 酸 石灰 利用 に 
ょ る 尿 尿 の 酸性 化 の 比較 検討 を 試み , 次 の 結果 を 得 た の 
で 報告 する . 殺 九 剤 適用 の 実際 の 場 が 便 池 内 尿 尿 で ある 
点 に 鑑み , まず 実際 農村 に お ける 便 池 内 選 尿 pH に つい 
て の 実態 調査 を 実施 し た . その 結果 判明 し た と と は , 選 
尿 pH は 夏期 は 冬期 より も アル カリ 度 が た か く , 測定 し レ 
得 た 範囲 で の 最高 pH 値 は 約 8.8 で 夏期 平均 pH 値 約 
7.95, 冬期 平均 pH 値 7.76 で あつ た . そ と で . 前 記 の 自 
然 恒 尿 中 最高 の pH (8.8 を し めし た それ に 近似 し , 
且つ 安定 な 尿 を 人 為 的 に も と め て みた . その 結果 と し 
て , ・ 混合 比 1 : 5 と し た 新鮮 を 328°C 器 
内 日 間 保 存 すれ 該 メ ヂ pH は , ほ ゞ 最高 値 
(調査 時 の 最高 pH と ほ く 同 等 の アル カリ ) に 達し , し レ 
か る も 以後 3 ~4 日 間 は , ほ く 同 一 の 高 ア ルカ リ pH 値 を 
: 後 持 す る こと が わか つた . 新鮮 床 尿 (混合 比 。 1 : 5) 
を 3 日 間 , 28°C, ( 明 卵 器 内 ) で 保存 し た も の の pH 
8.8 を 約 pH 6.4 に 調整 する に 要 し た 硫酸 , 塩酸 お よび 
過 石灰 の 量 は それ ぞ れ , 50ml に 対し 0.24ml, 


0.75ml お よび 4.0g で つた. と の pH 調整 尿 


を 28'C 昨 卵 器 内 に 保存 し た 場合 に お ける , 各 メ ヂ ウ ム 
pH の 変動 は , 硫酸 お ょ び 塩 酸 使 用 群 に あつ て は , 調整 
後 7 日 で いずれ も 約 7.5 に まで 達し , 過 炊 酸 石灰 使用 
群 の み 7.0 以下 に と ど ま つ て 居 た . 前 記 条 件 に お ける 


(pH 調整 1 日 後 酸 曹達 入 ) それ ぞ れ の 硝 酸 


達 の 殺 卵 効果 は , 硫酸 お ょ よび 塩酸 使用 の も の で は いずれ 
も 亜 硝酸 曹達 の 2.000 倍 稀釈 液 作用 で , それ ぞ れ 約 902% 
以上 の 虫 期 発育 を みた の に 反し , 過 石灰 を 使 
用 し た も の で は 亜 硝 酸 曹 達 の 同じ く 2,000 倍 稀釈 液 作用 


(81 ) 
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151. PCP-Na の 効果 に つい て 柳沢 十 四 男 
・ 多 津 見 晴彦 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄 生 虫 ) : T. YANAGISAWA 
H. KUTSUMI & Y. KoMIYA: The ovicidal effect of 
PCP-Na on the development of Ascaris eggs 


1) 水溶 液 の 形 で PCP-Na を 用 いた 時 26C 7 日 , 14 
日 で 4,000 Xx 虫 形成 率 は 10 下 に 抑制 され 
る . 5°C の 浸漬 温度 で は 用 いた 総 て の 条件 で 仔 虫 形成 率 
10% 以 下 に 抑制 され た も の は か つた . 2 選 尿 中 26C で 
は PCP-Na 250 Xx 一 4.000 x の 両 れ の 濃度 に お いて る も 10 
26 以 下 の 仔 虫 形成 率 は 得 ら れ な か つた . 38) PCP-Na 
2.000Xx 液 の 各種 pH 値 ( 約 3.0~8.0 ) を 有する 水溶液 
中 で は (26°C, 7 日 浸漬 ) pH 約 6.0 以 下 で は 仔 虫 形成 率 
は 両 れ も 0%, pH 約 7~8 で は 殆ど 発育 抑制 能 は 示さ 
れ な か つた . 4) は 4 日 間 溜 し た ( 比 1: 5) 
に 2, 4, 6, 8g/50cc の 肥料 過 石灰 を 加 し , 
26°C 7 日 保存 し , 此 の 間 の 選 尿 pH を 観察 する と , 2, 4 
8 添加 群 で は 基 の pH は 中 性 又は 弱 アル カリ 性 , 6,8 g 
深 加 群 で は 約 6.0 以 下 の 酸 性 を 保持 し た . 5) 塩酸 深 加 
(1.0 cec/50cc) 及び 過 酸 石灰 (6,8 g/50cc) の 
両 酸性 化 民 尿 中 に お ける PCP-Na の 効果 を 検討 し た . 
各 酸 性 化 群 に お いて PCP-Na (26°C, 4 日 , 7 浸漬 う 
1,000 x 液 に お いて は 両 れ も 1 以下 の 仔 虫 形成 率 を 得 
た . 此 の 間 作 用 系 メ ヂ ウム の pH は 両 れ も pH 約 6.0 
以下 を 示し て 居 た . 6) 以上 の 結果 ょ より PCP-Na の 殺 婦 
効果 は 従来 の 所 調 殺 卵 物質 と 同じ 様 に 作用 系 メデ ウム の 
pH に ょ り 左右 され , が に 中 で の 効果 は 水 
中 で の 殺 卵 効果 に 比 し て 甚 し く 減 損 する も の と 思 は れ 
る . 又 此 の 減損 は 民 尿 を 酸性 化す る 事 に と ょ つて 相当 に 効 
果 の 復元 は 斎 ら ちら さ れる. PCP-Na の 殺 卵 効果 は 以上 の 如 
く で ある が , 殺 卵 剤 と し て の 性 格 の 検討 は 今後 と に ある と 
考え られ る . 


152. 遇 卵 に 関す る 研究 C4) 小津 弘 ・ 会 田 次 
郎 ・ 瓜 谷 竜一 ・ 分 島 整 (埼玉 衛 研 ) : S. OHZU, C. AmA, 

R. URIvA &T. WAKESHIMA: Studies on the dest- 

ruction of Ascaris eggs (4) 


の 堆肥 に ょ る は 農村 に お ける 尿 処理 と し 
て は , 農業 面 か ら も 衛生 面 か ら も 利点 の ある よい 方 法 の 
ー つ で ある . 我々 は 尿 尿 分 離床 並び と ビニ =ー ル カペー 使 


用 に ょ る 堆肥 処理 法 に つい て 第 19 回 東日本 支部 大 会 で 第 


8 報 の 中 で 一 部 を 発表 し た が , その 後 実験 を 重ね た の で 
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発表 する . 1) 堆肥 の 表面 温度 は 外気 温 と 対照 野 積 堆肥 
は 殆ど 同様 の 温度 を 示す が , ビニ = ニー ルカ ペ バー (0.2 mm 
黒色 ) を 使用 し た 場合 に は 常に 外気 温 よ り 10~15°C は 高 
く , 特に 日 照 時 南側 で は 20°C 以 上 も 外気 温 よ り も 高温 を 
示し て いる . 2) 堆肥 の 中 心 部 , 北側 より 20cm, 10cm 
5cm, 南側 より 10cm, 5cm 表面 の 各部 位 の 温度 は , 
ビニ = ニー ルカ バー 堆肥 で は 40°C 以 上 の 温度 を 夏季 麦わら 堆 
肥 で 45 日 以上 保持 出来 る が , 対照 堆肥 で は 15 日 位 し か 40 
C 以 上 の 温度 を 保 て な い . 8) 積込み 後 45~50 日 で 一 回 
切 返 し を 行え ば ビニ =ー ル カバー 堆肥 は か な り 均 一 に 腐 熟 
させ る と と が 出来 る . 4) 積込み 時 に 納入 し た 実験 用 環 
虫 卵 を 切 返 し 時 に 取出 し 瓦 培養 で 生死 判定 を 行っ つ た. ビ 
ニ = ニー ルカ ペ バー 堆肥 で は 表面 より 5cm 以深 の も の は 単 細 
胞 虫 包 蔵 も 完全 に 死 し て いた . 北側 表面 の も 
の は 取出 し 時 に 一 部 が 生存 し て いた が , 培養 7 日 目 で 80 
2 以上 が 又 50 日 目 迄 に は 完全 に 死滅 し た . 対照 堆肥 で も 
表面 よ り 10cm 以深 の も の は 完全 に 死 汰 し て いた が , 表 
面 の も の は 南北 両側 共に 90 以 上 が 生存 し て いた . 5) 

気性 無 酸 素 状 態 ) で は 単細胞 寒天 培養 
法 で 実験 を 行 つ た 結果 は , ( イ ) 80C 加 温 の 場合 に は 50 
日 放置 まで は 変性 卵 の 出現 は 10 以 下 で あり , 90 日 放置 
まで は 伺 れ も 202% 以 下 で あつ た が , 100~140 日 放置 で 
は 次 第 に 増加 し て 50 に 達し , 160 日 で 802%, 180 日 で 
は 殆ど し て いた . 加 温 の 場合 は 20 
日 放置 まで は 変性 10 後 , 80 日 放置 で 25%, 85 日 
置 で 40%, 50 日 で は 5022, 60 日 放置 で は 802% 以 上 が 死 減 
し "0 日 以降 は 完全 に 死滅 し た . (へ ツ ) 40C 加 温 の 場合 に 
は 15 日 放置 まで は 30 以下 で ある が , 17 日 目 か ら 急 に 変 
性 増加 し , 20 日 放置 で は 25 日 で は 8522, 830 日 
以上 は すべ て 死 減 し て いた . 前 記 の 各 成 績 より 堆肥 に ょ 
る 遇 虫 卵 の 殺 減 に は , 表面 まで 40°C 以 上 の 温度 を 少く と 
も 30 日 以上 保持 させ る 方 法 が 必要 で ある と 考え られ る . 

ま だ 検討 中 で ある が ビ =ー ル カ ペ バー 堆肥 処理 も 実際 に 利 
用 出来 得る 一 案 と 思う . 


153. 選 関す る 研究 山下 久幸 ( 横 市 大 寄生 
虫 ):H. YAMASHITA: Studies of Natto & Soyabean 


as promoting materials of putrefaction of nightsoil 


農村 の 尿 尿 処 理 と し て 厚生 省 式 改良 便所 に ょ る 方 法 が 
ある が , 構造 上 の 不備 ゃ 使用 法 の 過誤 に より 必ず し も 予 
期し た 成績 を 得 ら れず , 遂に は 破棄 され る も の も 多い と 
開く . この 改良 便所 内 の 選 尿 の 腐 熟 を 促進 せしめ 得 れ ば 


破棄 され た 便所 も 活用 され , 又 今 後 の 建 造 の 際 も 大 き な 
利点 を 得る 事 に と な る . と の 観点 より 農村 で 容易 に 入手 レ 
得る 大 豆 , 納豆 或いは 魚 腸 を に 少量 添加 し , 腐 及 
び 虫 卵 た 対す る 影響 を 実験 的 に 観察 し た . 1) 大 豆 , 納 
豆 添加 の に 及ぼ ほす 影 比 を 1 :1 と し た 1,000 
cc の 選 尿 を 1 7 の シリ ンダー に 入れ , 之 に 大 豆 , 納豆 を 
夫々 1 g 添 加 し , 腐 熱 の 程度 を 肉眼 的 に 観察 し た . pH 
は 伺 れ も アル カリ 性 に 傾き , 8.0 を 上 下 し , 変化 の 速度 
を 見 る と 大 豆 , 納豆 添加 尿 な 何れ も 対 遅れ て 
ルカ リ 性 化し て 行 つ た . 色調 は 2 月 開始 の 実験 で 差 を 認 
め , 納豆 添加 の 場合 が 最も 強く 変化 し , 大 豆 添加 が 之 に 
次 い だ . 六 層 は 大 豆 , 納豆 洲 加 の 場合 が 何れ の 季節 で も 
対 り 多 か つた . 以上 より , 大 豆 , 納豆 を 少量 し 
て も 腐 就 は 促進 され る と 思わ れる . 2) 大 豆 , 納豆 及び 
魚 腸 の 対す る 影響 : 比 を 1 : 1 と し 
た 500cc の を 広口 入れ , 人 投入 し , 
豆 , 納豆 , 魚 腸 各 1 g&g を 夫々 添加 し , 30C 解 卵 器 内 , 客 
温 (10~2 で °C 平均 20C), 5 C 平 水 室内 に 置き , 瓦 培養 に よ 
り 生存 状態 を 検査 し た . 80°C の 成績 で は 対照 1$ 
日 以内 , 魚 腸 , 大 豆 , 納豆 各 9 日 以内 に 死 減 し , 室温 下 


で は 対 は 10 週 で 6 虫 形成 率 を 示し , 大 豆 9 週 以 


内 , 納豆 8 週 以内 , 魚 腸 10 週 以内 に 死 減 し た . 5 C で は 
22 週 で も 何れ も 高 率 の 仔 虫 形成 を 見 た . 8) その 他 民 尿 
の 虫 減 力 (30°C) : 熟 尿 で は 17 日 で 
虫 形成 率 を 示し , 新鮮 より か に 減 力 く , 
は 24 日 以内 , 尿 の み は 9 日 以内 に 死 減 し た . 忌 の み で 
は 24 日 で も 84.72% 虫 形成 率 を 示し , より 減 
が か つ た . 納豆 添加 も 対照 より 殺 強 か 
つた . 浸出 液 混合 物 で は 24 日 で も 26.2% 虫 形成 素 
を 示し , 尿 より 殺 力 は 弱い . 納豆 菌 添加 は 対 
と 殆 ん ど 同 様 な 経過 を 示し た . 以上 の 成績 より 鹿 尿 に 大 
豆 , 納豆 い は 魚 腸 を 少量 添加 し て も , 腐 熱 は 促進 され , 
且つ 殺 力 を 強化 する も の と 思わ れる . 


154. ミヤ イリ ガイ の 実験 室内 効果 判定 法 の 
(3) 保阪 幸男 ・ 安 羅 岡 一 男 ・ 小 宮 義 孝 ( 予 研 寄 生 虫 ) : 
Y. HosaAKA, K. YASURAOKA & Y. KoMIYA: Study 
on standardized technic for testing the susceptibility of 


Oncomelania snail to molluscicides(3) 


ミヤ イリ ガイ 殺 上 中 剤 の 効果 判定 を 室内 で 行う 際 に , ど 
の 様 な 方 法 で 行う の が 最も よい か と いう と と に 関し て 検 
討 し , すでに 2 回 と にわたり 報告 し た . その 結果 に ょ れ 居 


に 

l 


薬剤 作用 方 法 は いわ ゆる 直接 浸漬 法 『 が これ に 最も 適し 
て いる こと と が わか つた . 今回 は この 方 法 に より PCP-Na 
を 作用 させ た ミヤ イリ ガイ を 水洗 し た 後に , その 生死 を 
判定 する の に あぁ た つて は , いか な る 時 間 に , いか な る 方 
法 で と これ を 行う の が 最も 適当 で ある か に つい て 検討 を 行 
つた . 実験 方 法 : 0,1875ppm の PCP-Na を 直接 浸漬 
法 『 ょ より , 10 コ づつ 850 コ の ミヤ イリ ガイ に 25°C の 温度 
下 で 作用 せしめ , 48 時 間 作 用 後 水洗 し , 70 コ = づつ 5 つの 
グル ー プ を 作り 清水 中 (25°C) に 放置 し , 12, 24, 48, 
72。 96 時 間 毎 に 生死 の 観察 を 行 つ た . 生死 の 観察 は 肉眼 
的 に 運動 し て いる も の 又は 分 離 針 で 刺激 し て これ に 反応 
する も の を 生 , 不動 で 全く 反応 し な いも の を 死 と し , い 
づれ と る も 判定 し が た いも の を 生 死 不明 と し て 記録 し た . 
叉 各 観 察 時 間 毎 に 1 グル ー プ づつ を 圧潰 し , その 時 の 体 
の 収縮 様 運動 の 有無 に ょ り 最 終 的 生死 の 判定 と し た . 成 
績 : 観察 時 間 別 に その グル ー プ の ほとん どの 例 に お ぉ お いて 
肉眼 的 観察 に より 生 と 判定 され た も の は , 圧潰 し た 
最終 的 判定 に お いて も ほとん どの も の が 生 で あり , 単 な 
る 観察 と より 死 と 判定 され た も の と 生死 不明 の も の は , 
最終 判定 で ば は いづ れ も 死 と 判定 され た . 又 12 時 間 後 に 生 
と 判定 され た も の が 24, 48 時 間 後 に 生死 不明 又は 死に 移 
行 し , 或 は この 逆 の も の が みとめ られ , これ ら の 変動 は ほ 
と ん ど 圧 潰 に よる 最終 判定 と よく 一 致し た が , 72, 96 時 
間 後 と お いて 生 ょ より 生死 不明 に 移行 し た も の は , 最終 判 
定 で て は ほとん ど 生 で ある と 判定 され た . と の と と は 薬剤 
接触 後 な お 生存 が 可能 で ある 上 中 を , や や 長 時 間 清水 中 に 
放置 すれ ば , その ほとん どの も の は 必ず 運動 を 始め , とこ 
の 間 生 死 不明 の 状態 に ある も の は ほとん ど 死 に 移行 する 
も の で ある か ら , 前 者 を 生 , 後者 を 死 と 判定 し て も それ 
ほど 大 きい 誤差 を 生 じ な いで あら うこ と と を 示 順 し て い 
る . と これら の と と ょ より , 薬剤 作用 を 終了 し た 上 貝 は 水洗 後 
25C の 清水 中 に 放置 し , 24~48 時 間 後 と な お 明らか に 
死 の 断定 を くだ し 得 な いも の は , と これ を 圧潰 し て 反応 の 
有無 を 検査 すれ ば , より 確実 な 生死 判定 を 行い 得る で あ 
ろう と 衝 る 


155. さ ヤ イリ ガイ の 殺 具 に 関す る 研究 (5) フェ ノー ル 
系 副 の 効果 (予報 ) 飯島 利彦 山梨 研 ) 
佐々 木 孝 小 保健 所 小宮 義孝 ( 予 研 生 ) : T. 
MA, T. SASAKI & Y. KoMIYA: Studies on mol- 
luscicides (5) Molluscicidal effect of by-products of 
phenol derivatives on Oncomelania nosophora 


ミヤ イリ ガイ 殺 上 中 剤 と し て は PCP-Na が 現用 され て 
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いる が , と これ は 薬価 , 薬害 等 の 点 に 難点 を 有 し , 更に す 
ぐれ た 具 剤 の 出現 が 要望 され る . 過去 に お ける 殺 上 中 剤 
の 研究 結果 か ら phenol 誘導 体 が 高い 殺 上 中 効果 を 示す こと 
と か ら こ と れ ら 薬品 の 副産物 も 又 或 る 程度 の 殺 上 中 効果 が 期 
待 出 来る も の と 推測 し この 試験 を 試み た . 三井 化学 工業 
KK の 提供 に か か る 9 種 の 副 才 物 に と つき 試験 し た が , と 
の うち 試薬 No. 6 は 室内 試験 に お いて 0.2mg/100 cm? 
(20~25°C) で 100 (PCP-Na も 同じ ) の 上 効果 を 
示し , 野外 試験 に お いて は , 止 水 溝 溢 に 撤 布 し た 場合 10 
g/m*, 1 ヶ月 後に お いて 98% ( 之 に 対し PCP-Na 96%, 

意 差 な し ), 通 水 の 場合 52.82% (PCP-Na 442%2, 危 
険 率 4.48%, 有意 差 あ り ) の 殺 上 中 効果 を 収め た . 現在 ま 
で に 判明 し て いる 本 剤 の 成分 分 析 結 果 は , 水分 59.22%, " 
灰分 19.5%, O 了 HI 基 物質 18 .52% で ある . 有効 成分 の 主体 
は tetrachlorophenol 及び pentachlorophenol で , これ に 
央 活 的 に 働く 成分 の 存在 が 予想 され る . これら に つい て 
は 更に 検討 を すす め 有 効 成 分 の 確定 を 行い た い . 一 方 本 
剤 は 副産物 で ある の で , 成分 の 安定 性 に つい て る も 検討 を 
要する が , と これ も 現在 実施 中 で ある . 


講 


156. Trichomonas の 化学 療法 に 関す る 実験 的 研究 中 
敏夫 ・ 河 原 ( 研 寄 生 虫 ) : T. NAKABAYASHI & 
T. KAWAHARA : Experimental study on chemotherapy 
of Trichomonas vaginalis 


各種 薬剤 の 抗 勝 ト リコ モナ ス 作 用 を 実験 的 に 検討 し , 
その 効力 や 応用 に 対す る 二 三 の 考察 を 加え た . 1) 培養 
基 中 で の 薬剤 の 増殖 陽 止 作用 の 判定 . V-Bouillon 培養 基 
を 用 い 各 種 薬剤 の 効力 を 判定 し た . 用 いた 薬剤 は , Tri- 
chomycin: Nystatin, Achromycin, Xanthocillin, Acti- 
nomycin, Puromycin, Puromycin aminonucleoside, Hy- 
grostatin, Naramycin, 2-acetylamino 5-nitrothiazole, 2- 
formylamino 5-nitrothiazole, 2-isoformylamino 5-nitro- 
thiazole, Carbarsone, Sterosan, Oxyquinoline, Emfaorm, 
Hibitane, Dequadine, Acriflavine, Pararosaniline で ある . 
効力 の 著しい Trichomycin (阻止 濃度 2-8u/lml Tm と 略 
す , 以下 同 ) Naramycin (lag/ml, Nm), 2-acetylamino 5- 
nitrothiazole (4-8ag/ml, ANT) に つき さら に 検討 し た . 
2) 培養 に る 原虫 の 感受 性 の 変化 に つい て し 
た が , 特に 耐性 を 獲得 し た と 考え られ る 様 な 結果 を 得 な 
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か つた . 3) マウ ス 訂 感染 に 対し, 5 回 , 経口 
又は 腹腔 内 投与 を 行 つ て , その 治療 効果 を 検査 し た . Tm 
2,500 ulkg,。 ANT 及び Nm 2.5mg/ml で は , 完全 な 
治療 効力 を 期 得 で ご き な か つた . 4) 呼吸 阻害 作用 を 検 圧 
法 に ょ つて 検討 し た が , 増殖 阻止 濃度 に 比較 し , 相当 高 
濃度 で な けれ ば その 作用 は 明瞭 で な か つた . 5) 薬剤 濃 


度 と 接触 時 間 と の 関係 を 検討 し た 結果 , Tm は 比較 的 短 


時 間 の 接触 で , その 後 の 原 虫 の 増殖 を 抑制 し た . と の 事 
は 培地 中 より 生理 食塩 水中 で 行 つ た 方 が , は る か に 効果 
が 閉 し かつ た . 6〉) Tm と 原虫 の 15 分 及び 30 分 間 生 理 食 
塩水 中 で 接触 後 , 遠心 沈 涯 上 清 部 と , 沈 深 原虫 部 ( 元 の 
量 に 蒸 水 を 加え , sonic oscillator で 虫 体 を 破壊 ) に つき 
Candida albicans に よる bioassay を 行い , Tm 量 を 測 
定 し た . 15 分 , 及び 830 分 虫 体 部 で は 共に 約 6 u/ml, 上 清 
部 で は 2ulml, 1.4u/ml の Tm 量 を 示し , 貝 体 破壊 液 
中 に 閉 し い Tm 量 が 認め られ た . 


157. 実験 的 トキ ソプラ スマ 対す る の 影響 
井 洋一 ・ 山 本 厳 雄 ( 九 大 寄生 虫 ) : Y. IsHIl, IL. YAMA- 
MOTO: The effects of oral administration of sulfame- 
thoxypyridazine, 4,7-phenanthrolene 5,6-quinone (Ento- 
bex) and 2,2’-thiobis(4, 6-dichlorophenol) on toxoplas- 


mosis in mice 


RH 株 , WA 株 (人 体 分 離 ・……… 新 潟 大 学 か ら 分 与 ) お 
よび Beverley 株 (慶応 大 学 か ら 分 与 ) に ょ る 動物 感染 
実験 を 行い , 3-sulfanilamido-6-methoxypyridazine (以下 
pyridazine と 略 す ), 4,7-phenanthrolene-5,6-quinone 
(Entobex) 並 びに 2,2'-thiobis (4,6-dichlorophenol) (Bi- 
tin) の 影響 を 観察 し た . 材料 ・ 方 法 : 各 実 験 群 は 10 匹 
宛 の マウ ス ddN(19 土 2 &g ?) を 使用 し た . RH, WA 
株 は 10 万 宛 皮 下 又 は 腹腔 に , Bev. 株 は Pseudocyst 平均 
20 個 を 腹腔 に 接種 し た . 投与 方 法 は 経口 注入 並び と オリ 
ェ ン タル 飼料 M 100 g 中 に 薬剤 を 混入 固 型 と し て 投与 し 
た . 効果 判定 は , 生存 日 数 お よび 誠 検 に と よる 貝 体 の 検出 
を も つて し た . Bev. 株 に つい て は , 左脳 半球 全体 の 葵 
抹 標 本 に ょ る 貝 体 の 検出 を 行い , 陰性 の 場合 は 更に 同 乳 
剤 を マウ ス 腹 腔 内 に 接種 し 検索 を 行 つ た . 1) 経口 注入 
法 皮下 接種 に よる も の で , RR 了 HL 株 に つい て は , 総量 
pyridazine 1.4mg, 4.2mg, 438mg, Entobex 5 mg の 4 群 
に つき 各々 5 日 間 に 投 与 し た と ころ , 対 央 に 比 し , 閉 明 な 
差異 を 認め る と と は 出来 な か つた . WA 株 に お いて は , 
pyridazine 4.2mg, 8.4mg, 43mg, Entobex 5 mg 投与 の 
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4 群 に つい て 見 る と , 


8.4mg 群 に わずか の 生存 日 数 の 
延長 を 認め た . 2) 飼料 混 与 法 : 腹腔 内 接種 に よる も 
の で , RH 株 に お いて は Pyridazine 80mg2%, 120mg 
9%6, Bitin 20mg%, Pyridazine 120mg% 十 Bitin 20mg22 の 


4 群 に つい て みる と , 各 群 と も 生存 日 数 の 延長 を 認め 
Pyridazine 120mg% 十 Bitin 20mg% 群 に お いて 最も 著 明 
で あつ た . Bev. 株 に お いて は , Pyridazine 80mg%%, 120 
mg26, Bitin 20mg2%% の 8 群 に つい て 見 る と , 対照 群 は 
接種 後 15 日 後に 4 匹 , 20 日 後に 10 匹 全 例 鑑 死 , いずれ ぁ も 
脳 に Pseudocyst を 認め た が , Pyridazine 830mg% 和 群 に お 
いて は , 30 日 後に お いて も 9 生 存 , 誠 と より 陰 
性 , 120mg% 群 に お いて は , 10 匹 中 9 匹 に 陰性 , Bitin 
20mg% 群 に お いて は 対照 と 同様 15 日 で 8 
体 を 検出 する こと が 出来 た . 以上 の 成績 か ら Pyridazine 
は , RHE, WA 株 と も に 若干 の 生存 日 数 の 延長 を 認め る 
程度 で あつ た が , Bev. 株 に お いて は , 生存 日 数 の 延長 
の みな ら ず , 脳 組 織 か ら Pseudocyst を 検出 する こと こと が 出 
来 ず , 何ら か の 作用 が ある も の と 究 わ れる . Bitin, En- 
tobex に つい て は 認 む 得 べ き 効 果 は な か つた . 

( 加 ) ( 慶 大 寄生 虫 ) 中 山 一 郎 

Pyridazine 服用 mice に RR 了 H 虫 体 を 腹腔 内 に 注入 し そ 
の mice の 生存 期間 及び 腹 内 腔 出現 虫 体 に 就 て 観察 し た . 
1) 生存 日 数 は 延長 され 3 週 後に 約 の mice が 生存 
し た . 2) 接種 後 2 一 7 日 の 間 に 長 さと 幅 の 比 が 2 : 1 
に 膨大 し 対照 は 3 : 1 より 生 々 以下 で あつ た . 両者 の 長 
さ に は 著 差 は 認め られ ず 服 用 例 が 僅か に 長 か つ た . 


158-159. 肺 吸虫 症 皮 内 及 応 の 検討 (1) VBS 成虫 抗原 
の ・ 注 射 量 と と の 関係 (2) VBS 成虫 
原 と Peptide 抗原 と の 比較 横川 宗雄 ・ 大 倉 俊彦 ・ 辻 
守 康 ( 千 大 医 動 物 ) 田中 恒男 (東大 衛生 着 護 公衆 衛生 ) 
鈴木 了 司 ( 予 研 寄 生 虫 ) 下野 修 ・ 波多 野 精 美 ・ 天 岸 錠 
介 ・ 田 和 年 ・ 山 岡 ( 県 衛生 部 ) : M. YoKo- 
GAWA, T. OKURA, M. TsUJ!, T. TANAKA, N. SU- 
ZUKI, O. SHIMONO, K. HATANO, T. AMAGISHI, K. 
OciDpaA & K. YAMAOKA Studies on intradermal test 
for paragonimiasis (1) Relation of increase of diame- 
ter of wheales produced by the concentrations and the 
amounts of the VBS antigen (2) Comparison of the 
specificity of VBS antigen and peptide antigen 


検診 地域 及び 受診 率 : 1959 年 10 月 , 愛媛 県 津島 町 に 滑 
いて 町 内 12 部 落 世帯 1,328 名 う を 対 し て 肺 吸 


症 の 検診 を 実施 し た . 受診 世帯 数 は 829 世 帯 (世帯 受診 
率 98 .2%), 完全 受診 世帯 数 は 284 世 帯 (完全 世帯 受診 率 
80.52%), 受診 者 数 は 1,269 名 (受診 者 率 95.62%) で あ 
つた . 検査 方 法 : 受診 者 の 全員 と VBS (x 10,000 ) 

及び PPT (20y/ce) 皮 内 反応 を 実施 し , VBS 皮 内 反応 陽 
性 者 に は 更 ら に VBS 抗原 並び に PPT 抗原 の 濃度 別 (x 
2,500,x 10,000,Xx 40,000 及び x160,000 (207。, 

40Y, 及び 80y/cc), 或いは 接種 量 別 (x 10,000 VBS 
抗原 を 0.01, 0.05 及 び 0.1cc) に ょ る 腫 服 差 を 検定 レ 
た . 更 ら に 受診 者 の 全員 に 文 線 間 接 撮 影 を 実施 し 有 所 見 
者 に は 更 ら に 直接 撮影 を 行っ た. 又 全 員 か ら 採 血 し , 血清 
の C.F. Test を 行う と 共に 路 療 , 華 便 に つい て も る A.M. 
S. 法 に ょ り 全 員 の 検査 を 実施 し , 虫 性 者 に つ 
いて は 可 及 的 再 検便 を 行 つ た . 検査 成績 : 1 う ) 皮 内 反応 
陽性 率 . 両 種 抗原 共に , 12 部 落 の 間 に は &=0.01 で 有意 
差 は 認め られ な か つた . 性 別 で は 男子 が 女子 より 陽性 率 
が 高 か つ た . 又 PPT 抗原 で は VBS 抗原 に 較べ て 陽性 
率 は 極め て 低 か つ た . 年 齢 別 の 反応 態度 は VBS で は 
男子 , 女子 いずれ も 10 才 代 で 陽性 率 は 急激 に 上 昇 し , 更 
ら に 男子 で は 20 才 代 で も 上 昇 が 認め られ る が 年 齢 層 の 増 
加 に 伴う 陽性 率 の 著しい 増減 は 見 られ な い . と の 点 は 虫 
検 査 の 結果 か ら 比 較 検 討 し て みる と 本 反応 は 従来 考え 
られ て 来 た 様 に 既往 感染 と 関係 が ある と 考え られ る . 他 
方 PPT で も 男子 , 女 子 共に 10 才 代 で 陽性 率 が 上 昇 し 更 
ら に 男子 で は 20 才 代 に も 上 昇 が 認め られ る と と は VBS 
と 同様 の 傾向 に ある が , 男子 の 50 才 代 を 除い て は 年 齢 層 
の 増加 に 伴 つ て 陽性 率 は 減少 の 傾向 が み ら れ る . この 点 
は VBS と 異な り 既 往 感染 と 必ず し ゃ 関係 な く 反 応 が 現 
われ る も の の 様 で ある . 2 腫 服 差 VBS 及び PPT 


の と Control (マー ゾ = ン 深 加 0.852% 生 理 食塩 水 


の それ と を 比較 し て みる と 有意 に 大 きい 差 を 示し Cont- 
rol と の 関係 は 認め られ な い . 又 腫 服 差 の 分 布 を 検討 す 
る と VBS で は 男子 , PPT で は 女子 に 比較 的 大 きく 出 
る 傾向 が 認め られ た . 更 ら に VBS (Xx 10,000 )〕 抗原 
並び に PPT (20y/ce) 抗原 は 0.01, 0.05, 及び 0.1cc ず 
つ 正 確 に 皮 内 に 注射 し 接種 量 に ょ る 腫 服 差 の 変化 を 検 対 
し て みる と VBS で は 男女 に より 差 が 認め られ る が 変 
異 係数 か ら み れ ば 0.05cc が 最も 安定 し て いる と 考え られ 
る . PPT で は VBS に お ける 様 な 傾向 は み ら れ な か 
つた . x2,500, X10,000', X40,000 及び x160,000 の 
VBS 抗原 並び と 20Y, 40Y 及 び 80y/cc の PPT 抗原 を 
0.1 cc 宛 注 射 し 濃度 に ょ る 腫 服 差 の 変化 を みる と VBS 
で は 濃度 を 対数 で あら わす と 腫 服 差 は 濃 鹿 に 比例 し て 減 
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褒 し て 行く 直線 的 傾向 が 見 られ , 変異 係数 か ら み れ ば マメ x 
10,000 が 安定 し て いる 様 に 思わ れる . PPT で は 一 定 の 
関係 が み ら れ な か つた . 次 に VBS, PPT 両 種 抗原 の 腫 
服 差 の 相関 を みる と 腫 服 差 5 mm 以上 で は か な りつ よい 
相関 関係 が 認め られ る が , 5 mm 以内 の も の で は 一 部 は 
ずれ て いる . 又 両 種 抗 原 の 腫 服 差 の 一 致 度 を みる と 多少 
の 連合 は 認め られ る が 必ず し も よく 一 致し て いな い . 即 
ち 男 子 で は 5 mm 以上 の 腫 服 差 を 示 ず も の の 一 致 が 有意 
に 多い が , 女子 で は 逆 に 有意 に 少な い . 上 人 述 の 如き 結果 
か ら VBS と PPT と の 反応 態度 は 必ず し ゃ も 同一 で は な 
い 様 に 考え られ る . 8) C.F. Test の 関係 C.F. Test 
の 結果 と VBS 皮 内 反応 と は 男子 で は かなり よく 一 致 
し て いる が 女子 で は 男子 に お ける 程 一 致し て いな い . 叉 
PPT で は VBS に お ける 程 の 密接 な 関係 は 認め られ な 
か つた . 次 に C.F. Test 陽性 者 数 は 年 齢 と 特に 一 定 の 
関係 は なみ られ ず 男女 いずれ も 10, 20 才 代 に 多く , 男女 に 
お ぉ ける 陽性 素 に は 有意 の 差 は 認め られ な か つた . 叉 C.F. 
Test, VBS 及び PPT の 三種 の 反応 が 凡 て 陽性 を 呈し た 
群 に お いて 男子 で は 虫 卵 陽性 者 と の 一 致 率 が 有意 に 多 か 
つた が , 女子 で は 必ず し も 一 致し な いも の が あつ た . 以 
上 要する に VBS 抗原 と PPT 抗原 に ょ る 皮 内 反応 は , 
か な り 本 質 的 に 異な つた 反応 形態 を 示す も の の 如く で あ 
り 叉 男女 間 の 腫 服 差 の 出現 様式 に も 多少 の 差異 が み ら れ 
た . と れ ら の 点 は 今後 更 に 検討 を 必要 と する と 思 われ 

( 寄生 虫 ) 石 井 洋 一 

1) その 後 肺 吸 虫 流行 地 に お ける 学童 に つい て 皮 っ 反 
応 (PPT, VBS 抗 原 使用 ) う を 3,1386 名 に つい て 実施 す 
る と P PT 抗原 に ょ る 陽性 反応 は 1.4%VBS 抗原 に ょ 
る 陽性 反応 は 4.12% で か な り 有 意 の 相関 が ある が 反応 は 
小さ あら われ て いる . 2) 虫 患 者 10 名 に 
虫 VBS, PPT, 3 種 抗原 に よる 皮 内 反応 を 実施 す 
る と 顎 口 虫 に 全 例 最 も 大 きく 陽性 に あら われ , VBS に 
4 名 陽性 , 1 名 疑 陽性 で あっ つ た. PPT に つい て は 反応 
を 量 さ な か つた . 

( 

PPT 抗原 は 非常 に 興味 ある も の と 思い ます が 尚 VBS 
と PPT と の 優 才 と に つい て は 更に 検討 を 要する と 思い ま 
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160. T. M. 新 変 法 に 関す る 研究 小林 端 穂 ・ 田 中 交 美 
( 岐 医大 寄生 虫 ) : M. KOBAYASHI & T. TANAKA : 
Studies on the new modification method of T.M. reac- 


tion 


抹 法 に 依る 感染 低 度 帯 に お ける 寄生 の 実態 
を T.M. 法 を 主体 に 調査 し , 併せ て 駆虫 効果 の 判定 を 行 
い 次 の 様 な 成績 を 得 た . 尚 対 婦 と し た 一 般 住民 , 小学 校 , 
中 学校 生徒 計 498 名 は すべ て 農村 住民 で あり , 特に 小学 
校 , 中 学校 生徒 は 今 迄 年 3 回 サン ト = ン 0.02g 投 与 を く 
り 返 し て 来 た 所 で ある . 1) 一 般 住 民 で は 3 回 疹 抹 で 18 
26 の も の が T.M. 法 で は 402%2, 中 学校 で は 疹 抹 法 で 3 
の も の が T.M. 法 で 29%, 小学 校 で は 疹 抹 法 で 5 の も 
の が T.M. 法 で 26.22% で あつ た . 2) ピ ペ ラ ヂ ン ハイ ド 
レー ト 1 日 量 400mg~600 mg 朝夕 2 分 服 1 回 法 に 依る 
駆虫 率 と , 集団 の 完全 駆虫 に 至る 経過 を T.M. 法 及 び 北 
抹 法 に 依 つ て 求め た 所 , 虫 卵 陽性 者 で は 第 1 回 の 駆虫 で 
.M. 法 53.5%%, 法 75.5% の 完全 駆虫 率 を 示し , 第 
二 回 目 の 駆 で T.M. 法 85.9%, 抹 法 90.622 に 達し 
た . 尚 第 3 回 目 以 降 の 駆虫 で は 両者 殆 ん ど 差 が な くそ の 
駆虫 率 も 90~99% に 達し た が 5 回 の 駆虫 で も 100 に は 
な ら な か つた . 虫 卵 陰性 で T.M. 法 陽性 の 場合 も 
た に 依 る T.M. 法 陰 転 素 は 前 者 と 全く 同様 な 傾向 を 示し レ 
た . 8) 虫 卵 陰性 者 で T.M. 法 陽性 で あつ た 99 名 の うち 
に 信 ちな いで 便 を す る 程度 で 排 を 認め た も の 
が 27 名 あり , と この うぅ うち 雄 虫 の み の 排 虫 者 が 21 名 の 多き に 
達し た . 以上 総合 し て 見 る と 遇 虫 寄生 濃度 の 低い 所 で は 
塗 抹 法 の み に 了 殴る 検 査 で は その 保有 の 実態 を 把握 する の 
は 困難 の 様 で ある . 


161. 釣 虫 症 の 皮 内 友 応 に つい て (3 沢田 利 貞 ・ 河 野 恵 ・ 
佐藤 重 房 ・ 武 井 一 利 ・ 多 満 城 智 行 ( 群 大 衛生 ) : T. SA- 
WADA, M. KONO, S. SATO, K. TAKEI & T. TAMA- 
KI: Studies on intradermal test of ancylostomiasis 


犬 多 虫 成虫 体 抽 出 液 より 硫 安 分 画 し て 精製 し た 8S-70 
抗原 に つい て 馬場 は 北 関東 医学 雑誌 (10 巻 2 号 , 1960) 
に に, 又 演者 等 は 第 830 回 日 本 衛生 学会 総会 C1960 年 5 月 ) 
に お いて 皮 内 反応 結果 を 報告 し た が , 8S-"70 抗 原 は 釣 虫 


寄生 者 区 約 89% 陽 性 反応 を 示す が , 区 便 検査 に お いて 鋼 
虫 寄 生 を 認め た 対象 者 に 約 11% 陰 性 で あつ た . 又 多 虫 体 
か ら の 収量 も 少く と この 点 に お いて も 尚 考慮 の 余地 が あつ 
た . 今回 , 前 報 迄 の 8S-70 抗 原 と 同じ 方 法 で 得 た 抽出 液 


を 硫 安 分 画 し , 50% 飽 和 沈 滅 を 除い た 上 清 を 全 飽 和 す る 
事 に こと ょ つて 得 た 抗原 ( 了 LW-1) を 用 いて 釣 虫 寄生 者 に 
内 反応 を 行い 次 の 様 な 結果 を 得 た . 即ち , 本 抗原 を 釣 虫 
寄生 者 前 膳 皮 内 に 注射 する と 偽 足 を 伴 つ た 腫 服 及 び , そ 
の 外 囲 に 発赤 を 生じ て 現われ る 事 が 多く , 之 を 時 間 的 に 
観察 する と 偽 足 は 5 乃至 10 分 後に 著 明 に 認め られ , 有 隆 服 
は 15 乃 至 20 分 後に その 強 さ は maximum に 達する が , と 
の 腫 服 は 時 間 の 経過 と 共に 減じ , 多く は 2 乃至 4 時 間 で 
消失 レ した. 一 方 発赤 は 2320 乃至 80 分 後に 最も 強く 認め られ 
る 事 が 多い が それ 以後 は , 一 上 且 消 失 し た 後 , 3 乃至 5 時 
間 後 , 7 乃至 8 時 間 後 , 或 は 24 時 間 後 等 に 抗原 量 が 多い 
場合 (1.0 Y) に 浮 峰 を 伴 つ た 発赤 と し て 認め られ る 事 
も あつ た . 要する に 発赤 は 各 対 象 に より その 現われ 方 は 
一 定 せ ず 腫 彩 を 示 標 と し て 反応 結果 を 判定 する の が 適 
当 と 考え られ た . 判定 基準 を 注射 後 15 分 の 腫 服 径 が 
mm 以上 を 示す も の を 陽性 , 5.5mm~6.5 mm を 疑 陽 
性 , それ 以下 を 陰性 と し , 発赤 を 参考 に し て 抗原 0.1Y 
(0.01ml に 含む ) 注射 し た 場合 の 釣 虫 寄生 者 に お ける 
皮 内 反応 結果 を 集約 する と , 中 学校 生徒 及び , それ 以上 
の 年 齢 者 に つい て は 総数 125 例 中 陽性 94.422, 疑 陽性 
1.62% 及 び 陰 性 あつ た . 小学 校生 徒 及び そ 
れ 以 下 の 年 齢 者 10 例 に つい て 行 つ た 結果 は 3 例 陽 性 , 7 
例 陰 性 で あつ た . 

( 問 ) (質問 者 氏名 不明 ) 
使用 抗原 の 泳動 的 性 質 は 何で せ う か か. 

( 

化学 的 抗原 組成 に つい て は 今後 検討 する 予定 で す . 

( 問 ) ( 阪 医 大 岩田 内 科 ) 山 中 直 之 
94.4% と いう の は 鋭敏 性 の 事 と 思う が , 特異 性 , 偽 陽 
性 , 偽 陰 性 反応 出現 率 等 に つい て 検討 され まし た か . 

( 

区 便 検査 と ょ り 釣 虫 寄生 を 認め られ た 対象 者 に つい て 
の 成績 で す . 本 抗原 を 用 いま し て の 釣 虫 非 寄 生 者 に 対す 
る 反応 に つき まし て は 次 回 に 報告 する 予定 で す . 尚 硫 
70% 飽 和 で と つた 抗原 を 以 て 皮 内 反応 を 行 つ た 結果 は 既 
に 日 本 衛生 学 雑 誌 に 発表 し て お り ま すか ら 件 らん 下さ 
い . 
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162. Filaria 症 の 名 疲 学 的 研究 (3) 皮 内 到 応 抗原 の 精 
製 な ら び に その 成績 に つい て 佐藤 重 房 ・ 河 野 恵 ・ 式 井 
一 利 ・ 沢 田 利 貞 ・ 追 川 実 男 ( 群 大 衛生 ) : S. SATOo, M. 

KOoNo. K. TAKEI, T. SAWADA & S. OIKAWA : Im- 
munological studies on filariasis (3) Intradermal reaction 

with antigens, prepared from Dirofilaria immitis 


犬 糸 状 虫 成虫 体 及び 幼虫 体 よ り 分 離 精製 し た 各種 抗原 
を Test-antigen と し て Bancroft 糸状 虫 症 患者 並 に 有 症 
者 に 皮 内 反応 を 試み た . 成虫 体 を M/10 婚 酸 緩衝 液 と 共 
に 乳鉢 中 で 麻 細 , 次 いで N/4 Trichlor acetic acid に よ 
つて 分 画 し て 得 た 抗原 A の 陽性 率 は 患者 66.622, 有 症 者 
27.8% で あり , 幼虫 体 を 同一 方 法 で 処理 分 画 精製 し て 得 
た 抗原 B の 陽性 率 は 患者 44.0%, 有 症 者 21.4 必 で あつ 
た . 抗原 A の 全 飽 和 硫 安 分 画 に と よる 上 清 部 分 より 得 た 抗 
原 の 陽性 率 は 患者 20.022, 有 症 者 0 で あり , 
分 より 得 た 抗原 2 は 患者 25.02, 有 症 者 0 必 で あつ た . 
叉 , 抗原 A の Chloroform 分 画 に よる 上 清 部 分 より 得 た 
抗原 3 の 陽性 率 は 患者 76.22%, 有 症 者 3.6 あり , 
分 より 得 た 抗原 4 は 患者 44.4%, 有 症 者 0 ぁ つ 
た . と これ ら を 再 検討 し て , 抗原 3 は Bancroft 糸状 虫 症 
患者 の 皮 内 反応 に 好成績 を 認め た . 尚 , 健康 人 に 対し て 
は 抗原 A, B, 1, 2, 8, 4 何れ も 皮 内 反応 は 陰性 で 
あっ つた. 


163. BDB (Bis-Diazotized Benxidine) 法 に よる 血 中 
抗体 の 証明 に つい て 松村 竜 ・ 黒 芳 高 橋 良 ・ 
田 ・ 小 林 一 ( 群 大 小児 科 ) : T. MATSUMU- 
RA, T. KUROUME, R. TAKAHASHI, A. KUBOTA & K. 
KOBAYASHI : Demonstration of the circulating ascaris 
antibody by means of BDB (Bis-Diazotized Benzidine) 
reaction 


我々 は 以前 より Boyden の タン = ン 酸 処理 赤血球 
反応 を 用 いて 遇 虫 アレ ルギー に お ける 血 中 抗体 を 検索 レ 
て 来 た . 今回 は Bis-Diazotized Benzidine 反応 (BD B 
反応 ) を 用 いて 検 査 し た . BDB 反 応 は Stavisky, Gor- 
don 等 の 方 法 に 従 つ た . まず 予備 実験 と し て , 抗原 と B 
DB と の 間 の 至 適 濃度 を 測定 し , BD B は 原液 の 15 倍 液 
体腔 液 は 100 倍 稀釈 液 を 使用 する こと に ょ より , 最も 敏感 
度 が 高まり , か つ 安 定 し た 成績 が 得 ら れ た . また 体腔 液 
に ょ る 吸収 試験 を 行い BD B 抗 体 は 完全 に 吸収 され , 本 
反応 が 遇 虫 に 特異 的 で ある こと と を 実証 し た . また , BD 
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B 抗体 の 温度 に ょ る 影響 を 検討 し , BDB 抗 体 価 は 6"C 
80 分間, 70'C30 分 間 加 熱 で は や や 減少 する が , 56'C 2 時 
間 , 60°C30 分 間 加 熱 で は 変化 な く , 本 抗体 は な かなり に 耐 
熱性 で あつ た . また , 抗体 腔 液 ウ サギ 血清 を 濾紙 電気 汽 
動 法 を 用 いて 泳動 し , 各 分 市 に つい て BDB 反 応 を 行い 
BDB 抗 体 の 血清 中 の 所 在 に つい て 検討 し た . その 結果 
BDB 抗 体 は 主として y ッ グロ ブリ ン 分 凛 中 に ある が , 若 
ロブ プリ ン 分 に も 証明 され た . 次 に , 我々 の 教 
室 に お いて 飼育 し て いる 無 感染 モル モッ ト を に 
感染 せしめ た 際 の 血 中 抗体 の 変動 を , BDB 反 応 並び に 
Boyden 反応 を 用 いて 観察 し た . BDB 抗 体 に お いて は 
服用 前 で は 陰性 乃至 10 倍 で あり , 2 週 後 急激 に 上 昇 し て 
80 倍 乃至 160 倍 となり, 以後 徐々 に 下降 した. また Boy- 
den 抗体 に お いて は BD BB 抗体 と 同様 な 傾向 で あつ た . 
次 に 健康 成人 61 名 に つい て BD B 抗 体 価 を 測定 し た . そ 
の 結果 , 陰性 の も の 8 名 , 10 倍 19 名 , 20 倍 18 名 , 40 倍 10 
名 , 80 倍 6 名 で あり , 10 倍 , 20 倍 を 呈す る も の が 最も 多 
く , 160 倍 以上 の も の は な か つた .。 また 健康 成人 に つい 
て , BDB 抗 体 価 と 筒 虫 九 と の 関係 に つい て 検討 し た . 
虫 卵 陽性 者 に お いて は , BDB 抗 体 価 は 10 倍 か ら 80 倍 の 
範囲 と あり , その うち 40 倍 を 量 す る も の が 最も 多 か つ 
た . 一 方 , 虫 卵 陰性 者 に お いて は , 陰性 か ら 40 倍 の 範囲 
に あり , その うち 10 倍 を 量 す る も の が 最も 多 か つ た . 次 
に 健康 成人 に つい て , BD B 抗 体 価 と 筒 虫 皮膚 反応 と の 
関係 に つい て 検討 し た . その 結果 , B DB 抗体 価 と 皮膚 
反応 と の 間 に は と くに 相関 関係 は 認め られ な か つた . 以 
上 の 成績 は , 以前 我々 が Boyden 反応 を 用 いて 証明 し た 
成績 と ほ く 同 様 で ある . それ 故 ヒ ト に お ける BD B 抗 体 
価 と Boyden 抗体 価 を 比較 する と , 両者 に 相 悦 関係 が あ 
り , 両 抗体 価 が 20 倍 以上 の 場合 と は, Boyden 抗体 価 が 
BDB 抗 体 価 よ りや ゃ 高い 傾向 で あつ た . 


紙上 発表 


164. サル を 用 いて の 有 団 筆 ロ 虫 症 に 関す る 実験 的 研究 
(④ 和 白川 充 ・ 平 野 宏 (久留 米 大 衛生 う : M. SHIKAKAWA 
&H. HIRANO: An experimental study on Grathosto- 
miasis of monkeys infected with Gnathostoma spini- 
gerum (4) 


演者 らち は 従来 , 人 体 の 有 球 宮口 虫 症 の 研究 に 関連 し , 
タイ ワン ザル 4 匹 を 用 いて 種々 の 実験 を 行い , それ ら の 
結果 に つい て は 姿 次 発表 し て きた が , 今回 は 上 記 の サル 
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に 本 顕 口 虫 の 第 8 期 幼 虫 供 食 感染 後 の 誠 検 所 見 に つい て 
報告 する . すなわち 幼虫 供 食後 80~499 日 経過 後 の サ ル 
4 匹 を 1959 年 7 月 より 12 月 に か け て 解剖 , 精査 し た 結果 , 
次 ぎの 身体 各部 位 の 筋肉 組織 中 より 合計 26 匹 の 被 旨 せ る 
第 3 期 虫 を 検出 し えた . 頭 部 2), 胸部 (2), 腹部 


(1), 背 部 (2 う , 上 肢 C62, 下肢 幼虫 の 検出 率 は 
8526. 食道 や その 他 の 皮下 組 織 な ど 内 臓 諸 器 宮 に は 価 ら 
の 変化 を 認め ず , サル より 得 ら れ た 第 3 期 幼 虫 を 経口 投 
与 し た ダイ ニク ネズ ミ の 弟 筋 中 より さら に 第 3 期 幼虫 を 


検出 し た . 


( 88 ) 


シン ボ ジ 


肺 吸虫 の 生理 一 肺 吸 虫 の 終 宿 主 体内 移行 経路 に つい て 一 
横川 宗雄 (千葉 大 医 動物 ) : M. YoKoGAwA: (De- 

partment of Parasitology, School of Medicine, Chiba 

University.) : Physiology of lung-fluke on the migra- 

tion route in the final host 


肺 吸虫 Paragonimus westermant の メタ セル カリ ア が 
終 宿 主 に 経口 的 に 摂取 され て か ら , 肺 に 移行 する 各 の 体 
内 移行 経路 に つい て は , 横川 定 (1915) に ょ り , は じ め 
て 実験 的 に 証明 され つく さい て 中 川 幸 奄 , 安藤 豪 等 に より 
追試 確認 され て いる . 即ち メタ セル カリ ア は , 終 宿主 の 
小腸 に て 脱 , 脱 は 直ちに 腸 壁 を 宰 通 , 腹腔 
内 に 脱出 し , ここ で 一 定 の 発育 を と げた 後 1~ 2 週 日 後 
こ に は 横 隔 膜 を 宰 通 し レ , 胸腔 内 に あら われ , 約 20 日 後に は 肺 
臓 内 に 侵入 し , 成一 成熟 一 産 開始 され る . とこ 
れ に 要する 期間 は 感染 後 60~70 日 と され て いる . 然し とこ 
の 移行 経路 の 細部 の 点 に つい て は 今 商 不明 の 点 が 少な く 
な い . 演者 は これ ら 不 明 で あつ た 点 に つい て , 順 を 追 つ 
て 少し く 説 明 を 加え て みた いと 思う . 1) メタ セル カリ 
ァ の 侵入 機転 ( 脱 電機 転 ) に つい て 横川 定 に よれ ば メ 
タ セ ルカ リア の 脱 , 胃液 及び の 協同 作用 に ょ る 
も の と し て 消化 酵素 の 作用 を 重視 し た が , 最近 大 島 窒 夫 
(1958 一 1959) は , 如 wtro に お ける 実験 か ら 前 記 の 消 
化 酵素 の 作用 を 全面 的 に 否定 する と 共に 温度 及び 低 疹 透 
圧性 の 影響 の 他 , 特に 胆汁 酸 の 脱 電 促進 作用 を 重視 レ 
た . 胆汁 酸 の 促進 作用 に つい て は 条 虫 類 の 井 虫 の evagi- 
nation に 重要 な 関係 の ある と と は 古く か ら 知 られ て いる 
所 で , 最近 Read (1955) は Hnana KR H. diminuta 
の cysticercoid の excystment を 促進 させ る 因子 と し て 
*, 必ず し も 胆汁 酸 の み の 単 一 的 な 影響 の み で な いこ と と 
を 明か に し て いる . 又 本 種 え メタ セル カリ ア の 小腸 に お け 
る 脱 井 時 間 に つ いて は , 尚 明らか で な い . 腹腔 内 に 最初 
に 出現 する 時 間 は , 横川 定 に よれ ば, 犬 , 猫 , で は 5 時 
間 半 で ある と 云う . 演者 は Evansblue techniqgue を 用 い 
て 腸 壁 内 侵入 幼虫 の 検 虫 を 行 つ た 所 , 仔猫 (体重 300 g 
以内 ) で は メタ セル カリ ア 投 与 後 80 分 で 既に 腸 壁 内 に 宰 
入 レ ーー 部 は , 腹腔 内 に 出現 し て お り , 体重 3800 g 以上 の 
生 々 大 きい 猫 で も 1 時 間 後に は 腸 壁 内 宰 入 中 の 虫 体 を 多 
数 認め た . ラッ ト で は , 30 分 後に は 既に 腸 壁 を 宰 通 し て 
腹腔 内 に 殆 ん ど が 脱出 し て いた . 腸 壁 宰 通 部 位 は , すべ 
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て 小腸 中 部 か ら 下 部 で 上 部 及び 骨 に は 全く みみ られ て いな 
い . と の と と か ら 小 腸 内 で の 脱 井 は 極め て 短 時 間 内 に お 
と る も の の 如く で , 腹腔 内 出現 の 時 間 的 差異 は , 恐らく 
メタ セル カリ ア が , 脱 乾 に 好適 な 部 位 に 達する 半 の 時 間 
及び 腸 の 厚 さ 等 , 宿主 の 大 き さ に ょ る 腸 官 の 生理 的 な 券 
異 に 左右 され る も の と 考え られ た . 生体 内 に お ける 脱 圭 
機転 に つい て は 尚 検討 を 要する 点 が ある と 思わ れる . 2 
幼虫 の 体内 移行 経路 に つい て 腹腔 内 に 出現 し た 幼虫 
が , 胸腔 え の 移 行 迄 の 期間 は 1 週 ~10 日 と され て いる が , 
と の 間 の 虫 体 の 行動 に つい て は も つと も 不明 の 点 が 多 
い . 横川 定 そ の 他 に ょ れ ば 腹腔 内 滞留 期 の 延長 は , 腹腔 
内 に ある 諸 臓 器 に さま た げ ら れ て , その 胸腔 え の 移 行 が 
自由 に な ら な いた め と 考え られ て いた . と と ろ が 演者 等 
の Evnsblue techniqgque に よ ょ る と 腹腔 内 に 出現 し た 幼虫 
は , 直ちに 腹壁 腹膜 下 の 筋 肉 内 に 宰 入 し , 5 日 ~6 日 後 
に 再び 腹腔 内 え 移 行 し て 来る こと が 明らか に され た . 然 
も こと の 筋肉 内 宰 入 期間 中 に 虫 体 の 発育 は 著しく , その 諸 
器官 は 殆ど 形態 的 特徴 を 備え て いる と と も 明らか に され 
た . 即ち 肺 吸虫 泡 虫 は , 一 度 腹腔 に 出る や ゃ 直ちに 腹壁 筋 
内 に 宰 入 し , 所 定 の 発育 を 遂げ た 後 腹 腔 内 え 再 移行 し , 
胸腔 移行 え の 江 備 を 完了 する も の と 思わ れる . と の 筋肉 
内 客 入 の 事実 は , 好適 宿主 と は 考え られ な い ラ ッ ト に お 
いて も み ら れ る が , と の 場合 は 筋 内 内 で の 発育 は 極め て 
緩慢 で 4 週 日 を 経過 する も 尚 こ の 部 に 残留 する も の が 多 
く ,。 更に 深部 の 筋肉 へ と 迷 入 し て いく も の も ある と と が 
明か に され , 宿主 の 差異 が こと に 明確 に 証明 され た . 尚 
と れ ら 組織 内 え の 宰 入 機転 に つい て も 検討 し , 組織 化学 
的 に 虫 体 が 宰 入 部 位 に お ける 組織 多糖 類 及 び 蛋 白質 に 対 
し て 或 る 種 の 分 解 酵素 を 有する こと と を 示 唆 する 2~ 3 の 
所 見 が 得 ら れ た . か く の 如 く 筋 肉 内 で 所 定 の 発育 を と げ 
る と 云う 事実 は , 線 虫 類 で は 訂 々 証明 され る と と ろ で あ 
る が , 本 種 吸虫 に お いて も , 証明 し 得 た こと は 極め て 興 
味 深い . 8) 機転 及び 体 の 成熟 機転 に つい て 
肺 に お ける 貝 電 形 成 機転 に 関し て は 尚 不明 の 点 が 多い . 
最近 上 中田 等 は 感 作 家 束 の 肺 に 直接 抗原 を 注射 する とこ と に 
ょ り , 類似 の 空洞 を 形成 させ 得 た と 報告 し て いる . 然し レ 
虫 体 に よる 貝 有 形 成 に は 虫 体 が 肺 内 に 一 定期 間 定 住 す る 
と と が 必要 な こと は 云う まで も な い . 古く は 桂 田 , 横川 
等 も 説明 し て いる 如く , その た め に は 2 虫 相 接し て 同 棲 
する と と が 必要 条件 の ょ う で ある . 演者 等 は 犬 と 1 虫 及 
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び 2 貝 寄 生 さ せ た 場 合 , 前 者 で は 長期 間 に 互 る も 肺 洋 内 
え の 侵 入 は み ら れ ず , 貝 体 の 成熟 も 認め ちら れ な い が , 2 
虫 生 し て いる 場合 は 肺 内 に 2 虫 同和 , 完全 な 
形成 が み ら れ 成熟 し て いる と と を 認め た . 本 虫 は 雌雄 同 
体 で あぁ り 年 ら , 何故 に 虫 裏 形成 の た め 或 い は 性 的 成熟 の 
た め に 雌雄 相 接 し て 寄生 する か は 猫 明 らち ら か で な い が , 極 
め て 興味 ある 点 で ある . と これ は 住 血 吸 虫 が 未だ 幼 弱 の 時 
期 に 肝臓 内 で 雌雄 抱合 し , 本 来 の 棲息 部 位 で ある 門 脈 系 
静脈 えと 移行 し 性 的 成 聞 に 達し , た と え 両 性 寄生 の 場合 
で も 抱合 し な いも の は その 発育 が 不良 で ある の と 似 て お 
り , 本 種 吸 虫 で も 幼 弱 期 の 中 に 2 貝 相 接する こと に ょ り 
性 的 成熟 え の 刺 埋 を 得る も の と 思わ れる . 


イヌ 釣 虫 の 生理 安 羅 岡 一 男 ( 予 研 寄生 虫 ): K. YA- 
SURAOKA : (Department of Parasitology, National 
Institute of Health, Tokyo) : Physiology of canine 


hookworm 


と と で は , われ われ の 研究 室 で 最近 明らか に され た デ 
ー タ を 中 心 と し て , フィ ラリ ア 型 仔 虫 お よび 成虫 の 代 講 
に つい て 述べ , さら に , と れ ら 生理 学研 究 の 基礎 条件 た 
る , 体外 飼育 , 培養 に つい て 人 述べる. 1) フィ ラリ ア 型 
仔 虫 の 代謝 フィ ラリ ア 型 仔 虫 は , その 体制 か らし て 容 
易 に 透過 し 得る 物質 以外 は 外界 か ら 池 取 し 得 ず , し た が 

て , 仔 虫 が 宿主 に 侵入 する まで の ェ ネ ルギー は , も つ 
ば ぱら こと れ を 体内 貯 臓 物質 に た ょ ら ざ る を 得 な い . われ ね わ 
れ の 研究 室 で , 佐藤 (1958) は , フィ ラリ ア 型 仔 虫 の 組 
寺 化 学 的 検索 を 行い , グリ コー ゲン お よび 中 性 脂質 が , 
初期 仔 虫 の 体 筋肉 ・ 腸 管 ・ 排 洪 管 壁 の 細胞 質 中 に 豊富 に 
存在 する の を 認め , また , フラ オス ファ ター ゼ の 分 布 が とこ 
れ ら と よく 一 致す る の を 見 て いる 。 そ し て また と れ ら が 
仔 虫 の 齢 に し た が つて 減少 し , 28C 下 で は グリ コー ゲン 
は 90 日 , 中 性 脂質 は 60 日 で 全く 消失 する と 述べ て いる . 
Rogers (1989) は , 脂肪 が 消失 レ し た 後 で も な お infec- 
tivity が ある と 言 つ て いる が , と れ は グリ コー ゲン が 残 
つて いる た め と 想像 され る . 他方 , Rogers (1989) ら が 
認め た いわ ゆる “dark granule'” は , 佐藤 (1958) に 
よっ て 不溶 性 Ca 塩 を 含む 物質 で ある と と が 明らか に さ 
れ た . 小宮 (1987) お よび 渡辺 (1942) は , 10 数 種 の 中 
虫 類 の 被 お よび セル カリ ア の 排 港 に , 多量 の 
石灰 題 粒 が 存在 する の を 見 て いる . と これ ら の 生理 的 意義 
は 不明 で ある が , cyst また は sheath を 透 し て 出す と と 
の 出来 な い 老 療 物 質 を 不溶 化し て 解 化 する の で は な い 
か と 想像 され る . いずれ に し て る も. 寄生 映 虫 類 の 代謝 の 
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解明 に と つて 重要 な 意義 を も つて いる と 考え られ る の で 
将来 大 い に 検 討 さ る べき 点 で あろ う . 2) 成虫 の 代 講 
成虫 は 宿主 の 小腸 壁 に 咳 着 し て 吸血 し , その 摂取 物 は も 
つば ぱら 血液 と 考え られ て いる . 小宮 (1956) は , (1) 
成虫 の 消 費 量 が 5.6~7.1 燥 量 mg/ 時 で あり 
(柳沢 , 1956 う , 同じ 腸管 内 寄生 線 虫 で ある 晒 虫 の それ 
(0.42 一 0.8241) に くら べ て は る か に 高く , 同じ Strongy 
loidea に 属す る Nippostrongylus mauris の それ (6.8 
Rogers, 1948) に ほ く 敵 す る . (2) 液 中 に 
プ ブドウ 糖 を 添加 する と O。; 消費 量 が 増大 する こと , し か 
し て (3) 宿主 小腸 内 の O。 分 圧 が か な り 低 い (0~6mg. 
Tappiner 1883) こと な どの 諸事 実 か ら , 成虫 は 吸血 に 
ょ つて 得 た 血液 か ら Oz を 摂り , 少な く と も 血液 中 の ブ 
ドウ ツ 糖 を 酸化 し て ェ ネ ルギー 源 と し て いる と 推定 し て い 
る . 以後 明らか に され た , (1) 成虫 体内 に は ほとん ど 
脂肪 滴 が 見 られ な い , と これ は 好 気 優先 型 呼 吸 を し て いる 
と と を 示唆 する (佐藤 , 1958 う , C2 う 体外 飼育 の さい に 
ブドウ糖 の 添加 が 生存 期間 を 延長 する (筆者 ら , 1956), 
(383) また その さい に プ ブドウ糖 の 吸収 が 顕著 に 認め られ 
る こと と (佐藤, 1958 う , (4 う ) コハク 酸 脱水 素 酵素 と チト 
クロ ー ム 酸化 酵素 が , 腸管 ・ 体 筋肉 ・ 側 線 ・ 生 殆 器 管 
な ど に 共存 する (佐藤 , 1958) な どの 事実 は, 前 記 小 
宮 の 推 測 を さら に 確実 な も の と する と 思 われ る . 一 方 
に お いて , (1) 成虫 体内 に は 解 炎 酸 酵素 が , 酸性 お よ 
び ア ルカ リ 性 の 両者 基 か な り 豊富 に 存在 する (山口, 
1955 ; 村上 ら , 1958 ; 佐藤 , 1958), (2 う ) グリ コー ゲン 
含有 量 が 遇 虫 の それ に くら べ て は る か に 低い (山口 , 
1955), (3) 脂肪 滴 は ほとん ど 認め られ な い (佐藤 , 
1958), C4) 釣 虫 感染 犬 に 大 量 の ブドウ 糖 を 投与 し た 場 
合 と 場合 と で , 虫 体内 の グリ コー ゲン 量 の 
差 が 認め られ な い (Von Brand ら 19838) う , (5) う = ハク 
酸 脱水 素 酵 素 の 活性 が , 他 の 傘 推 動物 の それ ら に くら 
べ て 高い こと (佐藤 , 1958) な どの 諸事 実は , 後述 する 
体外 培養 の 結果 と 相 俊 つ て , 釣 虫 が , いや ゆる 谷 成 貯 臓 
能力 が か な り 低 い の に くら べ て , 吸収 異化 能力 が 非常 に 
高い と いう , 寄生 虫 の 生理 的 特性 の 一面 を も つて いる と 
と を 示唆 する . さら に 呼吸 代謝 , 中 間 ・ 終 未 代 謝 産 物 の 
完 明 に ょ る 代謝 系 の 解明 が , 今後 に 残さ きれ た 問題 と 思わ 
れる . 8. 体外 飼育 ・ 培 養 釣 虫 の 動 的 な 生理 代謝 機構 
を 明か に する に は , その 体外 飼育 ・ 培 養 は 必須 の 基礎 条 
件 で ある . そし て と れ は , ひと り 釣 虫 の み に 止 ま ら な い 
寄生 虫 全般 に わた る 問題 で ある . イヌ 多 虫 成虫 の 体外 飼 
育 は , 松本 (1955), 筆者 ちら (1956) に ょ つて 試み られ て 
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いる . 筆者 ちあ は, 8 で?C の 犬 血清 中 で , 平均 生存 期間 が 
は 17.8 日 (最長 35.5 日 ), ? は 68.2 日 (最長 84.5 日 〕 を 示 
し , また 交尾 , 産 九 が か な り の 長期 と わた つて 見 られ る 
と と か ら , 犬 血 清 は イヌ 釣 虫 の 体外 飼育 に お いて , か な 
り 好 適 な medium で ある と 報告 し た . また , 筆者 ら 
(1959, 未 発表 ) は , フィ ラリ ア 型 仔 虫 か ら 成 虫 へ の 体 
外 培 養 を , CEE;。, Sodium caseinate, yeast extract, Li- 
ver extract, 犬 血 清 な ど を 組合 せ た medium で 回 転 培養 
法 に ょ つて 試み 々 た が , つい に 4 期 仔 虫 以上 に は 発育 し な 
か つた . Weinstein (1956) は , NN. mrzs の 仔 虫 か ら 
成虫 へ の 発育 を , 競 utro で 完成 させ る と と に 成功 し て 
いる が , 同様 の medium で , Strongyloides ratti と 
S. sh. の 培養 に は 成功 し て いな い (Weinstein, 1957). 

と の 様 に , 寄生 映 虫 類 に は , vtro で の 発育 が 比較 的 
容易 な も の と , そう で な いも の と が ある よう に 思わ れ 
る . そし て と れ に は , お そら くさく 系 統 発 生 過 程 に お ける 
“parasitism ” へ の 適応 の 差 が 原因 と な つて いる ょ うに 
思わ れる . いずれ に し て も , 寄生 映 虫 類 の 培養 medium 
に は , 組織 また は 細胞 が 要求 する の と ほとん ど 同 様 の も 
の が 必要 で あり . と れ は 寄生 虫 の 栄養 合成 能力 が きわ め 
て 低い こと を 示 唆 し , 寄生 生活 の 特殊 性 を 示す も の と し 
て 興味 深い , 附 . マビ = 釣 虫 の 体外 飼育 , 培養 (1 うう 成 
虫 の 飼育 筆者 ちら (1960, 未 発表 ) は 、 犬 に 感染 させ た 
ツマ ビニ = 虫 を し , vztro 人 血清 中 で 340 日 間 に わ 
た つて 飼育 する こと と に 成功 した. また 初期 と は 交尾 虫 
体 を 認め , 受精 卵 の 産出 が 56 日 後 ま で 見 られ , 虫 体 の 体 
長 が か な り 増 大 する の を 認め た . と の と と は , その 生理 
代謝 研究 上 の みな ら ず , 病理 , 駆虫 剤 の 作用 機転 ・ ス ク 
リー ニ = ニング テス ト な ど が , イヌ 釣 虫 を 代用 する こと な く 
直接 ヒト 釣 虫 で な し 得る とこ と を 示す も の で ある . (2) 
自由 生活 期 の 培養 Weinstein (1952) は , イヌ お よび 
アメ リカ 釣 虫 の 自由 生活 期 の 無菌 培養 に 成功 し , McCay 
(1929) が , と の 期 の 発育 に は , 細菌 る もしくは 菌 体 成分 が 
必要 で ある と いう 考え を くつ が え し た が , 筆者 ら (1960 
未 発表 ) は , 成虫 飼育 液 中 で 得 ら ちら れ た 無菌 虫 卵 を CEEs。 
中 で 無菌 的 に 培養 し , フィ ラリ ア 型 仔 虫 を 得る こと に 上 成 
功 し た . と の と と は , 前 記 Weinstein の 考え を さら に 強 
調 す る だ け で な く , itro で 産 れ た フィ ラ 
リア 型 仔 虫 に 発育 する 能力 を も つて いる と と を 明らか に 
し , また 従来 多く の 研究 を 悩ま せ た 虫 卵 の 無菌 化 の 一 新 
法 を 提供 し 得 た わけ で ある . 
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時 虫 の 呼吸 代謝 岩城 保 仁 (日 本 医科 大 学内 科 ): Y. 
IWAKI : (Department of Intermal Medicine, Nippor: 
Medical School) : The respiratory metabolism of pin- 
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酸素 分 圧 の 低い 生活 穫 境 に 生存 する 腸 内 寄生 虫 の 呼 中 - 
様式 は 興味 ある 問題 で ある . Daniel, Alt 及び Tischer, 

(19831), Adam (1932) 等 が それ ぞ れ Balantidium coli, 
Moniezia expansa, Ascaris lumbricoides 等 の 酸素 消費 
を 報告 し て 以来 , 多く の 腸 内 寄生 虫 が 酸素 を 消費 する 事 
が 明か に な つた . 又 近年 その 中 間 代謝 に 関す る 研究 も 感 
ん に な り , 低 酸素 下 に 適応 する いく つか の 事実 が 次 第 に 
明か に な つて 来 た . 特に Ascarzs lmmbricoides に つい て 
多く の 研究 が ある が , 時 虫 に つい て は Lazarus (1950) 
の Syphacia obvelata な ど 線 虫 類 の 呼吸 代謝 に 関す る 報 
告 以 外 余 り 報告 が な い の で , 演者 は マウ ス に 寄生 する 
Syphacia obvelata (以下 S.o. と 略す う ) 及び Aspiculuris. 
tetraptera (以下 A.t. と 略す うに つ いて 実験 を 行 つ た の 
で 以下 その 成績 を 報告 する . 実験 材料 と し て マウ ス の 盲 
腸 部 及び 結腸 部 より S.o. 及び A.t. を 別々 に 集め て 使用 
し た . し か し マウ ス の 腸 内 容 物 を 除く た め に 生理 的 食塩 
水 で 繰返し 洗 浴 し た 為 , 酸素 分 圧 の 低い 腸 内 より 取出 
し た 貝 体 を 実験 に 供 する 迄 1.5~2.0 時 間 を 要 し た . 

(1) 酸素 消費 に つい て Warburg の 検 圧 計 で S.o。 及 : 
び A.t の 両者 を 雌雄 幼 成 虫 の 区 別 な く 混 合 し て 測定 し 
た 。 pH を 焼 酸 緩 衝 液 で 4.8~8.0 と 変え て 測定 する と 
Qo は pH 7.0 の 時 最高 で 8.0~10.5 で あつ た . プ ブドウ 
糖 を する と 9.5 で 対 8.0 より や や 高価 を 示 レ 
た . Lazarus は Syphacia obvelata 等 線 虫 類 の Qo: は 
1.1~7.4 で ある が , 比 表 面積 当り の 酸素 消費 量 は 0.3 
へ ~0.5 で 余り 差異 が な いと 報告 し て 居る . 演者 の Qoz 

が Lazrus の 価 よ り 高 い の は 幼虫 を も 含め て 測定 し た 旋 
と 考え ら れる. (2) 酸化 電位 指示 色素 元 能 に つ 
いて Thunberg 管 の 代り に 一 定 容 積 (直径 5 mm 深 
さ 1mm) の hollow.glass の hallow の 中 に 一 定数 の 虫 


体 を 10-*M の 色素 を 含む 婚 酸 緩 衛 液 加 生食 水 (pH 7. 
と 共に 入れ , 気泡 の 入ら に 間 の 出来 に 注意 
て cover-glass で 封じ 88C で 色素 の 居 元 脱色 され る 状 
態 を 観察 し た . dA.t. 成熟 の 運動 能 は , cover-glass で 
封じ O02 供給 の な い 時 は 8 時 間 迄 , cover-glass で 封 ぜ ず 
0O; 供給 の ある 時 は 18 時 間 迄 認 め あら れ た . b) この 運動 - 
停止 時 の 酸化 還元 電位 は S.o. 成熟 の 時 は 一 125 ~ 一 
142m volt の 間 に , その 他 P.o. 8,A.t の 場合 
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な ーー142 ~ー242m volt の 間 に あ つ た . と - 基質 及び 阻 
害 剤 添加 時 の ぇ メチ レン 青 居 元 能 に つい て みる と , プ ド ウ 
和 糖 を 加え た 時 は S.o. の 色素 脱色 速度 は 促進 し た が , A.t 
で は 逆 に 遅延 し た . Dicarbon 酸 の コハク 酸 , リン ゴ 酸 を 
基質 と し た 時 , 色素 脱色 速度 は 非常 に 促進 した. Pipera- 
zine を 塩酸 で 中 和 し て 加え る と 色素 脱色 速度 は 遅延 レ 
た . コハク 酸 水素 酵素 の 抗 的 剤 酸 と コ ハ へ 
ク 酸 共存 の 場合 は コハク 酸 単 独 の 場合 と 比べ て 色素 脱色 
速度 は 非常 に 遅延 とし た. ご ハク 酸 と Piperazine 共存 の 場 
合 は コハク 酸 単 独 の 場合 と 余り 差異 が な か つた . 運動 能 
を 3 時間 所 観察 する と Piperazine を 加え た 時 , 早く 失わ 
れ た 他 , 対照 と 差異 が な か つた . homogenate を 使用 レ 
た 時 , メチ レン 青 腺 色 能 は 生体 と 同様 な 成績 を 得 た . 以 
上 より 滴 暁 虫 の 中 間 代謝 に Krebs 回 路 が 完全 な 形 で ある 
か は わか ら な い が , その 一 員 コ ハク 酸 , リン ゴ ご 酸 が 上関 
配 す る と 推察 され る . (3) う Cytochrome c に つい て 
Lazarus が 報告 し た 様 に S.o. の 呼吸 に 対し CN 阻害 
が 余り な いと 云う 代 講 様式 は 特別 な も の で 末端 呼吸 に 
Cytochrome c の 関与 する か が 問題 に と な る の で Cyto- 
<hrome oxidase 活性 の 測定 と , Cytochrome c を 使用 し 
コハク 酸 脱水 素 酵素 活性 の 測定 を 行 つ た . a) Cyto- 
Chrome oxidase 活性 を Nadi 反応 を 応用 し た Indophenol!- 
oxidase 定量 法 に 準じ て , 波長 580mz で Indophenol- 
‘blue の 度 を 測定 する と , 体 を 含ま な い 対 の 吸光 
度 よ り 小 で あつ た . 所 性 の Indophenol 物質 
或 は Indophenol 反応 抑制 物質 の 活性 を 熱処理 し て 除去 
し た が Indophenol-oxidase 活性 の 増強 は 認め られ な か 
つた . Cc) Succinodehydrogenase 活性 を 2, 6-dichlo- 
rophenol-indophenol, 及 び Cytochrome c を 水素 受容 
体 と し て 光電 分 光 光 度 計 で 測定 し た . 酵素 活性 を wet 
weight 1mg 当り 1 分 間 に さ れる gmole 数 で 表わす 
と , i) 2, 6-dichlorophenol-indophenol 使用 時 , S.o. で 
は 0.44, A.t. で は 0.56, 更に KKCN を 添加 し て も 活性 
の 変化 は 認め な か つた . i Cytochrome c 使用 時 , S.o. 
は 平均 0.16, A.t は 平均 0.183 で KCN を 添加 し て も 活性 
た 変化 は な か つた が , Antimycin A を 加え る と 活性 は O 
. と な つた . 以上 より Lazarus の CN 阻害 が 余り な いと 云 
: う 実験 結果 と 併せ 考え て , 削 暁 虫 の 末端 呼吸 に は Cyto- 
chrome C の 関与 する 系 と 関与 し な い 系 の 2 つが 考え ら 
れる . «4) カタ ラー ゼ に つい て a) の 
の 運動 能 に 及ば す 影 響 を 焼 酸 緩 衝 液 加 生食 水 (pH 7.0) 
で し その 中 に 体 を 入れ , 38°C で 貝 体 の 運動 を 観 
する と 4~6 X10 の Hz:O: は 時 間 内 に 運動 を 


停止 せしめ た . b) カ タラ ー づ お 濃度 を Euler-Josephson 法 
で 測定 する と S.o. で は 0.89~0.835Xx10*%, A.t. で は 
0.18~0.12x10-322 で 非常 に 低い 価 を 示し た . 以上 酸素 
分 圧 の 低い 所 に 寄生 する S.o. 及び A.t. の 呼吸 代謝 に 関 
する 実験 結果 を 報告 し た . 


犬 状 虫 の 定期 出現 性 久米 清治 (東京 農工 大 ): 
S. KUME : (Division of Veterinary Science, Faculty 
of Agriculture, Tokyo University of Agricultiure & 
Technology): Microfilarial periodicity of Dirofilaria 


mmitis 


犬 系 状 虫 Diroflaria immztis の 数 は 最低 時 
C10 時 ) に 対し , 最高 時 24 時) は 6.5 倍 (28 例 平均 ) 
に し て , 明らか な 夜間 出現 性 が み ら れ る . 夏 と 冬 に お い 
て 定期 出現 性 と 本 質 的 差異 を 認め な い が , 仔 虫 の 実数 は 
冬 よ り 夏 に 多い . IT. か か る 仔 虫 の 定期 出現 性 は 成虫 と 
は 無関係 で あり , 仔 虫 自体 の 宿主 体内 に お ける 定期 的 移 
動 に ょ つて 療 起 され る 現象 な る と こと は 次 の 事実 と に より 明 
ら か で ある . (1) 母 虫 を 化学 療法 (Dichlorophenarsine 
HCI) に より 完全 殺 減 する 前 も 後 ( 誠 検 に と より 確認 ) も 
同様 に 定期 出現 性 が あぁ られる. (2) 犬 糸 状 虫 に 未 感 染 
の 幼 犬 に 仔 虫 を 注入 すれ ば , その 仔 虫 は 明らか な 定期 出 
現 性 を 示す . ( 38) 末 村 血 液 中 の 仔 虫 数 1 に 対し , 肺 血 
中 の 仔 虫 数 は 昼間 598 (11 例 平均 ) 夜間 28 C 6 例 平 均 ) 
と な り , 仔 虫 は 昼間 内 臓 特 に 肺 に 集まり , 夜間 末 醒 血管 
に 移動 する こと が わか る . 隔 . そし て , か か る 仔 虫 の 移 
動 (定期 出現 性 ) は 抗 糸 状 虫 剤 , 自律 神経 系 , 網 内 系 , 
下垂 体 副 堅 系 に 作用 する 各 薬 剤 , 鎮静 剤 , 酸素 吸入 な ど 
に より 仔 虫 自体 また は 宿主 体 に 甚 レ く 強 い 感 作 を 加え れ 
ば 変動 せしめ る こと も で きる が , 昼夜 間 に 起 り 得 る 宿主 


・ の 生理 的 範 暑 の わずか な 変化 に 支配 され て 発現 する も の 


と は 考え られ な い 〔 詳 細 は 教室 の 大 石 博士 が 日 本 衛生 学 

誌 , 14 C4 臨時 増刊 号 ) : 549 一 565 (1959) に 報 
告 ]. IMV. し か ら ば 定期 出現 性 は 何 に 由来 する か は 直 ち 
に 断 じ 得 な い が , その 後に お ける 教室 の 実験 過程 を 要約 
する と 次 の 如く で あり , 定期 出現 性 の 本 態 に 重要 な 示唆 
を 与え る も の と 考え る . (1) 末 構 血 中 の 仔 虫 数 は , 昼 
夜間 の 定期 出現 性 の 他 に 顕著 な 季節 出現 性 が あり , 最高 
(夏期 ) に 対し 最低 (次 の 冬期 ) は り zz:~ リ zz (3 例 平 均 
Js5) の 如く 夏 に 多く 冬 に 少 い . (2) 犬 糸 状 虫 は 感染 後 
6 ~7 ヶ月 か ら 仔 虫 産出 を 開始 する か ら , 春 か ら 夏 に か 
け て の 仔 虫 数 の 増加 は 前 年 の 夏期 に 感染 し た 虫 体 か ら の 
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任 虫 産出 も 無関係 と は いえ な い が , (3) 成熟 母 虫 の 子 
宮内 に は , 年 間 を 通じ 同様 に 仔 虫 が み ら れ (毎月 平均 50 
匹 の 母 虫 を 検査 ), 夏期 に 仔 虫 の 形成 ・ 産 出 が 増加 し , 冬 
期 に 減少 する 事実 は み ら れ な い . (4) う し か る に 仔 虫 を 
未 感 染 犬 2 頭 < 同 腹 兄妹 犬 ) に 注入 し , 1 頭 は 普通 犬 舎 
( 装置 な し に 飼育 し , 他 は 感 作 を 受け 境 
に 飼育 し た と と ろ , 普通 犬 舎 に 飼育 し た 犬 の 仔 虫 数 は 夏 
期 に 増加 し , 冬期 に 減少 し て , 自然 感染 犬 の 場合 と 同 
様 な 季節 出現 性 が み ら れ た . し た が つて . 季節 出現 性 は 
母 虫 の 仔 虫 産出 と は 関係 な く 発 現す る こと が わか る ( 仔 
虫 注入 後に 自然 感染 が あつ た と し て も を も 仔 虫 産出 は 翌 春 ま 
で 行わ れ も れ な いか ら , 仔 虫 を 注入 し た 年 の 夏 に お ぉ ける 仔 虫 
増 数 は 注入 仔 虫 自体 に 由来 する ) が , 麗 の 感 作 を 受け 
陣 境 に 飼育 し た 犬 の 仔 虫 数 は 夏期 に お いて も 増加 せ ず , 
季節 出現 性 は るみ られ 妨 事 実 が 発見 され た . (5) 未 感 染 
犬 に 注入 後 , 長期 間 (417 日 感 作 を 受け も 
明らか な 定期 出現 性 を 示し た . と の 場合 , 注入 され た 仔 
虫 の 元 の 宿主 な ら ぴ びに 仔 虫 自体 は 皮 の 感 作 を 受け た も の 
の で ある . 即ち , 自然 感染 例 で は 宿主 は 夏 中 目 に 刺さ れ 
て 感染 し , 仔 虫 は 翌年 の 夏 か ら 末 村 血 管 に 現れ て (少数 
の 仔 虫 は 春 か ら 現 れる が 稀 で ある ), 直ちに 下 の 感 作 を 受 
ける が , て (6) 人工 的 に 感染 し た 犬 よ り 冬 期 に 未成 熟 虫 
を 採集 し て 未 感 染 犬 に 多数 移植 する と 麗 の 発生 前 に 仔 虫 
が 村 管 に 現れ , 宿主 る 仔 虫 も 感 作 も 受け も の 
が 作れ る . か か る 仔 虫 に つい て 観察 する に 定期 出現 性 を 
みみ な いと と が 発見 され た . (7 う と の も の る も 表 の 活動 が 
始ま る と 非 定 期 出現 性 が 動揺 し , 季節 出現 性 に ょ る 仔 虫 
の 増加 が 始ま る . (8 う と の 研究 は 目下 進行 中 で あつ て 
実験 例 数 も 少く 結論 を 行う 段階 で な い が , 現在 まで に 得 
られ た 以上 の 知見 より 敢 て 推論 する な ら ば , 仔 虫 は 最初 
非 定期 出現 性 で ある が , 到 の 感 作 に より 動揺 レ つ つ 次 第 
に 夜間 出現 性 に 傾き , 遂に こと これが 固定 され る の で は な か 
ろう か と 想像 され る . 


類 の 組織 化学 岡村 一 郎 (熊本 大 寄生 ) : I. OKA- 
MURA (Department of Pasasitology, School of Me- 
dicine, Kumamoto University) : Histochemistry of 
helminthes 


組 化 学 的 研究 は 現在 未だ 多く の 制約 の 下 に ある けれ 
ども , 非常 な 発展 を 行 つ て 居る . 多数 の 無機 物質 , 糖 
類 , 脂質 , 蛋白 体 , 或 は 酵素 類 の 証明 が 可能 と なつ た. 
と れ に ょ つて 物質 の 組織 内 , 細胞 内 の 局 在 が 知り 得 , 消 
長 の 過程 が うか が え , 相関 が 推察 され , 他 の 生化 学 的 , 
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生理 的 , 組織 学 的 研究 等 と 相 ま つ て 生体 生理 解明 の 有力 
手段 と な つて 居る . 生体 内 に お ける 物質 の 質 的 , 量 的 異 
変 は 細胞 , 組織 , 個体 の 機能 の 変異 と も 考え られ , と これ 
等 の 追 完 に ょ つて , 生体 機能 の 変異 と 条件 を 捕捉 し 得 
る . 我 教 室 こ お いて は 組織 化学 的 術 式 を 映 虫 の 生理 , 病 
理 の 研究 に 採用 し て 映 虫 の 発育 過程 の 推移 と 物質 代謝 の 
関連 , 生活 陣 境 の 変化 と 代謝 系 の 変動 等 を 中 心 と し て 検 
討 し て 来 た . とれ は 即ち , 代謝 系 の 形態 学 的 研究 に 資す 
る と 共に , 殺 卵 殺虫 を 通じ て 寄生 虫 撲 減 の 資料 を 提供 
出来 る と 信ずる か ら で あ る . こと の 報告 で は 其 結 果 の 大 略 
を 写真 に ょ つて 公示 する が , 大 体 次 の 様 な 結論 に 至 つ て 
居る . 1) 無機 物質 に つい て . 環 虫 の 分 光 分 析 的 研究 
に ょ つて , Na. K. 其他 20 種 の 元素 を 検出 し 得 た . お そる 
らく 他 の 映 虫 に つい て も 同 程 度 の 元素 検出 は 出来 る と 思 
う が , 組織 化学 的 に は 日 本 住 血 吸虫 卵 に つい て Mg. Ca. 
Zn. Hg. Co. Al. の 検出 が 出来 た の が 最も 多数 の 元素 証 
明 が 可能 で あつ た 例 で ある . 卵 内 に お いて も 等 の 物質 
が 常 在 する も の で な く , 卵子 の 分 割 , 発育 の 程度 に つれ 
て 変動 する . Hg. 時 色 題 粒 は 仔 虫 完成 後 の 卵 内 に , 且つ 
仔 虫 の 頭 端 附近 に 秘 在 し , Mg 題 粒 は 臓器 発生 期 以 後 の 
仔 虫 包 臓 卵 に 認め られ る . Miracidium の 頭 腺 に は Cr. 

Al. Zn. Hg. Co. の 旦 色 反 応 が 見 られ , Cercaria の 腺 細 
胞 に は Mg. Ca. Zn. Co. の 星 色 物質 の 存在 が 知ら れる . 

Cercaria の 腺 細 胞 内 容 は 頭 腺 , 前 腺 群 , 後 腺 群 に よ つ て 
量 色 の 差異 を 見 出し , その 内 容 が 単 一 て な いと と を 示し , 
更に 叉 Cercaria の 宿主 体 侵 入 の 際 そ の 内 容 が 放出 され 
宿主 組織 の 侵入 部 位 に 残 在 され る と と に ょ り , 腺 細 胞 の 
機能 を 推察 し 得る . 然し , 日 本 住 血 吸 虫 が 成虫 に 成育 す 
れ ば 無機 物質 の 証明 は 非常 に 困難 と な り , 正確 に は 腸管 
上 皮 細 胞 に 僅少 の Fe が 証明 され た だ け で ある . 有 隷 吾 
口 虫 の 無機 物質 に つい て は 略す る . 虫 の 成虫 に つい て 
は Ca. Mg. Fe. Co. AL が 証明 され る が , 其 分 布 は 組 
織 に と ょ つて 異 り , 細胞 内 に お いて も 一 定 部 位 に 定め られ 
る . 遇 虫 を 夫々 と これ 等 の 物質 溶液 中 に 飼育 し , 又は 物質 
溶液 を 体腔 内 に 注入 すれ ば , 生理 的 存在 , 局所 の 量 色 が 増 
さ れる . 2) 糖 原 に つい て に お いて は 角 下 . 
層 , 側線 で 中 線 , 筋 細 胞 , 体腔 組織 に 著 明 に 認め られ , 

中 腸 上 皮 細 胞 の 題 粒 層 , 基 旗 部 , 卵細胞 , 性 器 上 皮 細 胞 
等 に 証明 され , 殊 に 中 腸 上 皮 細 胞 の 糖 原 質 は その 量 が 常 
に 変動 し て 糖 原 代謝 の 時 盛 さ を 物語 り , 体 壁 の 糖 原 量 は 
安定 し て , 貯 臓 糖 原 で ある と と を る . 有 虫 の 
原 質 は 第 1 期 仔 虫 の 腸管 上 皮 , 第 2 期 及 び 第 3 期 仔 虫 の 
球 頭 腺 , 側線 , 角 下層 , 筋 細胞 中 腸 上 皮 , 
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成虫 の 筋 細胞 中 腸 上 皮 , 角 皮 下層 , 体 線 及 び 頭 腺 に 証明 
され る . 横川 吸虫 , 日 本 住 策 吸虫 , 釣 虫 等 の 検索 結果 は 
略す る . 83) 脂質 に つい て は 中 性 脂肪 の 他 に 類 脂 肪 , 脂 
肪 酸 , Cholesterinester, 脂質 の 検索 を , 有 
虫 , 日 本 住 血 吸虫 , 横川 吸虫 等 に つき , 卵 , 仔 虫 , 成虫 
に つい て 行 つ た が 略す る . 4 R.N.A. 及び D.N.A. に 
つい て 上 記 物 質 の 検索 同様 各 端 虫 の 各 時 期 に つい て 行 つ 
た が 略 する . 5〕 酵素 に つい て 酸性 Phosphatase, アル 
カリ 性 Phosphatase, Lipase, Esterase ご ハク 酸 脱 水素 本 
素 に 関す る 観察 を 行 つ た . 結語 . 要 之 , 線 虫 , 吸虫 , 条 
虫 , に つい て は 物質 の 分 布 に 大 き な 差 異 が 存在 し , 線 虫 
と 条 虫 の 問 で は 代謝 系 に 大 略 相 反する 系 列 が 考 えら れ 
る . 吸虫 は 両者 の 中 間 に 存 在 す る . 卵 よ り 成 虫 に 至る 間 
に , 代謝 形式 の 変動 が その 形態 的 変動 と 共に 行わ れる . 
線 虫 に つい て ぁ も 然 り . 異常 中 の の 代謝 異常 は 
組織 化学 的 に 証明 され , 殊 に 酵素 系 の 変異 は 著 明 で あ 
る . 即ち 映 虫 が 死 を 来 す 前 に 酵素 の 急激 な 減少 が 見 られ 
る の で ある . 

( 加 ) ( 阪 市 大 小田 内 科 ) 野田 昇 ・ 楠 正 知 ・ 
鳥居 達生 ・ 沢 田 順 ・ 加 藤 宗 男 ・ 木 村 生理 ・ 後 藤 英 二 

吾 々 は 卵 よ り V 期 迄 の 各 期 の 犬 多 虫 飼育 液 中 の 酸素 量 
を 経過 を 追 つ て バン スラ イ ク 法 で 測定 し た . 飼育 液 は 以 


下 全部 血清 を 使用 し た . これ は 酸素 を 通気 し た 血清 内 の 
酸素 量 の 時 間 的 推移 を 示し た も の で ある が 流動 パラ フィ 
ン 封 入 の 場合 3 時 間 位 で は 殆 ん ど 変 化し な い . と これ は 貝 
卵 の 血清 培養 液 中 の 酸素 量 の 変動 で 実線 は 飼育 液 , 点線 
は 対照 で ある が 3 時 間 後 も 対照 と 余り 変ら な い . 所 調 1 
期 仔 虫 は 時 間 の 径 過 と 共に 著 明 に 酸素 を 消費 する . 完熟 
仔 虫 は 著 明 に 酸素 を 消費 する . 所 調 3 期 仔 虫 に お いて は 
筋肉 より 採集 し た 仔 虫 より も 肺 よ り の 仔 虫 が 酸素 を より 
消費 する 傾向 を 認め た . 経 言 感染 6 日 後 の 4 期 仔 虫 は 著 
明 に 酸素 を 消費 する . 成虫 に お いて は 特に 雌 が 著 明 で あ 
つた . 卵 の 酸素 連続 通気 及び 非 通 気 に よ る 培 
養 で は 通気 し な いも の は 1 期 の 殆 ん ど 発育 し な い 状 態 で 
5 日 目 死 滅 し た が 通気 例 で は 完熟 仔 虫 に 近い 発育 を 示し レ 
た . 以上 より 釣 虫 の 体外 飼育 の 場合 酸素 を 消費 し , 血清 
を 用 いた 体外 飼育 に お いて 釣 虫 が 余り 発育 し な い 原 因 の 
1 つと 考え られ , 又 釣 虫 寄生 に 依り 宿主 より 酸素 を 奪取 
する 事 推定 され た . 

加 ) ( 大 板東 丈夫 ・ 長 谷川 子 

豚 の 全 体 , 消化 器 管 , 筋 , 体腔 液 , 器 中 の 
Serotonin 含有 量 を 定量 し 夫々 , 0.5, 8.7, 1.7, 1.7 
1.2 g/g fresh tissue の 値 を 得 た . その 生理 的 意義 に つ 
いて は 今後 研究 し た い . 
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川 名 
川名 
河 野 明 
川野 喜代 次 
河 野 恵 


河 野 


河野 三郎 


川島 健治 郎 


川 割 時 


高槻 市 大 字 高 槻 1.363 
米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 


Cae 国立 嬉野 病院 内 


横浜 市 南 区 上 大 岡町 750 
広島 県 府中 市 府中 町 60 の 3 
東京 都 文京 区 湯島 東京 医科 歯科 大 学 
医 動物 学 教室 

佐賀 県 鳥栖 市 鳥栖 保健 所 日 本 住 血 吸 
病 研究 室 

浜松 市 革 町 34 本 田 技術 工業 K.K. 浜 
診療 所 


新潟 市 新潟 大 学 医学 部 医 動 物 学 教室 
愛 嬢 県 今治 市 上 宝来 
長崎 市 興 療 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 


名 古屋 市 中 村 区 二ツ橋 4 の 4 日 本 寄 
生 忠 予防 会 支部 

名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 農林 
会 館 4 階 

新潟 市 旭 町 新潟 大 学 医学 部 木下 内 科 


東京 都 大 田 区 仲之 の 14 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
第 一 病理 

京都 市 東山 区 本 町 15 丁目 京都 第 一 
赤十字 病院 内 科 

奈良 市 今 御門 
鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 
一 病理 学 教 室 


千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 
千葉 県 館山 市 北条 1703 川名 医院 

大 阪 府 三島 郡 三島 町 一 ツ 屋 383 
東京 都 港 区 麻布 宮村 町 69 都立 城南 高 
校生 物 教 室 


半音 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
赤木 内 科 


鹿児島 市 鹿児島 大 学 農 学部 
福岡 県 田川 市 大 字 伊 田 2745 三井 田川 
鉱業 所 病院 


千葉 県 市 川 市 北国 分 町 2,582 


長崎 大 学 学芸 学部 保健 


東京 都 文京 区 本 郷 順天堂 大 学 医学 部 
薬理 学 教室 


木 畑 江 


木 原 録 
木村 正 


木村 道 也 
木村 志郎 
木 


木村 郡 郎 
田 
北川 徳 三 郎 
北 本 治 


北村 鋼 一 
北 村 誠 
北村 精 一 


九州 大 学 医学 部 


学 教室 
小林 昭夫 


林 明 


小林 晴 治 郎 
小林 準 三 
小林 


古賀 元 
古 賀 孝 


小 
小島 邦子 


国立 相模 原 病院 


国 東 
小牧 
小松 
小松 
小宮 義孝 


小 富 山 新 一 
近藤 カ 


近藤 武男 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 


院 微生物 学部 寄生 忠 室 
東京 都 目黒 区 下 目 黒 目黒 寄生 忠 館 
市 宮崎 大 学 農 学部 水産 学 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 


岡山 県 都 早島 町 
兵庫 県 篠山 局 区 内 兵庫 科 大 学 
学 教室 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
山形 県 酒田 市 出町 39 
三重 県 度 会 郡 大 宮 町 野原 


東京 都 港 区 芝 自 金 台 町 東京 大 学 伝 楽 
病 研 究 所 研究 部 


横浜 市 南 区 浦 艇 町 横浜 市 立 大 学 医学 
部 寄生 学 教室 


東京 都 北 区 志茂 町 2 の 1670 日 本 化 薬 
K.K. 王子 製薬 工場 
長崎 市 坂本 町 長崎 大 学 


福岡 市 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


0 岐阜 県 立 医科 大 学 寄生 躍 学 教 


宇治 市 開 町 松 の 146 
東京 都 渋 谷 区 代々 木 本 町 808 
岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 忠 学 教 


福岡 市 潟 州 町 58 古賀 胃腸 病院 
宮崎 市 広島 通り 3 の 15 医療 法人 同心 


東京 都 新宿 区 町 慶応 大 学 医 
学部 寄生 貝 学 教室 
東京 品川 区 上 大 崎 長 者 国立 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 

神奈 県 相模 原市 上 

鹿児島 市 鹿児島 大 学 医学 部 佐藤 内 科 
宮崎 市 権現 町 三 

高知 市 朝倉 高知 大 学 教育 学部 


東京 都 港 区 芝 新 橋 3 の 18 
所 寄生 部 


衛生 研 
高津 保健 所 


川崎 市 溝の口 357 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研 究 所 


愛知 県 北設楽 郡 東栄 町 三輪 
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神 谷 | 
加 
誠 
生 予防 協会 
金光 
ソソ 太郎 
田 
加藤 
和 


(生物 


近野 誠二 
小西 富 


小竹 政調 
カ 


小山 
小 財 動 


小 


久 葉 
久子 


久保 田仲 
泰介 
能 三 由 


中 
熊谷 謙三 郎 
太 


久米 清治 


国井 
蔵元 虎 蔵 
誠 
奏 生 研究 所 
林 海 男 
黒田 道義 


正 知 
久 津 見 晴 
久留 米 大学 医 学 
部 寄生 虫 学 教室 
原 
寛一 


福井 市 志 比 口 町 福井 県 衛生 研究 所 


東京 都 文京 区 向 ケ 岡 弥生 町 東京 大 学 
農学 部 獣医 内 科 教 室 


大 阪 市 東淀川 区 13 東 之 町 3 の 67 


衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 港 区 青山 南町 6 の 7 
東京 都 品川 区 上 大 崎 国立 予防 衛生 研 
完 所 寄生 部 

東京 都 港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 会 医科 
大 学 衛生 学 教室 

兵庫 県 多紀 郡 篠山 町 兵庫 大 学 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


東京 都 豊島 区 西巣鴨 4 の 530 
岡山 県 津山 市 田町 25 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 


長野 県 下伊那 郡 山村 和田 病院 

大 阪 市 天王 寺 区 筆 ケ 崎 町 15 桃山 病院 
長野 県 下伊那 郡 阿 南町 北条 

日 本 全 薬 工業 株 


東京 都 北 多 摩 郡 府中 町 東京 農工 大 学 
農学 部 獣医 学 教室 


埼玉 県 市 関東 東山 農業 試験 場 
熊本 市 古 京 町 化学 及 血 清 療法 研究 所 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 内 科 
市 西畑 町 

高槻 市 章 川 24 日 本 専売 公社 診療 所 
東京 都 杉並 区 和泉 町 118 黒田 医院 
東京 都 田 区 神田 8 診 


大 阪 府 泉大津 市 若宮 町 15 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 


久留 米 市 旭 町 


長野 県 飯山 市 太田 
松山 市 久米 町 
東京 都 新宿 区 四谷 須賀 町 5 小林 方 


M 
札幌 市 北海 道 大 学 医 学部 家畜 寄生 
学 部 家畜 寄 


弘前 市 本 町 弘前 大 学 医学 部 外科 教室 
広島 県 猿 町 84 


増田 


松 林 


松田 


松 井 
松 本 


松 村 
松尾 喜久 男 


松 岡 
松山 


松崎 義 周 


三原 郎 
三 上 義昭 
田 
御 前 定 
三島 
三輪 清 
三谷 和合 
光井 庄 太 郎 
昭子 
三浦 孝次 
三浦 運 一 
上 


富川 三男 
富川 雄一 郎 


富 城 県 寄生 
予防 協会 
富 地 敬介 


三 カ 
富田 


(.99 ) 
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京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 附属 病院 胃腸 科 


東京 都 世 田谷 区 祖師 谷 2 の 837 
福岡 市 由 灯 九州 大 学 医学 部 第 三 内 科 
松本 市 "信州 大 学 学部 
東京 都 新宿 区 信濃 町 訂 応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 躍 学 教室 

広島 市 1825 

群馬 大 学 医 学部 衛生 学 


清水 市 村松 2,004 
新宿 区 市 谷 河田 町 東京 女子 医大 
生 忠 学 教室 


前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 

山鹿 市 桜町 亀井 方 
和歌 山県 衛生 研究 所 和歌 山 市 小松 原 
通 1 の 1 

東京 都 北 多摩 郡 国 立町 中 区 182 
鳥取 市 鳥取 大 学 医学 部 第 二 内 科 
徳島 市 徳島 大 学 医学 部 病理 学 教室 
大 阪 市 港 区 市 岡 浜 通 3 の 45 
秋田 市 上 中 城 町 秋田 県 立 中 央 病院 
三原 市 木原 町 日 本 寄生 虫 病 研 究 所 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 第 一 内 科 
大 阪 府 南 河内 郡 町 北野 田 163 の 


岩手 医科 大 学 第 三 内 科 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研 究 所 寄生 虫 研究 部 


金沢 市 金沢 大 学 薬学 部 薬物 学 教室 

京都 市 京都 大 学 医学 部 衛生 学 教室 

鹿児島 大 学 医学 部 第 

熊本 県 荒尾 市 荒尾 市 立 病 院 

東京 都 文 京 区 本 郷 順天堂 大 学 医学 部 

薬理 学 教室 


仙台 市 北 材木 町 177 


三原 市 木原 町 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
a bc 鹿児島 大 学 医学 部 第 


西宮 市 霞 町 103 


E | | | 正典 
ss 
| | | 屋 富 一 
| | 忠 
| | 
教 
究 
心 
| 
科 
予防 
町 田 時 
| | 


長崎 大 医学 部 
図 書 


永瀬 典子 


九州 大 学 医学 部 寄生 学 


山口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医科 大 学 
病理 学 教室 第 一 講座 


静岡 市 安東 3 の 98 

市 千葉 大 学 医 学部 公衆 衛生 学 教 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大学 医 学 
部 寄生 虫 学 教室 

大 阪 府 立 大 学 学部 


静岡 市 静岡 県 衛生 研究 所 
北海 道 札幌 市 北海 道 大 学 農学 部 


東京 都 品 川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教 室 


東京 都 文 京 区 竹早 町 88 エー ザ ィ 株 式 
会 社 企画 部 

岐阜 市 北野 町 岐阜 県 立 医 科大 学 寄生 
学 教室 


京都 市 中 京 区 王 王 下溝 町 38 の 2 日 本 


新薬 株 式 会 社 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 躍 原 虫 学部 


県 南 字 和 辺 町 2560 愛媛 県 
南宇和 病院 

神戸 市 生田 区 中 山手 通 6 の 91 神戸 披 
会 病院 内 

米子 市 鳥取 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
市 大 学 医学 部 公衆 術 生 学 
熊本 市 域内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 

虫 病 学 教 

東京 都 中 央 区 日 本 橋 留 ァ 
イザ ー 株 式 会 社 


山梨 県 吉田 局 区 内 明 見 町 


N 


京都 市 上 京 区 河原 町 広 
医科 大 学 医 動物 学 教室 


大 阪 府 布 施 市 族 屋 西 106 の 6 

東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 

江戸 川 区 東 小 松川 大 和 化 学 工業 株 式 
会 社 東 京 工場 


小路 京都 府立 


東京 都 江戸 川 区 東 小松 川 4 の 1888 大 
阪 合同 K.K. 東京 工場 


長崎 市 坂本 町 193 
岐阜 県 郡上 郡 白 鳥 町 白島 


豊 
良 
正 治 


康 


長 
永 山 


林 

中 田 秀明 
中 川 志郎 
中 込 任 
中 牙 一 
中 一 


典 
夫 


中 
中 


中 島 進一 


達 
文昭 
典 男 
太 郎 


中 
中 松 
中 村 
中 村 
中 村 
中 村 


中 西 靖 郎 


中 
中 山 


中 
中 銀 太 
南 摩 
根本 順 忠 
日 本 医大 
第 一 病院 内 科 
本 予 防 
会 福岡 県 支部 


千葉 市 作 草 郡 町 国立 千葉 病院 内 科 
宮崎 市 船 塚 町 宮崎 大 学 農 学部 
oe ied 鹿児島 大 学 医学 部 第 


宮崎 県 串間 市 国民 保険 直営 診療 所 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大学 微 生物 
病 研究 所 寄生 虫 原虫 学部 
小見川 中 央 病 


者 東京 都 賜 上 野 動 
物 園 衛生 室 . 


東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
学 医 動物 学 教室 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 内 科 

千葉 県 茂原 市 東郷 1,900 東洋 高圧 工 
業 K.K. 千葉 工業 所 診療 所 
熊本 市 京町 2 の 173 

大 阪 市 東 区 森町 南 1 丁目 大 阪 府 立 衛 
生研 究 所 


ed 山梨 県 立 医学 研究 


岩手 県 水沢 市 木 畑 小路 3 

札幌 市 北条 北海 道 大 学 医 学部 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 第 一 内 科学 教室 
千葉 県 香取 郡 東庄 町 石 出 橘 病 院 

大 阪 市 東住吉 区 平野 西脇 町 18 大 日 本 
臓器 研究 所 


京都 市 上 京 区 河原 町 広小路 京都 府立 


医科 大 学 医 動 物 学 教室 
岐阜 県 郡上 郡 和 泉 村 診療 所 


学部 寄生 虫 学 教室 


甲府 市 所 地方 病 科 
岡山 県 浅口 郡 金光 町 同仁 会 金光 病院 
東京 都 港 区 赤坂 新町 1 の 10 
福島 県 田村 郡 小野 町 根本 医院 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 2 の 10 


福岡 市 地蔵 谷 13 
東京 都 中 央 区 湊町 3 の 8 食品 研究 課 


新潟 市 旭 町 通り 1 番 町 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 国立 公衆 衛生 
院 微生物 


米子 市 西町 鳥取 大 学 医学 部 公衆 衛生 
学 教室 
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西 オ 


西山 実 光 
野田 


野 政 
野村 オ 一 
野崎 


大 場 一 兵衛 
大 林 正士 


越 一 
越 
織田 卓 郎 


小田 三 
小田 俊郎 


小笠 慌 


小川 
野 


大 越 伸 
大 串 晃 治 


小栗 
大 橋 平治 


ー 
大 平 得 
追 川 実 男 
大 家 


大 


大 磯 友 明 
大 国 


静岡 市 北 安 東 町 74 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 原 虫 学部 


鹿児島 市 上 荒田 町 鹿児島 大 学 農 学部 
大 阪 府 立 大 学 学部 


大 阪 市 西区 北 堀江 御池 通 2 の 26 
静岡 市 小黒 1 丁目 静岡 県 衛生 研究 所 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
横須賀 市 野比 国立 久里浜 病院 

市 千葉 大 学 医学 部 学 


佐賀 県 伊 万 野 脇田 町 105 

札幌 市 北海 道 大 学 獣 医学 部 家畜 寄生 
病 学 教室 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 中 
病 研 究 所 

広島 県 三原 市 木原 町 1529 日 本 寄生 中 


病 研究 所 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 附属 
病院 吉住 内 科 


岡山 市 岡 岡山 大 学 医学 部 病理 学 教室 
大 阪 市 立 大 学 医 


京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 第 三 内 科 


栃木 県 足利 市 通 1 の 2697 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 


国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 


東京 大 学 
部 獣医 学科 家畜 内 科学 教室 


a 近藤 化学 工業 株 式 会 


東京 都 品川 区 北浜 川町 1149 


愛知 県 北設楽 郡 東栄 字 込 字 橋場 
35 の 1 東栄 町 国保 園 診療 所 


東京 都 渋 谷 区 恵比寿 2 の 11 
福岡 市 西新 町 西南 学院 
前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 


東京 都 文京 区 本 天堂 大 学 医学 
順 学 医学 部 


学部 


山形 市 香 大 宝 寺 32. 
東京 都 世田谷 区 経堂 304 


小寺 忠相 
小野 田部 
長 田 信 
大 沢 正夫 
大 阪 大 学 
医学 部 図書 館 
大 阪 医 科 
大 学 図書 館 
大 志 
大 


大 阪 市 旭 区 大 宮西 之 町 8 の 57 
大 阪 市 天王 寺 区 大 道 4 の 59 


久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
虫 病 学 教室 
東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 医局 


福岡 県 糸島 郡 前 原町 未 島 保健 所 
Re 大 阪 市 立 衛生 研究 


東京 都 品川 区 平塚 6 丁目 昭和 医科 大 
動物 学 教室 


学 医 


熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医学 部 寄 
生 躍 病 学 教室 


山口 市 東 白 石 2293 防 長 寄生 躍 予防 会 
広島 市 南 観 音 町 3 丁目 県 公告 
本 市 千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 


東京 都 文 京 区 音羽 町 5 の 1 
東京 都 港 区 芝 白 金 三光 町 北里 研究 所 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 市 興 療 町 長崎 大 学 風土 病 研 究 所 
長野 県 下伊那 郡 富 草 村 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
東京 都 千 代田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
赤木 内 科 


東京 都 区 信濃 町 慶応 義 学 病 
院 産 婦人 科 


福島 県 須賀 川 市 国立 福島 療養 所 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 徴 生 物 
病 研究 所 寄生 躍 原虫 学部 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医 学部 第 
二 病 理学 教室 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医 学部 寄生 
学 教室 


兵庫 県 多紀 郡 篠山 町 兵庫 農 科 大 学 
愛媛 県 今治 市 常盤 町 3 丁目 今治 保健 所 
大 阪 市 北 区 堂島 枚方 徴 研 = 
東京 都 町 田 市 原町 田 町 田 保健 所 
横須賀 市 佐野 町 6 の 35 
群馬 県 伊勢 崎 市 上 町 大 沢 小児 科 医 院 


大 阪 市 北 区 常安 町 33 


高槻 市 古 委 部 350 
区 東京 医科 歯科 大 学 


院 微生物 学部 寄生 躍 室 
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長崎 県 南高来 郡 愛 野 町 長崎 県 農業 試 
験 場 愛野 試験 地 


東京 都 北 区 西ヶ原 農業 技術 研究 所 経 
営 土地 利用 部 


ai 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 セン イ 会 館 
富山 化学 工業 株 式 会 社 東京 支部 


甲府 市 山梨 県 立 医 学研 究 所 
広島 県 御調 郡 向島 町 立花 2319 の 2 立 
花 診療 所 


ョ 


千葉 大 学 医 学部 公衆 衛生 学 教 
新潟 大 学 医学 部 医 動 


北海 道 札幌 市 北 8 西 5 北海 道 大 学 獣 
医学 部 家畜 寄生 虫 病 学 教室 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 第 
大 阪 市 北 区 常安 町 32 大 阪 大 学 歯 学部 
薬物 学 教室 


広島 市 比治山 ABCC 寄生 虫 研究 室 
広島 市 牟田 町 早稲 区 896 

甲府 市 古 府中 町 30 国立 甲府 病院 
kt 東北 大 学 医学 部 薬学 


大 宮 市 埼玉 県 衛生 研究 所 生活 科学 部 
S 


千葉 県 佐倉 市 佐倉 保健 所 
東京 都 品 川 区 平塚 6 の 1033 


東京 都 新宿 区 信濃 町 慶応 義塾 大 学 医 
学部 寄生 虫 学 教室 


長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風 土 病 研 究 所 


所 寄生 虫 学部 


peta 北海 道 大 学 獣 医学 部 家 
生 虫 病 学 教室 

大 阪 市 住吉 区 粉 浜本 町 4 の 51 
仙台 市 3 番地 

岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 虫 学 教室 
福岡 市 大 字 浜 男 九 電 病院 


千葉 市 千葉 大 学 医 学部 医 動物 学 教室 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
研究 所 寄生 躍 研究 部 


東京 都 文京 区 大 塚 辻 町 東京 都 衛 生研 
所 寄生 室 


長野 県 南佐久 郡 田町 佐久 病院 
山梨 県 中 巨摩 郡 村 形 町 小笠 原 保 健 所 


夫 
佐藤 温 重 


佐 権 内 
佐藤 
佐藤 八郎 


佐藤 孝 


佐 守 
佐 藤 昇 
佐藤 重 
沢 田 
沢 田 
沢田 藤 一 郎 
沢田 利 
正四 
関 
田 
志田 正夫 
下 康 
守 
島 袋 
島谷 敏男 
清水 喜一 
清水 清久 
清 水 
清水 重 矢 
清水 男 
篠 原 隆 
篠原 正道 
白 川 充 
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京都 市 上 京 区 河原 町 広 水路 京都 府立 
医科 大 学 医 動物 学 教室 

東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 虫 部 
青森 市 塩町 45 

三重 県 員弁 郡 藤 原村 西野 尻 


lm) 鹿児島 大 学 医学 部 第 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 3 の 9 田辺 


出口 県 宇部 市 小串 山口 県 立 医科 大 学 
第 一 病理 学 教室 

新潟 県 高田 市 大 手 町 高田 保健 所 
Et 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 


奈良 市 奈良 学芸 大 学生 物 学 教室 
大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 小田 内 科 
福岡 市 矢 深町 144 

前 市 岩神 町 大 学 医学 部 


長崎 市 戸町 3 丁目 長崎 検疫 所 
al 新潟 大 学 医学 部 医 動物 学 


佐世保 市 白 南 風 町 27 千住 博 内 科 
市 北海 道 大 学 医 学部 薬学 


佐賀 市 水 江 町 16 志田 医院 
東京 都 文京 区 本 郷 順天堂 大 学 医学 部 
薬理 学 教室 

三重 県 松阪 市 朝日 町 済生会 松阪 病院 
沖縄 那覇 市 琉球 政府 経済 局 畜 産 課 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動物 学 教室 

福岡 県 小倉 市 足立 山門 町 大 寺前 
甲府 市 錦町 山梨 県 医学 研究 所 
徳島 県 名 西郡 神山 町 広野 50 の 5 
武蔵 野市 吉祥 寺 2214 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 

価 賀 県 伊万里 市 山代 町 久原 飯塚 病院 
附属 久原 診療 所 


愛媛 県 松山 市 北 持田 町 133 

東京 都 江東 区 深川 枝川 1 の 6 

神奈 川 県 相模 原市 上 鶴間 5845 東芝 林 
間 病 院 


久留 米 市 旭 町 人 久留米 大 学 医学 部 公衆 
衛生 学 教室 
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昭一 
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東京 都 新宿 区 市 ケ 谷 河 田町 東京 女子 
医科 大 学 寄生 虫 学 教室 


宮崎 県 郡山 志 目 医院 
京都 市 上 京 区 柴野 南部 若草 町 9 


大 阪 府 吹田 市 千里 山 263 


東京 都 品川 区 平塚 昭和 医科 大 学 医 動 
物 学 教室 


山梨 県 中 巨摩 郡 昭和 村西 条 新 田 


名 古屋 市 中 区 桜町 3 の 8 愛知 県 厚生 
連名 古屋 診療 所 


静岡 県 沼津 市 錦町 671 


衛生 研究 所 寄生 躍 部 


静岡 県 田方 郡 南村 仁田 病院 
長野 県 飯田 市 鈴 加 町 中 部 日 本 公衆 保 
健 協 会 


熊本 市 古 京 町 化学 及 血清 療法 研究 所 


東京 都 港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 会 医科 
大 学 衛生 学 教室 


東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 場 

Pe 千葉 大 学 医学 部 中 山 外 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 微生物 学 教 室 

東京 都 文 京 区 向 ケ 岡 弥生 町 東京 大 学 
農学 部 家畜 内 科 教 室 

静岡 県 賀茂 郡 下田 町 相 玉 548 


衛生 研究 所 寄生 忠 部 


T 


長野 県 下伊那 郡 泰阜 村 南 診療 所 
岐阜 市 長良 町 岐阜 大 学 学芸 学部 
東京 都 中 野 区 宮園 務 り 3 の 5 


大 阪 市 天王 寺 区 東上 町 22 大 阪 市 立 大 
学 医 学部 医 動物 学 教 室 

東京 都 千代 田 区 神田 駿河 台 2 の 2 相 
堂 病院 


前 橋 市 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 教室 
東京 都 品川 区 平塚 6 の 1016 昭和 医科 
大 学 医 動物 学 教室 


前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 
城 県 東 城 郡 小川 町 

栃木 県 大 田原 市 滝沢 355 
静岡 市 太田 町 42 


高野 三郎 
高野 喜 正 
高 塩 満男 


津 冬 
高山 四郎 
田 川 


武田 勝 
武田 正義 
武田 薬品 工業 


武田 薬品 工業 
K.K. 開発 部 


武川 藤吉 
武井 一 利 


竹本 
和 本 


滝沢 明 
摩 一 郎 
玉井 太郎 
多 満 城 


玉山 長 
田村 三太郎 
田 辺 
田辺 製薬 K.K. 
学 術 部 
田中 英 
田 中 寛 


田 中 
田中 隆文 


田中 
棚瀬 幸 


丹 野 要 
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千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
秋田 県 能代 市 住吉 後 2 山本 組合 病院 


東京 都 文 京 区 向 ヶ 岡 弥生 町 東京 大 
農学 部 家畜 内 科学 教室 


高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 
福岡 県 市 平 町 

鹿児島 市 山下 町 鹿 児 医学 部 第 二 
le} 島 大 学 医 学部 第 


新井 浜 市 金子 住友 別 子 病 院内 科 
名 古屋 市 中 村 区 稲葉 地 町 五反田 47 の 12 


大 阪 市 東 区 道修 町 2 の 27 


大 阪 市 東 区 道修 町 2 の 27 
横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医 
部 寄生 学 教室 
群馬 大 学 医学 部 衛生 学 


福岡 県 遠賀 郡 水巻 町 日 炭 社 宅 1013 号 
豊中 市 池 大阪 大 学 薬 学科 
RR 広島 市 西 保 健 所 予 


京都 市 東山 区 山科 町 四宮 

千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風 土 病 研究 所 
第 一 病理 


大 阪 市 北 区 箇 根 崎 新 地 2 の 40 
ati 群馬 大 学 医学 部 衛生 学 


岩手 県 北上 市 済生会 黒沢 尻 病 院 
茨城 県 術 生 部 予防 課 

高槻 市 大 阪 医科 大 学 病理 学 教室 
廿日市 


大 阪 市 東 局 区 内 道修 町 3 丁目 20 
守屋 


大 阪 市 阿部 野 区 旭 町 大 阪 市 立 大 学 医 
学部 医 動物 学 教室 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 伝染 病 研究 所 
寄生 虫 研究 部 

高槻 市 大 阪 医科 大 学 病 理学 教室 
久留 米 市 旭 町 久留 米 大 学 医学 部 寄生 
虫 学 教室 

岐阜 市 岐阜 医科 大 学 寄生 虫 学 教室 
熊本 市 城内 二の丸 熊本 大 学 医 学部 寄 
生 虫 病 学 教室 


水戸 市 棚町 水戸 赤十字 病院 内 科 


| 
志 々 目 
沼 洋 
; 株 式 会 社 学術 EE 
柄 博 
鈴木 
鈴木 重 一 
田畑 
正志 
高田 季 久 
高 橋 良 
高橋 庄 一 
高 村 省 三 
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谷田 英 一 
谷川 博 利 
谷 守男 


谷内 治 


手島 一 
寺 夫 
徳 


徳地 清 大 


東京 医科 歯科 大 
学 附属 図書 館 


利 岡 静 一 


鳥取 大 学 附属 図 
書館 医学 部 分 館 


戸谷 徹 
藤 
富山 化学 工業 
株 式 会 社 
富山 化学 工業 
株 式 会 社 
支社 
津 田 洋 


津田 守道 
康 


神戸 市 長田 区 蓮 宮 通 2 の 2 
宮崎 市 清水 町 宮崎 県 衛生 研究 所 


世 田 ヶ ケ 谷 区 下馬 3 丁目 日 本 大 学 筑 本 
医学 部 医学 科 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 虫 病 学部 


甲府 市 太田 町 59 市 立 甲府 病院 
宮崎 県 宮崎 市 中 村 町 4 丁目 73 
防 長 寄生 予防 


長崎 市 興善 町 長崎 大 学 風土 病 研究 所 
横浜 市 立 大学 医 学 


東京 都 文 京 区 湯島 3 の 1 


東京 都 新 宿 区 河田 町 10 


東京 都 中 央 区 京橋 2 の 1 


東京 都 千 代田 区 神田 三崎 町 1 の 7 
堺 市 大 仙 町 大 阪 府 立 大 学 農学 部 獣医 
学科 教室 

東京 都 文京 区 東京 大 学 農 学部 獣医 学 
科 家 畜 内 科学 教室 

群馬 県 高崎 市 下 豊 岡町 142 

横浜 市 区 町 729 

東京 都 中 野 区 本 町 通り 6 の 28 


鳥取 県 米子 市 西町 86 


a 名 古屋 市 立 
城東 病院 


福岡 市 千代 町 3 の 40 
富山 市 下 奥 井 8 


東京 都 中 央 区 日 本 橋本 町 セン イ 会 館 
ez} 徳島 大 学 医学 部 第 二 内 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
鹿児島 県 名 瀬 市 田上 町 18 
東京 都 北 多 摩 郡 小平 町 農林 省 家畜 衛 
生 試 験 場 寄生 躍 部 
豊橋 市 多 米 町 野中 7 中 部 寄生 躍 予防 
研究 所 


U 
長野 県 下伊那 郡 阿南 町 御供 
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矢島 
山形 


山 
左 仲 
山 富 


山川 幸子 


長野 県 下 伊 町 御供 
鹿児島 市 上 荒田 町 2,070 

高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科学 教室 


大 阪 市 住吉 区 塚 山東 4 の 43 
東京 都 北 多 摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試験 場 


弘前 市 弘前 大 学 医学 部 病理 学 教室 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研 究 部 寄生 躍 研究 室 


若松 市 鴨 生田 北九州 五 市 共立 療養 所 
第 二 松 寿 園 


大 宮 市 吉 敷 町 埼玉 県 衛生 研究 所 
大 阪 府 寝屋川 市 香里 645 
東京 都 目黒 区 駒場 町 730 


部 獣医 学科 


移 川 病院 


東京 都 千代 田 区 飯田 町 日 本 医科 大 学 
第 一 医院 内 科 


和歌 山 市 美園 町 5 丁目 * 

大 宮 市 大 宮 埼玉 県 衛生 研究 所 
広島 市 深 安 郡 神辺 町 神辺 高校 生物 研 
完 室 


千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 


横浜 市 南 区 浦舟 町 横浜 市 立 大 学 医学 
生 虫 学 教室 


北海 道 枝幸 郡 洪 江別 町 北海 道 立 農 業 
試験 場 宗谷 支場 
東京 都 北 多 摩 郡 小平 町 紅林 省 家畜 衛 
生 試験 場 


山口 県 柳井 市 古 開 作 箕 越 725 高尾 方 
防 長 寄 生 躍 予防 会 周 東 支 部 


Y 
東京 都 北 多摩 郡 小平 町 農林 省 家 畜 衛 
生 試 験 場 


4 東 立 大 学 医学 部 附属 


岡山 市 岡山 大 学 医学 部 寄生 忠 学 教室 
京都 市 上 京 区 塔 の 坂 桜木 町 453 
徳島 市 蔵本 町 徳島 大 学 医 学部 第 一 病 
理学 教室 


岐阜 市 住田 町 2 の 5 


、 
内 田 ふき 
内 園 洋 王 

上 野 計 

東京 寄生 井 万 平 
予防 協会 
東京 歯科 大 学 i 
書 
富 村 保 
友 田 
0 和歌 山県 立 医科 
00 友 松 新 五 大 学 附属 図書 館 ’ 
東芝 病院 分 島 
昇 
内 田 昭夫 


東京 都 港 区 芝 白 金 台 町 東京 大 学 伝染 
病 研究 所 寄生 虫 研究 室 


福岡 市 箱崎 松 浜町 3,572 
茨城 県 行方 郡 漠 来 村 潮来 保健 所 
京都 市 右京 区 竜 安寺 塔 の 下町 2 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 平木 内 科 
東京 府 文京 区 東京 大 学 農 学部 獣医 学 
科 病 理学 教室 


三原 市 木原 町 日 本 寄生 虫 病 研究 所 
高槻 市 大 阪 医科 大 学 岩 田内 科 

甲府 市 錦町 4 
東京 都 新宿 区 東大 久保 1 の 412 東京 
医科 大 学 解 剖 学 教室 
松山 市 堀之内 町 愛媛 県 衛生 研究 所 
札幌 市 北海 道 大 学 獣 医学 部 家畜 寄生 
病 学 教室 


大 宮 市 桜木 町 大 宮 鉄 道 病院 
山口 県 宇部 市 山口 県 立 医 科大 学 病理 
学 教室 


宮崎 県 串間 市 福島 町 市 立 病院 
岡山 市 岡山 大 学 医学 部 薬理 学 教室 


大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 寄生 躍 原 虫 学部 


千葉 大 学 医学 部 中 山 外 
千葉 大 学 医学 部 公衆 衛生 学 教 
東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 


衛生 研究 所 寄生 躍 部 


市 9 番地 日 本 新薬 株 式 会 
社 富山 出張 所 


東京 府 千代 田 区 飯田 町 日 本 医大 第 一 
医院 内 科 


東京 都 板 橋 区 下 赤塚 町 763 


東京 都 品川 区 上 大 崎 長 者 丸 国立 予防 
衛生 研究 所 寄生 躍 部 


東京 都 港 区 芝 愛 容 町 東京 慈恵 会 医科 
大 学 衛生 学 教室 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 
長崎 県 諫早 市 船津 名 205 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 川井 内 科 


鹿児島 市 山下 町 鹿児島 大 学 医学 部 
大 阪 府 豊能 郡 築 面 町 桜井 70 の 2 
京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 
学 医 動 物 学 教室 

江東 区 大 島町 7 丁目 中 之 橋 診 療 所 
高槻 市 大 阪 医科 大 学内 科 


し 裕之 
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広島 県 賀茂 郡 西 条 町 広 短 
学 家畜 衛生 学 教 室 


千葉 市 千葉 大 学 医学 部 医 動物 学 教室 


吉川 政 市 


吉岡 勝 


大 阪 市 福島 区 上 福島 北 3 の 14 
久留 米 市 橋 原 町 健康 保険 第 一 病院 
仙台 市 覚 性 院 丁 16 宮城 県 術 生 研究 所 
前 橋 市 岩神 町 群馬 大 学 医学 部 小児 科 


Zz 
門司 市 大 里 御 所 町 4 丁目 財津 医院 


矢 佑 
吉 好夫 
湯田 和郎 
由 上 


財津 吉 


外国 人 会 員 


: 神奈 川 県 相模 原市 406 医学 研究 所 


Department of Zoology, National 
University, Taipeh, Formosa, 
ina 


韓国 南 市 岩 南 河 620 
大 阪 市 北 区 堂島 西町 大 阪 大 学 微生物 
病 研究 所 


中 華人 民 共 和 国 上 海 上 海 市 衛生 局 


中 華人 民 共 和 国 南京 中 国 医 学科 学院 
南京 寄生 躍 病 研究 所 


高 医学 院 寄生 虫 学 教 
-Chen) 


台湾 省 虐 疾 研究 
eng-hua) 所 


光 i 4 国立 台湾 大 学 医学 院 寄 
en 


iu Jui-Ruan) 


wt 台湾 台北 市 国立 台湾 大 学 医学 院 寄生 


-hsien) 中学 教室 
韓国 京城 大 学 病院 内 科 
韓国 京城 特別 市 中 区 奨 皿 洞 一 街 26 京 
東 教会 内 
韓国 大 東 仁 洞 328 医科 大 学 
予防 医学 教室 
a 陸軍 中 央 病理 研 


韓国 慶 南 金 山 市 岩 南 河 620 中央 家畜 
衛生 研究 所 


韓国 和 市 田浦 洞 陸軍 医務 室 
台湾 省 台 中 市 中 山路 161 
EN 日 本 寄生 虫 病 研 


植 
意 
均 
事 韓国 南 市 大 洞 水産 大 学 
増殖 科 
郎 


山本 好 明 

山中 直之 

県 衛生 

研 究 所 

3 

久 Sadun, E. H. 

s 

柳沢 十 四 男 

好 井 敏昭 
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京都 市 上 京 区 河原 町 京都 府立 医科 大 Chamlong Siriraj Hospital, Bangkok, Thailand 
学 微生物 教室 Harinasta 


韓国 南 市 州 科大 学 Paul C. Beaver Department of Tropical Medicine, 


Tul University of Louissiana, 1430 
韓国 京城 特別 市 京城 大 学校 医科 大 学 Avenme 
寄生 虫 学 教室 Louisiana, U.S.A. 

Department of Zoology, Howard 
Univorsity, Washigton., D. C 
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